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著作権 

Copyright © 1998-2016. Wilcom Pty Ltd, Wilcom International Pty Ltd. All Rights reserved. 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェア（デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに組み込まれているあ

らゆるイメージ、動画、文章、アプリケーションを含むがこれに限定されない）、付属の印刷物、及びデ

ジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの複製はすべての権原及び著作権は実施許諾者（ライセンサー）ま

たはその供給業者により所有されます。 当ソフトウェア製品は著作権法および国際特許条約により保護

されています。 従ってユーザーはデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアを他の著作物と同様に取り扱

うものとします。 デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに付属の印刷物を複写することは禁じられて

います。 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの画像技術機能の一部の著作権、版権は AccuSoft Corporation

により所有されています。 

有限保証 

すべて現状のまま提供されておりいかなる保証もしていない再配布可能ファイルは例外とし、蛇の目ミシ

ン工業株式会社（以下「ジャノメ」と称す）は購入日より 90日間、ソフトウェア媒体とその付随文書に

素材および製造上の欠陥がないこと、およびデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアが付属の文書に実質

的に従って作動することを保証します。 州または法域によっては黙示の保障期間の制限を認めない場合

がある為、前期の限定は適用されない場合があります。 適用法で認められる範囲においてデジタイザー

刺しゅう作成ソフトウェアの黙示的保証は、90日間に限定されます。 

責任制限 

保証に基づくジャノメの製造者責任制限は製品価格と同額を上限とします。 いかなる場合においても本

製品の使用、または本製品の使用不能に起因する二次的、偶発的、あるいは間接的な損害（事業利益の損

失、事業の中断、事業情報の消失またはその他の金銭的損失を含むがこれらに限定されない）に関してジ

ャノメは一切責任を負わないものとします。 同様にいかなる場合においてもジャノメは第三者に対し一

切の責任を負わないものとします。 

注記 

文書上で表示されている画面のレイアウトは解説用に作成されたもので、ソフトウェアが表示する画面の

表示と異なる場合があります。 同様にデザインのサンプルは過程および手順のみ説明するもので お買い

上げいただいたバージョンのソフトウェアに含まれていない場合があることをご了承ください。 

救済方法 

保証期間中に領収書等の購入の証明を添えてお客様が欠陥品をジャノメまたは購入した販売店に返却され

た場合、ジャノメまたは販売店はジャノメの判断により(a) 購入金の返金、あるいは(b)デジタイザー刺

しゅう作成ソフトウェアの修理または交換、の何れかの救済措置を行います。 

交換したデジタイザイー刺しゅう作成ソフトウェアの保証期間は当初保証の残存期間、あるいは 30日間

の何れか長い方とします。 
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イントロダクション 

刺しゅうデザインソフトウェア

を初めて使う方やミシン刺しゅ

うをこれから始められる方は刺

しゅうを作成する過程でコツを

学んだり、時には思い通りにい

かずもどかしく思う事もあるで

しょう。しかし質のよい刺しゅ

うを作成するには練習と忍耐力

が必要になります。 

作業に費やした時間は価値ある

経験となり、プロジェクトを終

了する度に自信が付き、次の課

題に意欲的に取り組むことがで

きるようになります。 
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刺しゅうを開始する 

刺しゅう完成までのシナリオをみてみましょう。通常、下記のいづれか（またはすべて）

の作業を行うことになります。 

 既成のデザインを選択し、刺しゅうする 

 デザイン全体を変更する 

 デザインにレタリングを追加する 

 モノグラムのデザインを作成する 

 既存のデザインを利用する 

 オートデジタイズ機能を使用し、イメージから刺しゅうを作成する 

 刺しゅうを一から作成する 

 特別な刺しゅう機能を使用する 

これらのケースを一つずつみていきましょう。この章では刺しゅうソフトウェアの主な使

用方法の概要と、更に詳しい情報が得られるユーザーガイドの章への参照が記載されてい

ます。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/User+Guide
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ユーザーインターフェース 

ソフトウェアはデスクトップのアイコンまたは MS Windows®スタートメニューから開くこ

とができます。右手のパネルにリストされている機能範囲に分けられた刺しゅうデザイン

モードが開きます。 

デザインウィンドウ 

当ソフトウェアにはデザインウィンドウと呼ばれるワークエリアがあり、2つのモードで

使用することができます。刺しゅうデザインモードは充実したツールセットを使用して刺

しゅうデザインの作成や編集ができます。複数のデザインを同時に開くことができ、デザ

インタブでデザイン間を切り替えることができます。

 

メニュー&ツールバー 

メインメニューとツールバーは通常画面の上部に表示されており、コマンドにアクセスす

るのに使用します。またコマンドのキーボードショートカットを使用すれば、作業のスピ

ードアップを図ることができます。使用可能なツールバーのリストはウィンドウメニュー

にあります。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Keyboard+shortcuts
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ソフトウェアには選択したツールにより変化する「コンテキストツールバー」があります

。ツールが選択されていない場合、ミシンリスト、刺しゅう枠リスト、選択したミシンに

対応する出力機能が表示されます。ここでは使用する測定単位（メートルまたは U.S.イン

チ）の設定や背景設定の調整をすることができます。 

 

ツールボックス 

ツールボックスはツールを搭載しているという点でツ

ールバーに似ていますが、各ツールボックスは「デザ

インをカスタマイズする」や「オブジェクトを編集す

る」という動作を表しています。ツールの中には複数

のツールボックスに表示されるものもあります。ツー

ルボックスはデザインの管理から始まり、一般的な操

作順序で編成されています。デザインの管理も併せて

ご覧ください。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Manage+designs
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ドッカー 

ソフトウェアには重要な機能を含んだ

「ドッカー」があります。ここでは糸

の選択、オブジェクト並び替え、カッ

トワークやニードルスタンプの作成や

、オブジェクトプロパティを表示した

り、変更したりすることができます。

ドッカーは通常デザインウィンドウの

右側に表示されます。ドッカー上部の

バーをドラッグまたはダブルクリック

することで、デザインウィンドウに引

き剥がし、フロートさせることができ

ます。使用可能なドッカーのリストは

、ウィンドウメニューに記載されてい

ます。 

 

刺しゅうデザインモードには頻繁に使用するドッカーが 3つあります。 

ドッカー 目的 

オブジェクト

プロパティ 

オブジェクトプロパティは最も重要なダイアログです。コンテキストツールバ

ーと共に使用して選択したオブジェクトのプロパティにアクセスし、変更を行

います。 

刺しゅう順序

変更 

刺しゅう順序変更ドッカーは簡単にデザイン中のカラーブロックとオブジェク

トを選択的に表示することができます。 

My 刺しゅう糸 My 刺しゅう糸ドッカーは糸チャートを選択し、デザインに刺しゅう糸を割り

当てることができます。My刺しゅう糸ドッカーはデザインパレットツールバ

ーと関連して動作します。 

ステータスバー 

デザインウィンドウの下部にあるステータスバーは、現在のカーソル位置と選択したツー

ルの使用説明を継続的に表示します。 

 

 

表示される情報： 

フィールド メモ 

プロンプトメッ

セージ 

選択した機能の使用方法のガイド 

デザインサイズ 高さと幅 

座標 現在の針位置(X/Y)と現在のステッチの長さ(L)と角度(A)。グリッド＆ガイ

ドラインも併せてご覧ください。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Grids%2C+rulers%2C+and+guides
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Grids%2C+rulers%2C+and+guides
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フィールド メモ 

ステッチ数 1 デザイン内のステッチ数の合計 

現在の生地 生地設定はステッチを施す生地の種類を考慮します。自動生地&密度も併せ

てご覧ください。 

デザインのグレ

ード 

ネイティブ EMB デザインはファイルが作成された方法により 4 つのグレード

に分類されます。使用可能な刺しゅうファイルをご覧ください。 

マルチ刺しゅう枠モード 

下のスクリーンイメージは、マルチ刺しゅう

枠ツールボックスからアクセスできるマルチ

刺しゅう枠のワークエリアです。作成した刺

しゅうデザインが大きすぎる、または間隔の

あいた複数のデザインを含んでいる場合、デ

ザインは複数の刺しゅう枠に分割されます。

この機能により、一つの刺しゅう枠ではステ

ッチできない大きな刺しゅうデザインを作成

することもできます。マルチ刺しゅう枠ワー

クエリアでは、各刺しゅう枠の位置や順序の

並び替えをすることができます。 マルチ刺

しゅう枠をご覧ください。 

CorelDRAW(R)との統合 

 

切り替え＆変換 > グラフィックモードに切り替えを使用し、刺しゅうデザインのデジタ

イズ(マニュアルまたはオート）の下絵用にイメージをインポート、編集、作成します。 

 

お買い上げいただいた刺しゅうソフトウェアには CorelDRAW®が組み込まれており、

CorelDRAW®グラフィックスイートの機能をすべてお使いいただけます。CorelDRAW は装飾

製品業界で最も人気のあるベクターベースのドローイングパッケージです。CorelDRAW に

は最高級のビットマップからベクターのトレース機能、イラスト機能、写真編集とプロ仕

様のクリップアートイメージライブラリが装備されています。 

内臓の CorelDRAWグラフィックウィンドウには、アウトラインや形状を描く様々なテクニ

ックを提供するツールすべてが含まれています。ベクターオブジェクトは刺しゅうデザイ

ンに変換できます。CorelDRAWのインターフェースに関する詳細は、Windowsスタート > 

プログラムグループのユーザーガイドをご覧ください。または CorelDRAWグラフィックの

ヘルプメニューよりオンスクリーンヘルプもご利用になれます。 

注記:CorelDRAW は Windows .NET Framework と共にインストールされます。CorelDRAW を

この刺しゅうソフトウェアと正しいバージョンの.NET と共に正しくインストールするに

は、必ず指示があった時にインストールを行ってください。コンピューターーにより

.NET Framework をインストールするのに 20分以上かかる場合もあります。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Fabric+settings+1
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Supported+design+files
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Multi-hoop+designs
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Multi-hoop+designs
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作業を開始する前に 

当ソフトウェアを使用するのに特別な経験は必要

ありません。デザインを開き、ミシンに送信する

だけです。当ソフトウェアは刺しゅうを開始する

上でのよいスタート地点になります。経験を積む

につれ、デザインに必要なものや問題点などデザ

インを「読む」ことができるようになります。 

 

サンプルデザインとイメージ 

ソフトウェアにはすぐにステッチ可能なデザインやサンプル、プロジェクトが含まれてい

ます。これらはインストールされた刺しゅうライブラリで見つけることができます。新し

く刺しゅうを開始するユーザーの方はこれらのデザインをチェックし、何があるのか把握

しておくとよいでしょう。デザインを閲覧するをご覧ください。 

 

デジタイズの下絵として使用できるイメージファイルも含まれています。これらはピクチ

ャフォルダーにインストールされます。イメージをインポートするも併せてご覧ください

。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Browse+designs
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Import+images
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Corel クリップアート 

CorelDRAW®Essentials には、Windowsプログラムグループからアクセスできるクリップア

ートが含まれています。これらのクリップアートサンプルに目をとおしておきましょう。

多くは刺しゅうデザインに応用したり、デジタイズの下絵や直接変換に使用することがで

きます。 

 

付属のイメージ（クリップアート）と刺しゅうデザインは、個人使用の場合のみ使用で

きます（これらのデザインはいかなる形でも商業販売することはできません）。 

その他のソース 

刺しゅうデザインはオンラインで購入できるデザインもたくさんあります。このようなデ

ザインを使用する際は、著作権に関する記述をよくお読みください。 
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既存のデザインを刺しゅうする 

ユーザーの中には既製のデザインを利用し

、刺しゅうする機会が多い方もおられます

。また初心者の方もここがスタート地点と

なることでしょう。使用したいデザインを

見つけたら、画面上でプレビューしデザイ

ンがどのように刺しゅうされるか確認しま

しょう。刺しゅうを行うまでにいくつかの

ステップを踏む必要があります。ここでは

主なステップの概要をユーザーガイドへの

参照と共にご紹介します。 

 

 

良い刺しゅうのルール 

刺しゅうデザインをチェックする際に、下記のポイントを確

認しましょう。 

 ステッチが揃っていて、滑らかで均一である 

 デザインの形状、色、バランスが良い 

 形状が正しい埋め込みとアウトラインで形成されている 

 ステッチの角度が形状と合っている 

 形状に正しくステッチが施されている(隙間がない) 

 細部が明確に定義されている 

 レタリングは明確で読みやすい 

刺しゅうは下記の特徴を持ち合わせていることが重要です。 

 ミシンで効率的に刺しゅうされるデザイン 

 ステッチした範囲の生地にしわがよっていない 

 デザインにほつれ止めが施されている 

質の良い刺しゅうを作成するには適切なデザインと、デザインを刺しゅうするためのよい

ミシンが必要となります。しかしこれらが揃っている場合でも生地、刺しゅう糸、刺しゅ

う用芯地や糸の張りが正しく使用されていなければ十分ではありません。お持ちのミシン

マニュアルを確認したり、刺しゅうの経験者からアドバイスを聞いたりして設定を確実な

ものにしましょう。 

 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/User+Guide
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デザインを刺しゅうする 

 
デザイン管理 > 選択を開くを使用し、刺しゅうライブラリで選択したデザインを開き

ます。 

 

デザイン管理 > 選択から新規作成を使用し、刺しゅうライブラリで選択したデザイ

ンをベースに新規デザインを作成します。 

 

刺しゅうライブラリからデザインを開きます。デザインファイルを開くをご覧ください。 

 

 

表示設定を調整する 

 

表示 > デザインを表示をクリックし、デザイン項目を表示/非表示にします。クリック

して表示設定ドロップリストを開きます。 

 

必要に応じて表示設定を調整します。デザインを表示するをご覧ください。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Open+or+create+a+design
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/View+designs
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生地のタイプを変更する 

 
デザインをカスタマイズ > 自動生地を使用し、デザインのプロパティを刺しゅうする生

地に合わせて変更します。 

 

必要に応じてデザインをカスタマイズツールボックスまたはデザイン設定メニューから、

生地のタイプの確認や変更を行います。自動生地&密度をご覧ください。 

 

 

刺しゅう糸を割り当てる 

 

デザインパレット > デザインの色を変更を使用し、My 刺しゅう糸ドッカーを表示/非表

示にし、他の刺しゅう糸チャートから刺しゅう糸を検索しデザインの色を変更します。 

 

デザインパレットで糸色をチェックします。 必要に応じてお持ちの糸に合うチャートに変

更します。デザインの色をご覧ください。 

 

 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Fabric+settings+1
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Thread+colors


 既存のデザインを刺しゅうする 
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刺しゅうされる様子をプレビューする 

 

表示 > 刺しゅうシュミレーションを使用し、画面上でデザインが刺しゅうされる様子を

ステッチビューまたはビジュアライザーでシュミレーションします。 

 

Shift + R>を押し、ミシンでデザインが刺しゅうされる様子をプレビューします。デザイ

ン内を移動するをご覧ください。 

 

 

デザインワークシートをプレビューする 

 

デザイン出力 / 標準 > 印刷プレビューを使用し、デザインワークシートをプレビュー

します。プレビューウィンドウから印刷する 

 

標準ツールバーまたはデザイン出力ツールボックスから、デザインをプレビューして必要

に応じてデザインワークシートを印刷します。デザインを印刷するをご覧ください。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Traveling+through+designs
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Traveling+through+designs
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Print+designs


 既存のデザインを刺しゅうする 
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デザインを出力する 

 

デザイン出力 / コンテキスト > デザインを送信を使用し、デザインをお使いのミ

シンに送信します。 

 

デザイン出力 / コンテキスト > カード/USB に書き込みを使用し、デザインを外

部メディアドライブに送信します。 

 

デザインを直接ミシンに送信するか、データメディア（通常メモリースティック）を介し

て送信します。デザインをミシンに送信するをご覧ください。 

 

デザインをミシンに転送した後の手順に関しては、お使いのミシンの説明書をご覧くだ

さい。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Send+designs


 デザインを変更する 
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デザインを変更する 

クリップアートや購入したデザインを刺

しゅうするのに慣れたら、今度はデザイ

ンのサイズ、糸の色、生地タイプを変更

してみましょう。操作はとても簡単です

。一般的なステップの概要をユーザーガ

イドへの参照と共にご紹介します。 

 

デザインを開く 

 
デザイン管理 > 選択を開くを使用し、刺しゅうライブラリで選択したデザインを開き

ます。 

 
デザイン管理 > 選択から新規作成を使用し、刺しゅうライブラリで選択したデザイ

ンをベースに新規デザインを作成します。 

 

 使用したいデザインを開きます。デザインファイルを開くをご覧ください。 

 <Ctrl + A>を押しすべてのオブジェクトを選択し、<Ctrl + G>でグループ化します。 

糸色を調整する 

 

デザインパレット > デザインの色を変更を使用し、My 刺しゅう糸ドッカーを表示/非

表示にし、他の刺しゅう糸チャートから刺しゅう糸を検索しデザインの色を変更しま

す。 

 

デザインをカスタマイズ > 使用色で循環を使用し、使用色の組み合わせで循環しま

す。左/右クリックを使用します。 

 

必要に応じてデザインの糸色を調整します。使用した色を循環し、生地の背景色に合う組

み合わせを見つけましょう。デザインの色をご覧ください。 

 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/User+Guide
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/User+Guide
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Open+or+create+a+design
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Thread+colors


 デザインを変更する 
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デザインのサイズを変更する 

 

コンテキスト > サイズ 10%増を使用し、選択物のサイズを 10%ずつ増加します。 

 

コンテキスト > サイズ 10%減を使用し、選択物のサイズを 10%ずつ減少します。 

 

デザインのサイズをチェックし、必要に応じてサイズを変更します。例えば左胸にステッ

チしたいデザインの場合、デザインの最大サイズは約 4.25インチまたは 108mm四方の正方

形になります。オブジェクトを変形するをご覧ください。 

 

オブジェクトを回転する 

 

コンテキスト > 左に 15度回転を使用し、選択を 15度ずつ左に回転します。 

 

コンテキスト > 右に 15度回転を使用し、選択を 15度ずつ右に回転します。 

 

選択ハンドルまたはコンテキストツールバーを使用して、オブジェクトを所定の位置まで

回転させます。オブジェクトを変形するをご覧ください。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Transform+objects
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Transform+objects


 デザインを変更する 
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デザインをビジュアル化する 

 

デザインをカスタマイズ / コンテキスト > 背景&表示色を使用し、色、生地、プロダク

トをデザインの背景に設定します。 

 

デザインをカスタマイズ ツールボックスのデザイン背景ツールを使用して、生地やプロダ

クト上にデザインをビジュアル化します。背景をご覧ください。 

 

 

デザインに刺しゅう枠をかける 

 

表示 > 刺しゅう枠を表示クリックし、刺しゅう枠を表示/非表示にします。 右クリック

で設定します。 

 

表示ツールバーまたはコンテキストツールバーから刺しゅう枠を選択します。刺しゅう範

囲内にデザインが収まるようにしてください。刺しゅう枠を選択するをご覧ください。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Backgrounds
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Display+hoops


 デザインを変更する 
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デザインを出力する 

 

デザイン出力 / コンテキスト > デザインを送信を使用し、デザインをお使いのミ

シンに送信します。 

 

デザイン出力 / コンテキスト > カード/USB に書き込みを使用し、デザインを外

部メディアドライブに送信します。 

 

デザインを直接ミシンに送信するか、データメディア（通常メモリースティック）を介し

て送信します。デザインをミシンに送信するをご覧ください。 

 

デザインをミシンに転送した後の手順に関しては、お使いのミシンの説明書をご覧くだ

さい。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Send+designs


 レタリングを作成する 
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レタリングを作成する 

デザインのステッチやサイズ、色、生

地タイプの変更に慣れたら、今度は自

分だけのレタリングデザインを作成し

てみましょう。質のよい刺しゅうを作

成するにはもちろん練習が必要ですが

、当ソフトウェアでは文字を画面にタ

イプするだけで簡単にレタリングデザ

インを作成することができます。 

 

 

デザインを開く 

 

デザイン管理 > 選択を開くを使用し、刺しゅうライブラリで選択したデザインを開

きます。 

 

デザイン管理 > 選択から新規作成を使用し、刺しゅうライブラリで選択したデザ

インをベースに新規デザインを作成します。 

 

デザインを開きます（ここではお持ちのデザインにレタリングを追加します）。デザイン

管理ツールボックスでサンプルを選択します。デザインの管理も併せてご覧ください。 

 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Manage+designs


 レタリングを作成する 
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レタリングを追加する 

 

レタリング/モノグラム > レタリングを使用し、付属の刺しゅう書体や TrueType で刺し

ゅうレタリングを作成します。 

 

刺しゅうレタリングは素早く簡単にデザインに加えることができます。レタリングを作成

するをご覧ください。 

 

ベースライン等の設定を調整する 

ベースライン、フォーマット、間隔設定や色は簡単に変更することができます。レタリン

グのレイアウトをご覧ください。 

 

レタリングデザインを刺しゅうし、ステッチの質を確認してみましょう。書体によってう

まく刺しゅうされるサイズが異なります。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Create+embroidery+lettering
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Create+embroidery+lettering
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Lettering+Baselines
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Lettering+Baselines


 上級レタリング 
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上級レタリング 

基本的なレタリングデザインの作成に慣れたら

、モノグラムや装飾的なレタリング、flair 

scripts（フレアスクリプト）、トラプントを使

用した 3Dレタリング、特殊なレタリング効果を

使用して、さらにユニークでクリエイティブな

レタリングデザインを作成しましょう。想像力

は無限大に表現できます。経験は新しい事へチ

ャンレジする自信になります。お使いのミシン

をよく知ることはもちろん、サンプルを作成し

デザインの質をチェックするのも重要です。 

 

ソフトウェアに含まれているサンプルデザインもよく観察してみましょう。 

モノグラミング 

 

レタリング/モノグラミング > モノグラミングを使用し、付属のスタイル、ボーダータ

イプや装飾を使用し、自分だけのモノグラムを作成します。 

 

モノグラミングツールを使えば、モノグラミングデザインを簡単に作成することができま

す。モノグラムにはレタリング、装飾、ボーダーを加えることができます。モノグラムを

作成するとウエディングモノグラムをご覧ください。 

Flair Script 

 

レタリング/モノグラム > レタリングを使用し、付属の刺しゅう書体や TrueType で刺し

ゅうレタリングを作成します。 

 

Flair scriptはテキストオブジェクトの最後に流れるようなフレア(飾り）が追加されて

いる特殊な書体で、きらびやかな手書きの飾り書きを再現しています。特別なレタリング

をご覧ください。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Create+monograms
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Create+monograms
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Wedding+monogram
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Special+lettering
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Special+lettering


 上級レタリング 
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レタリングのステッチ効果 

 

オブジェクトプロパティ> 効果 > ぼかし効果を使用し、不揃いなギザギザ縁、陰影効

果、また毛皮のような風合いやふわふわした質感を作成します。 

 

初期設定ではレタリングオブジェクトはサテンステッチで埋め縫いされますが、他の刺し

ゅうオブジェクトと同様にステップやファンシーなどの埋め込みステッチタイプを適用す

ることもできます。ステッチタイプをご覧ください。 

レタリングアート 

 

レタリング/モノグラム > レタリングを使用し、付属の刺しゅう書体や TrueType で刺し

ゅうレタリングを作成します。 

 

レタリングに「レタリングアート」を適用すると、扇形、アーチ状、引き伸ばといった特

殊効果を与えることができます。レタリングのレイアウトをご覧ください。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Stitch+types
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Lettering+Baselines


 デザインをカスタマイズする 
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デザインをカスタマイズする 

デザインのカスタマイズは、刺しゅう作成において最も多い作業と言えるでしょう。新し

いデザインを作成することはもちろんですが、既存のデザインを目的に合わせて再利用す

る機会の方が多いでしょう。デザインのサイズ、色、生地などの設定の変更の仕方はすで

に理解されていると思います。ここではオブジェクトの変形、削除、統合、複製、並び替

えとステッチタイプや効果の変更をご紹介します。 

ソフトウェアに含まれているサンプルデザインもよく観察してみましょう。 

 

デザインを組み合わせる 

 

デザインをカスタマイズ / 標準 / レイアウト > デザインを挿入を使用し、現在のデザ

インに他の刺しゅうデザインを挿入します。デザインパレットは併合されます。このツ

ールはファイルメニューからもアクセスできます。 

 

デザイン項目を組み合わせる作業はデザインを作成する上で必須と言えるでしょう。同様

にオブジェクトのサイズ変更、位置変え、回転、並び替え、重なり合ったステッチを削除

する作業もとても重要です。デザインを挿入するをご覧ください。 

デザインを変換する 

 

レイアウト > 横反転コピーを使用し、選択オブジェクトを横方向に反転しコピーしま

す。 

 

レイアウト > 縦反転コピーを使用し、選択オブジェクトを縦方向に反転しコピーし

ます。 

 

デザインは複製、回転、反転し、リース効果や万華鏡効果など作成することができます。

オブジェクトを変形するをご覧ください。 

デザインを変形する 

 

オブジェクト編集 / 選択 > オブジェクト変形を使用し、オブジェクトのアウトライン

、ステッチ角度、枠を変形します。 

 

オブジェクト変形は、オブジェクトの形状の変形から特殊な効果を作る為のレタリングの

変形まで様々な操作があります。 選択できるオブジェクトは、ほとんどの場合変形するこ

とができます。オブジェクトを調整するをご覧ください。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Insert+designs+1
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Transform+objects
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Reshape+objects


 デザインをカスタマイズする 
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アーティスティックなステッチ効果を適用する 

 

オブジェクトプロパティ> 埋め縫い> 浮き出し模様を使用し、密なステッチの外観を

持つ装飾的な埋め縫いを作成します。 パターンライブラリから選択します。 

 

オブジェクトプロパティ> 埋め縫い> モチーフを使用し、装飾的な開いた埋め縫い

ステッチを作成します。モチーフライブラリから選択します。 

 

シンプルな埋め縫いやアウトラインでは物足りなくなったら、アーティスティックなステ

ッチタイプや効果を試してみましょう。ステッチタイプをご覧ください。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Stitch+types


 オートデジタイズ 
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オートデジタイズ 

ここまでの作業でミシンとソフトウェアに大分慣れてきたことでしょう。刺しゅうのデジ

タイズをしなくとも、刺しゅうデザインを作成することができるようになりました。ここ

ではついにデジタイズについて学んでいきます。 

刺しゅうを素早く作成する方法の一つに、自動刺しゅう機能があります。この方法で作成

できるものには制限がありますが、デザインによっては十分に目的を果たすことができ、

またアイデア出しにデザインの試作品を素早く作るのに利用することができます。 

イメージを使用する 

 

イメージ > 刺しゅう用にイメージを準備を使用し、 色数やイメージのノイズを減らし

たりアウトラインをはっきりさせて、ビットマップイメージをオートデジタイズで使用

できるように準備します。 

 

質の良い刺しゅうを作成するには、適切なイメージを選択する必要があります。素材は様

々なところから得ることができます。 

 ピクチャフォルダー内のサンプル 

 刺しゅうパターンの本、子供の絵本 

 プリント柄のテーブルクロスやティータオル 

 名刺、ポストカード、ラッピングペーパー 

 ワードプロセッサやグラフィックソフトのクリップアートライブラリ 

 インターネット、CD クリップアートライブラリ 

 オリジナルイメージ（子供の描いた絵など） 

デジタルフォーマットでないイメージの場合、スキャンして質の良い画像を作成する必要

があります。マニュアルまたはオートデジタイズのどちらにしても、少数の純色とはっき

りとしたアウトラインで作成されたイメージが一番よい結果が得られます。イメージツー

ルバーにはイメージを挿入/スキャンし、オートデジタイズ用にイメージを準備するツール

が装備されています。イメージをご覧ください。 

  
 

はっきりとした輪郭を持つ鮮

明なイメージ 

はっきりとした色のブロック

を持つ鮮明なイメージ 

複雑なイメージ。鮮明なカラー

ブロックを作成する編集が必要 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Backdrops


 オートデジタイズ 
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デジタイズの経験が豊富でない場合は、複雑なイメージは避けましょう。 

 

ビットマップイメージを変換する 

 

オートデジタイズ > 自動埋め縫いを使用し、イメージ中の大きな形状を中抜きを維持

した状態でタタミ埋め縫いで埋めます。 

 

オートデジタイズ > アウトラインを使用し、現在のプロパティを使用したランニン

グステッチで、形状の境界線をデジタイズします。 

 

ビットマップイメージは色のついたドット（ピクセル）で構成されています。小さなエリ

アにズームインすると、アウトラインはぎざぎざになりピクセル化を起こします。オート

デジタイズツールボックスの自動埋め縫いツールは、ビットマップの形状を自動的にデジ

タイズします。自動刺しゅうでデジタイズするをご覧ください。 

 

 

 

 

オートデジタイズ > オートデジタイズ インスタント刺しゅうを使用し、初期設定を

使用してインポートしたイメージから直接刺しゅうデザインを作成します。 

 

オートデジタイズ > オートデジタイズ刺しゅうを使用し、変換値を使用してインポ

ートしたイメージから直接刺しゅうデザインを作成します。 

 

オートデジタイズは最も適切なステッチタイプを選択し、デザイン全体をデジタイズする

こともできます。刺しゅうをオートデジタイズするをご覧ください。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Digitize+with+Click-to-Stitch
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Auto-digitize+embroidery


 オートデジタイズ 
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ベクターイメージを変換する 

 

切り替え＆変換 > グラフィックモードに切り替えを使用し、刺しゅうデザインのデジ

タイズ(マニュアルまたはオート）の下絵用にイメージをインポート、編集、作成しま

す。 

 

切り替え＆変換 > イメージを刺しゅうに変換を使用し、選択したベクター/ビットマ

ップイメージを埋め縫い/アウトラインステッチに変換します。 

 

変換ツールは、ベクターオブジェクトとテキストを刺しゅうまたはレタリングオブジェク

トに自動的に変換します。これらのオブジェクトは編集することができます。ベクターイ

メージはアウトラインで構成されており、色をつけたり領域を色で埋めることができます

。まず始めに CorelDRAW®に含まれているクリップアートのサンプルで試してみましょう。

サンプルの多くは刺しゅうデザインの作成に使用することができます。オートデジタイズ

をご覧ください。 

 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Auto+digitizing
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Auto+digitizing
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次のステップ 

これまでの過程で刺しゅうに必要なテクニッ

クの 90%をマスターしたといってもよいでし

ょう。次は刺しゅうの上級者になるのに必要

なマニュアルでのデジタイズに取り組みます

。簡単なプロジェクトから開始し、徐々に複

雑なステッチ効果のあるデザインを作成して

いきましょう。オブジェクトをデジタイズす

るをご覧ください。 

特殊な刺しゅう機能 

マニュアルでのデジタイズをマスターしたら

、ステッチタイプと効果をフルに活用しまし

ょう。ステッチタイプはそれぞれ使用する目

的が異なります。当ソフトウェアで作成でき

るステッチは以下のようなものがあります。 

 フリーハンド 

 浮き出し模様埋め縫い 

 カーブした埋め縫い 

 アップリケ 

 クロスステッチ 

 ボタンホール列 

 キルト 

 ３D刺しゅう 

詳細はユーザーガイドまたはオンラインリソースを参考にしてください。 

刺しゅうを楽しく！ 

当ソフトウェアでは上質でプロ並の刺しゅうが簡単にできるツールを取り揃えています。 

付属のデザインとクリップアートを十分に活用しましょう。作業中に分からないことがあ

れば、初めに戻ってみましょう。刺しゅうの知識やレパートリーを広げたい場合はサンプ

ルデザインをよく観察し、どのようにデザインが組み立てられているかチェックしてみま

しょう。 

楽しく刺しゅうを始めましょう！ 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Digitize+designs
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Digitize+designs
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Freehand
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Embossed+fill
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Curved+fills
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Applique
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Cross+stitch
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Buttonholes
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Echo+stitching
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Quilted+embroidery
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/User+Guide
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著作権 

Copyright © 1998-2016. Wilcom Pty Ltd, Wilcom International Pty Ltd. All Rights reserved. 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェア（デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに組み込まれているあ

らゆるイメージ、動画、文章、アプリケーションを含むがこれに限定されない）、付属の印刷物、及びデ

ジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの複製はすべての権原及び著作権は実施許諾者（ライセンサー）ま

たはその供給業者により所有されます。 当ソフトウェア製品は著作権法および国際特許条約により保護

されています。 従ってユーザーはデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアを他の著作物と同様に取り扱

うものとします。 デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに付属の印刷物を複写することは禁じられて

います。 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの画像技術機能の一部の著作権、版権は AccuSoft Corporation

により所有されています。 

有限保証 

すべて現状のまま提供されておりいかなる保証もしていない再配布可能ファイルは例外とし、蛇の目ミシ

ン工業株式会社（以下「ジャノメ」と称す）は購入日より 90日間、ソフトウェア媒体とその付随文書に

素材および製造上の欠陥がないこと、およびデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアが付属の文書に実質

的に従って作動することを保証します。 州または法域によっては黙示の保障期間の制限を認めない場合

がある為、前期の限定は適用されない場合があります。 適用法で認められる範囲においてデジタイザー

刺しゅう作成ソフトウェアの黙示的保証は、90日間に限定されます。 

責任制限 

保証に基づくジャノメの製造者責任制限は製品価格と同額を上限とします。 いかなる場合においても本

製品の使用、または本製品の使用不能に起因する二次的、偶発的、あるいは間接的な損害（事業利益の損

失、事業の中断、事業情報の消失またはその他の金銭的損失を含むがこれらに限定されない）に関してジ

ャノメは一切責任を負わないものとします。 同様にいかなる場合においてもジャノメは第三者に対し一

切の責任を負わないものとします。 

注記 

文書上で表示されている画面のレイアウトは解説用に作成されたもので、ソフトウェアが表示する画面の

表示と異なる場合があります。 同様にデザインのサンプルは過程および手順のみ説明するもので お買い

上げいただいたバージョンのソフトウェアに含まれていない場合があることをご了承ください。 

救済方法 

保証期間中に領収書等の購入の証明を添えてお客様が欠陥品をジャノメまたは購入した販売店に返却され

た場合、ジャノメまたは販売店はジャノメの判断により(a) 購入金の返金、あるいは(b)デジタイザー刺

しゅう作成ソフトウェアの修理または交換、の何れかの救済措置を行います。 

交換したデジタイザイー刺しゅう作成ソフトウェアの保証期間は当初保証の残存期間、あるいは 30日間

の何れか長い方とします。 
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イントロダクション 

お持ちのミシンや刺しゅう枠を選択したり、デザインの背景を設定するなど、自分の環境

に合うようにソフトウェアの作業環境を設定しましょう。 
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ミシンを選択する 

このソフトウェアでは様々のミシンのモデルを使用することができます。ミシンの中には

シリアル（COM）または USB ポートとケーブルを介してお使いの PCに直接接続できるもの

があります。旧式のミシンでは直接接続をすることはできませんが、マイカード(ATA カー

ド)とまたは USBメモリースティックを読み込むことができます。 

 

利用できるミシンのモデル 

当ソフトウェアは現在どの種類のミシンが PCの USBポートに接続されているかを自動的に

検出することができます。ミシンメニューアイテムは、PCに接続されているミシンの種類

によって異なります。どのミシンも検出されない場合は、すべてのメニューアイテムは選

択できないように灰色になってしまいます。ご利用の代理店で使用可能なミシンの種類を

確認することができます。使用可能な接続タイプは下記の通りです。 

ミシン 同等 Wi-Fi 接続ソ

フト 

直接接続

† 

ATA‡ USB 

MC15000  ● ● ●  ● 

セシオ 14000/HC1500 eXpressive920  ● ●  ● 

MC12000 eXpressive900  ● ●  ● 

セシオ 11500, 11000 / HC12000DX, 

12000, 10000 

Elna9600   ● ● ● 

スーパーセシオ PC    ● ●  

スーパーセシオ PC    ● ●  

スーパーセシオ・ハイパークラフト 

C-2100 

   ● ●  

セシオ 9700/ハイパークラフト 900 eXpressive860     ● 

セシオ 9090 Elna8600    ●  

C-601 Elna8200    ●  

MC500E eXpressive830  ● ●  ● 
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ミシン 同等 Wi-Fi 接続ソ

フト 

直接接続

† 

ATA‡ USB 

MC450E      ● 

MC400E      ● 

MC350E Elna8300    ● ● 

刺しゅう名人・C-400 eXpressive820    ●  

メモリークラフト 200E Elna8100     ● 

NS-1      ● 

NS-4     ● ● 

NS-40      ● 

MB-4    ● ● ● 

MB-4S eXpressive940   ●  ● 

その他       

Wi-Fi = 無線ネットワークで接続する技術でミシンへ直接接続。 

接続ソフト = ミシン接続ソフトウェア。外部ミシン接続ソフトウェアを介してデザインを

ミシンに送信します。 

DC = 直接接続。詳細はミシンに直接繋ぐをご覧ください。 

ATA = マイカード(ATAカード)。 

USB = USBメモリースティック。 

スーパーセシオ、ハイパークラフト C-2100、スーパーセシオ PC 

Windows® 7 以降をご利用の際は、USB-RS-232C 変換アダプタを使用してのデザインの送

信はひとつずつ行ってください。同時に複数のデザインを送信しようとするとエラーが

表示されます。 

MB-4ミシン 

MB-4ミシンは直接接続をすることができます。デザインはミシンの内部メモリかマイカー

ド(ATAカード)、またはミシンに備え付けの USBスティックにダウンロードすることがで

きます。しかし MB-4ミシンの直接接続はデジタイザー製品レベルでのみ使用可能となって

います。 



 刺しゅう枠を選択する 

 

 

 

ソフトウェアの設定 2016-06-28 4 

 

刺しゅう枠を選択する 

刺しゅう枠にはミシンで刺しゅうをしている間、しっかりと生地を固定するという役割が

あります。刺しゅう枠には様々なサイズがあり、選択した刺しゅう枠はデザインウィンド

ウに表示され、デザインのサイズ変更や位置を決めるガイドラインとなります。刺しゅう

枠は必要に応じて表示または非表示することができます。 

 

選択した刺しゅう枠の種類によりますが、刺しゅう枠内のワークエリアの境界線は赤や青

または点線で表示されます。刺しゅう枠の刺しゅう可能エリアの外にデザインがはみ出て

いる場合、保存する際に警告が表示されます。これは針が刺しゅう枠に当たりミシンを破

損してしまうのを防ぎます。使用可能な刺しゅう枠も併せてご覧ください。 

作成した刺しゅうデザインが大きすぎる、または間隔のあいた複数のデザインを含んで

いる場合、デザインは複数の刺しゅう枠に分割されます。刺しゅう枠はそれぞれ 1 回の

刺しゅう枠かけで刺しゅうできるオブジェクトを含みます。マルチ刺しゅう枠をご覧く

ださい。 

刺しゅう枠を選択する 

 

表示 > 刺しゅう枠を表示クリックし、刺しゅう枠を表示/非表示にします。右クリック

で設定します。 

 

表示メニューの刺しゅう枠を表示ボタンをアクティブにし、刺しゅう枠を表示します。コ

ンテキストツールバーの刺しゅう枠の種類リストは、現在どの刺しゅう枠がアクティブか

を表示します。リストは選択したミシンの種類により、自動的にフィルターにかけられま

す。選択したミシンで使用可能な刺しゅう枠のみ使用できます。デザインが収まる一番小

さな刺しゅう枠を選択します。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Multi-hoop+designs
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または刺しゅう枠を表示ボタンを右クリックし、ドロップリストから刺しゅう枠を選択す

ることもできます。 

 

選択した刺しゅう枠は EMB ファイルフォーマットのデザインと共に保存されます。ミシン

がステッチファイルを読み込む際、刺しゅう範囲は選択した刺しゅう枠の種類によって制

限されます。 

AccuFil®で使用する刺しゅう枠には、2 箇所の刺しゅう枠エリアがあります。AccuFil®は

ソフトウェアおよびミシンファームウェアで、AQと ASQ 刺しゅう枠を使用したステッチ

キルトデザインと共に作動します。一般的な刺しゅうでは、刺しゅう可能な最大エリア

は赤で表示されます。AccuFil®で使用する場合、青の破線内のエリアを使用します。詳

しくはお近くのジャノメ販売店までお問い合わせください。 

刺しゅう枠をセンタリングする 

センタリング（デザインの周り）機能は刺しゅう枠の中心（刺しゅう枠番号 1&3などの旧

式の刺しゅう枠ではオフセットした中心）を自動的にデザインの中心に配置したり、また

はデザインにステッチが含まれていない場合は現在のデザインウィンドウの(0,0)ポイント

に配置します。「固定」オプションを選択した場合、刺しゅう枠の中心（旧式の刺しゅう

枠の場合、オフセットした中心）はデザインウィンドウの(0,0)ポイントで固定されます。 
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背景の色 

 

デザインをカスタマイズ / コンテキスト > 背景&表示色を使用し、色、生地、プロダク

トをデザインの背景に設定します。 

 

刺しゅうを施す生地に合わせた色を刺しゅう枠の内側の色に設定できます。刺しゅう枠の

外側の背景色も設定できます。背景も併せてご覧ください。 

 デザインをカスタマイズ > デザイン背景を選択するか、デザインウィンドウを右クリ

ックし、ポップアップメニューから選択します。 

 刺しゅう枠の内側の色を選択するには、純色オプションを選択します。これにより刺

しゅう枠の内側と外側で異なる色を選択できます。色はパレットの色から選択した

り、自分で作成することもできます。 

 

 使用する生地の色に合わせて、刺しゅう枠の内側の色を設定することができます。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Backgrounds
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刺しゅう枠を回転する 

 

コンテキスト > 刺しゅう枠を左回りに 90度回転を使用し、選択した刺しゅう枠を左回

りに 90度ずつ回転させます。 

 

コンテキスト > 刺しゅう枠を右回りに 90度回転を使用し、選択した刺しゅう枠を右回

りに 90度ずつ回転させます。 

 

刺しゅう枠を回転ツールを使用し、デジタイズがしやすいように刺しゅう枠を回転するこ

とができます。刺しゅう枠のイメージはスクリーンと印刷されるワークシートの両方で表

示されるので、刺しゅう枠に対するデザインの方向が分かりやすく、配置する場所を決定

するこができます。必要に応じて刺しゅう枠をアイコンまたはポップアップメニューで回

転します。 

 

ユーザー設定の刺しゅう枠 

 

表示 > 刺しゅう枠を表示クリックし、刺しゅう枠を表示/非表示にします。右クリック

で設定します。 

 

MB-4またはその他のミシンを使用している場合は、刺しゅう枠を定義し保存することがで

きます。 刺しゅう枠を表示アイコンを右クリックしてダイアログを開きます。 「ユーザ

ー設定刺しゅう枠」オプションは右手にあります。 
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ソフトウェアがアップデートされるよりも高い頻度でミシンで新しい刺しゅう枠が使用可

能となる為、ユーザー設定刺しゅう枠が必要となります。 ミシンの中には、ソフトウェア

内で定義する必要のある他社の刺しゅう枠のアダプターを装備しているものもあります。 

刺しゅう枠タブの作成ボタンをクリックすると、 主に 2種類の刺しゅう枠タイプ（四角形

と楕円形）で定義または編集することができます。 

  

ユーザー設定刺しゅう枠の刺しゅう範囲はステッチファイル に記録され、マルチニードル

ミシンで読み取られ、 刺しゅう範囲が定義されます。 一方、一本針ミシンの刺しゅう範

囲は選択した刺しゅう枠の種類によって決定します。 ファイルに「標準以外」（ユーザー

設定）の刺しゅう枠のコードが含まれている場合、刺しゅう枠のサイズは自動的にデザイ

ンのサイズが基にされ、刺しゅう範囲が制限されます。 

刺しゅう枠リストに無いユーザー設定の刺しゅう枠を含む EMB ファイルを開いた場合や

、刺しゅう枠がリストにあるものと同名であるがタイプや設定が異なる場合、同じ特徴

を備えたユーザー設定の刺しゅう枠が作成され、自動的に名前が付けられます。 



 グリッド＆ガイドライン 

 

 

 

ソフトウェアの設定 2016-06-28 9 

 

グリッド＆ガイドライン 

グリッドとガイドラインは刺しゅうオブ

ジェクトを正確に配置したり、サイズ変

更するのに使用します。 グリッドは必

要に応じてオン/オフにすることができ

、グリッド間隔を変更することができま

す。 

また測定に便利なルーラーもオン/オフ

にすることができます。 ルーラーのゼ

ロポイントは、デザインまたはデザイン

ウィンドウのどの場所にも設定すること

ができます。 ルーラーの倍率はズーム

設定により異なります。 

ガイドはデザインウィンドウを横切るよ

うに配置され、オブジェクトを整列する

のに便利です。 各ガイドにはルーラー

上に黄色のハンドルがついており、移動

させたり削除したりすることができます。 ガイドはグリッドが表示されている場合はグリ

ッドの上に、デザインがある場合はデザインの下に表示されます。 ガイドを設定するには

、まずルーラーを表示する必要があります。 

測定単位（mmまたはインチ）は、Windowsのコントロールパネルにある地域設定により異

なります。 測定単位はソフトウェア内で変更することができます。 測定の単位も併せて

ご覧ください。 

ルーラーとガイドラインを表示する 

 

表示 > グリッドを表示をクリックし、グリッドを表示/非表示にします。 右クリック

で設定します。 

 

表示> ルーラー&ガイドを表示をクリックし、ルーラーとガイドを表示/非表示にし

ます。右クリックで設定します。 

 

 表示ツールバーでグリッドとルーラーをオンにします。 

 

 またはデザインウィンドウの空白部分を右クリックして、ポップアップメニューから

オンにします。 



 グリッド＆ガイドライン 
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 左上コーナーにある小さなボックスをクリックしてゼロポイントをリセットし、デザ

インのコーナーにドラッグします。 ここがゼロポイント（Xと Y が 0,0）になりま

す。グリッドは常にルーラーに平行に配置されます。 

 ガイドを作成するには、ルーラーの横線あるいは縦線をクリックし、作成したい位置

までドラッグをします。ガイドは複数作成でき、簡単に削除することができます。 

 ガイドをより正確な位置に作成するには、黄色のハンドルをダブルクリックします。

ガイド位置のダイアログで、ゼロ位置からの正確な距離を入力し OKをクリックしま

す。 

 ガイドを削除するには、デザインウィンドウから黄色のハンドルをドラッグして離し

ます。 

グリッド&ガイド設定を調整する 

 

表示 > グリッドを表示をクリックし、グリッドを表示/非表示にします。右クリック

で設定します。 

 

表示> ルーラー&ガイドを表示をクリックし、ルーラーとガイドを表示/非表示にし

ます。右クリックで設定します。 

 

 ソフトウェア設定 > ユーザーインターフェース設定を選択します。または表示ツール

バーのグリッドまたはルーラーツールを右クリックします。 

 



 グリッド＆ガイドライン 
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 横方向と縦方向の両方のグリッド間隔を調整します。クロスステッチなど正確さが求

められるデザインで作業する際に便利です。 

 「グリッドにスナップする」と「ガイドラインに合わせる」設定も行うことができま

す。デジタイズ、サイズ変更、変形または位置変え操作をしている間、オブジェクト

の基準点、コントロールポイントまたは先端はグリッドにスナップします。 

画面上で距離を測る 

 

コンテキスト > デザイン測定システムを使用し、ソフトウェア内で使用する測

定単位を、オペレーティングシステム設定を変えずに変更します。 

 

測定ツールは場面上で 2点間の距離を測るのに使用します。測定値は現在の設定により、

ミリメーターまたはインチで表示されます。測定の単位も併せてご覧ください。 

 表示 > 測定ツールを選択するか、<M>を選択します。 

 スタート点をクリックし、マウスをドラッグします。ツールチップに測定したライン

の長さが表示されます。角度は測定したラインの水平に対する角度が表示されます。 

 

 <Esc>を押して終了します。 

 ステータスバーでは、デザインの幅と高さを確認することができます。 

測定したい部分にズームインすると、より正確な結果を得ることができます。測定値は

現在のズーム倍率に関係なく、常に実寸で表示されます。 



 測定の単位 
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測定の単位 

当ソフトウェアでは簡単に測定単位を変更することができます。この測定単位システムは

、異なる測定単位を使用する国から注文を受けた場合に便利です。例えばアメリカにいる

顧客からレタリングの注文をインチ（例：¾”）で受けたが、デジタイズはメートル法で行

いたい場合、インチをミリメーターに計算しなくとも「3/4in」を入力するだけでいいので

す。 

 

コンテキスト > デザイン測定システムを使用し、ソフトウェア内で使用する測定

単位を、オペレーティングシステム設定を変えずに変更します。 

測定単位を変更する 

ソフトウェアを初めて起動した時の測定単位は、使用しているオペレーティングシステム

で使用している単位が採用されます。測定単位はコンテキストツールバーのドロップリス

トで変更できます。「U.S.式」を選択した場合、インチ、フィートまたはヤードを使用し

ます。選択した測定単位は、次回ソフトウェアを起動した時の初期単位になります。 

 

測定単位の変更は、多くのコントロールに使用される単位に影響します。ステッチ長と密

度コントロールは測定単位を反映して変更します。 

ジャノメメモリークラフトミシンは、ステッチ長を分数インチで表示することができま

す。 

単位を特定する 

ソフトウェアで使用する全体の測定単位を変更する以外に、測定コントロールに数値を入

力する際に測定単位を特定する方法もあります。測定単位を加えると、入力した数値は選

択した単位に自動的に変換します。 

 



 測定の単位 
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例えばメートル法を使用している場合、レタリングの高さはミリメートルですが、レタリ

ングの大きさが¾"の場合、「3/4in」または「3/4 in」と文字の高さフィールドに入力する

だけで、自動的に 19.1mmへ変換されます。 

当ソフトウェアでは真分数と仮分数（例：「1 1/3」や「4/3」）を使用することができ

ますが、「1'3"」のような混合した単位は使用できません。真分数表示は入力中のみ表

示され、入力後は表示されません。 

使用できる単位 

使用できる単位は以下の通りです。 

 ミリメートル、mm 

 インチ、in 

 フィート、ft 

 ヤード、yd 

 センチメーター、cm 

 メーター、m 

単位は英語または現在ソフトウェアが起動している言語で、テキスト方式で入力すること

ができます。 



 システム環境設定 

 

 

 

ソフトウェアの設定 2016-06-28 14 

 

システム環境設定 

ユーザーインターフェース設定ダイアログで、自動保存とス

クロールの設定を行います。ダイアログはソフトウェア設定

メニューからアクセスするか、デザインウィンドウの空白部

分を右クリックしポップアップメニューからコマンドにアク

セスします。 

自動保存オプション 

自動保存を使用すれば規則的な間隔で自動的に作業を保存で

きるので、ハードウェアやソフトウェア等の突然のエラーに

より作業が失われるのを防ぎます。デザインを設定頻度で自

動保存チェックボックスを選択し、分で自動保存の頻度を特

定します。 

 

デザインのバックアップは、インストールフォルダーの中にあるバックアップフォルダ

ーに保存されます。バックアップファイルはオリジナルのファイル名に BAK という拡張

子が付けられ、削除するまでバックアップフォルダーに残ります。ハードディスクの容

量を使いすぎないように、不要になったファイルを定期的に削除しましょう。 

オートスクロールの動作 

オートスクロールを活用すると、デジタイズ中にデザインウィンドウ内が自動的にスクロ

ールできます。これは特に大きなデザインを作成している場合にパンニングやスクロール

バーを使用するよりも便利です。 

 



 システム環境設定 
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オートスクロールオプションに含まれるもの： 

オプション 目的 

オートスクロール チェックボックスにチェックを入れて、デジタイズ中のオートスクロール

を有効にします。 

スクロール後ポイ

ンタを移動 

チェックボックスにチェックを入れて、スクロールした後ポインタを現在

のカーソル位置で共に強制的に動かします。 

応答時間 スクロールの速度を速くするには、小さめの数値を入力します。 

オートスクロール設定の効果は、デジタイズを開始すると確認することができます。デザ

インウィンドウは自動的にスクロールし、現在のカーソル位置を追います。 

「ポインタの移動先」オプション: 

オプション 目的 

センター 画面の中央。移動範囲が大きい場合は、この設定を使用します。 

中間 元のポインタの位置とウィンドウの真ん中の、中間地点。デザインの小さな部分

にズームインする時など、移動範囲が小さい場合にこの設定を使用します。 

コーナー 画面の端。低速でスクロールする場合は、この設定を使用します。 

<Shift>キーを押しさげると、デジタイズ中のオートスクロールを一時的に無効にするこ

とができます。 

マウスホイール動作 

オートスクロールを活用すると、デジタイズ中にデザインウィンドウ内が自動的にスクロ

ールします。 

 

4つのオプションはマウスのホイールだけの使用でも、<Alt>、<Ctrl>、<Shift>キーと組

み合わせてでも使用できます。マウスホイールは縦または横方向にスクロールさせたり、

プリセットした倍率でズームするよう設定することもできます。ズーム時にポインタを中

心にするにチェックを入れると、ポインタがいつでもスクリーンの真ん中にある状態にな

ります。 



 使用可能な刺しゅう枠 
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使用可能な刺しゅう枠 

当ソフトウェアではミシンの種類に合わせた様々な種類の刺しゅう枠を使用することがで

きます。刺しゅう枠リストは、選択したミシンの種類により自動的にフィルターにかけら

れます。選択したミシンで使用可能な刺しゅう枠のみ使用できます。使用しているミシン

で使用できないサイズの刺しゅう枠でデザインを保存または送信しようとすると、他の刺

しゅう枠を選択するようメッセージが表示されます。ミシンの種類と使用可能な刺しゅう

枠は下記の表をご覧ください。 

刺しゅう枠

セット 

ミシン 

セット 1 MC15000, セシオ 14000/HC1500, MC12000 

セット 2 セシオ 11500SE, 11500, 11000 / HC12000DX, 12000, 10000 

セット 3 スーパーセシオ PC, スーパーセシオ・ハイパークラフト C-2100, セシオ 9090, 

刺しゅう名人 / C-601, C-400, MC350E 

セット 4 セシオ 9700/ハイパークラフト 900 

セット 5 MC500E, MC450E, MC400E 

セット 6 メモリークラフト 200E 

セット 7 NS-1 

セット 8 MB-4, MB-4S, MB-7,NS-4,NS-40 

セット 9 その他 

刺しゅう枠セット 1 

ミシンの種類: MC15000, セシオ 14000/HC1500, MC12000 

刺しゅう枠の種類 サイズ 

ASQ22 枠 220 x 220 

FA10枠 100 x 40 

GR 枠 230 x 300 

HH10枠 100 x 90 

RE18枠 140 x 180 

SQ14枠 140 x 140 

SQ23枠 230 x 230 

刺しゅう枠セット 2 

ミシンの種類: セシオ 11500SE, 11500, 11000 / HC12000DX, 12000, 10000 
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刺しゅう枠の

種類 

サイズ 注記 

横枠 AQ 140 x 120  

ASQ枠 180 x 180  

小枠 FA 50 x 50  

横枠 HH 100 x 90  

MA 刺しゅう枠 200 x 280 2 箇所位置刺しゅう枠。 マルチ刺しゅう枠の配置を出力するも併

せてご覧ください。 

長枠 RE 140 x 200  

大枠 SQ 200 x 200  

標準枠 ST 126 x 110  

刺しゅう枠セット 3 

ミシンの種類：スーパーセシオ PC, スーパーセシオ・ハイパークラフト C-2100, セシオ

9090, 刺しゅう名人 / C-601, C-400, MC350E 

刺しゅう枠の

種類 

サイズ 注記 

枠 A(F) 126 x 110 スーパーセシオ・ハイパークラフト C-2100では使用できません。 

枠 A Ver.2.21 110 x 110 スーパーセシオ・ハイパークラフト C-2100のみ。 

枠 B 140 x 200  

枠 C 50 x 50  

横枠 D 220 x 190 Giga 横枠、2箇所位置刺しゅう枠。 マルチ刺しゅう枠の配置を出

力するも併せてご覧ください。 

刺しゅう枠セット 4 

ミシンの種類: セシオ 9700/ハイパークラフト 900 

刺しゅう枠の種類 サイズ 

FA10a 枠 100 x 40 

RE20a 枠 170 x 200 

SQ14a 枠 140 x 140 

刺しゅう枠セット 5 

ミシンの種類: MC500E, MC450E, MC400E 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Stitching+with+multi-position+hoops
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Stitching+with+multi-position+hoops
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Stitching+with+multi-position+hoops
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刺しゅう枠の種類 サイズ 注記 

ASQ18b 枠 184 x 184  

HH10b 枠 100 x 90  

RE10b 枠 100 x 40  

RE20b 枠 140 x 200  

RE28b 枠 200 x 280 MC400E では利用不可 

SQ14b 枠 140 x 140  

SQ20b 枠 200 x 200  

刺しゅう枠セット 6 

ミシンの種類: メモリークラフト 200E 

刺しゅう枠の種類 サイズ 

横枠 140 x 140 

横枠 50 x 50 

刺しゅう枠セット 7 

ミシンの種類: NS-1 

刺しゅう枠の種類 サイズ 

N1 枠 60 x 60 

N2 枠 24 x 56 

N3 枠 60 x 22 

N4 枠 42 x 62 

刺しゅう枠 140 x 140 

刺しゅう枠 50 x 50 

刺しゅう枠セット 8 

ミシンの種類: MB-4, MB-4S, MB-7, NS-4, NS-40 

刺しゅう枠の種類 サイズ 

H1:MB 横枠 100 x 90 

J1 No.11:MB 枠 D30 

J1 No.12:MB 枠 D30 

J2 No.6:MB 枠 24 x 54 



 使用可能な刺しゅう枠 
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刺しゅう枠の種類 サイズ 

J3 No.13:MB 枠 64 x 28 

J4 No.8:MB 枠 42 x 67 

J5 No.3:MB 枠 47 x 47 

J6 No.2:MB 枠 66 x 66 

J6 No.9:MB 枠 66 x 66 

J7 No.1:MB 枠 110 x 95 

J8 No.7:MB 枠 120 x 121 

大枠 - M1 240 x 200 

標準枠 - M2 126 x 110 

小枠 - M3 50 x 50 

S1:MB 枠 37 x 59 

S2:MB 枠 28 x 50 

T1:MB 枠 D34 

T2:MB 枠 D54 

T3:MB 枠 D84 

T4:MB 枠 D112 

T5:MB 枠 D142 

T6:MB 枠 78 x 168 

刺しゅう枠セット 9 

ミシンの種類: その他 

刺しゅう枠の種類 サイズ 

枠 1 & 3 126 x 90 

 

 



 使用可能な保存デバイス 
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使用可能な保存デバイス 

USB接続以外にも、フロッピーディスクに保存するのと似た方法で外部メディアに書き込

むこともできます。マイカード(ATAカード)は PCMCIA 標準の PCメモリーカードで、JEFフ

ォーマットでデザインを保存するのに使用されます。JEFフォーマットはミシンから読み

込み/ミシンへ書き込みする為のフォーマットです。マイカード（ATAカード)は、コンピ

ューターのドライブとして指定できます。ドライブの表示は E:、F:などになります。デザ

インを書き込んだ後はカードをお使いのミシンのマイカード(ATAカード)の差込口（使用

可能な場合）に挿入し、デザインを読み込みます。 

ミシンの内蔵メモリに保存されているデータをハードディスク、あるいはマイカード

(ATAカード)に保存しておき、誤作動や故障などによるデザインの損失を防ぐことをお勧

めします。 

USB メモリースティック 

最新のミシンは USBメモリースティックからの読み

込み/スティックへの書き込みが可能となっています

。メモリースティックは小さなスティックで、大容

量のデータをやり取りすることが可能なとても便利

なポータブル記憶装置です。 

 

マイカード(ATA カード) 

ディスクの中には、ミシンで読み取られるステッチ

ファイルを含んだ特別なディスクもあります。 

お使いのミシンのシステムプログラムのアップグレ

ードには、承認されているマイカード(ATAカード)

か、SanDisk社のコンパクトフラッシュをマイカー

ド(ATAカード)アダプタで使用してください。メモ

リの容量は 8Mb以上必要です。 

お使いのコンピューターがノート型パソコンの場合

、マイカード(ATAカード)とアダプターを直接挿入

できるスロットがついています。お使いのコンピュ

ーターがデスクトップパソコンの場合、マイカード

(ATAカード)リーダー/ライターを USBポートに繋いでください。 

マイカード(ATAカード)を PCあるいはお使いのミシンでフォーマット化すると、カード内

の情報はすべて失われます。使用済みのカードをフォーマット化する前に、必ず内容を確

かめてください。 



 使用可能な刺しゅうファイル 
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使用可能な刺しゅうファイル 

当ソフトウェアで使用できる刺しゅうファイルの種類の詳細は以下のとおりです。 

 

刺しゅうのファイルフォーマットには下記の 2種類があります。 

アウトライン コンデンス(圧縮)ファイルにはデジタイズした形状やライン、選択したステッ

チタイプとステッチの数値や効果が含まれます。 

ステッチ ステッチファイルにはステッチとミシン機能のみが含まれ、特定のミシンに適

しています。 

刺しゅうファイルが「アウトライン」と「ステッチ」フォーマットに大別される一方で、ソフ

トウェアはファイルをネイティブデザイン、ネイティブ以外のアウトラインファイル、プロセ

ス(処理)されたステッチファイル、ネイティブ以外のステッチファイルのいずれかに識別しま

す。 

元の状態 詳細 グレード 

ネイティブデザイ

ン 

デザインソフト（または相当のもの）で作成されたデザイン。 A 

ネイティブ以外の

アウトラインファ

イル 

基のアウトラインとステッチデータからソフトウェア（または

相当のもの）でステッチが生成された EMB 以外のアウトライン

ファイルから読み取ったデザイン。 

B 

プロセス(処理)さ

れたステッチ 

プロセス(処理)によってステッチが生成されたステッチファイ

ルから読み込まれたデザイン。 

C 

ネイティブ以外の

ステッチファイル 

アウトラインは認識される場合とされないものがあり、ステッ

チはプロセス（処理）で再生成はされなかったステッチファイ

ルから読み込まれたデザイン。 

D 

レタリングオブジェクトを追加するなどステッチファイルに変更を加えた場合、そのフ

ァイルは取り込まれたステッチが再生成されなくとも、プロセス（処理）されたステッ

チにステータスが変更されるので注意してください。デザインファイルのソースに関す

る情報は、プロパティダイアログをご覧ください。 

刺しゅうファイル 

当ソフトウェアでは下記のファイルフォーマットを使用することができます。 

フォーマット ファ

イル 

 詳細 グ

レ

ー

ド 

読

み

込

み 

書

き

込

み 

Wilcom EMB デザイン EMB  Wilcom EmbroideryStudio デザインファイ

ル (e3.0 以下) 

A ● ● 



 使用可能な刺しゅうファイル 
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フォーマット ファ

イル 

 詳細 グ

レ

ー

ド 

読

み

込

み 

書

き

込

み 

ベルニナ ART  ベルニナ刺しゅうソフトウェアファイル A ●  

ベルニナ AMT  ベルニナ テンプレートファイル A ●  

ジャノメ JAN  ジャノメ デザインファイル  ●  

Wilcom クロスステッチ EMX  Wilcom クロスステッチデザインファイル  ●  

Great Notions GNC    ●  

バルダン U??  バルダン (TBD) - 針番号認識データを含む  ●  

メルコ EXP  メルコ 刺しゅうデザインファイル。 ベル

ニナ 刺しゅう USB フォーマットにも使用さ

れます。 

 ● ● 

タジマ DST ‡ 標準タジマ機で使用できるフォーマット。  ● ● 

タジマ(バルダン) DSB  バルダン  ●  

トヨタ 10O  トヨタ  ●  

ベルニナ EXP  メルコ  ● ● 

ベルニナ クロスステッ

チ 

ARX  artista クロスステッチファイル  ●  

Deco,Brother,Babylock PES  Deco,Brother,Babylock  ● ● 

Deco,Brother,Babylock PEC  Deco,Brother,Babylock  ● ● 

Elna EMD  Elna  ● ● 

ジャノメ/ Elna / 

Kenmore 

SEW  ジャノメ/Elna/Kenmore 生産(ステッチ)フ

ァイル 

 ● ● 

ジャノメ/ Elna / 

Kenmore 

JEF  ジャノメ/Elna/Kenmore フォーマット

(V1.0) 

 ● ● 

ジャノメ JPX  ジャノメ/Elna/Kenmore 生産(ステッチ)フ

ァイル 

 ● ● 

ジャノメ/ Elna / 

Kenmore 

JEF  ジャノメ/Elna/Kenmore 生産(ステッチ)フ

ァイル 

 ● ● 

ジャノメ/ Elna / 

Kenmore 

JEF+  ジャノメ/Elna/Kenmore 生産(ステッチ)フ

ァイル 

 ●  

Husqvarna/Viking HUS  Husqvarna/Viking  ● ● 

Husqvarna/Viking SHV    ● ● 

Husqvarna/Viking/Pfaff VIP  Husqvarna/Viking/Pfaff  ● ● 
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フォーマット ファ

イル 

 詳細 グ

レ

ー

ド 

読

み

込

み 

書

き

込

み 

Husqvarna/Viking/Pfaff VP3  Husqvarna/Viking/Pfaff  ● ● 

Pfaff PCD  Pfaff ミシンで使用できるフォーマット。  ● ● 

Pfaff PCM  Pfaff ミシンで使用できるフォーマット。  ● ● 

Pfaff PCQ  Pfaff ミシンで使用できるフォーマット。  ● ● 

Pfaff PCS  Pfaff ミシンで使用できるフォーマット。  ● ● 

POEM/Singer/Huskygram CSD  Poem, Huskygram, Singer EU  ● ● 

Singer XXX  Singer  ● ● 

Compucon XXX  Compucon  ● ● 

OESD Project ART42  Explorations プロジェクトファイル  ●  

デジタイザーテンプレー

ト 

JMT  ジャノメテンプレート  ●  

ベルニナテンプレート AMT    ●  

Wilcom EMB テンプレート EMT    ● ● 

‡ DST ファイルは MB-4ミシンで読み取ることができます。 

JPX ファイルフォーマット 

JPX生産ファイルフォーマットには刺しゅうに加え、JPGイメージが含まれます。これによ

りプリントのあるアイテムに刺しゅうをする際、視覚的に刺しゅうを配置することができ

ます。 

旧型ミシンでは刺しゅう糸コードのみが表示され、ブランド名は表示されません。コード

が同じでも刺しゅう糸のブランドが異なると、色がまったく異なる場合があるので注意が

必要です。最近のジャノメメモリークラフトミシンでは、糸チャートを特定する刺しゅう

糸ブランド IDが認識されるようになりました。ブランドはミシンに表示されるようになっ

ています。 

デザインファイル 

デザインファイルは大きく分けて、刺しゅうファイルとミシンファイルの 2つに分類され

ます。一般的に刺しゅうファイルはソフトウェア内で開き編集するファイルで、ミシンフ

ァイルは生産用にミシンに送信するファイルを指します。これら 2つのフォーマットには

いくつかの相互互換性があります。刺しゅうライブラリでこれら 2つのカテゴリーに大ま

かにフィルターにかけることができます。 
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刺しゅうファイル 

刺しゅうファイルは「オールインワン」または「アウトライン」ファイルとしても知られ

ており、オブジェクトアウトライン、オブジェクトプロパティ、ステッチデータを含むハ

イレベルフォーマットです。ソフトウェアでアウトラインファイルを開くと、対応するス

テッチタイプとデジタイズ方法、効果が適用されます。アウトラインファイルはステッチ

密度や質を変えることなく、サイズ変更、変換や変形が可能です。編集後、デザインは使

用可能などのファイルフォーマットにも保存することができます。 

ミシンファイル 

ミシンにより使用する言語は異なります。各ミシンは機能に対してそれぞれ独自のコマン

ドを持っています。ミシンファイルは「ステッチ」ファイルとしても知られており、ミシ

ンで直接使用されるローレベルフォーマットです。このフォーマットには、各ステッチの

位置、長さ、色に関する情報が含まれます。ステッチファイルをソフトウェアに読み込む

場合、アウトラインやステッチタイプといったオブジェクト情報は含まれず、ステッチの

集合体としてデザインを表現します。ステッチブロックは、単一のステッチが集まって構

成されています。 

未加工のステッチフォーマットのデザインのサイズを変更することはできますが、ステッ

チ数は変更されない為、デザインのサイズに従い糸間隔が大きくなったり、小さくなった

りします。この理由から±5%の範囲を超えたステッチデザインのサイズ変更はお勧めして

いません。この範囲を超えた場合は、ステッチが密になり過ぎたり、隙間ができたりする

ことがあります。 

 

一般的にステッチデザイ

ンは拡大/縮小に向いてい

ませんが、当ソフトウェ

アではステッチデータか

らオブジェクトアウトラ

インやステッチタイプ、

また糸間隔をある程度認

識することができます。

初期設定ではソフトウェ

アで開く際にステッチフ

ァイルはアウトラインと
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オブジェクトに変換されます。これら認識されたデザインのサイズは変更することができ

、ステッチは新しいアウトラインで計算されます。この処理はほとんどのステッチデザイ

ンに効果的ですが元のアウトラインと質が同じというわけではなく、装飾的なステッチの

中には扱えないものがある場合があります。 

オブジェクト/アウトラインの認識 

初期設定ではステッチファイルが開かれる時点で、アウトラインとオブジェクトに変換さ

れます。ソフトウェアがミシンファイルを認識すると、ステッチタイプ、間隔と長さの数

値、ステッチ効果が認識され、オブジェクトのアウトラインが決定します。すべての埋め

エリアは一般プロパティと刺しゅう特有のプロパティを持った埋め縫いまたはアウトライ

ンオブジェクトになります。ステッチタイプは針落ちのパターンによって、サテンまたは

タタミに割り当てられます。認識されたオブジェクトのアウトラインとステッチ値は、オ

ブジェクトプロパティとしてソフトウェアに保存されます。これは通常の方法で認識され

たデザインのサイズを変更したり、変形したりできることを意味します。デザイン全体ま

たは選択部分のステッチ間隔やステッチタイプを変更することもできます。ステッチファ

イルをデザインファイルに変換したくない場合は、刺しゅう設定 > デザインタブで認識オ

プションをオフにしてください。 

 



 使用可能なイメージ 
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使用可能なイメージ 

イメージはベクター/ビットマップフォーマットの両方でソフトウェアにインポートするこ

とができます。 一般的にベクターイメージはサイズ変更してもその画像の品質は維持され

ますが、ビットマップイメージの場合は拡大/縮小した際にピクセル処理の問題が起こり画

像イメージが悪くなります。 イメージをソフトウェアにインポートするとベクターイメー

ジは自動的にビットマップに変換される為、イメージのサイズ変更はインポート前に行う

ようにしてください。 

使用可能なベクターフォーマット 

刺しゅうデザインモードでは下記のベクターフォーマットを使用することができます。 

拡張子 フォーマット 読み込み 書き込み 

EMF エンハンスドメタファイル ●  

EPS Encapsulated PostScript ●  

WMF Windows メタファイル ●  

使用可能なビットマップフォーマット 

刺しゅうデザインモードでは下記のビットマップフォーマットも使用することができます

。 

拡張子  フォーマット 読み込み 書き込み 

BMP  Windows ビットマップ ● ● 

JPG  JPEG ファイル インターチェンジ形式 ● ● 

PCX ^ ZSoft ● ● 

PNG  Portable Network Graphics ●  

^ デジタイザージュニアでは利用不可 

使用可能なグラフィックフォーマット 

グラフィックモード(CorelDRAW) では CorelDRAW® エッセンシャルで使用可能な下記のす

べてのベクターフォーマットを使用することができます。 

拡張子 フォーマット 読み込み 書き込み 

AI Adobe Illustrator (*.ai, *.eps, *.pdf) ●  

AI Adobe Illustrator (*.ai)  ● 

BMP Windows ビットマップ (*.bmp, *.dib, *.rle) ● ● 

BMP OS/2 ビットマップ (*.bmp, *.dib, *.rle) ● ● 



 使用可能なイメージ 

 

 

 

ソフトウェアの設定 2016-06-28 27 

 

拡張子 フォーマット 読み込み 書き込み 

CDR CorelDRAW (*.cdr) ●  

CDX CorelDRAW Compressed (*.cdx) ●  

CGM コンピューターーグラフィックス･メタファイル (*.cgm) ● ● 

CMX Corel Presentation Exchange 5.0 (*.cmx) ● ● 

CMX Corel Presentation Exchange (*.cmx) ● ● 

CPT Corel PHOTO-PAINT イメージ (*.cpt) ●  

CPT Corel PHOTO-PAINT 7/8 イメージ (*.cpt)  ● 

CPX Corel CMX Compressed (*.cpx) ●  

DES Corel DESIGNER (*.des) ●  

DOC MS Word (*.doc, *.docx) ●  

DOC MS Word Windows 6/7 用 (*.doc)  ● 

DOC MS Word 97/2000/2002 (*.doc)  ● 

EMF Enhanced Windows Metafile (*.emf) ● ● 

EPS Encapsulated PostScript (*.eps, *.dcs)  ● 

FH Macromedia Freehand (*.fh8, *.fh7) ●  

GEM GEMファイル(*.gem) ● ● 

GIF CompuServe Bitmap (*.gif) ● ● 

HTM HyperText Markup Language (*.htm, *.html) ●  

IMG GEM Paint File (*.img) ● ● 

JPG JPEG ビットマップ (*.jpg, *.jtf, *jff, *.jpeg) ● ● 

PCT Macintosh PICT (*.pct, *.pict) ● ● 

PFB Adobe Type 1 Font (*.pfb) ● ● 

PNG Portable Network Graphics (*.png) ● ● 

PP4 Picture Publisher 4 (*.pp4) ●  

PP5 Picture Publisher 5 (*.pp5) ● ● 

PPF Picture Publisher (*.ppf) ● ● 

PPT Microsoft PowerPoint (*.ppt) ●  

PS PostScript (*.ps, *.eps, *.prn) ●  

PSD Adobe Photoshop (*.psd, *.pdd) ● ● 

PSP Corel Paint Shop Pro (*.pspimage) ●  
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拡張子 フォーマット 読み込み 書き込み 

PUB MS Publisher Document Format (*.pub) ●  

RIFF Painter (*.rif) ●  

RTF Rich Text Format (*.rtf) ● ● 

SHW Corel Presentations (*.shw) ● ● 

SWF Macromedia Flash (*.swf)  ● 

TGA Targa Bitmap (*.tga, *.vda, *.icb, *.vst) ● ● 

TIF TIFF Bitmap (*.tif, *.tiff, *.tp1) ● ● 

TTF TrueType Font (*.ttf) ● ● 

TXT ANSI Text (*.txt) ● ● 

WB/WQ Corel Quattro Pro (*.wq1, *.wb1, *.wb2, *.wb3) ●  

WK LOTUS 1-2-3 (*.wks, *.wk1, *.wk3, *.wk4) ●  

WMF Windows メタファイル (*.wmf) ● ● 

WP4 Corel WordPerfect 4.2 (*.wp, *.wp4, *.doc) ● ● 

WP5 Corel WordPerfect 5.0 (*.wp, *.wp5, *.wpd, *.doc) ● ● 

WP5 Corel WordPerfect 5.1 (*.wp , *.wp5, *.wpd, *.doc) ● ● 

WPD Corel WordPerfect 6/7/8/9/10/11 (*.wpd, *.wp6, *.wp) ● ● 

WPG Corel WordPerfect Graphic (*.wpg) ● ● 

WSD WordStar 2000 (*.wsd) ● ● 

WSD Wordstar 7.0 (*.wsd) ● ● 

XCF Gimp Image (*.xcf) ●  

XPM XPixMap Image (*.xpm) ● ● 

XLS Microsoft Excel (*.xls) ●  
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著作権 

Copyright © 1998-2016. Wilcom Pty Ltd, Wilcom International Pty Ltd. All Rights reserved. 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェア（デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに組み込まれているあ

らゆるイメージ、動画、文章、アプリケーションを含むがこれに限定されない）、付属の印刷物、及びデ

ジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの複製はすべての権原及び著作権は実施許諾者（ライセンサー）ま

たはその供給業者により所有されます。 当ソフトウェア製品は著作権法および国際特許条約により保護

されています。 従ってユーザーはデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアを他の著作物と同様に取り扱

うものとします。 デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに付属の印刷物を複写することは禁じられて

います。 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの画像技術機能の一部の著作権、版権は AccuSoft Corporation

により所有されています。 

有限保証 

すべて現状のまま提供されておりいかなる保証もしていない再配布可能ファイルは例外とし、蛇の目ミシ

ン工業株式会社（以下「ジャノメ」と称す）は購入日より 90日間、ソフトウェア媒体とその付随文書に

素材および製造上の欠陥がないこと、およびデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアが付属の文書に実質

的に従って作動することを保証します。 州または法域によっては黙示の保障期間の制限を認めない場合

がある為、前期の限定は適用されない場合があります。 適用法で認められる範囲においてデジタイザー

刺しゅう作成ソフトウェアの黙示的保証は、90日間に限定されます。 

責任制限 

保証に基づくジャノメの製造者責任制限は製品価格と同額を上限とします。 いかなる場合においても本

製品の使用、または本製品の使用不能に起因する二次的、偶発的、あるいは間接的な損害（事業利益の損

失、事業の中断、事業情報の消失またはその他の金銭的損失を含むがこれらに限定されない）に関してジ

ャノメは一切責任を負わないものとします。 同様にいかなる場合においてもジャノメは第三者に対し一

切の責任を負わないものとします。 

注記 

文書上で表示されている画面のレイアウトは解説用に作成されたもので、ソフトウェアが表示する画面の

表示と異なる場合があります。 同様にデザインのサンプルは過程および手順のみ説明するもので お買い

上げいただいたバージョンのソフトウェアに含まれていない場合があることをご了承ください。 

救済方法 

保証期間中に領収書等の購入の証明を添えてお客様が欠陥品をジャノメまたは購入した販売店に返却され

た場合、ジャノメまたは販売店はジャノメの判断により(a) 購入金の返金、あるいは(b)デジタイザー刺

しゅう作成ソフトウェアの修理または交換、の何れかの救済措置を行います。 

交換したデジタイザイー刺しゅう作成ソフトウェアの保証期間は当初保証の残存期間、あるいは 30日間

の何れか長い方とします。 
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イントロダクション 

デザイン管理ツールボックスと Myデザインタブでは刺しゅうデザインを表示し管理するこ

とができ、以下のような場合にとても便利です。 

 デザインの保管場所がわからない 

 既存のデザインをカスタマイズしたい 

内臓の「刺しゅうライブラリ」ではお使いのシステム内にあるすべての刺しゅうデザイン

を、簡単に検索、分類、閲覧することができます。Windows Explorer を使用したことがあ

るユーザーの方は直感的に使用していただけると思いますが、いくつか異なる点がありま

す。ライブラリでは: 

 様々な方法でデザインを検索できる。 

 管理しやすいようカテゴリー別に分類できる。 

 選択したデザインファイルを JEF、SEW、DST、EXPやその他のステッチフォーマットに

一括変換できる。 

 選択したデザインを印刷したり、ミシンに送信できる。 

 お使いのハードドライブや外部保存デバイス内にある刺しゅうデザインを検索し、そ

れらを刺しゅうライブラリに追加できる。 



 デザインを閲覧する 
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デザインを閲覧する 

内臓の「刺しゅうライブラリ」ではお使いのシステム内にあるすべての刺しゅうデザイン

を、簡単に検索、分類、閲覧することができます。Windows Explorer を使用したことがあ

るユーザーの方は直感的に使用していただけると思いますが、いくつか異なる点がありま

す。刺しゅうライブラリはお使いのシステム内にあるデザインを検索し、ナビゲーション

ツリー内に表示します。デザインはハードウェアや外部保存デバイスのどこに保存されて

いても構いません。刺しゅうデザインを含んだフォルダーはすべてナビゲーションツリー

に表示されます。 

刺しゅうライブラリを開く 

刺しゅうライブラリはデザインバー上にある特有のタブの中に開き、5つのコンポーネン

ト（ツールバー2つ、ツールボックス、ナビゲーションツリー、デザイン表示エリア、情

報パネル）で構成されています。 

 

構成要素 機能 

ツールボッ

クス 

左側にあるツールボックスではデザインを開くことはもちろん、デザインの変換

や印刷からミシンやデータメディアに出力することができます。またデザインを

含んだフォルダーの検索や刺しゅうライブラリにフォルダーを追加したり、削除

することもできます。 

ナビゲーシ

ョンツリー 

ナビゲーションツリーを右クリックしポップアップメニューにアクセスすれば、

ソフトウェア内でツリー内のフォルダーの切り取り、コピー、削除をすることが

できます。またデザインとフォルダーを圧縮するのに使用することもできます。 

この刺しゅうライブラリのナビゲーションツリーは、Windows Explorer のフォル

ダーの構造をすべてそのまま複製したものではありません。ここでは刺しゅうデ

ザインのみに焦点をあてているので、すでに刺しゅうライブラリに追加されたフ

ォルダーのみ見ることができます。 
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構成要素 機能 

デザインの

表示 

デザインの表示エリアは、表示ツールバーで選択したフィルターとキーワードで

検索したデザインを表示します。このツールバーはデザインの表示方法をカスタ

マイズするのに使用します。 

 

デザイン情

報 

デザインを選択すると下部にある情報パネルに概要が表示されます。デザイン情

報も併せてご覧ください。 

表示ツール

バー 

検索や分類は刺しゅうライブラリ全体でも選択したフォルダーのみでも行うこと

ができます。詳しくは以下を参照してください。 

標準ツール

バー 

標準ツールバーを使用してデザインを開いたり、新しいデザインの作成や選択し

たデザインの切り取り、コピー、貼り付けを行います。 

 

デザイを選別する&分類する 

表示ツールバーでは刺しゅうライブラリのデザインを選別、分類、検索することができま

す。例えば特定のファイルタイプのみ表示するようライブラリを選別したりできます。 

 

デザインは名前またはキーワードで検索したり、名前や作成日またはその他の基準で分類

するのにも使用できます。またここではナビゲーションツリーやサムネイルの表示の制御

も行うことができます。 

デザインを検索する 

検索機能はとてもパワフルです。情報パネルに表示されているどの検索基準でも検索する

ことができます。例えば「author:OSED colors:<5 stitches:<3000」と記入すれば、OESD

で製作された 5色以下で 3000ステッチ以下のデザインのみが検索されます。必ず正しい構

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Design+information
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Design+information
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文を使用してください。各フィールド名の後には必ずコロン「:」を記入してください。他

の検索を行う前には消去ボタンで検索フィールドを一掃しましょう。 

注意：検索はデザインのデータ記入に使用された言語でのみ機能します。例えば英語で記

入されたデータは英語での検索でのみヒットします。 
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デザインファイルを開く 

当ソフトウェアを使用するのに特別な経験は必要ありません。まずは既存のデザインを開

き、ミシンに送信して刺しゅうするところから始めてみましょう。デザインとデザインを

組み合わせたり、レタリングを追加してみるのもよいでしょう。付属のサンプルや購入し

たデザインを刺しゅうするのに慣れたら、今度はデザインのサイズ、糸の色、生地タイプ

を変更してみましょう。デザインの変更に自信がついたら、自分のデザインを一から作成

してみましょう。 

初期設定ではデザインは「EMB」ファイルフォーマットで保存されます。このフォーマット

にはデザインの変更とステッチの際に必要な情報がすべて含まれています。当ソフトウェ

アではそれ以外の様々な刺しゅうファイルフォーマットを開くことができます。デザイン

は EMBファイルでもその他のファイルフォーマットでも保存することができます。使用可

能なデザインファイルも併せてご覧ください。 

デザインを開く、コピーする 

 
デザイン管理 > 選択を開くを使用し、刺しゅうライブラリで選択したデザインを開きま

す。 

 
デザイン管理 > 選択から新規作成を使用し、刺しゅうライブラリで選択したデザイン

をベースに新規デザインを作成します。 

 

刺しゅうライブラリには、複数のデザインをそれぞれ独立したタブで開くオプションがあ

ります。デザインを一つ選択するか、<Ctrl>を押し下げ複数のデザインを選択し「選択を

開く」をクリックすると、元のファイルが開きます。「選択から新規作成」をクリックす

ると、ファイルのコピーが作成されて開くので、元のデザインファイルをそのまま残して

おくことができます。デザインを開く方法は他にもあります。標準ツールバーでは最近使

ったデザインを開くこともできます。 

 

デザインを他のデザイン内に開きたい場合は、「デザインを挿入」機能を使用します。

デザインやデザイン項目を一つのデザインに組み合わせます。デザインを挿入するをご

覧ください。 

 

http://10.0.9.20:8090/display/WILHPD/.Supported+design+files+v1.0
http://10.0.9.20:8090/display/WILHPD/.Supported+design+files+v1.0
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Insert+designs+1
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新規デザインページを開く 

 

標準 > 新規デザイン作成を使用し、初期設定の生地設定を基に新しいデザインを作成し

ます。 

 

「新規デザイン作成」をクリックすると、デザインバーに新しいタブが追加されます。定

義された生地設定とカラーパレットを含んた新規デザインページが開きます。 

 

開いた時のデザインのグループ解除 

 

コンテキスト > グループを使用、 または<Ctrl+G>を押しし、選択したオブジェクトを

グループ化します。 このツールはアレンジメニューからもアクセスできます。 

 

コンテキスト > グループ解除を使用、 または<Ctrl+U>を押し、グループ化した範囲の

グループ化を解除します。このツールはアレンジメニューからもアクセスできます。 

 

デザインを初めてフトウェアで開く際、初期設定ではデザインはグループ化されています

。デザインはコンテキストツールバーのグループ解除ツールでグループ化を解除すること

ができます。また刺しゅう設定 > デザインタブの「デザインをグループ化」に関するチェ

ックボックスのチェックを外します。 

 



 デザインを変換する 
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デザインを変換する 

刺しゅうデザインは「アウトラインデータ」または「ステッチデータ」のどちらかのファ

イルタイプで保存されます。EMBは刺しゅうソフトウェア固有のアウトラインフォーマッ

トです。JEF、SEW、DST、EXPやその他のステッチフォーマットに使用することができます

。ステッチフォーマットのリストは使用可能な刺しゅうファイルはご覧ください。 

選択デザインを変換する 

 

デザイン管理 > 選択デザインを変換を使用し、刺しゅうライブラリで選択したデザイン

を別のファイルの種類に変換します。 

 

EMBファイルは刺しゅうライブラリから直接他のデザインファイルに変換することができ

ます。またその逆も可能です。 

 変換するファイルを選択し、「選択デザインを変換」アイコンをクリックします。ソ

フトウェアで使用可能なステッチファイルフォーマットが記載されたダイアログが開

きます。 

 

 変換するファイルタイプを選択します。 

 参照をクリックし、変換するデザインを配置するフォルダーを選択します。 

 変換をクリックし、変換を開始します。指定したフォルダーに変換したデザインが保

存されます。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Supported+design+files
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デザインファイル 

デザインファイルは大きく分けて、刺しゅうファイルとミシンファイルの 2つに分類され

ます。一般的に刺しゅうファイルはソフトウェア内で開き編集するファイルで、ミシンフ

ァイルは生産用にミシンに送信するファイルを指します。これら 2つのフォーマットには

いくつかの相互互換性があります。刺しゅうライブラリでこれら 2つのカテゴリーに大ま

かにフィルターにかけることができます。 

 

刺しゅうファイル 

刺しゅうファイルは「オールインワン」または「アウトライン」ファイルとしても知られ

ており、オブジェクトアウトライン、オブジェクトプロパティ、ステッチデータを含むハ

イレベルフォーマットです。ソフトウェアでアウトラインファイルを開くと、対応するス

テッチタイプとデジタイズ方法、効果が適用されます。アウトラインファイルはステッチ

密度や質を変えることなく、サイズ変更、変換や変形が可能です。編集後、デザインは使

用可能などのファイルフォーマットにも保存することができます。 

ミシンファイル 

ミシンにより使用する言語は異なります。各ミシンは機能に対してそれぞれ独自のコマン

ドを持っています。ミシンファイルは「ステッチ」ファイルとしても知られており、ミシ

ンで直接使用されるローレベルフォーマットです。このフォーマットには、各ステッチの

位置、長さ、色に関する情報が含まれます。ステッチファイルをソフトウェアに読み込む

場合、アウトラインやステッチタイプといったオブジェクト情報は含まれず、ステッチの

集合体としてデザインを表現します。ステッチブロックは、単一のステッチが集まって構

成されています。 

未加工のステッチフォーマットのデザインのサイズを変更することはできますが、ステッ

チ数は変更されない為、デザインのサイズに従い糸間隔が大きくなったり、小さくなった

りします。この理由から±5%の範囲を超えたステッチデザインのサイズ変更はお勧めして

いません。この範囲を超えた場合は、ステッチが密になり過ぎたり、隙間ができたりする

ことがあります。 
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一般的にステッチデザインは拡大/縮小に向いていませんが、当ソフトウェアではステッチ

データからオブジェクトアウトラインやステッチタイプ、また糸間隔をある程度認識する

ことができます。初期設定ではソフトウェアで開く際にステッチファイルはアウトライン

とオブジェクトに変換されます。これら認識されたデザインのサイズは変更することがで

き、ステッチは新しいアウトラインで計算されます。この処理はほとんどのステッチデザ

インに効果的ですが元のアウトラインと質が同じというわけではなく、装飾的なステッチ

の中には扱えないものがある場合があります。 

オブジェクト/アウトラインの認識 

初期設定ではステッチファイルが開かれる時点で、アウトラインとオブジェクトに変換さ

れます。ソフトウェアがミシンファイルを認識すると、ステッチタイプ、間隔と長さの数

値、ステッチ効果が認識され、オブジェクトのアウトラインが決定します。すべての埋め

エリアは一般プロパティと刺しゅう特有のプロパティを持った埋め縫いまたはアウトライ

ンオブジェクトになります。ステッチタイプは針落ちのパターンによって、サテンまたは

タタミに割り当てられます。認識されたオブジェクトのアウトラインとステッチ値は、オ

ブジェクトプロパティとしてソフトウェアに保存されます。これは通常の方法で認識され

たデザインのサイズを変更したり、変形したりできることを意味します。デザイン全体ま

たは選択部分のステッチ間隔やステッチタイプを変更することもできます。ステッチファ

イルをデザインファイルに変換したくない場合は、刺しゅう設定 > デザインタブで認識オ

プションをオフにしてください。 

 



 選択したデザインを送信する 
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選択したデザインを送信する 

 

 

デザイン管理 > 選択デザインをミシンに送信を使用し、刺しゅうライブラリで選択し

たデザインを選択したミシンに送信します。 

 
デザイン管理 > 選択デザインをカード/USBに書き込みを使用し、刺しゅうライブラ

リで選択したデザインをカードや USBスティックに書き込みます。 

 

刺しゅうデザインはワークシート、アップリケパ

ターン、色の順序リスト、糸チャートなどに印刷

するなど、様々な方法で出力することができます

。デザインはイメージとして保存することも、直

接ミシンに送信することもできます。 

 

当ソフトウェアでは様々のミシンのモデルを使用

することができます。ミシンの中にはシリアル（

COM）または USBポートとケーブルを介してお使い

の PCに直接接続できるものがあります。旧式のミ

シンでは直接接続をすることはできませんが、マ

イカード(ATAカード)とまたは USBメモリーステ

ィックを読み込むことができます。お使いのミシ

ンの詳細はデザインをミシンに送信するをご覧く

ださい。 

 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Send+designs
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刺しゅう枠よりも大きなデザインを作

成している場合、デザインを部分ごと

に分割することができます。送信され

るファイルは自動的に計算され、表示

されます。マルチ刺しゅう枠も併せて

ご覧ください。 

 

デザイン出力ツールボックスでは刺しゅうデザインをワークシート、アップリケパター

ン、色順序、糸チャートに印刷するなど様々な方法で出力することができます。デザイ

ンを出力するも併せてご覧ください。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Multi-hoop+designs
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Output+designs
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Output+designs
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デザインの詳細を出力する 

プリンターやプロッターで選択

したデザインのレポートを印刷

することができます。レポート

の種類にはデザインワークシー

ト、アップリケパターン、色順

序、刺しゅう枠順序のほか、カ

タログやデザインのリストがあ

ります。デザインを印刷するも

併せてご覧ください。 

 

 

 

 

 

選択したデザインを印刷する 

 

デザイン管理 > 選択を印刷を使用し、刺しゅうライブラリで選択したデザインを印刷し

ます。 

 

選択したデザインはサムネイルと共にワークシートに印刷できます。このオプションでは

デザインと縫製情報を含むことができます。 

 並べ替えを使用し、印刷用にデザインを並べ替えます。 

 デザインを選択し、「選択を印刷」アイコンをクリックします。印刷ダイアログが開

きます。 

 印刷物をカスタマイズするには、オプションをクリックします。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Print+designs
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 希望のフォーマットで必要な情報が表示されるように、製作ワークシートのオプショ

ンを設定します。 

レポート 目的 

デザインワークシート デザインワークシートはデザインの縫製情報（ボビンの長さ、デ

ザインサイズ、生地など）が掲載されます。 

アップリケパターン アップリケパターンはデザインから独立したアップリケパターン

で、生地からピースを切り取る際のガイドに使用することができ

ます。 

またここには含まれるアップリケピースも表示されます。 

色の順序 色の順序は、デザイン中の色のリストと各色レイヤーの色とステ

ッチ情報を掲載します。これはミシンのオペレーターが刺しゅう

する色の順番を知る手助けになります。 

刺しゅう枠の順序 2 回以上の刺しゅう枠掛けがあるデザインの場合、このオプショ

ンでは正しい色の順序で刺しゅう枠が表示されます。 

 デザインワークシートのプリセットオプションには、標準、デザインビュー、テンプ

レートモードがあります。デザインワークシートパネルには、更に細かくカスタマイ

ズできるオプションがあります。デザインを印刷するも併せてご覧ください。 

 OKをクリックし、MS Windows®の印刷設定ダイアログで正しいプリンターの設定を行い

ます。 

 ダイアログと設定はプリンターによって様々です。詳細はプリンターのマニュアルを

ご覧ください。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Print+designs
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デザインリストをエクスポートする 

 

デザイン管理 > エクスポートリストを使用し、選択したファイルをほとんどのスプレッ

ドシートで使用できる CSVフォーマットにエクスポートします。 

 

「デザインリストをエクスポート」オプションは、選択したフォルダーのデザインのリス

トを印刷するのに使用します。このオプションはスプレッドシートに簡単にインポートで

きるデザインのレポートを作成することができます。これはファイル名でデザインを管理

したい場合に便利です。 

 使用したい測定単位（メートル法または U.S.インチ）を予め設定します。 

 

 刺しゅうライブラリを開き、デザインフォルダーを選択します。 

 

 印刷するデザインを並び替えし選別します。デザインを閲覧するも併せてご覧くださ

い。 

 「デザインリストをエクスポート」アイコンをクリックし、リストを保存する場所を

選択します。タブ区切りまたはカンマ区切りファイルで保存するかを選択します。 
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 スプレッドシートでテキストファイルを開き、並び替えや印刷を行います。 

 

デザインはビジュアライザーなど実際の色で表示されたものが好まれます。スクリーン

イメージは PNG フォーマットでキャプチャでき、Eメールの添付で送信できます。デザイ

ンをキャプチャするも併せてご覧ください。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Outputting+designs+as+images
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Outputting+designs+as+images
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フォルダーを管理する 

刺しゅうライブラリはお

使いのシステム内にある

デザインを検索し、ナビ

ゲーションツリー内に表

示します。デザインはハ

ードウェアや外部保存デ

バイスのどこに保存され

ていても構いません。刺

しゅうデザインを含んだ

フォルダーはすべてナビ

ゲーションツリーに表示

されます。 

 

 

追加するデザインを検索する 

 

デザイン管理 > 刺しゅうデザインを検索を使用し、お使いのハードディスクにある互換

性のあるすべてのデザインを検索します。 

 

ボタンをクリックするだけで、お使いのハードディスクや USB、ZIPドライブ等の外部デバ

イス内の互換性のあるデザインを探すことができます。刺しゅうライブラリに追加したい

デザインを含むフォルダーを選択するよう指示があるので、フォルダーを選択し「ライブ

ラリに追加」をクリックします。 

 

 

追加するフォルダーを選択する 

 

デザイン管理 > ライブラリにフォルダーを追加を使用し、既存のフォルダーを刺しゅう

ライブラリに追加します。これによりフォルダーを素早く検索し、絞り込むことができ

ます。 

 

「フォルダーを追加」ボタンをクリックし、刺しゅうライブラリーに追加するフォルダー

を検索します。 



 フォルダーを管理する 

 

 

 

デザインの管理 2016-06-28 17 

 

 

フォルダーを削除する 

 
デザイン管理 > ライブラリからフォルダーを削除を使用し、刺しゅうライブラリから

フォルダーを削除します。これはライブラリ内からフォルダーのリンクのみを削除する

もので、保管場所のフォルダーのファイルを実際に削除するわけではありません。 

 

刺しゅうライブラリは「バーチャルライブラリ」なのでナビゲーションツリーからフォル

ダーを追加/削除しても、刺しゅうライブラリ以外は影響を受けないので、お使いのハード

ドライブのフォルダー構成には影響しません。刺しゅうライブラリからフォルダーを削除

するには、フォルダーを選択して削除アイコンをクリックします。フォルダーを削除する

と、すべての下位フォルダーもナビゲーションツリーから削除されます。 
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著作権 

Copyright © 1998-2016. Wilcom Pty Ltd, Wilcom International Pty Ltd. All Rights reserved. 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェア（デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに組み込まれているあ

らゆるイメージ、動画、文章、アプリケーションを含むがこれに限定されない）、付属の印刷物、及びデ

ジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの複製はすべての権原及び著作権は実施許諾者（ライセンサー）ま

たはその供給業者により所有されます。 当ソフトウェア製品は著作権法および国際特許条約により保護

されています。 従ってユーザーはデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアを他の著作物と同様に取り扱

うものとします。 デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに付属の印刷物を複写することは禁じられて

います。 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの画像技術機能の一部の著作権、版権は AccuSoft Corporation

により所有されています。 

有限保証 

すべて現状のまま提供されておりいかなる保証もしていない再配布可能ファイルは例外とし、蛇の目ミシ

ン工業株式会社（以下「ジャノメ」と称す）は購入日より 90日間、ソフトウェア媒体とその付随文書に

素材および製造上の欠陥がないこと、およびデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアが付属の文書に実質

的に従って作動することを保証します。 州または法域によっては黙示の保障期間の制限を認めない場合

がある為、前期の限定は適用されない場合があります。 適用法で認められる範囲においてデジタイザー

刺しゅう作成ソフトウェアの黙示的保証は、90日間に限定されます。 

責任制限 

保証に基づくジャノメの製造者責任制限は製品価格と同額を上限とします。 いかなる場合においても本

製品の使用、または本製品の使用不能に起因する二次的、偶発的、あるいは間接的な損害（事業利益の損

失、事業の中断、事業情報の消失またはその他の金銭的損失を含むがこれらに限定されない）に関してジ

ャノメは一切責任を負わないものとします。 同様にいかなる場合においてもジャノメは第三者に対し一

切の責任を負わないものとします。 

注記 

文書上で表示されている画面のレイアウトは解説用に作成されたもので、ソフトウェアが表示する画面の

表示と異なる場合があります。 同様にデザインのサンプルは過程および手順のみ説明するもので お買い

上げいただいたバージョンのソフトウェアに含まれていない場合があることをご了承ください。 

救済方法 

保証期間中に領収書等の購入の証明を添えてお客様が欠陥品をジャノメまたは購入した販売店に返却され

た場合、ジャノメまたは販売店はジャノメの判断により(a) 購入金の返金、あるいは(b)デジタイザー刺

しゅう作成ソフトウェアの修理または交換、の何れかの救済措置を行います。 

交換したデジタイザイー刺しゅう作成ソフトウェアの保証期間は当初保証の残存期間、あるいは 30日間

の何れか長い方とします。 
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イントロダクション 

「デザインをカスタマイズ」ツールボックスには、デザインを調整できる機能が装備され

ています。

 

当刺しゅう作成ソフトウェアでステキな刺しゅうが簡単に作成できる様子を動画で見てみ

ましょう。このプロジェクトでは刺しゅうでしおりを作成します。刺しゅうしおりも併せ

てご覧ください。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Embroidered+bookmark
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一般機能 

一般機能のほとんどはキーボードショートカットを使用できます。 

検索内容  ショートカットキー 

新規デザインの作成  <Ctrl + N> 

既存のデザインを開く  <Ctrl + O> 

デザインを保存する  <Ctrl + S> 

デザインを印刷する  <Ctrl + P> 

ソフトウェアを閉じる  <Alt + F4> 

グリッドを表示/非表示する  <Shift + G> 

デザインパレットを表示/非表示にする  <Ctrl + R> 

糸色を表示する ^ <Alt + T> 

レタリングドッカーを開く  <A> 

レイアウト範囲を定義する ^ <Ctrl + W> 

ワークエリアを表示/非表示にする  <W> 

オーバービューウィンドウを表示/非表示にする  <Shift + V> 

刺しゅう順序変更ドッカーを表示/非表示にする  <Shift + L> 

サテンを適用/選択する  <Shift + I> 

タタミを適用/選択する  <Shift + M> 

ランニングを適用/選択する  <Shift + N>その後<Enter>を押す 

^ <Esc>を押して閉じる 
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デザイン情報 

 

デザインをカスタマイズ > デザイン情報を使用し、サイズやステッチ数などのデザイン

の情報を表示します。コメントを加えてワークシートを印刷できます。 

 

ステッチ情報などの情報はデザイン情報ダイアログで確認することができます。データは

デザインファイル内に保存され、変更することはできません。情報は「デザインをカスタ

マイズ」ツールボックスまたは「デザイン設定」メニューからアクセスできます。また情

報は刺しゅうライブラリのデザイン情報パネルでもみることができます。デザインを閲覧

するも併せてご覧ください。 

 

デザインに関する情報はデザインを開かずに Windows Explorer で直接チェックすること

もできます。製作ワークシートにはデザインのプレビュー、デザインのサイズ、色順、

特別な指示など、製作に必須となる情報が含まれます。 

デザインの概要 

「概要」タブでは、デザインの概要を表示したり、入力できます。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Browse+designs
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Browse+designs
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フィールドを選択し、デザインを識別するのに役立つ内容を入力します。 

フィール

ド 

目的 

タイトル 初期設定ではファイル名となり、変更できません。 

製作者 デジタイザーの名前。 

タグ 刺しゅうライブラリの検索でヒットする可能性のあるキーワード。 

テーマ タグに似ていますが、ここにはデザインを保存するフォルダーの名前を使用するこ

とをお勧めします。 

コメント デザインのコメント。オペレーターの指示を記載するのもよいでしょう。 

このタブの情報は刺しゅうライブラリのデザイン情報パネルでも表示され、検索すること

ができます。情報はデザイン情報パネルで編集することもできます。デザインを閲覧する

も併せてご覧ください。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Browse+designs
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Browse+designs
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デザインを表示する 

当ソフトウェアには、デザイン作業が簡

単に行える様々な表示機能が装備されて

います。一部分を拡大して表示して細部

を確認したり、デザインを実際の仕上が

りサイズで表示できます。デザインの様

々な構成要素を表示/非表示にしたり、

針落ちポイント、渡り糸やステッチ自体

を表示/非表示にできます。 

 

 

機能の表示 

表示機能のほとんどはキーボードショートカットを使用できます。 

検索内容  ショートカットキー 

イメージを表示/非表示にする  <D> 

ベクターを表示/非表示にする  <Shift + D> 

形状を表示/非表示にする  <L> 

オンスクリーンで距離を測定する ^ <M> 

刺しゅう枠を表示/非表示にする  <Shift + H> 

刺しゅう枠全体を表示/非表示にする  </> 

デザイン全体を表示/非表示にする  <0> (ゼロ)0 

選択を表示/非表示にする  <Shift + 0> (ゼロ) 

ビジュアライザーをオン/オフにする  <T> 

ステッチ数を表示/非表示にする  <S> 

針落ちポイントを表示/非表示にする  <.> (ピリオド) 

渡り糸を表示/非表示にする  <Shift + C> 

機能を表示/非表示にする  <Shift + F> 

スクリーン表示を更新する  <R>または<F4> 

針位置表示  <C> 

刺しゅうシュミレーションを表示/非表示にする  <Shift + R> 

<Esc>を押して閉じる 
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ズーム機能 

ズーム機能のほとんどはキーボードショートカットを使用できます。 

検索内容 ショートカットキー 

ズーム <B> 

ズーム 1:1 <1> 

1.25倍ズームイン <+> 

1.25倍ズームアウト <-> 

2 倍ズームイン <Shift + Z> 

デザイン全体にズーム <0> (ゼロ) 

ズーム倍率 <F> 

パンニング <P> 

前 <V> 

表示方法 

当ソフトウェアには、デザイン作業が簡単に行える様々な表示機能が装備されています。

イメージを表示/非表示にしたり、デザインの一部を表示することができます。一部分を拡

大して表示して細部を確認したり、デザインを実際の仕上がりサイズで表示できます。表

示ツールバーとメニューからほとんどの表示オプションにアクセスすることができます。 

下絵を表示する 

 

表示 > デザインを表示をクリックし、デザイン項目を表示/非表示にします。クリック

して表示設定ドロップリストを開きます。 

 

刺しゅうデザイン以外にもイメージはデジタイズの下絵用に挿入、貼り付け、スキャンす

ることができます。刺しゅう、ベクター、ビットマップイメージは選択的に表示をオン/オ

フにすることができます。オプションダイアログで設定した表示オプションに従い、ビッ

トマップイメージはフルカラーまたは霞んで表示されます。ビットマップイメージとベク

ターイメージアイコンで下絵の表示を選択的にオン/オフにすることができます。また<D>

と<Shift+D>のショートカットキーを使用することもできます。イメージをインポートする

も併せてご覧ください。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Import+images
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Import+images
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下絵を誤って移動したり削除しないように、該当の下絵を選択してキーボード上の<K>を

押してロックできます。 

ズーム&パンニング 

 

ズーム> パンニングを使用し、デザイン内を移動します。 

 

ズーム> ズーム 1:1を使用し、デザインを実際の大きさで表示します。 

 

ズーム> ズームインを使用し、デザインの細部を表示します。 

 

ズーム> ズームアウトを使用し、デザインを現在のサイズの半分の大きさで表示

します。 

 

ズーム> デザイン全体にズームを使用し、デザインウィンドウにデザイン全体を

表示します。 

 

ズーム> ズームを使用し、詳細を表示したいエリアの周りに囲み枠をドラッグし

、ズームします。 

 
ズーム > ズーム倍率を使用し、デザインを特定の倍率で表示します。 

 

ズームインしてデザインの個々のステッチや詳細部分を拡大表示したり、ズームアウトし

てデザイン全体を表示したりできます。パンニングは現在画面に表示されていない部分を

素早く表示できるツールです。パンニングは通常ある部分をズームインした後に使用しま

す。 

 ウィンドウ > ツールバーメニューからズームツールバーをアクティブにします。 
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 これらのツールは頻繁に使うツールなので、ツール名の後に括弧で表示されているシ

ョートカットキーを覚えておくとよいでしょう。 

 例えばデザインのある特定の部分にズームインするには、キーボードの<B>キーを押

し、ズームしたい範囲に囲み枠をドラッグします。 

 

 デザインウィンドウのデザインをパンニングするには、「パンニング」を使用するか

<P>を押します。 カーソルがハンドツールに変化します。クリック＆ドラッグでデザ

インをパンニングします。 

 これらのズームオプションは表示メニューから使用することができます。またデザイ

ンウィンドウを右クリックして開くポップアップメニューからもアクセスできます。 

 <Esc>を押し、ツールの選択をキャンセルします。 

デザインの一部を表示する 

システムの設定を行い、デザイン中のすべての刺しゅうオブジェクトを表示したり、選択

オブジェクトのみ表示するようにすることができます。 

 選択したオブジェクトを表示するには、表示 > ズーム > 選択オブジェクトにズーム

を選択するか、<Shift + 0>を押します。 
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 デザインウィンドウにデザイン全体を表示するには、表示 > ズーム > デザイン全体

にズームを選択するか、<0>を押します。 

 デザインを実際の大きさで表示するには、表示 > ズーム > ズーム 1:1を選択する

か、<1>を押します。 モニター画面の調整も併せてご覧ください。 

オブジェクトを非表示にする、分離する 

 
オブジェクト編集 > 並び替えを使用し、刺しゅう順序変更ドッカーを表示/非表示にし

ます。 デザイン中のカラーブロックとオブジェクトを並び替えるのに使用します。 

 

オブジェクトは作業がしやすいよう非表示にすることができます。刺しゅう順序変更ドッ

カーのポップアップメニューでオブジェクトを非表示にできます。 

 

「選択以外を非表示」は、現在選択しているオブジェクト以外すべてを非表示にします。

非表示のオブジェクトを表示するには「すべて表示」を選択します。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Calibrate+the+monitor
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デザインオーバービュー 

デザインオーバービュードッカーを使用し、デザインのサムネイルでデザインをナビゲー

トします。デザインに変更を加えると、オーバービューウィンドウでその変更が即座に更

新されます。またこのウィンドウでデザインをズームインしたりパンニングすることもで

きます。 

 ウィンドウメニューからドッカーの表示の切り替えをします。 

 ドッカーをクリックし、アクティブにします。 

 

 下部にあるズームボタンをクリックし、表示したい範囲に囲み枠をドラッグします。 

 囲み枠をクリック&ドラッグしてデザインをパンニングします。 
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刺しゅう項目を表示する 

当ソフトウェアには多くの表示モードがあり、デザインの

細部を選択的に表示することができます。針落ちポイント

、渡り糸、選択した色は表示/非表示にすることができま

す。表示ツールバーとメニューからほとんどの表示オプシ

ョンにアクセスすることができます。 

 

 

 

 

ビジュアライザーで表示する 

 

表示> ビジュアライザーをクリックし、本物そっくりな刺しゅうのシュミレーション表

示をオン/オフにします。 

 

ビジュアライザーは刺しゅうの仕上がりをシュミレーションして表示します。ビジュアラ

イザーと背景の生地をオンにすれば、刺しゅうがステッチされた時どのような仕上がりに

なるか確認できます。 

 

ステッチを表示する 

 

表示 > デザインを表示をクリックし、デザイン項目を表示/非表示にします。クリック

して表示設定ドロップリストを開きます。 

 

デザイン中のステッチは表示/非表示にすることができます。これはステッチを編集する際

に便利です。 

 



 デザインを表示する 
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針落ちポイントを表示する 

 

表示 > デザインを表示をクリックし、デザイン項目を表示/非表示にします。 クリック

して表示設定ドロップリストを開きます。 

 

デザイン中の針落ちポイントは表示/非表示にすることができます。これはステッチを選択

して編集する際に便利です。針落ちポイントを表示するには針落ちポイントアイコンをク

リックするか、表示 > デザインを表示 > 針落ちポイントを選択します。 

 

渡り糸を表示する 

 

表示 > デザインを表示をクリックし、デザイン項目を表示/非表示にします。クリック

して表示設定ドロップリストを開きます。 

 

渡り糸はデザイン中のオブジェク

ト間に自動的に追加されます。渡

り糸が糸切りに十分な長さになっ

た場合には、自動的にほつれ止め

（スタート）と糸きりコマンドが

追加されます。これらは、ほつれ

止め(スタート）は丸、糸きりと

ほつれ止め（エンド）は三角のシ

ンボルで表示されます。 

 

ミシンの中には、初期設定で特定の位置でほつれ止め（エンド）と糸きりを行うものもあ

ります。この動作は「ジャンプ点で糸切り」、「ステッチをカットをジャンプ」、「糸切

りをジャンプ」として知られています。またミシンの中には自動マシン糸きりに切り替え

られるものもあり、これらはほつれ止め（エンド）機能がある場所ではいつでもほつれ止

め（エンド）を行い、糸切りはステッチファイル中に糸切り機能がある場合でも、渡り糸

がミシンで特定された長さより長い場合にのみ行います。その他のミシンは自動糸切り機

能のみがあり、これらのミシンはステッチファイル内のどの糸切りデータも無視します。 



 デザインを表示する 
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異なった渡り糸設定を持つ古いデザインは、ミシンが実際糸切りを行うところでも糸切

りシンボルをまったく表示しない場合があります。これは古いデザインを新しい空のデ

ザインに挿入することで解決します。古いデザインは新しい渡り糸設定を引き継ぎます

。 

 

ユーザーインターフェースの表示設定 

表示設定はユーザーインターフェース設定ダイアログの表示タブからもアクセスすること

ができます。 

 

デザイン内を移動する 

刺しゅうデザインを作成するには、刺しゅう順序を理解する必要があります。デザインの

刺しゅう順序は、色ごとまたはオブジェクトごとにデザイン内を移動しながら表示するこ

とができます。刺しゅうのシュミレーションをスタートすると、刺しゅうされるに従いス

テッチの色が黒から選択した糸色に変化します。またデザインはステッチごと、デザイン

のスタート/エンド点から、色ごとに移動でき、ステッチの編集も行うことができます。移

動ツールバーとメニューからほとんどの移動オプションにアクセスすることができます。 



 デザインを表示する 
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デザイン内を移動する 

 
移動 > 色ごとに移動を使用し、前進と後進アイコンと併用し、前または次の色替えに

移動します。 

 
移動 > オブジェクトごとにジャンプを使用し、前進と後進アイコンと併用し、前ま

たは次のオブジェクトに移動します。 

 
移動> スタート/エンド点にジャンプを前進と後進アイコンと併用し、デザインのス

タート/エンド点に移動します。 

 
移動 > 後進で移動を使用し、デザインを後進で移動します。 

 
移動 > 前進で移動を使用し、デザインを前進で移動します。 

 

これらのツールで行える動作は以下のとおりです。 

 デザインのスタート/エンド点に移動する 

 オブジェクトからオブジェクトの移動する 

 カラーブロックからカラーブロックに移動する 

 オプションを選択し、前進/後進ボタンをクリックして進みます。 

 

デザインのステッチをシュミレーションする 

 

表示 > 刺しゅうシュミレーションを使用し、画面上でデザインが刺しゅうされる様子を

ステッチビューまたはビジュアライザーでシュミレーションします。 

 

刺しゅうシュミレーションはデザインが刺しゅうされるさまを画面上でシュミレーション

します。ステッチや色の順序をスローモーションで表示するのに使用することもできます

。このシュミレーションはどのステッチからも開始することができます。大きめのデザイ

ンをシュミレーションする場合は、刺しゅうが施されたエリアが画面上に表示されたまま

になるよう自動的にスクロールします。 



 デザインを表示する 
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刺しゅうシュミレーションは刺しゅうミシンの動きをまねるので、デザインを最適化しミ

シンの仕事量を減らすアイデアを得ることができます。これは同じデザインを何回も刺し

ゅうするような場合に重要となります。デザインが完成したら刺しゅうシュミレーション

を起動させてみるとよいでしょう。刺しゅうシュミレーションで行えることは以下のとお

りです。 

 デザインをステッチごとに移動できる 

 刺しゅうシュミレーションを開始するステッチを設定できる 

 デザインをカラーブロックごとに移動できる 

 刺しゅうシュミレーションを開始するカラーブロックを設定できる 

 大きめのデザインで起動する場合は、ステッチが施されたエリアが画面上に表示され

たままになるよう自動的にスクロールする 



 背景 
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背景 

使用する生地の色に合わせて、刺しゅう枠の内側の色を設定することができます。刺しゅ

う枠の外側の背景色も設定できます。またソフトウェア内蔵のサンプルを基に背景生地を

追加することもできます。 

 

背景はデザインの詳細として扱われ、一緒に保存されます。 

背景の色 

 

デザインをカスタマイズ / コンテキスト > 背景&表示色を使用し、色、生地、プロダク

トをデザインの背景に設定します。 

 

デザインウィンドウの背景の色は、刺しゅうを施す生地の色に合わせて設定することがで

きます。 

 デザインをカスタマイズ > 背景＆表示色を選択するか、なにも選択されていない状態

でデザインウィンドウを右クリックしてポップアップメニューから選択します。 

 刺しゅう枠の内側の色を選択するには、純色オプションを選択します。これにより刺

しゅう枠の内側と外側で異なる色を選択できます。色はパレットの色から選択した

り、自分で作成することもできます。 



 背景 
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 刺しゅう枠の外側の背景色も設定できます。使用する生地の色に合わせて、刺しゅう

枠の内側の色を設定することができます。刺しゅう枠を選択するも併せてご覧くださ

い。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Display+hoops


 背景 
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背景プロダクト 

 

デザインをカスタマイズ / コンテキスト > 背景&表示色を使用し、色、生地、プロダク

トをデザインの背景に設定します。 

 

背景&表示色ダイアログでは、デザインを配置するプロダクトも選択することができ、場所

、サイズ、全体の外観をビジュアル化することができます。当ソフトウェアにはプロダク

トのライブラリが含まれており、マルチカラーの製品もあります。「ユーザー設定プロダ

クト」オプションから自分のプロダクトのイメージを呼出することもできます。背景はデ

ザインと一緒に保存されます。 

 

プロダクトの中には最大 3色まで設定できるものもあります。 

 

 



 背景 
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背景生地 

 

デザインをカスタマイズ / コンテキスト > 背景&表示色を使用し、色、生地、プロダク

トをデザインの背景に設定します。 

 

背景色の設定以外にも、ステッチを施す生地に合ったテクスチャを設定することもできま

す。 

 デザインをカスタマイズ > 背景＆表示色を選択するか、なにも選択されていない状態

でデザインウィンドウを右クリックしてポップアップメニューから選択します。 

 プリセットされている生地のタイプを使用するには、生地見本オプションを選択して

ドロップリストから生地を選んで、色を適用します。 

 

お持ちの生地のサンプルは、使用可能なファイルフォーマットで生地フォルダーに追加

することができます。 ユーザー設定生地オプションではお使いの PCにあるフォルダー

を参照して、これらのフォーマットのファイルを選択することもできます。 

表示色を調整する 

 

デザインをカスタマイズ / コンテキスト > 背景&表示色を使用し、色、生地、プロダク

トをデザインの背景に設定します。 

 

背景色、表示色、ボーラー穴、未縫いステッチ、選択ステッチ以外にも、オブジェクトの

アウトラインとグリッドの色を定義することができます。これらの初期設定の色が背景に

対して見えにくい場合に変更します。背景&表示色ダイアログには表示色パネルがありま

す。 



 背景 
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必要に応じて色を調整します。 

項目 メモ 

選択 選択オブジェクトまたはステッチ。 

未縫ステッチ デザインを移動中に表示される未縫いステッチ。 

オブジェクトの

形状 

オブジェクトのアウトラインは、「形状（を表示）」がアクティブの場合に

表示されます。刺しゅう項目を表示するをご覧ください。 

グリッドライン カラーウェイにより、グリッド表示の色を背景色とは異なる色に調整したい

場合に使用します。 

ガイドライン ガイド表示の色と背景色は、それぞれ異なる色に設定して見やすく調整する

ことができます。 

針落ちポイント 針落ちポイントは「針落ちポイント（を表示）」がアクティブの場合に表示

されます。刺しゅう項目を表示するをご覧ください。 



 自動生地&密度 

 

 

 

デザインをカスタマイズする 2016-06-28 21 

 

自動生地&密度 

刺しゅうのステッチは、針が落ちる所で生地を内側に引っ張り込む作用を起こします。こ

れにより生地にしわがより、すき間を生じさせます。オブジェクトが正しく刺しゅうされ

るには、上縫いのタイプ、オブジェクトタイプ、オブジェクトの形状、そして生地との組

み合わせに合った正しいステッチ間隔、十分な縮み補正と適切な下縫いが欠かせません。

当ソフトウェアには刺しゅうを施す生地のタイプを考慮できる自動生地設定があります。 

 

自動生地を選択する 

 
デザインをカスタマイズ > 自動生地を使用し、デザインのプロパティを刺しゅうする生

地に合わせて変更します。 

 

自動生地はデザインが刺しゅうされる際のステッチの不具合を最小限に抑えられるよう設

定されており、生地のタイプにより縮み補正などのシステム設定が異なります。新しい設

定は適用可能なすべてのオブジェクトに適用されます。自動生地は通常デザインを作成す

る前に選択しますが、変更はいつでも行うことができます。「デザインをカスタマイズ」

ツールボックスに行き、自動生地を選択します。 

 

自動生地ダイアログには選択した自動生地で推奨される当て布の情報も提供されていま

す。当て布は刺しゅうするアイテムの生地の下に置く非織布で、しっかりとした安定性を

与えます。デザインのステッチ数が多いほどよりしっかりとした刺しゅう用芯地が必要



 自動生地&密度 
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で、切り取るタイプ、ちぎるタイプ、洗い流すタイプ（溶性）など様々な種類があります

。プロの刺しゅう家の方々は織布にはちぎるタイプのものを、ニット素材には切り取るタ

イプのものを使用するようです。 

選択した自動生地はデザインの背景には影響せず、またその逆もありません。お好みに

より選択した自動生地に合う背景生地を設定してください。背景も併せてご覧くださ

い。 

生地を管理する 

プリセットされている自動生地設定以外にも、特別なニーズに対応できるユーザー設定生

地を作成することができます。作成したユーザー設定生地は変更、名前の変更、削除が可

能です。 

 ソフトウェア設定 > 自動生地設定の管理を選択します。このダイアログは通常自動生

地設定の編集や生地のバリエーションを作成するのに使用されます。 

 

 バリエーションを作成するには、基になる生地を選択し「作成」をクリックします。 

 名前を入力します。 

 

 OKをクリックします。生地設定ダイアログが開きます。このダイアログではタタミ/浮

き出し模様、幅広のサテン、幅狭のサテン、レタリングの 4つのオブジェクトグルー

プの自動生地の数値と、推奨する当て布の詳細を設定することができます。 



 自動生地&密度 
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ステッチの糸間隔を調整する 

 

デザインをカスタマイズ / オブジェクト編集 > ステッチ間隔を調整を使用し、選択オ

ブジェクトやデザイン全体のステッチ間隔を手動で変更します。 

 

異なる生地や刺しゅう糸で刺しゅうする際に

ステッチの糸間隔を変えたい場合や全体のス

テッチ数を減少させたい場合、デザイン全体

または選択した部分のステッチタイプの密度

を変更することができます。 

 

デザイン全体の現在の設定を上書きするには

、<Ctrl + A>を押してすべて選択します。ダ

イアログを開き、パーセントで調整を設定し

ます（例：200%）。ステッチ間隔を増加させ

ると、全体の密度が減少します。ステータス

バーのステッチ数が修正されたことを確認してください。オブジェクトプロパティも併せ

てご覧ください。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Object+properties+1


 デザインを挿入する 
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デザインを挿入する 

 

デザインをカスタマイズ / 標準 / レイアウト > デザインを挿入を使用し、現在のデザ

インに他の刺しゅうデザインを挿入します。 デザインパレットは併合されます。このツ

ールはファイルメニューからもアクセスできます。 

 

デザインのレイアウトを一番簡単に作成するには、デザイン同士やデザイン項目を一つの

レイアウトに組み合わせる方法があります。デザインは他のデザインに挿入することがで

き、複数のデザインを組み合せて一つのデザインとして保存できます。初期設定では挿入

したデザインは刺しゅう順序の一番初めに追加されます。 

 

また 2つ目のデザインを挿入したいところまでポイントを移動し、挿入することもできま

す。オブジェクトとの間にでも、単一のオブジェクト内にでもデザインを挿入できます。 

詳細はデザインのレイアウトのデザインを挿入するをご覧ください。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Insert+designs


 糸チャートを管理する 
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糸チャートを管理する 

糸チャートは様々なブランドの糸色を表示することができます。糸チャートは現在使用し

ているチャートに合わせて変更することができます。糸の詳細を変更したり、糸を削除し

て既存の糸チャートを更新します。また糸チャートの名前は変更したり、削除することも

できます。既存の糸のコードやブランド、詳細を変更することもできます。お持ちの糸で

自分だけのチャートを作成することができます。 

既存の糸チャートを変更する 

 

デザインをカスタマイズ > 糸チャートを変更を使用し、糸チャートを管理したり、また

は自分で定義します。 

 

糸色は糸の製造元で変更や削除が行われたり、新しい色が追加されたりする為、糸チャー

トは必ずしも最新のものとは限りません。このような理由からチャートを変更し、糸のパ

レットをアップデートすることができます。 

 「デザインをカスタマイズ」ツールボックスの「糸チャートを変更」ボタンをクリッ

クします。 

 

 ドロップリストから糸チャートを選択します。チャートの削除や改名を行えるオプシ

ョンがあります。 

 「刺しゅう糸」パネルで変更する糸を選択します。「検索」フィールドで特定の糸コ

ードや名前を検索します。 

 刺しゅう糸の詳細を変更するには「編集」をクリックします。 

ここでは色、コード、ブランド、選択した糸の詳細の編集ができます。コードはブラ

ンドの糸色の識別番号です。 

 



 糸チャートを管理する 
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新規糸チャートを作成する 

 

デザインをカスタマイズ > 糸チャートを変更を使用し、糸チャートを管理したり、また

は自分で定義します。 

 

糸チャートは既存のものに修正を加えるよりも、自分で定義する方が簡単な場合もありま

す。糸チャートを作成すると、今後デザインで使用することができます。チャートは識別

しやすい名前を選択するとよいでしょう。色は他のチャートからコピーしてきたり、混ぜ

合わせることもできます。また既存の糸のコード、詳細、ブランドや太さ等を設定するこ

ともできます。使用しない糸色は削除しましょう。 

 「デザインをカスタマイズ」ツールボックスのリンクをクリックします。 

 

 作成をクリックします。 

 

 

 チャート名を入力し、OKをクリックします。 



 糸チャートを管理する 

 

 

 

デザインをカスタマイズする 2016-06-28 27 

 

 糸は一つずつ追加するか、既存の糸チャートからコピーし編集します。 

 コピーを選択した場合、ドロップリストから基にする糸チャートを選択します。 

 

 コピーしたい糸（複数可）を選択します。<Ctrl>キーを押し下げると複数選択ができ

ます。 

 

 必要に応じて「糸編集」オプションで糸の詳細を変更します。 



 デザインの色 
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デザインの色 

刺しゅうオブジェクトの糸色はデザインパレットで変更します。これは一番簡単なデザイ

ンのカスタマイズ方法です。設定したデザインパレットは現在のデザインに保存されま

す。色の変更方法は様々です。 

 オブジェクトごとに色を変える 

 カラーブロック全体の色を変える 

 デザインから色を抽出し、適用する 

 既存のデザインパレット内で色を循環する 

 新しいベースの色を選択して、残りは循環する 

糸色を選択する 

 

デザインパレット > 色を選択を使用し、デザインから色を選択し、現在の色としま

す。 

 

デザインパレット > 現在の色を適用を使用し、選択した刺しゅうオブジェクトに現

在の色を適用します。 

 

デザインパレット > 現在の色を使用し、現在の色の選択を表示します。 

 

デザインパレットには最大 128個の色スロットがあります。使用している色には青のドッ

トが付けられます。 

 パレットは大きさを変更でき、クリック＆ドラッグでデザインウィンドウ内のどこへ

でも移動できます。 

 

 マウスポインタを色の上に置き、ツールチップで色のブランド、コード、情報を確認

します。 

 各オブジェクトをクリックするかデザイン順序ドッカーを使用して、オブジェクトや

カラーブロック全体を選択します。 
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 色を変更するにはオブジェクトを選択し、デザインパレットのスロットをクリックす

るだけです。これが現在の色となります。 

 

 または「色を選択」ツールで既存のオブジェクトから色を抽出し、「現在の色を適

用」ツールで他のオブジェクトに適用することもできます。 

糸チャートを割り当てる 

 

デザインパレット > デザインの色を変更を使用し、My 刺しゅう糸ドッカーを表示/非表

示にし、他の刺しゅう糸チャートから刺しゅう糸を検索しデザインの色を変更します。 

 

デザインパレットに糸チャートを割り当てます。 例えば： 

 グラフィックモードでベクターグラフィックを変換した場合、色は RGB値でカラーパ

レットに付け加えられます。これらは実際の糸チャートにマッチさせることができま

す。 
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 ステッチファイルを読み込んでいる場合、色情報はデザインパレットに付け加えられ

ます。これらの色は実際の糸チャートにマッチさせることができます。 

 お持ちでない糸チャートの色を含んだデザインを受け取った場合、お好きな糸チャー

トの色にマッチさせることができます。 

 糸チャートを割り当てるには： 

 デザインを開き、デザインの色を変更をクリックします。 

 「My刺しゅう糸チャート」ダイアログから希望の糸チャートを選択します。 

 

 「すべて近似色にセット」ボタンをクリックします。現在のデザインパレットのすべ

ての糸は、現在の糸チャートの一番近い色に自動的にマッチングされ置き換えられま

す。デザインに現在割り当てられている色は、すべて新しい糸に置き換えられます。 

 

 



 デザインの色 
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デザインの色をプリセットする 

 

デザインをカスタマイズ > デザインの色を変更を使用し、My 刺しゅう糸ドッカーを表

示/非表示にし、他の刺しゅう糸チャートから刺しゅう糸を検索しデザインの色を変更し

ます。 

 

当ソフトウェアは作成した各デザインの糸色を管理することができます。糸色は様々な種

類の糸チャートから選択することができます。色コードで特定の糸を検索し並べ替えま

す。初期設定ではデザインパレットには 78色含まれています。色は他の糸チャートの色に

置き換えたり、必要に応じて色スロットを追加/削除できます。 

 「＋」と「－」ボタンで色スロットの数を設定します。 

 

 「デザインの色を変更」ボタンをクリックします。「My刺しゅう糸」ドッカーが開き

ます。 

 

 「My刺しゅう糸チャート」をクリックします。このダイアログで現在の/希望の糸チャ

ートを選択します。 
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 デザインパレットの色を選択し、「My刺しゅう糸」リストの対応する糸を見つけま

す。 

 使用したい色の正確なコードがわかっている場合は、コードをコード検索フィールド

に入力します。 

 選択した糸をダブルクリックして、デザインパレットの現在の色スロットに転送しま

す。 

 

色の配色を変更する 

 

デザインをカスタマイズ > 使用色で循環を使用し、使用色の組み合わせで循環しま

す。左/右クリックを使用します。 

 

デザインをカスタマイズ > カラーホイールを使用し、関連した色の組み合わせをテ

ストします。 

 

「使用色で循環」と「カラーホイール」ツールは全体の色の配色を変更します。これらの

ツールはデザインを他の生地に配置したり、古いデザインを目新しくしたい際に、新しい

配色を素早く簡単に作ることができます 

色の配色を変更するには： 

 「使用色で循環」ツールで異なる色の組み合わせをチェックします。 
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 または「カラーホイール」ツールで類似、補色、調和などのプリセットされた配色で

色の組み合わせを循環します。 

 

 大きな「ベースカラー」ノードをクリック＆ドラッグし、同じ配色で異なる組み合わ

せをチェックします。ベースカラーには生地の色やデザインの大部分を占める色など

に設定してもよいでしょう。 

 各カラーノードをクリック＆ドラッグし、微調整を行います。明るさコントロールで

選択した色を更に調整できます。 

 デザイン全体の明るさを調整するには、ベースカラーノードを選択して明るさコント

ロールを調整します。 

 デザインパレットですでに十分な色を定義している場合は自動的にマッチングされま

す。または「My刺しゅう糸」ダイアログの「すべて近似色にセット」機能を使用しま

す。 

 



 色替えを最適化する 
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色替えを最適化する 

 

デザインをカスタマイズ > 色替えを最適化を使用し、色レイヤーを維持しつつ、色替え

を最小限にしデザインを最適化します。 

 

「色替えを最適化」機能は色替えと糸きりを最小限に抑え、刺しゅう時の効率と質を向上

させます。この操作では既存のオーバーラップはすべて維持されます。デザインを組み合

わせた時はこの機能を使用するとよいでしょう。最適化が完了したらメッセージが表示さ

れます。デザインを挿入するも併せてご覧ください。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Insert+designs
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Copyright © 1998-2016. Wilcom Pty Ltd, Wilcom International Pty Ltd. All Rights reserved. 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェア（デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに組み込まれているあ

らゆるイメージ、動画、文章、アプリケーションを含むがこれに限定されない）、付属の印刷物、及びデ

ジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの複製はすべての権原及び著作権は実施許諾者（ライセンサー）ま

たはその供給業者により所有されます。 当ソフトウェア製品は著作権法および国際特許条約により保護

されています。 従ってユーザーはデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアを他の著作物と同様に取り扱

うものとします。 デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに付属の印刷物を複写することは禁じられて

います。 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの画像技術機能の一部の著作権、版権は AccuSoft Corporation

により所有されています。 

有限保証 

すべて現状のまま提供されておりいかなる保証もしていない再配布可能ファイルは例外とし、蛇の目ミシ

ン工業株式会社（以下「ジャノメ」と称す）は購入日より 90日間、ソフトウェア媒体とその付随文書に

素材および製造上の欠陥がないこと、およびデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアが付属の文書に実質

的に従って作動することを保証します。 州または法域によっては黙示の保障期間の制限を認めない場合

がある為、前期の限定は適用されない場合があります。 適用法で認められる範囲においてデジタイザー

刺しゅう作成ソフトウェアの黙示的保証は、90日間に限定されます。 

責任制限 

保証に基づくジャノメの製造者責任制限は製品価格と同額を上限とします。 いかなる場合においても本

製品の使用、または本製品の使用不能に起因する二次的、偶発的、あるいは間接的な損害（事業利益の損

失、事業の中断、事業情報の消失またはその他の金銭的損失を含むがこれらに限定されない）に関してジ

ャノメは一切責任を負わないものとします。 同様にいかなる場合においてもジャノメは第三者に対し一

切の責任を負わないものとします。 

注記 

文書上で表示されている画面のレイアウトは解説用に作成されたもので、ソフトウェアが表示する画面の

表示と異なる場合があります。 同様にデザインのサンプルは過程および手順のみ説明するもので お買い

上げいただいたバージョンのソフトウェアに含まれていない場合があることをご了承ください。 

救済方法 

保証期間中に領収書等の購入の証明を添えてお客様が欠陥品をジャノメまたは購入した販売店に返却され

た場合、ジャノメまたは販売店はジャノメの判断により(a) 購入金の返金、あるいは(b)デジタイザー刺

しゅう作成ソフトウェアの修理または交換、の何れかの救済措置を行います。 

交換したデジタイザイー刺しゅう作成ソフトウェアの保証期間は当初保証の残存期間、あるいは 30日間

の何れか長い方とします。 
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イントロダクション 

デザインのステッチやサイズ、色、生地タイプの変更に慣れたら、今度は自分だけのレタ

リングデザインを作成してみましょう。質のよいレタリングを刺しゅうするにはもちろん

練習が必要ですが、当ソフトウェアではユニークなレタリングデザインが文字をタイプす

るだけで簡単に作成することができます。「レタリング/モノグラム」ツールボックスは、

質の高い刺しゅうレタリングやモノグラムデザインが作成できるツールを装備していま

す。 

 

モノグラミング機能ではモノグラムスタイル、ボーダーフレーム枠、装飾を利用して簡単

に装飾効果を付けることができ、オリジナル性の高いデザインを作成できます。 
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レタリングを作成する 

当ソフトウェアでは内蔵されている刺しゅう書体ライブラリを使用して、デザインにレタ

リングを素早く簡単に追加することができます。書体はソフトウェア内臓のものはもちろ

ん、TrueTypeや OpenType フォントを変換して使用することもできます。子供の衣類に刺

しゅうをするのであれば「Childs Play」のようなシンプル書体を、また女性のパジャマに

刺しゅうする場合は「Royale」のようなエレガントな筆記体を使うといったチョイスを楽

しむことができます。斜体文字など書式設定は MIcrosoft Wordと同じ要領で設定できま

す。 

 

レタリングを追加する 

 

レタリング/モノグラム > レタリングを使用し、付属の刺しゅう書体や TrueType で刺し

ゅうレタリングを作成します。 

 

レタリングは横方向/縦方向や円や扇方のベースラインに置いたり、ベースラインのカーブ

を自分でデジタイズすることもできます。斜体文字など書式設定は MIcrosoft Wordと同じ

要領で設定できます。書体は様々な用途に合うものを数多く取り揃えています。 

 レタリングツールをクリックし、デザインウィンドウをクリックして文字をタイプし

ます。 

 またはレタリングタブのテキストパネルに文字を入力します。新しい行を開始するに

は<Enter>を押します。 
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 書体リストから書体を選択します。書体はソフトウェア内臓の刺しゅう書体とお使い

のコンピューターにインストールされている TrueTypeフォントを使用することができ

ますが、内臓の書体の方がよい結果を得ることができます。 

 レタリングオブジェクトは画面上で直接編集して、様々な装飾的な効果を出すことが

できます。外観とレイアウトは現在の設定に準じます。 

 一般的に刺しゅう書体と TrueTypeフォントには、キーボードで使用できる文字以外の

文字が含まれています。「文字を挿入」をクリックしてダイアログで特殊文字とシン

ボルを追加します。 

 レタリングのベースラインを選択します。レタリングは横方向/縦方向や円や扇方のベ

ースラインに置いたり、ベースラインのカーブを自分でデジタイズすることもできま

す。レタリングのレイアウトも併せてご覧ください。 

 

 レタリングタブにはレタリングを膨張、アーチ状、伸縮、圧縮させる「レタリングア

ート」スタイルがあります。これらの効果は固定ラインベースラインと共に使用する

とよい結果がだせます。レタリングのレイアウトも併せてご覧ください。 
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 必要に応じてレタリングの高さを調整します。文字のサイズを変更する前に書体を検

討しましょう。書体の中には小さいサイズで良い結果が得られるものもあれば、大き

目のサイズでステッチできるものもあります。 

 整列設定を選択します。整列はレタリングのベースラインの配列方法を設定します。

均等配置はベースラインの長さいっぱいに文字を並べます。 

 

上級設定 

上級パネルでレタリングの幅と斜体文字設定を調整します。レタリングを変形するも併せ

てご覧ください。 
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レタリングの幅 

書体の外観は文字の高さに比例して幅を変更することで変えることができます。幅の初期

設定値は 100%となっています。 

 

 

斜体文字 

文字を左右に傾斜させて斜体文字を作成できます。斜体文字の初期設定角度は 0度で、傾

斜なしの状態です。 

 

文字間隔 

文字間隔は文字の高さに対する割合で自動的に計算されます。大抵は初期設定値で十分な

結果が得られますが、ある効果を狙ったり、固定ライン内に収まるように文字全体の間隔

を変更する場合もあるでしょう。 
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文字の刺しゅう順序 

文字を縫う順序を指定して、帽子やステッチしにくい生地に起こりやい配置調整の問題を

最小限に抑えることができます。レタリングは左または右から縫い始めることも、センタ

ーから外側に縫うことも可能です。これは特に帽子を刺しゅうする場合に最適です。文字

の刺しゅう順序を変更するには、レタリングオブジェクトをダブルクリックします。上級

パネルで文字の刺しゅう順序を選択します。オプションに含まれるもの： 

 

左から右 レタリングは左から右に縫製されます（初期設定）。 

 

センター

から外側 

レタリングは中心左側から縫製が開始され、右から左へと移行しま

す。中心右側の次の文字が縫製され、左から右に移行します。 

 

右から左 レタリングは右から左に縫製されます。 

 

デザインの刺しゅう順序を確認しましょう。デザイン内を移動するも併せてご覧くださ

い。 

色替えを挿入する 

色替えはどのステッチにも挿入することができ、現在のステッチカーソル位置に挿入され

ます。この機能はモノグラムやレタリングオブジェクトを作成している時に特に便利で

す。 

レタリングを編集するには： 

 オブジェクトを選択し、レタリングツールをクリックします。Iビーム(カーソル）が

現れます。 

 

 色を変更したい文字の上にカーソルを置いてドラッグし、文字(複数可)を選択しま

す。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Traveling+through+designs
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 デザインパレットで色を選択します。 

 色替えを取り除くには、オブジェクト全体を選択してデザインパレットで色を選択し

ます。オブジェクトが選択した色に戻ります。 

色替えはレタリングタブのテキスト入力フィールドで文字の間に(^)シンボルを入力する

ことで挿入することもできます。次に続く文字の色はデザインパレットの次の色になり

ます。 
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レタリングのレイアウト 

 

レタリングのベースラインはレタリングの

形状を決定します。レタリングは横方向/

縦方向や円や扇方のベースラインに置いた

り、ベースラインのカーブを自分でデジタ

イズすることもできます。使用するベース

ラインにより、基準点が異なります。ベー

スラインのサイズ、間隔と角度には初期設

定値が使用されます。ベースラインの設定

はインタラクティブに行うことができ、ベ

ースラインの位置、タイプや長さ、半径、

角度を変更することができます。レタリン

グオブジェクトの方向はいつでも変更することができます。 

横方向のベースライン 

 

レタリング/モノグラム > レタリングを使用し、付属の刺しゅう書体や TrueType で刺し

ゅうレタリングを作成します。 

 

自由ラインと固定ラインは共に直線の横方向のベースラインです。自由ラインの長さは文

字を追加した分だけ延長され、長さは設定されていません。 

 

固定ラインは固定の長さがあり、文字がベースラインの長さ以上になる場合は、選択した

縮小方法に従ってレタリングのサイズかレタリングの間隔が小さくなります。このオプシ

ョンは特にキャップ帽やポケットなどに使用されます。 
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固定ラインを選択した場合、その他の上級オプションが使用可能になります。長さを正確

に設定するには、「ベースラインの長さ」フィールドでベースラインの長さを調整しま

す。 

 

固定ラインは設定値の幅と初期設定の間隔ではすべての文字がベースラインに収まらない

場合、レタリングを調整し収めることができます。希望の調整方法を選択してください。

調整方法を以下のとおりです。 

固定ライン方法 目的 

 

間隔と

幅 

文字の幅と間隔が比例的に減少します。 

 

間隔と

サイズ 

文字の幅、高さ、間隔が比例的に減少します。 

 

間隔 文字のサイズと幅はそのままで、文字がベースラインに沿って均等に配

分されます。文字数が多すぎると、文字が重なり合うことがあります。 

 

幅 各文字の幅が減少しますが、元の間隔は維持されます。 

 

サイズ 文字の幅と高さが均一に減少しますが、元の間隔は維持されます。 

 

レタリングを変形したり、ベースラインの長さの値を変えたりしてベースラインの長さ

を変更した場合、レタリングの減少値は再計算されます。幅、高さや文字の数等の長さ

に影響するレタリングの特質の変更を行った場合でも、同じことが言えます。 

 



 レタリングのレイアウト 

 

 

 

レタリング 2016-06-28 10 

 

縦方向のベースライン 

自由ラインは縦方向は直線の縦方向のベースラインで、袖に装飾的な

効果を与えたり、アジア言語の文を刺しゅうする際に便利です。欧米

の言語で縦方向のレタリングを使用する場合、大文字にすると最も良

い結果が得られます。これは小文字で「g」や「p」など、下に伸びる

レタリングを作成すると文字間隔が適切でなくなるためです。縦方向

のベースラインには固定長はなく、入力した文字に合わせて長さが変

化します。行間隔は横方向に計算されるのに対し、文字間隔が縦方向

に計算されるます。文字は初期設定により、縦方向のラインの中心に

配置されます。 

 

 

円形のベースライン 

 

レタリング/モノグラム > オブジェクト変形を使用し、オブジェクトのアウトライン、

ステッチ角度、エンベロープを編集します。 

 

時計回りの円と反時計回りの円ベースラインは、文字を円の周りに時計回りまたは反時計

回りに配置します。 初期設定では文字は時計回りの円の場合は上側に、反時計回りの円の

場合は下側に配置されます。オブジェクト変形ツールでベースライン方向との半径をコン

トロールすることができます。半径は上級設定パネルでも設定することができます。 

 

ユーザー設定のベースライン 

 

レタリング/モノグラム > オブジェクト変形を使用し、オブジェクトのアウトライン、

ステッチ角度、エンベロープを編集します。 

 

任意の形状ベースラインは、レタリングを任意の形状に形づけます。任意の形状は自由ラ

インベースラインと同じように表示されます。オブジェクト変形ツールでコーナーには左

クリック、カーブには右クリックで制御ポイントを追加します。基準点の数とベースライ

ンの長さには基本的に制限はありません。ベースラインにきついカーブや尖った角が含ま
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れると、文字が重なり合う可能性があります。カーブポイントは浅いなだらかなカーブに

のみ使用するとよい結果が得られます。 

 

任意の形状ベースラインはカーブ周りの文字の間隔を伸縮する傾向があるので、ダイヤ型

の制御ポイントでレタリングのカーニングを調整します。文字を選択しベースラインに沿

ってドラッグします。矢印キーでレタリングを少しずつ動かすこともできます。 

レタリングアート 

レタリングタブには扇形、アーチ状、引き伸ばといった特殊効果を与えることができる

「レタリングアート」スタイルが含まれています。 

 

レタリングアートの選択パネルは、上部の線部分をドラッグしてダイアログから切り離す

ことができ、画面上に置いておくことができます。閉じるには選択パネルの Xボタンをク

リックします。 
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レタリング/モノグラム > オブジェクト変形を使用し、オブジェクトのアウトライン、

ステッチ角度、エンベロープを編集します。 

 

レタリングスタイルはオブジェクト変形ツールで調整することができます。レタリングを

変形するも併せてご覧ください。 

 

プリセット・レイアウト 

当ソフトウェアには 2種類のマルチラインのレイアウトがプリセットされています。 

 テキスト入力パネルにテキストを入力します。 

 <Enter>を押し、新しい行（2－3行）を作成します。各行には 1単語以上記入します。 

 レイアウトで 2行または 3行レイアウトの 2種類から選択します。 

 

 制御ポイントを入力するよう指示があります。<Enter>を押して初期設定で確定しま

す。文字が 2または 3行の独立したライン上に配置されます。各行は独立したレタリ

ングオブジェクトで、それぞれ調整することができます。 
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 レタリングを変形する 

 

 

 

レタリング 2016-06-28 14 

 

レタリングを変形する 

選択ツールとオブジェクト変形ツールはレ

タリングの外観を細かくコントロールする

ことができます。レタリングのサイズ変更

や文字の調整、単語と行の間隔、ベースラ

インの調整はもちろん、それぞれも文字を

変形することもできます。 

 

方法 

レタリングオブジェクトは選択ツールやオブジェクト変形ツールで、他のオブジェクトと

同じ方法で変形することができます。しかしオブジェクト変形モードではさらに多くの制

御ポイントが使用できます。例えばレタリングオブジェクトには文字間の間隔やベースラ

インあります。 

 
選択 > オブジェクト変形を使用し、オブジェクトのアウトライン、ステッチ角度、スタ

ートとエンド点やカーブラインなどを調整します。 

オブジェクト変形モード： 

 

 三角形のサイズハンドルでレタリング

のサイズを変更 

 ベースラインの矢印でレタリング全体

の間隔を調整 

 ダイヤ型の制御ポイントで文字のカー

ニングを調整 

 黄色のエンドポイントでベースライン

のサイズを変更 

 緑のダイヤと赤の十字でスタート点/エ

ンド点を調整 

 

 

 

選択 > オブジェクト選択を使用し、オブジェクトやグループを選択します。または囲み

枠をドラッグし複数のオブジェクトやグループを選択することもできます。 

選択モード（クリック 1回）： 

 

 幅を変更してレタリングを横方向に伸

ばす 

 高さを変更してレタリングを縦方向に

伸ばす 
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 幅と高さを変更してレタリングのサイ

ズを比例的に変更する 

 

選択モード（ダブルクリック）： 

 

 大きな回転ハンドルをドラッグしてレ

タリングを回転する 

 小さなハンドルを使いレタリングを一

方に傾ける 

 円形の制御ポイントを動かし、回転軸

を変更する 

 

レタリングオブジェクトを選択した状態ではコンテキストツールバーにはオブジェクトの

幅、高さ、サイズ、傾斜、方向を調整する機能が現れます。レタリングを横方向または縦

方向に反転することもできます。 

 

 

 

レタリングのサイズを変更する 

 

選択 > オブジェクト選択を使用し、オブジェクトやグループを選択します。または囲

み枠をドラッグし複数のオブジェクトやグループを選択することもできます。 

 

選択 > オブジェクト変形を使用し、オブジェクトのアウトライン、ステッチ角度、

スタートとエンド点やカーブラインなどを調整します。 

 

選択ツールを使い、レタリングオブジェクトを横方向/縦方向または比例的に拡大/縮小す

ることができます。 
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レタリングオブジェクトはオブジェクト変形ツールでもサイズを変更することができま

す。 

 

コンテキストツールバーでは正確な大きさを記入してサイズを設定したり、+/-10%の倍

率でサイズ変更ができる機能があります。 

 

レタリングを回転する 

選択ツールでレタリングオブジェクトを回転します。 

 

またはオブジェクト変形ツールでベースライン制御ポイントを使用してレタリングオブジ

ェクトを回転することもできます。 

 

コンテキストツールバーには正確な角度を記入して回転したり、+/-15度ごとに回転がで

きる機能があります。 
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間隔を調整する 

 
選択 > オブジェクト変形を使用し、オブジェクトのアウトライン、ステッチ角度、スタ

ートとエンド点やカーブラインなどを調整します。 

 

文字間隔は選択した配置（左揃え、右揃え、中央、均等）によって自動的に計算されます

。大抵は初期設定値で十分な結果が得られますが、全体の文字間隔を変更したい場合は調

整が必要です。ベースライン上の間隔の制御ハンドルをドラッグして、レタリングの間隔

全体を調整します。 

 

隣り合う文字の形状によっては、文字の間隔が大きすぎり小さすぎたりすることがありま

す。特に任意の形状ベースラインは、コーナー周りの文字間隔のばらつきが目だってしま

う傾向があります。この見栄えを補正するには、レタリングの「カーニング」を自分で調

整します。各文字の真ん中にある三角系の制御ポイントをクリックしてドラッグします。 

 

レタリングが「均等」に設定されている場合、文字はベースラインに沿って均等に配置

されます。均等に配置されたレタリングの間隔は、黄色の制御ハンドルでベースライン

の長さを調整することで変更できます。 

 

オブジェクト変形ツールを使用して、複数行のレタリングオブジェクトの行間隔を変更で

きます。三角形の間隔ハンドルを上下にドラッグし、行間隔を変更します。 
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文字全体の間隔は、レタリングタブの上級パネルで数字でコントロールすることができ

ます。行間隔は画面上で手作業での調整でのみ行うことができます。 

ベースラインを変形する 

 

選択 > オブジェクト選択を使用し、オブジェクトやグループを選択します。または囲

み枠をドラッグし複数のオブジェクトやグループを選択することもできます。 

 
選択 > オブジェクト変形を使用し、オブジェクトのアウトライン、ステッチ角度、

スタートとエンド点やカーブラインなどを調整します。 

 

レタリングのベースラインは独自の制御ポイントがあります。ベースラインの中には上記

に示した以外のプロパティを持つものがあります。 

 円形ベースラインの円弧を調整するには、真ん中の制御ポイントをドラッグします。

これは数字で設定することはできません。 

 

 

 任意の形状ベースラインはベースライン上の制御ポイントを移動、変更、追加、削除

して修正することができます。ベースラインを変形するには、ベースライン上の方向

を変えたい位置で基準点をクリックします。折れ線でラインを曲げるには左クリッ

ク、曲線でラインを曲げるには右クリックを使用します。制御ポイントを切り替える

には、ポイントを選択して<Space>キーを押します。 



 レタリングを変形する 

 

 

 

レタリング 2016-06-28 19 

 

 

文字を操作する 

 
選択 > オブジェクト変形を使用し、オブジェクトのアウトライン、ステッチ角度、スタ

ートとエンド点やカーブラインなどを調整します。 

 

レタリングオブジェクトの文字はオブジェクト変形ツールでダイヤ型の制御ポイントをク

リック&ドラッグすることでそれぞれ動かすことができます。 

 

ダイヤ型の制御ポイントをクリックすると、別の変形ノードのセットが文字の周りに現れ

ます。これらを使用して各文字のサイズ変更や回転、傾斜を行います。 
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文字を変形する 

 

選択 > オブジェクト変形を使用し、オブジェクトのアウトライン、ステッチ角度、スタ

ートとエンド点やカーブラインなどを調整します。 

 

オブジェクト変形ツールで、文字のアウトラインを変形して特殊なレタリング効果を作成

します。文字のアウトラインをクリックし、他のオブジェクトと同じ方法で変形ノードを

使用してレタリングを変形します。<Esc>を押して終了します。 
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特別なレタリング 

当ソフトウェアでは様々な編集テクニックでレタリングデザインの微調整を行うことがで

きます。必要に応じて特殊な文字やシンボルを追加することもできます。初期設定ではレ

タリングオブジェクトはサテンで埋め縫いされます。レタリングオブジェクトは他の刺し

ゅうオブジェクト同様、ベーシックな埋め縫いステッチを適用することもできます。レタ

リングの外観と品質は、正しい下縫いを選択することで向上します。 

文字を挿入する 

 

レタリング/モノグラム > レタリングを使用し、付属の刺しゅう書体や TrueTypeで

刺しゅうレタリングを作成します。 

 

一般的に刺しゅう書体と TrueTypeフォントには、キーボードで使用できる文字以外の文字

が含まれています。特殊文字と記号は MS Windows®の文字コード表から直接追加すること

ができます。 

 特殊文字を挿入するには、レタリングタブの「文字を挿入」ボタンをクリックしま

す。 

 

 必要に応じて「書体」リストからユーザー設定書体を選択します。 

 使用したい文字を選択し、OKをクリックします。選択した文字がレタリングタブのテ

キスト入力パネルに追加されます。 

 MS Windows®の文字コード表から一般的な記号や文字に素早くアクセスすることができ

ます。初期設定ではスタート>プログラム>アクセサリ>システムツール>文字コード表

で開くことができます。 
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 使用したい文字をコピーし、<Ctrl + V>を押しレタリングタブのテキスト入力パネル

に貼り付けます。 

 色はデザインパレットの初めの色が使用されます。刺しゅう順序変更ドッカーでは文

字は一つのレタリングオブジェクトとして表示されます。 

 

 必要に応じてレタリングの配置やサイズ変更を行います。 

 

 色の変更はデザインプロパティ > 糸色ダイアログで色を割り当てます。デザインの色

も併せてご覧ください。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Thread+colors
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Thread+colors
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 刺しゅう順序変更ドッカーを見ると、文字はそれぞれ別々に刺しゅうされるのが分か

ります。マルチカラー書体は多くの色替えを含んでいます。 

 分解ツールでレタリングオブジェクトを構成要素に分解します。 

 色を変えて並び替えすることもできますが、レタリングのプロパティは失われてしま

います。 

Flair script(フレアスクリプト）を追加する 

Flair scriptはテキストオブジェクトの最後に流れるようなフレア(飾り）が追加されて

いる特殊な書体で、きらびやかな手書きの飾り書きを再現しています。 

 Flair scriptデザインを作成するには、書体リストから Flair Scriptを選択します。 

 テキスト入力パネルに刺しゅうしたいテキストを入力します。 

 文字を挿入をクリックし、使用したいフレアを選択します。選択がテキスト入力パネ

ルに追加されます。 

 

 他のフレアも試してみて、お気に入りを見つけましょう。 
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モノグラムレタリングを追加する 

当ソフトウェアではモノグラムを作成する機能以外でも、モノグラム書体を使ってモノグ

ラムデザインを作成することができます。 

 Octagon Monogramなどのモノグラム書体を選択します。 

 文字を挿入ダイアログで使用したい文字を選択します。Octagon Monogramでは各文字

につき 3つのパターン（左側、真ん中、右側）が用意されています。 

 

レタリングのステッチタイプを変更する 

初期設定では、レタリングオブジェクトはサテンステッチで埋め込まれますが、 他の刺し

ゅうオブジェクトと同様にタタミや浮き出し模様などの埋め縫いを適用することもできま

す。 
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レタリングの下縫い 

大抵の刺しゅうレタリングは高さが 15 mm以下ですが、当ソフトウェアでは様々な大きさ

のニーズに対応した書体をご用意しています。普通書体（幅広のものやブロック体除く）

の通常のサイズのコラム幅は 3 mm以下です。このようなオブジェクトは下縫いにシングル

の中心ラインランニングかふちランニング（または両方）を使用すると最高の結果を得る

ことができます。下縫いは一般的な目的に適したものが設定されますが、これはオブジェ

クトプロパティで変更することができます。 

 

一般的なルール 

 5 mm以下のレタリングには下縫いを使用しないでください。 

 6 mmから 10 mmの高さのレタリングには、中心ラインランニングを使用できます。 

 10 mm以上の高さを持つレタリングには、ふちランニングの下縫いを使用できます。 

 ジャケットの背中などの大きなレタリングには、第 2の下縫いを施すことができま

す。ダブルジグザグは立体感を持たせる為にも使用できます。更に高さを出したい場

合は、3Dサテンを使用します。 
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レタリングを分解する 

レタリングオブジェクトに分解機能を適用すると、レタリングオブジェクトの特性を保ち

つつ、効率的な刺しゅう順序で分解されます。オブジェクトプロパティはラインや単語ま

たは文字まで別々に編集することができ、刺しゅう順序は維持されます。同様にモノグラ

ムに分解を適用すると、モノグラムを構成要素に分解します。 

レタリングを分解する 

 

オブジェクト編集、アップリケまたはレタリング/モノグラム > 分解を使用し、モノグ

ラム、アップリケ、レタリング等を構成するオブジェクトを構成要素に分解します。 構

成要素はそれぞれ編集できます。このツールは編集メニューからもアクセスできます。 

 

分解のステップは以下のとおりです。 

 レタリングオブジェクトを選択し、分解をクリックします。 

 

 複数行のレタリングは別々の行に分解します。 

 

 各ラインはそれぞれ単語に分解することができます。 
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 単語は文字に分解することができます。 

 

 文字は個々の刺しゅう断片に分解することができますが、レタリングのプロパティは

失われ、一般的な刺しゅうオブジェクトのプロパティのみ残ります。 

 

1 行に複数の単語を含むオブジェクトでセンターから外側の刺しゅう順序の場合は例外と

なります。このようなオブジェクトは直接一文字のオブジェクトに分解されます。従っ

て、刺しゅう順序は保持されます。 



 レタリングを分解する 
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著作権 

Copyright © 1998-2016. Wilcom Pty Ltd, Wilcom International Pty Ltd. All Rights reserved. 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェア（デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに組み込まれているあ

らゆるイメージ、動画、文章、アプリケーションを含むがこれに限定されない）、付属の印刷物、及びデ

ジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの複製はすべての権原及び著作権は実施許諾者（ライセンサー）ま
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デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの画像技術機能の一部の著作権、版権は AccuSoft Corporation

により所有されています。 

有限保証 

すべて現状のまま提供されておりいかなる保証もしていない再配布可能ファイルは例外とし、蛇の目ミシ

ン工業株式会社（以下「ジャノメ」と称す）は購入日より 90日間、ソフトウェア媒体とその付随文書に

素材および製造上の欠陥がないこと、およびデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアが付属の文書に実質

的に従って作動することを保証します。 州または法域によっては黙示の保障期間の制限を認めない場合

がある為、前期の限定は適用されない場合があります。 適用法で認められる範囲においてデジタイザー

刺しゅう作成ソフトウェアの黙示的保証は、90日間に限定されます。 

責任制限 

保証に基づくジャノメの製造者責任制限は製品価格と同額を上限とします。 いかなる場合においても本

製品の使用、または本製品の使用不能に起因する二次的、偶発的、あるいは間接的な損害（事業利益の損

失、事業の中断、事業情報の消失またはその他の金銭的損失を含むがこれらに限定されない）に関してジ

ャノメは一切責任を負わないものとします。 同様にいかなる場合においてもジャノメは第三者に対し一

切の責任を負わないものとします。 

注記 

文書上で表示されている画面のレイアウトは解説用に作成されたもので、ソフトウェアが表示する画面の

表示と異なる場合があります。 同様にデザインのサンプルは過程および手順のみ説明するもので お買い

上げいただいたバージョンのソフトウェアに含まれていない場合があることをご了承ください。 

救済方法 

保証期間中に領収書等の購入の証明を添えてお客様が欠陥品をジャノメまたは購入した販売店に返却され

た場合、ジャノメまたは販売店はジャノメの判断により(a) 購入金の返金、あるいは(b)デジタイザー刺

しゅう作成ソフトウェアの修理または交換、の何れかの救済措置を行います。 

交換したデジタイザイー刺しゅう作成ソフトウェアの保証期間は当初保証の残存期間、あるいは 30日間

の何れか長い方とします。 
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イントロダクション 

モノグラムはイニシャルや個人名等の文字刺しゅうが組み合わさったもので、シンボルマ

ークとして使用されます。モノグラミング機能ではモノグラムスタイル、ボーダーフレー

ム枠、装飾を利用して簡単に装飾効果を付けることができ、オリジナル性の高いデザイン

を作成できます。ウエディングモノグラムも併せてご覧ください。 

下位バージョンの製品では、すべてのモノグラミング機能を使用することができませ

ん。お使いの製品レベルにより、装飾やボーダー機能にアクセスできない場合がありま

す。 

 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Wedding+monogram
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モノグラム項目 

モノグラミング機能は以下の項目からなる「モノグラムオブジェクト」を作成します。 

項目 詳細 サンプル 

レタリング 単体のレタリングオブジェクト（イニシャルまたは名

前） 

 

装飾 最高 10個の装飾セットを追加可能（装飾や刺しゅうデ

ザインのコピーを複数組み合わせることが可能） 

 

ボーダー 最高 4つのボーダーを追加可能。 

 

 

モノグラムにすべての項目が含まれている場合、縫い順序はボーダー（１、２、３、４

の順）、装飾デザイン、次にレタリングの順序で生成されます。 

 



 モノグラムデザイン 
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モノグラムデザイン 

 

レタリング/モノグラミング > モノグラミングを使用し、付属のスタイル、ボーダータ

イプや装飾を使用し、自分だけのモノグラムを作成します。 

 

モノグラムはモノグラミングドッカーで組み立てていきます。モノグラムを初めて作成す

る方は、デザインタブで基になるデザインを選択する方法から始めるとよいでしょう。こ

こにはレタリングのみ、ボーダー付、装飾付といった様々なデザインのテンプレートを見

ることができます。開始点になるテンプレートを選択し、他のタブで修正します。 

 

刺しゅう順序変更ドッカーでモノグラムデザインはグループ化されており、単一の複合オ

ブジェクトとして扱われ、モノグラミングドッカーを介してのみ編集することができます

。グループ解除することはできませんが、構成要素に分解することはできます。レタリン

グ/モノグラムを分解するも併せてご覧ください。 

モノグラム項目のみ色を変えたい場合は、<Alt>を押し下げオブジェクトをクリックするこ

とでモノグラムを分解せずに個々の項目を選択することができます。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Break+apart+lettering
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Break+apart+lettering
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モノグラム文字 

モノグラミングドッカーの文字ドッカ

ーでは、あなただけのモノグラムを作

成することができます。モノグラムデ

ザインにはイニシャルは何文字でも入

力でき、特殊文字や記号を含むことが

できます。ウエディングモノグラムも

併せてご覧ください。 

 

 

レタリング/モノグラミング > モノグラミングを使用し、付属のスタイル、ボーダータ

イプや装飾を使用し、自分だけのモノグラムを作成します。 

 

文字タブにはオブジェクトプロパティドッカーのレタリングタブに似たオプションがあり

ます。デザインのテンプレートを使用している場合は、書体を変えるだけでも雰囲気の異

なるデザインが作成できます。必要に応じてイニシャルを変更し、書体を選択します。ま

たこのタブでは様々なスタイルを選択することができます。 

 

文字は複数の行に渡って入力することができます。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Wedding+monogram
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選択したスタイルを更に細かく設定したい場合は上級パネルを開き、文字の幅、間隔など

の調整を行います。文字やベースラインの回転は文字ごとでもベースライン全体でも行う

ことができます。 

 

プロパティをクリックし、ステッチタイプ等を調整します。モノグラムレタリングの初

期値は標準のレタリングのものとは異なりますが、設定はすべてオブジェクトプロパテ

ィドッカーでコントロールすることができます。 



 モノグラムの装飾 
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モノグラムの装飾 

装飾はモチーフパターンまたはデザインファイルからモノグラムに追加することができま

す。装飾の配置方法は以下のとおりです。 

 装飾モチーフパターンまたはデザインを追加する 

 装飾を単独で配置する 

 装飾を複数配置する 

装飾を変更する 

 

レタリング/モノグラミング > モノグラミングを使用し、付属のスタイル、ボーダータ

イプや装飾を使用し、自分だけのモノグラムを作成します。 

 

テンプレートのデザインや他のモノグラムを基にデザインを作成する場合、装飾を他のも

のにしただけで目新しいデザインに変えることができます。装飾タブ上部には追加、削

除、変更ボタンがあります。 

 

装飾のレイアウト方法は反転、複製、サイクルの中から選択できます。ピラミッド型のア

イコンはパターンの位置だけでなく方向(横/縦方向）もあらわしています。 

 



 モノグラムの装飾 
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パターンギャラリーに希望にぴったり合ったものがない場合は上級パネルを開きます。こ

こでは装飾の配置位置、サイズ、角度、マージンが細かく設定できます。 

 

装飾を追加する 

モノグラムデザインには最大 10個までの装飾を追加でき、どのパターンセットも使用する

ことができます。またお持ちの装飾デザインを使用することもできます。装飾タブの追加 

> モチーフから/デザインからを選択し、装飾を選択します。 

 

選択した装飾はチェックボックスにチェックを入れることで最大 8つまで追加することが

できます。装飾はレタリングの周りに配置されます。配置位置#5以外のチェックボックス

は複数使用できます。 



 モノグラムの装飾 
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最初に選択した位置は「アンカー位置」になります(赤の囲み）。装飾はこのアンカー位置

に関連して拡大/縮小、回転、反転します。装飾のサイズを変更するには幅と高さのフィー

ルドを使用します。「縦横比をロック」を押し、幅と高さの比例を保ちながら拡大/縮小し

ます。マージン設定はレタリングから装飾の間隔を決定します。 

単一の装飾を配置する 

装飾を一つだけ挿入するには配置位置#5を選択します。他のチェックボックスはすべて自

動的に解除されます。幅、高さ、回転フィールドと反転チェックボックスは使用できます

が、マージン設定はオフセット設定に変化します。 

 

装飾をレタリングオブジェクトの水平/垂直方向に配置するには、オフセットの Xと Yの設

定値を使用します。これらの値はレタリングオブジェクトの中心に対した装飾の中心位置

を特定します。 



 モノグラムの装飾 
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複数の装飾を配置する 

選択した装飾はチェックボックスにチェックを入れることで最大 8つまで追加することが

できます。装飾の組み合わせや配置は自由です。使用したい装飾を追加して、それぞれの

配置を決定します。 

 

モノグラム項目のみ色を変えたい場合は、<Alt>を押し下げオブジェクトをクリックする

ことでモノグラムを分解せずに個々の項目を選択することができます。 



 モノグラムボーダー 
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モノグラムボーダー 

同じ形状のボーダーは最大 4つまでモノグラムに追加できます。 

 

ボーダーを変更する 

 

レタリング/モノグラミング > モノグラミングを使用し、付属のスタイル、ボーダータ

イプや装飾を使用し、自分だけのモノグラムを作成します。 

 

テンプレートのデザインを使用している場合は、ボーダータブの変更ボタンを押し、ボー

ダーを変更してみましょう。 

 

上級デジタイズツールボックスでは自分でボーダーを作成し、選択に追加することもで

きます。ユーザー設定ボーダーも併せてご覧ください。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Custom+borders
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ボーダーの形状&オフセットを調整する 

縦横比設定で高さと幅を比例的に調整します。 

 

オフセットフィールドでレタリング＆ボーダーとボーダー＆ボーダー間の間隔を調整しま

す。 

 

必要に応じて回転フィールドでボーダーを回転します。 

 



 モノグラムボーダー 
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複数のボーダーを追加する 

モノグラムには最高 4つまでボーダーを追加することができます。オフセットフィールド

でボーダー間のオフセット間隔を調整します。 

 

ボーダーのオフセットはマイナスの値で設定することで重なり合うボーダーを作成する

ことができます。 

 

ステッチタイプボタンを使用して選択したボーダーのラインまたは埋め縫いステッチの種

類を変更します。初期設定でサテンラインが選択されています。ボーダーにはすべてのラ

イン/埋め縫いステッチタイプを使用することができます。プロパティボタンをクリックし

て更に細かい調整を行います。 

 

モノグラム項目のみ色を変えたい場合は、<Alt>を押し下げオブジェクトをクリックする

ことでモノグラムを分解せずに個々の項目を選択することができます。 

 



 モノグラムを分解する 
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モノグラムを分解する 

 

オブジェクト編集、アップリケまたはレタリング/モノグラム > 分解を使用し、モノグ

ラム、アップリケ、レタリング等を構成するオブジェクトを構成要素に分解します。構

成要素はそれぞれ編集できます。このツールは編集メニューからもアクセスできます。 

 

レタリングオブジェクトに分解機能を適用すると、レタリングオブジェクトの特性を保ち

つつ、効率的な刺しゅう順序で分解されます。オブジェクトプロパティはラインや単語ま

たは文字まで別々に編集することができ、刺しゅう順序は維持されます。同様にモノグラ

ムに分解を適用すると、モノグラムを構成要素に分解します。 

モノグラムを古いバージョンのソフトウェアに保存した場合、モノグラムとアップリケ

はバラバラに分解されてしまうことがあります。 

 

モノグラムを分解するとレタリング、装飾、ボーダーの構成要素に分けられます。 

 

装飾セットとボーダーはそれぞれグループ化したままですが、これらを更に分解すること

もできます。 



 モノグラムを分解する 
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モノグラムボーダーの刺しゅう順序を変更するなど各オブジェクトを変更するには、刺し

ゅう順序変更ダイアログでオブジェクトをグループ解除し、並び替えます。オブジェクト

の刺しゅう順序も併せてご覧ください。 

 

モノグラムの構成要素の色だけを変更したい場合は<Alt>を押し下げ、選択したい構成要

素をクリックします。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Sequence+objects
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Sequence+objects
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Copyright © 1998-2016. Wilcom Pty Ltd, Wilcom International Pty Ltd. All Rights reserved. 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェア（デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに組み込まれているあ

らゆるイメージ、動画、文章、アプリケーションを含むがこれに限定されない）、付属の印刷物、及びデ

ジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの複製はすべての権原及び著作権は実施許諾者（ライセンサー）ま

たはその供給業者により所有されます。 当ソフトウェア製品は著作権法および国際特許条約により保護

されています。 従ってユーザーはデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアを他の著作物と同様に取り扱

うものとします。 デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに付属の印刷物を複写することは禁じられて

います。 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの画像技術機能の一部の著作権、版権は AccuSoft Corporation

により所有されています。 

有限保証 

すべて現状のまま提供されておりいかなる保証もしていない再配布可能ファイルは例外とし、蛇の目ミシ

ン工業株式会社（以下「ジャノメ」と称す）は購入日より 90日間、ソフトウェア媒体とその付随文書に

素材および製造上の欠陥がないこと、およびデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアが付属の文書に実質

的に従って作動することを保証します。 州または法域によっては黙示の保障期間の制限を認めない場合

がある為、前期の限定は適用されない場合があります。 適用法で認められる範囲においてデジタイザー

刺しゅう作成ソフトウェアの黙示的保証は、90日間に限定されます。 

責任制限 

保証に基づくジャノメの製造者責任制限は製品価格と同額を上限とします。 いかなる場合においても本

製品の使用、または本製品の使用不能に起因する二次的、偶発的、あるいは間接的な損害（事業利益の損

失、事業の中断、事業情報の消失またはその他の金銭的損失を含むがこれらに限定されない）に関してジ

ャノメは一切責任を負わないものとします。 同様にいかなる場合においてもジャノメは第三者に対し一

切の責任を負わないものとします。 

注記 

文書上で表示されている画面のレイアウトは解説用に作成されたもので、ソフトウェアが表示する画面の

表示と異なる場合があります。 同様にデザインのサンプルは過程および手順のみ説明するもので お買い

上げいただいたバージョンのソフトウェアに含まれていない場合があることをご了承ください。 

救済方法 

保証期間中に領収書等の購入の証明を添えてお客様が欠陥品をジャノメまたは購入した販売店に返却され

た場合、ジャノメまたは販売店はジャノメの判断により(a) 購入金の返金、あるいは(b)デジタイザー刺

しゅう作成ソフトウェアの修理または交換、の何れかの救済措置を行います。 

交換したデジタイザイー刺しゅう作成ソフトウェアの保証期間は当初保証の残存期間、あるいは 30日間

の何れか長い方とします。 
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イントロダクション 

イメージはソフトウェアにスキャ

ナーで取り込んだり、挿入、貼り

付けが行え、デジタイズの下絵と

して使用することができます。イ

メージツールボックスには、イメ

ージをソフトウェアにインポート

し、編集したり、オートデジタイ

ズに使用できるよう準備できるツ

ールが装備されています。右手に

リストされているトピックを参照

ください。 

下絵の利用方法： 

デジタイズ 詳細 

マニュアル 適切な入力方法を用いてイメージの上から線や形状をトレースします。このよう

なビットマップイメージの使用は、画面上で行われるということを除いてはデジ

タイザーを使用してデジタイズするのと似ています。 

セミオート 自動埋め縫いはクリックしたイメージのステッチを自動的に決定します。 

オート イメージを選択しオートデジタイズをクリックすると、選択したイメージの形状

とステッチを自動的に決定します。 

写真 フォトステッチで写真やその他のイメージから刺しゅうデザインを作成します。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Input+methods
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Digitize+with+Click-to-Stitch
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Auto-digitize+embroidery
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Create+embroidery+from+photographs
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イメージを選択する 

マニュアルまたはオートでデジタイズする場合でも、「はっきり」としたイメージを使用

すると最高の結果が得られます。イメージは純色やはっきりとした輪郭が含まれるものを

使用しましょう。 

理想的なイメージは： 

 はっきりとしている。各形状は同色のピクセルで構成されている 

 各形状は閉じた形状であり、刺しゅう可能なサイズ、最低でも一平方ミリ以上である 

 少なくとも 256色(8bit)以上で保存されている。理想はハイカラー(16bit) 

   

はっきりとした輪郭を持つ鮮

明なイメージ 

はっきりとした色のブロック

を持つ鮮明なイメージ 

複雑なイメージ。鮮明なカラ

ーブロックを作成する編集が

必要 

 

オートデジタイズにはクリップアートライブラリのイメージや、グラフィックソフトで一

から作成されたイメージを使用すると最高の結果を得ることができます。オートデジタイ

ズにはその他のイメージを使用することもできますが、下準備が必要になります。これは

一般的に利用されているイメージが、通常純色で構成されていないためです。スキャナー

で取り込まれたイメージにはノイズが含まれていたり、またグラフィックソフトで作成し

たイメージには「ディザリング」や「アンチエイリアス」が発生します。オートデジタイ

ズは複合的な形状であったり、色にざらつきが多い写真のようなイメージには効果的に機

能しませんが、写真の場合は刺しゅうにしたい形状だけを選ぶことができます。 
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スキャンしたイメージ 

スキャンしたイメージは一般的に「ノイズ」を多く含んで

います。これらのイメージをオートデジタイズに使用する

ことはできますが、純色のブロックで構成される鮮明なイ

メージを使うと良い結果が得られます。名刺、レターヘッ

ドや本、雑誌、カードからスキャンしたロゴや単純なデザ

インがこれにあたります。ノイズを含むイメージは色数を

減らし、輪郭をはっきりさせるという下準備が必要となり

ます。 

 

ざらつきのあるイメージ 

ディザリングは碁盤の目状に配列されているピクセルに既

存の色を組み合せるソフトウェア技術で、イメージパレットにない色を模倣します。 

 

ノイズを含むイメージ同様、ざらつきのあるイメージも使用前に色を減少する必要があり

ます。この機能ははっきりしたアウトラインのディザリングした色にはよく作用します

が、アウトラインのないイメージにはあまり適していません。 

アンチエイリアス効果を持つイメージ 

アンチエイリアスはディザリングに似たソフトウェア技術で、角ばった輪郭線を滑らかに

します。これは異なる色が接する輪郭部分の配色をぼかすことにより、スムーズなアウト

ラインを作成します。 
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輪郭をぼかすためにアンチエイリアス効果が適用されている場所では、自動デジタイズす

る前に輪郭を鮮明にする必要があります。 
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イメージをインポートする 

ビットマップイメージはソフトウェアにスキャナーで取り込んだり、挿入、貼り付けが行

え、デジタイズの下絵として使用することができます。マニュアルまたはオートでデジタ

イズする場合でも、「はっきり」としたイメージを使用すると最高の結果が得られます。

スキャナーで取り込まれたイメージにはノイズが含まれていたり、またグラフィックソフ

トで作成したイメージには「ディザリング」や「アンチエイリアス」が発生します。 

 
 

トレースしたイメージをスキャン オートデジタイズ 

 

イメージをインポートした後にイメージのサイズを変更したり変形することは可能です

が、スキャン中に行う方が良いでしょう。後からサイズを変更するとイメージを歪めて

しまう場合があります。 

イメージを挿入する 

 

イメージ / オートデジタイズ / 標準 > イメージを挿入を使用し、グラフィックファイ

ル(ベクターまたはビットマップ）をインポートします。デジタイズの下絵として、また

はオートデジタイズに使用します。このツールはファイルメニューからもアクセスでき

ます。 

様々なフォーマットのビットマップイメージを呼び出し、デジタイズの下絵に使用するこ

とができます。ベクターグラフィックは挿入時にビットマップイメージに変換されます。 

 イメージツールボックスのイメージを挿入を選択します。 

 このダイアログではイメージフォルダーまでナビゲートし、ビットマップとベクター

フォーマット両方のイメージを開く事ができます。 
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イメージをコピーする＆貼りつける 

 

標準 > コピーをクリックし、選択をコピーし、クリップボードに置きます。 このツー

ルは編集メニューからもアクセスできます。 

 

標準 > 切り取りをクリックし、選択を切り取り、クリップボードに置きます。 このツ

ールは編集メニューからもアクセスできます。 

 

標準 > 貼り付けをクリックし、クリップボードのコンテンツを貼り付けます。 このツ

ールは編集メニューからもアクセスできます。 

 

イメージはグラフィックソフトなどから直接コピーし、デザ

インに貼り付けることができます。コピーしたいイメージを

選択し、<Ctrl + C>を押します。イメージを挿入したいデザ

インファイルを開きます。貼り付けアイコンをクリックする

か、<Ctrl + V>を押します。 

 

選択した刺しゅう枠に収まるようにイメージのサイズを変更します。 
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イメージを霞ませる 

 

イメージ > イメージを霞ませるを使用し、デジタイズの際に刺しゅうを見やすくしま

す。 

 

イメージを霞ませるには「イメージを霞ませる」をクリックします。これはイメージをデ

ジタイズの下絵として使用する際に便利です。デザインをデジタイズするも併せてご覧く

ださい。 

 

イメージを非表示にしたい場合は表示ツールバーを使用するか、<D>を押しオン/オフを

切り替えます。 

イメージをロックする 

 

イメージ > ロックを使用し、選択オブジェクトをロックします。このツールはアレンジ

メニューからもアクセスできます。 

 

ロックアイコンや<K>を押してイメージやオブジェクトをロックしておくと、誤って動かし

てしまったり、編集してしまうのを防ぎます。例えば下絵のイメージを固定しておくと、

下絵を誤って動かしてしまうことなく刺しゅうオブジェクトを安心してデジタイズや編集

することができます。オートデジタイズを使用する前にはイメージのロック解除をするこ

とを忘れないようにしてください。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Digitize+designs
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イメージをスキャンする 

使用したいイメージをお持ちの場合は TWAIN互換のスキャナーでイメージをスキャンでき

ます。オートデジタイズを使用する場合、イメージを適切にスキャンすることが重要です

。スキャンしたイメージの質は最終的な刺しゅうデザインの質に影響します。 

刺しゅうデザインにはシンプルなものが適しています。デザインを作成するのにイメージ

の細かい部分全部は必要ありません。イメージの詳細や色よりも、そのイメージの「構成

」を使用します。イメージを簡易化したい場合、トレーシングペーパーを置いてステッチ

で埋め込みたい形状やラインのみを写し取ります。スキャンする時にオリジナルのイメー

ジを取り除き、トレーシングペーパーの下に白い紙を置きます。つやのある写真など表面

に光沢のあるものは上手くスキャンされないことがあります。このような時はトレーシン

グペーパーで覆ってスキャンします。イメージの色が薄い場合、細い黒のフェルトペンで

形状の輪郭を強調するとよいでしょう。 

スキャン解像度 

通常スキャナーにはスキャン解像度を入力する必要があります。解像度はイメージの１イ

ンチ内に含まれるドットの数(dpi)で表わされます。数字が大きいほどイメージも鮮明にな

りますが、ファイルのサイズが大きくなります。デジタイズ用には最大 300dpiの解像度を

使用しますが、72dpi(スクリーンの解像度)で通常は十分な結果を得ることができます。一

般的にはイメージのサイズが小さくより多くの詳細を含んでいるほど、高い解像度が必要

となります。以下の表を目安としてご使用ください。 

イメージの種類 スキャン解像度 

名刺、レターヘッド 150 - 300 dpi 

手描きのスケッチ 150 - 300 dpi 

写真や画像 150 - 300 dpi 

商業用アート、線画 72 - 150 dpi 

カラーモード 

スキャナーの多くはカラーモード設定が装備されています。イメージが線画(白黒のドロー

イング)、スケッチ、カラーイメージ、または白黒/カラー写真などどの種類であるかをま

ず判断し、それから適切なモードを選択します。白黒モードにするとファイルのサイズが

最も小さくなります。カラー写真とグレイスケールモードは 256色のイメージを生成し、

どちらも同じくらいのファイルサイズとなります。「RGB」、「True Color」または「

Millions of colors」は 1670万色を生成し、ファイルサイズは最も大きくなります。以下

の表を参考にし、イメージの適切なモードを決定してください。 

ソース 

イメージ 

サンプル 説明 推奨カラーモード* イメージの 

色数 

線画  2 色（通常は白黒） 白黒画 

線画 

2 

2 
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ソース 

イメージ 

サンプル 説明 推奨カラーモード* イメージの 

色数 

 

描画  

 

グレイの陰影のスケッチ グレイスケール 

線画 

256 

2 

カラーイメージ 

 

2 色以上 RGBカラー 

ハイカラー 

カラーのスケッチ 

1600万 

1600万 

2 - 256 

*スキャンソフトウェアにより、使用される用語は異なります。 

色の深み 

カラーイメージは 256色ではなく、RGBモード（1600 万色）でスキャンしてください。 画

面では違いは認識しにくいですが、 256色の方が RGB イメージよりもよく見えます。 す

べてのイメージは呼出時に 256色以下に変換されますが、 その際 RGBモードでスキャンさ

れたイメージはより多くの情報を追加の情報を使うことができるので、256色でスキャン

されたものよりも質の良いイメージを作成することができます。 

  

256色でスキャン 数百万色でスキャン 
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8 色に減少 8 色に減少 

ヒント： 

 線画のイメージはグレイスケールモードでスキャンしないでください 。不鮮明な輪郭

が作成されます。 

 カラーイメージを CMYKモードでスキャンしないでください。これはイメージを印刷す

る場合にのみ使用され、RGBの色とは異なる場合があります。 

 イメージのサイズを変更したい場合は、スキャンする時に変更します。後からサイズ

を変更するとイメージを歪めてしまう場合があります。 

シャープネス 

スキャンソフトウェアの中には、スキャン時にシャープネスという機能を適用できるもの

があります。シャープネスは色の違いを明確にし、イメージの縁をよりくっきりとしたも

のに補正します。この処理はイメージをはっきりさせるものであり、イメージの細部が追

加されるわけではありません。一般的にシャープネスは輪郭のはっきりしたイメージに使

用し、アウトラインのないイメージには使用しません。 

  

シャープネスを適用して

スキャン 

シャープネスなしで 

スキャン 
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イメージをスキャンする 

 

イメージ > イメージをスキャンを使用し、開いているデザインにスキャナーから直接ビ

ットマップイメージをスキャンします。 

 

イメージをデザインに直接スキャンして、デジタイズの下絵として使用できます。このス

キャン機能ではほとんどの TWAIN対応スキャナーが使用できます。互換性のあるフォーマ

ットでイメージを保存できるものなら、どのスキャンソフトウェアでもご使用になれま

す。 

イメージをスキャンするには： 

 スキャナーを設定します。スキャナーの設定も併せてご覧ください。 

 スキャンするイメージを準備します。 

 新規ファイルを作成するか、イメージを挿入したいデザインを開きます。 

 イメージ > イメージをスキャンを選択します。スキャンプログラムが開きます。 

 スキャンモードと解像度を選択します。 

 スキャンプログラムでイメージのプレビューを表示します。 

 スキャンする範囲を選択し、イメージをスキャンします。 

 スキャンしたイメージを第三者アプリケーションで保存します。互換性のあるフォー

マットを選択し、デザインフォルダーに保存します。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Setting+up+scanners
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イメージを編集する 

マニュアル用またはオートデジタイズ用に関わら

ず、イメージを切り取りたい場合はデジタイズの

前に行います。切り取りは当ソフトウェア内でも

第三者アプリケーションでも行うことができます

。スキャンや切り取りをした後で、別のファイル

で下絵を保存してもよいでしょう。 

マニュアルまたはオートでデジタイズする場合で

も、「はっきり」としたイメージを使用すると最

高の結果が得られます。スキャナーで取り込まれ

たイメージにはノイズが含まれていたり、またグ

ラフィックソフトで作成したイメージには「ディ

ザリング」や「アンチエイリアス」が発生します。 

イメージを切り取る 

 

コンテキスト > 四角形を使用し、四角形切り取りツールでビットマップイメージを切

り取ります。 

 

コンテキスト > 楕円形を使用し、楕円形切り取りツールでビットマップイメージを切

り取ります。 

 

コンテキスト > ハート型を使用し、ハート型切り取りツールでビットマップイメージ

を切り取ります。 

 

コンテキスト > 4点スターを使用し、4 点スター切り取りツールでビットマップイメ

ージを切り取ります。 

 

コンテキスト > 5点スターを使用し、5 点スター切り取りツールでビットマップイメ

ージを切り取ります。 

 

コンテキスト > 6点スターを使用し、6 点スター切り取りツールでビットマップイメ

ージを切り取ります。 

 

コンテキスト > 8点スターを使用し、8 点スター切り取りツールでビットマップイメ

ージを切り取ります。 

 

コンテキスト > 10 点スターを使用し、10 点スター切り取りツールでビットマップイ

メージを切り取ります。 

 

コンテキスト > 12 点スターを使用し、12 点スター切り取りツールでビットマップイ

メージを切り取ります。 

 

コンテキスト > 楕円形を使用し、楕円形切り取りツールでビットマップイメージを切

り取ります。 

 

選択 > オブジェクト変形を使用し、オブジェクトのアウトライン、ステッチ角度、

スタートとエンド点やカーブラインなどを調整します。 
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当ソフトウェアではイメージを切り取ることができます。デザインを行う前にビットマッ

プイメージを切り取ることで不要な部分を取り除き、処理時間を節約できます。イメージ

を切り取った後はレタリングを変形するのと同じ要領で、切り取りイメージの輪郭を変形

できます。 

デジタイズ用にビットマップを切り取るには： 

 使用したいイメージをスキャンするか、呼び出します。 

 イメージを選択し、切り取りオプションをクリックします。 

 切り取りたい形状の周りに切り取り枠をドラッグします。 

 

 オブジェクト変形ツールで切り取り枠を変形します。 

 

 

 右/左クリックで変形ノードを追加します。 

 ポイントをコーナーからカーブに切り替えるにはノードを選択し<Spacebar>を押し、

<Esc>を押して終了します。 

 



 イメージを編集する 
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トリミングエリアを削除するには、すべての変形ノードを選択して Delete を押します。 

外部でイメージを編集する 

 

イメージ > イメージ編集を使用し、選択したグラフィックアプリケーションでイメージ

を編集します。 

 

使用したいイメージによっては、他社のグラフィックソフトで直接編集する必要があるも

のもあります。これは背景の削除、純色による塗りつぶし、輪郭の追加や補正といった作

業になります。 

 

当ソフトウェア内からイメージを Paint、Photopaint、Paint Shop Proで直接開くことが

できます。この方法でアップデートしたイメージは当ソフトウェアに自動的に再インポー

トされます。 

グラフィックアプリケーションでイメージを編集するには： 

 イメージを選択し、イメージを編集をクリックします。 

 イメージがグラフィックアプリケーションで開きます。 

 編集し保存します。 



 イメージを編集する 
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 ファイル > <ファイル名>をアップデートを選択します。イメージはストライプと重な

って表示されます。これはイメージがグラフィックアプリケーションで開かれている

ことを示します。 

 

 ファイル > <ファイル名>を終了して戻るを選択し、グラフィックソフトを終了し、更

新したイメージを表示します。ストライプが消えます。 

スキャンしたイメージの質を向上するのに利用できるグラフィックソフトはたくさんあ

ります。一つはシンプルな Paint プログラムです。これは Windows に無料で提供されて

いるプログラムですが、扱えるフォーマットと色の変換には制限があります。他には

Photopaint などの専門的なツールがあります。これらのプログラムではあらゆる事が行

えますが、頻繁に使用しない場合はコスト高になるでしょう。 



 イメージの質 
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イメージの質 

オートデジタイズを適用する前にイメージの質を向上したり、輪郭をはっきりとさせるこ

とが必要です。効率的に作業を行うには、オートデジタイズも自動埋め縫いも純色のイメ

ージが必要です。イメージはグラフィックアプリケーションのビットマップ編集ツールや

、当ソフトウェアのイメージ処理ツールで向上させることができます。実際イメージは適

切に処理されていないと、オートデジタイズを適用することはできません。 

 

イメージのクリーン処理 

スキャンしたイメージをはっきりさせるには、状況に応じて以下のテクニックを使用しま

す。 

 色数を減少させる 

 アウトラインを追加、強調する 

 ノイズや色のざらつきを取り除く 

 不要な細部を削除する 

 不要な部分削除する 

 背景を取り除く 

色数は自動的にも数を指定してでも減らすことができます。後者はデザインの色を特定の

糸数に限定したい場合に便利です。イメージを選択するも併せてご覧ください。 

アウトラインがあるイメージとないイメージ 

イメージを準備する前に、イメージのタイプを把握しておかなければなりません。オート

デジタイズで使用する目的の場合、アウトラインのあるイメージ（アウトラインイメージ)

と、アウトラインのないイメージ(ノンアウトラインイメージ)の 2種類があります。アウ

トラインイメージは各色の周りが純色の黒で囲まれます。理想的なノンアウトラインイメ

ージは純色の領域で構成されています。アウトラインとノンアウトラインでは準備の仕方

が異なります。 

http://www.embroideryhelp.net/display/WILHPD/Choose+artwork


 イメージの質 
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ノンアウトラインイメージ アウトラインイメージ 

色数を減らす 

イメージは色が混ざっていないように見えても、スキャンやグラフィックソフトを使用し

た際に余分な色が取り込まれることがあります。色数を減少する作業は不必要な詳細を取

り除き、各ブロックの色を 1色にします。色数を減少するとノイズやアンチエイリアスを

取り除き、イメージをはっきりさせることにもなり、刺しゅうデザインの糸切り数と色替

え数を最小化するのにも役立ちます。 

 

イメージをスキャンする場合は最善の色濃度でスキャンしてください。イメージをスキ

ャンするも併せてご覧ください。 

輪郭をはっきりさせる 

イメージ内の色ブロックや形状に隣接するアウトラインを定義することを「輪郭をはっき

りさせる」といいます。輪郭は元々明確でなかったり、スキャン処理によって不明瞭にな

ってしまうものがあります。輪郭をはっきりさせる作業はオートデジタイズにとって重要

で、これによりソフトウェアが刺しゅうオブジェクトとなる領域を認識しやすくなります

。輪郭をはっきりさせるツールは黒または濃い色のアウトラインを持つイメージでのみ機

能します。 



 イメージの質 
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イメージの中には純色の輪郭を持っていてもそれが不明瞭または不完全なことがあります

。このようなイメージはイメージ準備ツールまたはグラフィックアプリケーションを使用

して修正する必要があります。イメージを編集するも併せてご覧ください。 

ノイズを取り除く 

スキャンしたイメージに基のイメージの純色ブロックを復元する作業を「ノイズを取り除

く」といい、異なる色調を一つの純色にまとめます。ノイズを取り除くことはオートデジ

タイズをするにあたり重要で、これによりソフトウェアが刺しゅうオブジェクトとなる純

色のブロックを認識しやすくします。また色のぼやけた部分やまだらな部分も補正されま

す。 

  

ノイズを取り除く前のまだらな色 ノイズを取り除いた後の単色 

イメージの準備に関するまとめ 

ソフトウェアに挿入したイメージがそのまま刺しゅうに使えそうに見えても、変換前には

イメージの下処理が必要となります。前もってイメージの処理を行わなければ、自動デジ

タイズを適用することはできません。 

操作 イメージのアウトライン ノンアウトラインイメー

ジ 

写真 

イメージをスキ

ャンする 

RGBモードでスキャン 

シャープネス使用 

 

RGBモードでスキャン 

シャープネス未使用 

 

RGBモードでスキャ

ン 

線画をスキャン 2 色モードでスキャン - - 

http://www.embroideryhelp.net/display/WILHPD/Edit+artwork
http://www.embroideryhelp.net/display/WILHPD/Scan+artwork
http://www.embroideryhelp.net/display/WILHPD/Scan+artwork
http://www.embroideryhelp.net/display/WILHPD/Scan+artwork
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操作 イメージのアウトライン ノンアウトラインイメー

ジ 

写真 

グラフィックパ

ッケージで編集 

切り取り 

輪郭を追加、または編集 

色を編集 

ノイズを取り除く 

 

切り取り 

イメージの形状を編集 

色を編集 

ノイズを取り除く 

 

切り取り 

グレイスケールに

変換 

背景を取り除く 

明るくまたは暗く

する 

コントラストを調

整 

 

イメージを準備

ツールを使用 

アウトラインのコントラスト

を調整。自動的に： 

アウトラインのあるブロック

をそれぞれ一つの色にブレン

ドする 

アンチエイリアス、ノイズ、

ディザリングを取り除く 

アウトラインをはっきりさせ

る 

 

特定の数に色数を減らす

。自動的に： 

各ブロックを一つの色に

減らす 

アンチエイリアス、ノイ

ズ、ディザリングを取り

除く 

特定した範囲以下に色を

減らす 

 

- 

デジタイズ マニュアル 

自動埋め縫い 

オートデジタイズ 

 

マニュアル 

自動埋め縫い 

オートデジタイズ 

 

オートデジタイズ

フォトステッチ 

イメージの準備に関するまとめ 

ソフトウェアに挿入したイメージがそのまま刺しゅうに使えそうに見えても、変換前には

イメージの下処理が必要となります。前もってイメージの処理を行わなければ、自動デジ

タイズを適用することはできません。 

操作 イメージのアウトライン ノンアウトラインイメージ 写真 

イメージをスキ

ャンする 

RGBモードでスキャン 

シャープネス使用 

 

RGBモードでスキャン 

シャープネス未使用 

 

RGBモードで

スキャン 

線画をスキャン 2 色モードでスキャン - - 

グラフィックパ

ッケージで編集 

切り取り 

輪郭を追加、または編集 

色を編集 

切り取り 

イメージの形状を編集 

色を編集 

切り取り 

グレイスケ

ールに変換 

http://www.embroideryhelp.net/display/WILHPD/Edit+artwork
http://www.embroideryhelp.net/display/WILHPD/Edit+artwork
http://www.embroideryhelp.net/display/WILHPD/Process+images
http://www.embroideryhelp.net/display/WILHPD/Process+images
http://www.embroideryhelp.net/display/WILHPD/Digitize+designs
http://www.embroideryhelp.net/display/WILHPD/Scan+artwork
http://www.embroideryhelp.net/display/WILHPD/Edit+artwork
http://www.embroideryhelp.net/display/WILHPD/Edit+artwork
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操作 イメージのアウトライン ノンアウトラインイメージ 写真 

ノイズを取り除く 

 

ノイズを取り除く 

 

背景を取り

除く 

明るくまた

は暗くする 

コントラス

トを調整 

 

イメージを準備

ツールを使用 

アウトラインのコントラストを調

整。自動的に： 

アウトラインのあるブロックをそ

れぞれ一つの色にブレンドする 

アンチエイリアス、ノイズ、ディ

ザリングを取り除く 

アウトラインをはっきりさせる 

 

特定の数に色数を減らす。

自動的に： 

各ブロックを一つの色に減

らす 

アンチエイリアス、ノイズ

、ディザリングを取り除く 

特定した範囲以下に色を減

らす 

 

- 

オートデジタイ

ズ 

自動埋め縫い 

オートデジタイズ 

 

自動埋め縫い 

オートデジタイズ 

 

オートデジ

タイズ 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/WILHPD/Process+images
http://www.embroideryhelp.net/display/WILHPD/Process+images
http://www.embroideryhelp.net/display/WILHPD/Auto+digitizing
http://www.embroideryhelp.net/display/WILHPD/Auto+digitizing


 イメージを処理する 

 

 

 

イメージ 2016-06-28 21 

 

イメージを処理する 

オートデジタイズツールは自分でデジ

タイズせずともイメージの形状を自動

的にデジタイズすることができます。

ソフトウェアに挿入したイメージがそ

のまま刺しゅうに使えそうに見えても

、変換前にはイメージの下処理が必要

となります。処理のされていないイメ

ージはオートデジタイズに使用するこ

とはできません。使用したいイメージ

により正しい準備方法を用いることが

重要です。 

イメージの種類 イメージの準備 

ノンアウトラインイメー

ジ 

 特定の数に色数を減らす 

 各ブロックを一つの色に減らす 

 アンチエイリアス、ノイズ、ディザリングを取り除く 

 特定した範囲以下に色を減らす 

アウトラインイメージ  アウトラインのコントラストを調整 

 アウトラインのあるブロックをそれぞれ一つの色にブレンド

する 

 アンチエイリアス、ノイズ、ディザリングを取り除く 

 アウトラインをはっきりさせる 

 

スキャンしたイメージの質によりますが、処理を行う前に修正を加える必要があります

。これは背景の削除、純色による塗りつぶし、輪郭の追加や補正といった作業になりま

す。イメージを編集するも併せてご覧ください。 



 イメージを処理する 
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ノンアウトラインイメージの準備を行う 

 

イメージ > 刺しゅう用にイメージを準備を使用し、色数やイメージのノイズを減らした

りアウトラインをはっきりさせて、ビットマップイメージをオートデジタイズで使用で

きるように準備します。 

 

イメージを準備ツールを使用し、オートデジタイズに使用できるようノンアウトラインの

イメージの下準備を行います。このツールはビットマップイメージのカラーブロックを自

動的に単色化し、アンチエイリアジングとノイズを取り除きます。ソフトウェアで自動的

に色数を減らすことも、必要な色数を指定することもできます。後者はデザインの色を特

定の糸数に限定したい場合に便利です。 

ノンアウトラインのイメージの準備をするには： 

 使用するイメージをスキャンまたはインポートします。 

 イメージを選択し、刺しゅう用にイメージを準備アイコンをクリックします。プレビ

ューパネルには処理前/処理後のイメージが表示されます。 

 

 処理後のビットマップの色数をチェックします。ソフトウェアが提案する色数の結果

イメージがプレビューされます。色数があまりに多い場合は、おそらくノイズが含ま

れています。 

 色数を増減して、使用したい糸色数に合うよう調整します。 



 イメージを処理する 
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 それでもまだイメージにノイズが含まれている場合、フィルターオプションで調整し

ます。 

 最小カラーエリア：変換時に認識される最小の領域を定義します。初期値は 0.5平方

ミリ（約 8ピクセル）で、イメージが単色でないピクセルを多数含む場合はこの数値

が増加します。最小のカラーエリアは総領域の 1/16 を超えてはいけません。 

 最小ライン長：オブジェクトとして認識される最小ライン長を定義します。初期設定

値は 2mmとなっています。最小ライン長はオブジェクトの最小サイズの 25％を超えて

はいけません。 

 イメージを拡大表示するには「ズームイン」をクリックします。ズームボタンに加え

て、マウスホイールでズームイン/アウトができます。またクリック＆ドラッグでイメ

ージをプレビューパネルでパンニングすることもできます。 

 

 必要に応じて同じような色を検索し、まとめることができます。 

 <Ctrl>キーを押し下げ、カラーパレットの同じような色をクリックし選択します。 

 選択表示ボタンをクリック＆ホールドし、プレビューします。 

 合成をクリックし、同じような色を一つの色に合成します。 

 よい結果が得られるよう、いろいろな設定で試してみましょう。 



 イメージを処理する 
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アウトラインイメージの準備を行う 

 

イメージ > 刺しゅう用にイメージを準備を使用し、色数やイメージのノイズを減らした

りアウトラインをはっきりさせて、ビットマップイメージをオートデジタイズで使用で

きるように準備します。 

 

イメージを準備ツールを使用し、オートデジタイズに使用できるようアウトラインのイメ

ージの下準備を行います。この機能は自動的にアウトラインをはっきりとさせ、ノイズを

取り除きます。黒のアウトラインで縁取られている部分の色は単一の色になります。アウ

トラインをはっきりとさせると、イメージの個別の領域が認識されやすくなります。これ

らの領域は刺しゅうオブジェクトとなります。これは特に輪郭が不明瞭な場合に使用しま

す。 

アウトラインイメージの準備をするには： 

 使用するイメージをスキャンまたはインポートします。 

 

 イメージを選択し、刺しゅう用にイメージを準備ツールをクリックします。プレビュ

ーパネルには処理前/処理後のイメージが表示されます。イメージにノイズが含まれて

いる場合、アウトラインのないイメージと同じ方法で処理を行います。 

 



 イメージを処理する 
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 カートゥーン処理オプションを選択します。ソフトウェアが提案する色数の結果イメ

ージがプレビューされます。色数があまりに多い場合は、おそらくノイズが含まれて

います。 

 スライダーを使用して、アウトラインのコントラストの値を設定します。 

 

 必要に応じて同じような色をロケートし、まとめることができます。 

 <Ctrl>キーを押し下げ、カラーパレットの同じような色をクリックし選択します。 

 選択表示ボタンをクリック＆ホールドし、プレビューします。 

 合成をクリックし、同じような色を一つの色に合成します。 

 



 イメージを保存する 
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イメージを保存する 

イメージはソフトウェアにスキャナーで取り込んだり、挿入、貼り付けが行え、デジタイ

ズの下絵として使用することができます。イメージツールボックスには、イメージをソフ

トウェアにインポートし、編集したり、オートデジタイズに使用できるよう準備できるツ

ールが装備されています。スキャンや貼り付け、挿入でデザインウィンドウに置いたすべ

てのイメージは、刺しゅうデザインと共に EMBファイルで保存されます。イメージを編集

した後にイメージを別のファイルで保存することもできます。編集したイメージは刺しゅ

うデザインモードとグラフィックモード両方で保存することができます。 

刺しゅうデザインモードでイメージを保存する 

 

イメージ > イメージに名前を付けて保存を使用し、イメージを処理/編集後に下絵を別

のファイルで保存します。 

 

刺しゅうデザインモードで選択したイメージは特定のグラフィックファイルフォーマット

で保存することができます。 

 イメージを挿入し、必要に応じて編集します。 

 

 イメージを選択し、イメージツールボックスのイメージを保存アイコンをクリックし

ます。ビットマップを保存ダイアログが開きます。 



 イメージを保存する 
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 フォルダーを選択し、ドロップリストからファイルフォーマットを選択します。 

 新しいファイル名を入力し、保存をクリックします。 

このファイルは EMBファイルとして参照されません。このファイルを変更しても刺しゅ

うファイルに挿入されているイメージには影響しません。 

 



 イメージを保存する 
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グラフィックモードでイメージを保存する 

 

切り替え＆変換 > グラフィックモードに切り替えを使用し、刺しゅうデザインのデジ

タイズ(マニュアルまたはオート）の下絵用にイメージをインポート、編集、作成しま

す。 

 

イメージ > イメージに名前を付けて保存を使用し、イメージを処理/編集後に下絵を

別のファイルで保存します。 

 

グラフィックモードで編集したイメージを保存する場合は、より多くのファイルフォーマ

ットを使用することができます。使用可能なイメージも併せてご覧ください。 

 イメージを挿入し、必要に応じて編集します。 

 

 グラフィックモードに移行します。 

 イメージを選択し、イメージを保存アイコンをクリックします。エクスポートダイア

ログが開きます。 

 

 保存先フィールドでフォルダーを選択し、ドロップリストからフォーマットを選択し

ます。 

 新規ファイル名を記入し、エクスポートをクリックします。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Supported+artwork
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イメージを変換する 

当ソフトウェアに標準装備の CorelDRAW® Essentials にはアウトラインや形状を描くこと

のできる様々なツールが用意されています。当ソフトウェアには刺しゅうデザインモード

と CorelDRAW® Essentials が使用できるグラフィックモードがあります。グラフィックモ

ードではベクターグラフィックを直接刺しゅうオブジェクトに変換することができ、クリ

ップアート全体を刺しゅうに変換することもできます。変換したオブジェクトは現在のス

テッチタイプと色を受け継ぎ、また特定のオブジェクトタイプに関しては設定したオブジ

ェクトの詳細の値を取りますが、これらは変更することができます。また刺しゅうオブジ

ェクトをベクターオブジェクトに変換することも可能です。 

CorelDRAW®のインターフェースに関する詳細は、Windows スタート > プログラムグルー

プからアクセスできるユーザーマニュアルをご覧ください。またはグラフィックモード

のオンスクリーンメニューのヘルプをご覧ください。 

グラフィックモード 

 

切り替え＆変換 > グラフィックモードに切り替えを使用し、刺しゅうデザインのデジタ

イズ(マニュアルまたはオート）の下絵用にイメージをインポート、編集、作成します。 

 

グラフィックモードでは CorelDRAW® Essentials のツールでベクターオブジェクトを作成/

編集でき、刺しゅうに変換することができます。グラフィックモードの刺しゅうオブジェ

クトは「刺しゅうを表示」を切り替えることで非表示にすることができます。 
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ベクター&刺しゅうオブジェクトを変換する 

 

切り替え＆変換 > 刺しゅうをイメージに変換を使用し、選択した刺しゅうオブジェク

トをベクターイメージに変換します。 

 

切り替え＆変換 > イメージを刺しゅうに変換を使用し、選択したベクター/ビットマ

ップイメージを埋め縫い/アウトラインステッチに変換します。 

 

変換ツールはモードにより変化します。 

 グラフィックモードで選択したベクターオブジェクトは刺しゅうに変換され、刺しゅ

うデザインモードで表示されます。選択しなかったオブジェクトは表示されず、選択

できません。 

 刺しゅうデザインモードで選択した刺しゅうオブジェクトはベクターオブジェクトに

変換され、グラフィックモードで表示されます。選択しなかったオブジェクトは表示

されず、選択できません。 

 グラフィックモードの刺しゅうオブジェクトや、刺しゅうデザインモードのベクター

オブジェクトは、「刺しゅうを表示」または「ベクターイメージ」をオフにすること

で、非表示にすることができます。 

 変換したいベクターオブジェクトを選択し、「イメージを刺しゅうに変換」をクリッ

クします。刺しゅうデザインモードが開き、変換した刺しゅうオブジェクトが表示さ

れます。 

 刺しゅうオブジェクトをベクターに変換するには、刺しゅうオブジェクトを選択して

「刺しゅうをイメージに変換」をクリックします。グラフィックモードに移行し、変

換したベクターオブジェクトが表示されます。 

 

 グラフィックのテキストも刺しゅうに変換することができます。 



 

 

 
オートデジタイズ 
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著作権 

Copyright © 1998-2016. Wilcom Pty Ltd, Wilcom International Pty Ltd. All Rights reserved. 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェア（デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに組み込まれているあ

らゆるイメージ、動画、文章、アプリケーションを含むがこれに限定されない）、付属の印刷物、及びデ

ジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの複製はすべての権原及び著作権は実施許諾者（ライセンサー）ま

たはその供給業者により所有されます。 当ソフトウェア製品は著作権法および国際特許条約により保護

されています。 従ってユーザーはデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアを他の著作物と同様に取り扱

うものとします。 デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに付属の印刷物を複写することは禁じられて

います。 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの画像技術機能の一部の著作権、版権は AccuSoft Corporation

により所有されています。 

有限保証 

すべて現状のまま提供されておりいかなる保証もしていない再配布可能ファイルは例外とし、蛇の目ミシ

ン工業株式会社（以下「ジャノメ」と称す）は購入日より 90日間、ソフトウェア媒体とその付随文書に

素材および製造上の欠陥がないこと、およびデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアが付属の文書に実質

的に従って作動することを保証します。 州または法域によっては黙示の保障期間の制限を認めない場合

がある為、前期の限定は適用されない場合があります。 適用法で認められる範囲においてデジタイザー

刺しゅう作成ソフトウェアの黙示的保証は、90日間に限定されます。 

責任制限 

保証に基づくジャノメの製造者責任制限は製品価格と同額を上限とします。 いかなる場合においても本

製品の使用、または本製品の使用不能に起因する二次的、偶発的、あるいは間接的な損害（事業利益の損

失、事業の中断、事業情報の消失またはその他の金銭的損失を含むがこれらに限定されない）に関してジ

ャノメは一切責任を負わないものとします。 同様にいかなる場合においてもジャノメは第三者に対し一

切の責任を負わないものとします。 

注記 

文書上で表示されている画面のレイアウトは解説用に作成されたもので、ソフトウェアが表示する画面の

表示と異なる場合があります。 同様にデザインのサンプルは過程および手順のみ説明するもので お買い

上げいただいたバージョンのソフトウェアに含まれていない場合があることをご了承ください。 

救済方法 

保証期間中に領収書等の購入の証明を添えてお客様が欠陥品をジャノメまたは購入した販売店に返却され

た場合、ジャノメまたは販売店はジャノメの判断により(a) 購入金の返金、あるいは(b)デジタイザー刺

しゅう作成ソフトウェアの修理または交換、の何れかの救済措置を行います。 

交換したデジタイザイー刺しゅう作成ソフトウェアの保証期間は当初保証の残存期間、あるいは 30日間

の何れか長い方とします。 
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イントロダクション 

当ソフトウェアには、ビットマップやベクターのイメージをオート＆セミオートでデジタ

イズできる機能があります。オートデジタイズツールボックスには、イメージと写真を自

動的にデジタイズできるツールが装備されています。 

 

 

CorelDRAW®ではビットマップをトレースし、編集や拡大/縮小が可能なベクターに変換す

ることもできます。スキャンしたスケッチ、イメージ、デジタル写真やロゴなどをトレ

ースでき、それらを簡単にデザインに統合することができます。イメージを変換するも

併せてご覧ください。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Convert+artwork
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刺しゅうをオートデジタイズする 

当ソフトウェアでは自動的にイメージを刺しゅうに変換することができます。イメージは

「一括処理」され、デザインを構成する刺しゅうオブジェクトを作成します。ビットマッ

プやベクターイメージの形状が認識され、適切なステッチタイプが選択されます。オブジ

ェクト同士の最近のポイントを基に刺しゅう順序も定義されます。オートデジタイズツー

ルはイメージが選択されると使用可能になります。イメージは一度に一つだけ選択するこ

とができます。イメージを変換するも併せてご覧ください。オートデジタイズツールは下

準備をしていないイメージにも使用することができますが、デザインの質は基のイメージ

の種類と質により大きく左右します。一般的にベクターイメージはサイズ変更をした時に

絵の質を保存するのに対し、ビットマップイメージはサイズを拡大/縮小すると、ピクセル

化やイメージの劣化という問題が発生します。イメージをソフトウェアにインポートする

とベクターをビットマップに自動的に変換するので、イメージのサイズ変更はインポート

する前に行うようにしてください。ビットマップイメージをオートデジタイズにより適し

たものにするには、当ソフトウェアにはイメージ処理ができる機能とリンクされたグラフ

ィックアプリケーションを使用します。イメージも併せてご覧ください。 

オートデジタイズ インスタント刺しゅう 

 

オートデジタイズ > オートデジタイズ インスタント刺しゅうを使用し、初期設定を使

用してインポートしたイメージから直接刺しゅうデザインを作成します。 

 

オートデジタイズ インスタント刺しゅうツールで刺しゅうを作成する方法は、変換したい

イメージを選択してツールをクリックするだけです。埋め縫いにする色、細部にする色、

省かれる色は自動的に決定され、最も適するステッチタイプとその初期設定を適用します

。イメージがイメージを準備ツールで処理されていなくとも、オートデジタイズ インスタ

ント刺しゅうは自動的にイメージを処理し刺しゅうに変換します。必要のない背景のステ

ッチは削除します。必要に応じてステッチの色と種類を編集します。 

 

イメージを処理する前に使用する糸色をデザインパレットで設定しておくとよいでしょ

う。糸色は様々な種類の糸チャートから選択することができます。糸色は最高 128 色ま

で割り当てることができます。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Convert+artwork
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Backdrops
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上級オートデジタイズ 

 

オートデジタイズ > オートデジタイズ刺しゅうを使用し、変換値を使用してインポート

したイメージから直接刺しゅうデザインを作成します。 

 

刺しゅうへの変換方法をさらに細かく設定したい場合は、オートデジタイズ刺しゅうを使

用します。この機能もビットマップやベクターイメージの形状を認識し適切なステッチタ

イプを選択しますが、変換方法を細かく設定することができます。 

 この機能を使用するにはイメージをスキャンまたは呼出し、必要に応じて編集し処理

する必要があります。イメージをインポートするも併せてご覧ください。 

 コンテキストツールバーでおおよそのイメージのサイズを設定します。 

 イメージを選択し、オートデジタイズ刺しゅうをクリックします。イメージの処理を

行っていない場合は処理を行うよう指示があります。イメージを処理するも併せてご

覧ください。 

 

 イメージ内の色は埋め縫い、細部、省く部分に自動的に分類されます。 

 

 リストから色を選び選択表示ボタンでプレビューします。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Import+images
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Process+images


 刺しゅうをオートデジタイズする 

 

 

 

オートデジタイズ 2016-06-29 4 

 

 

 ドロップリストで色をどのように変換するか選択します。埋め縫いは常に一番初めに

刺しゅうされ、次にボーダー等のアウトライン、最後に細部となります。 

 

 上/下に移動ボタンで刺しゅう順序を調整します。 
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 色を処理する方法を選択します。 

 

 初期設定では色は現在のデザインパレットにある一番近い色が適用されます。イメー

ジとまったく同じ色をパレットに追加したい場合は、パレットに色を追加オプション

を使用します。糸チャートを選択することもできます。 

 必要に応じて細部のステッチオプションを調整します。詳しくは以下を参照してくだ

さい。 

 OKをクリックしてイメージを処理します。 

 

オートデジタイズを行ったデザインは他のデザイン同様に編集することができます。オ

ブジェクトを編集するも併せてご覧ください。 

ステッチオプション 

「細部」に選んだ色は細かく設定することができます。細部にはセンターラインやボーダ

ーにしたい部分や最後に刺しゅうしたい小さなエリアを選択します。埋め込みと細部のイ

メージの色が同じ場合、前もってグラフィックアプリケーションで色を変えるか、色を省

いて後から編集します。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Edit+objects
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Edit+objects
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細部の設定を調整するには： 

 

 細部のステッチスタイルをドロップリストから選択します。 

o センターライン:細いラインに適しています。細部として識別された色の真ん

中をランニングステッチでトレースします。 

o サテンライン:一定の幅の太いラインに適しています。 

o サテン埋め縫い：太いラインまたは幅が変化する小さな形状に適しています。 

 OKをクリックしてイメージを処理します。 

 

 アウトラインのチェックボックスにチェックを入れて色を選択し、すべての色ブロッ

クにアウトラインを加える連続したランニングステッチで形状の縁をはっきりとさせ

ることができます。 
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 同様にボーダーのチェックボックスにチェックを入れて、デザイン全体にボーダーを

加えることができます。 
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自動刺しゅうでデジタイズする 

自動埋め縫いツールでビットマップイメージの形状を自動的にデジタイズします。このツ

ールは自分で形状をデジタイズすることなく、スキャンしたイメージから素早く刺しゅう

オブジェクトを作成するのに便利です。 

自動埋め縫いツールはクリックしただけ刺しゅうオブジェクトが作成できるので、気づ

かずに同じオブジェクトをいくつも作ってしまう事もあります。定期的に刺しゅう順序

変更ドッカーをチェックし、不必要なオブジェクトを削除しましょう。 

埋め縫いをデジタイズする 

 

オートデジタイズ > 自動埋め縫いを使用し、イメージ中の大きな形状を中抜きを維持

した状態でタタミ埋め縫いで埋めます。 

 

オートデジタイズ > 中抜きなしの自動埋め縫いを使用し、イメージ中の形状を中抜

きを無視した状態でタタミ埋め縫いで埋めます。 

 

オートデジタイズ > 自動ターニング埋め縫いを使用し、サテンの埋め縫いで幅の狭

いコラムを自動的にデジタイズします。 

 

自動埋め縫いは閉じたタタミ埋め縫いオブジェクトやターンするサテン埋め縫いを作成す

ることができます。自動埋め縫いはイメージ中の大きな領域を、中抜き部分を残したまま

タタミの埋め縫いでデジタイズします。中抜き部分を無視したい場合は中抜きなしの自動

埋め縫いツールを使用します。自動ターニング埋め縫いはサテンの埋め縫いで細いコラム

形状をデジタイズします。これには現在のプロパティが適用されますが、ツールを使用す

る前でも後でも必要に応じて変更が可能です。 

自動埋め縫いで埋め縫いをデジタイズするには： 

 イメージをスキャンし処理します。 

 デザインパレットから糸色を選択します。 

 適切な自動埋め縫いツールを選択します。 

 デジタイズしたい形状をクリックします。 

 



 自動刺しゅうでデジタイズする 
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 必要に応じて糸色やツールを変更し、同じ要領で他の形状もデジタイズします。ビジ

ュアライザーをクリックし、結果をチェックします。 

 現在のステッチの設定に従いステッチが生成されます。ステッチは変更が可能です。

現在選択されている色が使用されます。 

 
 

パレットの色に合わせる 現在の色でデジタイズ 

アウトラインをデジタイズする 

 

オートデジタイズ > アウトラインを使用し、現在のプロパティを使用したランニング

ステッチで、形状の境界線をデジタイズします。 

 

オートデジタイズ > 自動センターラインを使用し、ランニングラインステッチでイ

メージのセンターラインを自動的にデジタイズします。 

 

形状の輪郭や細部も自動的にランニングステッチでデジタイズすることができます。これ

には現在のプロパティが適用されますが、お好きなように修正することができます。方法

は自動埋め縫いで埋め縫いをデジタイズする方法と同じです。一般的に自動センターライ

ンはランニングステッチで既存のアウトラインをトレースするのに使用します。自動セン

ターラインは線の太さに関係なくアウトラインの真ん中を通ります。線の太さによります

が、自動アウトラインを使用するとラインが 2本作成されることもあります。 

 

自動アウトラインはアウトラインのない形状の輪郭を作成するのに便利です。 
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状況にもよりますがアウトラインツールを使用する際は「パレットの色に合わせる」を

オフにしておくとよいでしょう。 アウトラインにはパレットから濃い目の色を選び、強

調させます。 
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写真をオートデジタイズする 

オートデジタイズ フォトステッ

チで写真から刺しゅうを作成しま

す。フォトステッチは間隔が異な

るステッチの列で構成されていま

す。この効果はラインプリンター

の出力に似ています。列の角度や

ステッチそのものの角度が調整で

きます。 

グレースケールイメージは異なる

陰影のグレーのピクセルで構成さ

れます。カラーイメージはフォト

ステッチを適用した際に自動的に

グレースケールに変換されます。

イメージは対象がはっきりしてい

て、高コントラストで陰影が均一

に変化していくものを使用するとよい結果が出せます。 

さらによい結果を望む場合は CorelDRAW、Photo-Paint、Adobe Photoshopなどのイメージ

編集ツールでイメージを編集するとよいでしょう。 

デザインのイメージは特別な生地に直接印刷したり、インクジェットプリンターを経て

転写することができます。印刷したイメージはフォトステッチと組み合わせて、イメー

ジ上にステッチでハイライトを加えてユニークな効果を作ることもできます。 

写真から刺しゅうを作成する 

 

オートデジタイズ > オートデジタイズ フォトステッチを使用し、初期設定を使用して

写真やその他のイメージから直接刺しゅうデザインを作成します。 

 

 イメージをスキャンするかまたは呼び出します。イメージをスキャンするも併せてご

覧ください。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Scan+artwork
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 糸色を選択します。 

 イメージが選択されている状態で、「オートデジタイズ フォトステッチ」アイコンを

クリックします。 

 

 

 オブジェクトプロパティ> 埋め縫いタブでステッチの角度、密度、解像度、背景のコ

ントラストなどを設定します。 



 写真をオートデジタイズする 
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 <D>を押し、イメージ表示をオフにします。 最適な効果が得られるよういろいろな設

定で試してみましょう。 

 

 解像度を低、中、高、超高から選択します。解像度が低いほど、ステッチ列の間隔が

大きくなります。 

 背景オプションを選択します。 

o 明：イメージの最も明るい部分の列幅が最も大きくなります。 

o 暗：イメージの最も暗い部分の列幅が最も大きくなります。 

通常このオプションは刺しゅうする生地の色が暗いか明るいかにより結果が異なりま

す。暗オプションを選択すると写真のネガのようなイメージを作成できます。 

 ステッチ列の角度でステッチライン全体の角度を調整します。 
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 ステッチ列の角度に対したステッチ角度を調整します。 

 

 



 形状を滑らかにする 
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形状を滑らかにする 

 

オートデジタイズ / オブジェクト編集 > 滑らか形状を使用し、刺しゅうオブジェクト

から余分な変形ノードを削除し、アウトラインを滑らかにします。 

 
選択 > オブジェクト変形を使用し、オブジェクトのアウトライン、ステッチ角度、

スタートとエンド点やカーブラインなどを調整します。 

 

ベクターオブジェクトと同様に刺しゅうオブジェクトのアウトラインには変形ノードがあ

ります。常に角度が変化している形状では、非常に多くの変形ノードが存在し変形が困難

な場合があります。特にオートデジタイズで刺しゅうオブジェクトを作成した際にこの現

象がよくみられます。滑らか形状機能はこのようなオブジェクトのカーブ部分を滑らかに

します。 

カーブを滑らかにするには： 

 滑らかにしたいオブジェクト（複数可）を選択します。この機能はグループ解除さ

れ、選択したオブジェクトのみ使用できますが、オブジェクトは複数選択できます。 

 任意でオブジェクト変形アイコンをクリックします。変形ノードがアウトラインの周

りに表示されます。 

 滑らか形状をクリックし、ミリメートルで滑らかにする数値を入力します。この値は

滑らかにするアウトラインをどれだけ元のアウトラインに沿わせるかを制御します。

数値が大きいほど、変形ノードが少なくなります。 

 



 

 

 
オブジェクトを編集する 
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著作権 

Copyright © 1998-2016. Wilcom Pty Ltd, Wilcom International Pty Ltd. All Rights reserved. 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェア（デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに組み込まれているあ

らゆるイメージ、動画、文章、アプリケーションを含むがこれに限定されない）、付属の印刷物、及びデ

ジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの複製はすべての権原及び著作権は実施許諾者（ライセンサー）ま

たはその供給業者により所有されます。 当ソフトウェア製品は著作権法および国際特許条約により保護

されています。 従ってユーザーはデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアを他の著作物と同様に取り扱

うものとします。 デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに付属の印刷物を複写することは禁じられて

います。 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの画像技術機能の一部の著作権、版権は AccuSoft Corporation

により所有されています。 

有限保証 

すべて現状のまま提供されておりいかなる保証もしていない再配布可能ファイルは例外とし、蛇の目ミシ

ン工業株式会社（以下「ジャノメ」と称す）は購入日より 90日間、ソフトウェア媒体とその付随文書に

素材および製造上の欠陥がないこと、およびデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアが付属の文書に実質

的に従って作動することを保証します。 州または法域によっては黙示の保障期間の制限を認めない場合

がある為、前期の限定は適用されない場合があります。 適用法で認められる範囲においてデジタイザー

刺しゅう作成ソフトウェアの黙示的保証は、90日間に限定されます。 

責任制限 

保証に基づくジャノメの製造者責任制限は製品価格と同額を上限とします。 いかなる場合においても本

製品の使用、または本製品の使用不能に起因する二次的、偶発的、あるいは間接的な損害（事業利益の損

失、事業の中断、事業情報の消失またはその他の金銭的損失を含むがこれらに限定されない）に関してジ

ャノメは一切責任を負わないものとします。 同様にいかなる場合においてもジャノメは第三者に対し一

切の責任を負わないものとします。 

注記 

文書上で表示されている画面のレイアウトは解説用に作成されたもので、ソフトウェアが表示する画面の

表示と異なる場合があります。 同様にデザインのサンプルは過程および手順のみ説明するもので お買い

上げいただいたバージョンのソフトウェアに含まれていない場合があることをご了承ください。 

救済方法 

保証期間中に領収書等の購入の証明を添えてお客様が欠陥品をジャノメまたは購入した販売店に返却され

た場合、ジャノメまたは販売店はジャノメの判断により(a) 購入金の返金、あるいは(b)デジタイザー刺

しゅう作成ソフトウェアの修理または交換、の何れかの救済措置を行います。 

交換したデジタイザイー刺しゅう作成ソフトウェアの保証期間は当初保証の残存期間、あるいは 30日間

の何れか長い方とします。 
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イントロダクション 

糸色パレットやデザインの色を変えるなどデザイン全体の変更を行う以外に、デザイン中

のオブジェクトはもちろんステッチ一つ一つを編集することもできます。オブジェクト編

集ツールボックスには、オブジェクトの変形、サイズ変更、回転やステッチ角度の追加/削

除を行うツールが装備されています。
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選択機能 

選択機能のほとんどはキーボードショートカットを使用できます。 

検索内容 ショートカットキー 

選択ツールを選択する <O> 

複数のオブジェクトを選択する <Ctrl> + 左クリック 

オブジェクトを範囲で選択する <Shift> + 初めと最後のオブジェクトを左クリック 

次のオブジェクトを選択する <Tab> 

前のオブジェクトを選択する <Shift + Tab> 

選択に次のオブジェクトを追加する <Ctrl + Tab> 

選択に前のオブジェクトを追加する <Ctrl + Shift + Tab> 

全オブジェクトを選択する <Ctrl + A> 

全オブジェクトの選択を取消す <Esc>または<X> 
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機能の編集 

編集機能のほとんどはキーボードショートカットを使用できます。 

検索内容 ショートカットキー 

針位置表示 <C> 

選択オブジェクトを切り取る <Ctrl + X> 

選択オブジェクトをコピーする <Ctrl + C> 

選択オブジェクトを貼り付ける <Ctrl + V> 

選択オブジェクトを複製する <Ctrl + D> 

選択オブジェクトをオフセットで複製する <Ctrl + Shift + D> 

選択されたオブジェクトを削除する <Delete> 

選択オブジェクトをグループ化する <Ctrl + G> 

選択オブジェクトのグループ化を解除する <Ctrl + U> 

選択されたオブジェクトをロックする <K> 

オブジェクトをロック解除する <Shift + K> 

選択オブジェクトを変形する <H> 

選択オブジェクトに最近のポイントを適用する <J> 

選択オブジェクトを少しずつ移動する 左クリック+ 矢印キー 

コマンドを元に戻す <Ctrl + Z> 

コマンドをやり直す <Ctrl + Y> 

コマンドをキャンセルする <Esc> 

最後の基準点を削除する（デジタイズ時） <Bksp> 

選択したオブジェクトの下縫いのオン/オフを切り替える <U> 
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オブジェクトプロパティ 

デザインは刺しゅうオブジェクトで構成されています。これらはそれぞれ操作することが

できるので「オブジェクト」と呼ばれています。ドローイングオブジェクト同様、刺しゅ

うオブジェクトも独自の特質や色、サイズ、位置などの「プロパティ」を持っており、刺

しゅうオブジェクト独特のステッチタイプや糸間隔といったプロパティも含まれます。刺

しゅうオブジェクトで最も重要なプロパティはステッチタイプです。下縫いの種類と縮み

補正も重要なプロパティの一つです。 

 

プロパティにアクセスする 

 

オブジェクト編集 > オブジェクトプロパティを使用し、プロパティをプリセットし

たり、選択したオブジェクトのプロパティを調整します。 

 

デザインの新規作成を行う場合、選択した生地に関連した設定が使用されます。選択ハン

ドルでオブジェクトのサイズを変えるなど、画面上でプロパティを変更できるものもあり

ます。ステッチ間隔や長さなどその他のプロパティはオブジェクトプロパティドッカーで

変更することができます。このドッカーは初期設定で開きます。 

 オブジェクトプロパティを変更するには、変更したいオブジェクトを選択します。 

 オブジェクトプロパティドッカーが開いていない場合は、オブジェクトをダブルクリ

ックして開きます。複数のオブジェクトを選択した場合は、すべてのオブジェクトに

関連した設定のみ表示されます。 
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 タブを選択し、設定を調整します。 

 OKをクリックし、変更を適用します。 

選択したオブジェクトの詳細を変更しても、初期設定や選択していないオブジェク

トのプロパティには影響しません。オブジェクトの修正や再生成が行われてもオブ

ジェクトのプロパティへの変更は保持されます。 

プロパティをコピーする 

 

オブジェクト編集 > オブジェクトプロパティをコピーを使用し、選択したオブジェ

クトのプロパティをコピーします。 

 

オブジェクト編集 > オブジェクトプロパティを適用を使用し、選択したオブジェク

トにコピーした設定を適用します。 

 

新規または既存のオブジェクトに選択したオブジェクトのプロパティを適用することがで

きます。 

 プロパティをコピーするには、オブジェクトを選択し「オブジェクトプロパティをコ

ピー」をクリックします。 

 またはオブジェクトを右クリックし、ポップアップメニューから選択することもでき

ます。 
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 プロパティを適用したいオブジェクトを選択し、「オブジェクトプロパティを適用」

をクリックします。ポップアップメニューから選択することもできます。 

 

ステッチ間隔を調整する 

 

デザインをカスタマイズ / オブジェクト編集 > ステッチ間隔を調整を使用し、選

択オブジェクトやデザイン全体のステッチ間隔を手動で変更します。 

 

大抵のステッチタイプのステッチ間隔は変更することができます。変更を行うにはオブジ

ェクトを選択し、ツールをクリックしてパーセントで値を設定（例：150%）します。ステ

ッチ間隔を増加させると全体の密度は低くなります。ステータスバーのステッチ数が修正

されたことを確認してください。自動生地&密度も併せてご覧ください。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Fabric+settings+1
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オブジェクトを変形する 

デザインは用途によってサイズを変更して使用します。例えばポケット用に作成したデザ

インをキャップ帽に使用するといった状況は多々あります。刺しゅうオブジェクトはグラ

フィックソフトウェアのオブジェクトと同様に変形することができます。刺しゅうオブジ

ェクトを拡大/縮小、回転、傾斜、反転すると、ステッチが再生成されます。 

デザインのサイズ変更の有無やステッチの質は、ソースファイルによって異なりま

す。EMBや JANなどの固有のデザインのみが拡大/縮小や変形を完璧に行える情報を

含んでいます。デザインを 5％以上の割合で拡大/縮小した場合、ステッチ密度が変

化しデザインの質に影響します。 

オブジェクトのサイズを変更する 

 

選択 > オブジェクト選択を使用し、オブジェクトやグループを選択します。また

は囲み枠をドラッグし複数のオブジェクトやグループを選択することもできます

。 

 

コンテキスト > サイズ 10%増を使用し、選択物のサイズを 10%ずつ増加します。 

 

コンテキスト > サイズ 10%減を使用し、選択物のサイズを 10%ずつ減少します。 

 

オブジェクトのサイズ変更は、オブジェクトの選択ハンドルをドラッグする方法とコンテ

キストツールバーに正確な大きさを入力する方法があります。オブジェクトのサイズが変

わると、現在のステッチ間隔を保持するようステッチ数が変わります。 

 クリック＆ドラッグでオブジェクトのサイズ変更を行う場合は、サイズ変更したいオ

ブジェクトを選択します。選択ハンドルをドラッグして、オブジェクトのサイズを変

更します。 

 

 また高さと幅設定を使用して、選択オブジェクトやデザイン全体のサイズを変えるこ

ともできます。ステッチは再生成しますが、元のステッチ密度は維持されます。 
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 またサイズボタンで 10%ずつ拡大/縮小することもできます。 

サイズ変更後は、新規で作成したオブジェクトのサイズは 100%にリセットされま

す。 

オブジェクトを回転する 

 

選択 > オブジェクト選択を使用し、オブジェクトやグループを選択します。また

は囲み枠をドラッグし複数のオブジェクトやグループを選択することもできま

す。 

 

コンテキスト > 左に 15度回転を使用し、選択を 15度ずつ左に回転します。 

 

コンテキスト > 右に 15度回転を使用し、選択を 15度ずつ右に回転します。 

 

デザインのレイアウトはオブジェクトを複製したり、回転して作成することもできます。 

 オブジェクトやグループを選択すると、四隅に選択ハンドルが表示されます。オブジ

ェクトをもう 1度クリックします。オブジェクトの四隅には回転ハンドルが、オブジ

ェクトの中心にはアンカーポイントが表示されます。回転ハンドルを右/左回りにドラ

ッグします。 
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 必要に応じて、アンカーポイントをセンターから別の位置へドラッグします。 

 ボタンを使用して範囲を 15度ずつどちらの方向にも回転することもできます。または

回転フィールドに正確な回転度を入力して<Enter>を押します。 

 

 またはオブジェクトを右クリックし、ポップアップメニューから回転を選択します。 

オブジェクトを傾ける 

 

選択 > オブジェクト選択を使用し、オブジェクトやグループを選択します。または

囲み枠をドラッグし複数のオブジェクトやグループを選択することもできます。 

 

傾斜ハンドルをクリック&ドラッグすることにより、オブジェクトを水平面に沿って希望の

角度で傾斜できます。傾斜ハンドルはオブジェクトの上下の真ん中に表示されるダイヤ型

のハンドルです。または傾けるフィールドに正確な傾斜度を入力して<Enter>を押します。 
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オブジェクトを調整する 

刺しゅうオブジェクトの形状はコン

トロールポイントを操作することで

調整することができます。これはオ

ブジェクトのタイプにより多少こと

なりますが、オブジェクトの中には

コントロールポイントをコーナーか

らカーブに変更できるものもありま

す。ステッチ角度の調整はオブジェ

クトのタイプにより異なります。ス

テッチ角度を一つしか設定できない

オブジェクトとターンの角度を複数

調整できるオブジェクトがあります

。また開始点と終了点を変更するこ

ともでき、オブジェクト間のトラベルランニングを最小限に抑えることができます。アウ

トラインはコントロールポイントを追加、削除、移動することにより修正できます。 

コントロールポイントを調整する 

 

選択 > オブジェクト選択を使用し、オブジェクトやグループを選択します。また

は囲み枠をドラッグし複数のオブジェクトやグループを選択することもできま

す。 

 

選択 > オブジェクト変形を使用し、オブジェクトのアウトライン、ステッチ角

度、スタートとエンド点やカーブラインなどを調整します。 

 

コントロールポイントは一つでも複数でも選択ができ、位置を変えたり、編集したりでき

ます。 

 クリックでコントロールポイントを選択します。 

 

 複数のコントロールポイントを選択するには<Ctrl>を押しながらクリックするか、 コ

ントロールポイントの周りに囲み枠をドラッグします。 



 オブジェクトを調整する 
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 <Delete>を押し、選択したコントロールポイントを削除します。 

 オブジェクト変形ツールが選択されている状態でオブジェクトのアウトラインをクリ

ックし、コントロールポイントを追加します。コーナーポイントには左クリック、カ

ーブポイントには右クリックします。 

 

 コントロールポイントをクリック＆ドラッグで新しい場所に移動し、アウトラインの

形状を変えます。コントロールポイントは複数選択し、移動することもできます。矢

印キーを使うと、選択した変形ノードを少しずつ動かせます。 

 

 <スペースバー>を押し、コーナーポイントとカーブポイントを切り替えます。 



 オブジェクトを調整する 
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 間違えたら<Ctrl> + <Z>を押して変更を元に戻します。<Esc>を押してオブジェクト変

形モードを終了します。 

 オブジェクト変形モードでは<Tab>または<Shift + Tab>キーでオブジェクト間をジャ

ンプすることができます。 

 

形状を滑らかにする 

 

オートデジタイズ / オブジェクト編集 > 滑らか形状を使用し、刺しゅうオブジェ

クトから余分な変形ノードを削除し、アウトラインを滑らかにします。 

 

ベクターオブジェクトと同様に刺しゅうオブジェクトのアウトラインには変形ノードがあ

ります。カーブのある形状にはたくさんのノードが含まれていて変形作業が困難なものも

あります。特にオートデジタイズで刺しゅうオブジェクトを作成した際にこの現象がよく

みられます。また形状の縁がジグザグなものも同様です。滑らか形状機能はこのようなオ

ブジェクトのカーブ部分を滑らかにします。形状を滑らかにするも併せてご覧ください。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Smooth+curved+shapes


 オブジェクトを調整する 
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開始/終了点を調整する 

 

選択 > オブジェクト変形を使用し、オブジェクトのアウトライン、ステッチ角度、

スタートとエンド点やカーブラインなどを調整します。 

 

各オブジェクトのステッチの開始/終了点は変更することができ、次のオブジェクトの近く

に終了点を移動し渡り糸を短くしたり、トラベルランニングの数を減らすことができます

。必要に応じて開始点または終了点を選択し、オブジェクトのアウトライン上の別の位置

までドラッグします。十字マークは終了点を示しています。 

 オブジェクトを選択し、オブジェクト変形をクリックします。変形ノードが開始/終了

点と共に表示されます。 

 

 必要に応じて開始点または終了点を選択し、オブジェクトのアウトライン上の別の位

置までドラッグします。刺しゅうに割れ目ができてしまうのを最小限に抑えるよう、

開始点と終了点は輪郭の外側に対照的に配置します。 



 オブジェクトを調整する 
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 Enterを押して変更を適用し、Escで終了します。 

 ステッチ角度は開始点と終了点を繋いだラインに垂直になるよう定義するとよいでし

ょう。 

「最近のポイント」はオブジェクト間の最短距離を自動的に計算し配置するので、

開始点と終了点の置き場所を考える必要はありません。この機能はソフトウェア設

定 > 刺しゅう設定 > デザインタブでオフにすることができます。機能がオフの場

合、新しくデジタイズしたすべてのオブジェクトは「デジタイズされたように」方

法で接合されます。この方法ではデジタイズ時に開始点と終了点を入力するよう指

示があります。 

 

円形のオブジェクトを変形する 

 
選択 > オブジェクト変形を使用し、オブジェクトのアウトライン、ステッチ角度、

スタートとエンド点やカーブラインなどを調整します。 

 

オブジェクト変形ツールを使用し、円形オブジェクトを楕円に変形します。円形オブジェ

クトには変形コントロールポイントが 2つ（半径とオブジェクトの方向を変えるのに使

用）と、センターポイント（位置を変えるのに使用）とステッチの開始点があります。こ

のオブジェクトにはコントロールポイントの追加、変更、削除はできません。 

 



 オブジェクトを調整する 
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ステッチ角度を調整する 

 

オブジェクト編集 / デジタイズ > ステッチ角度を追加を使用し、選択した閉じ

たオブジェクト（中抜きあり/なし）にステッチ角度を追加します。 

 

オブジェクト編集 > ステッチ角度を削除を使用し、ターンステッチの閉じたオ

ブジェクトからステッチ角度を削除します。 

 

ステッチ角度の調整は、作業しているオブジェクトのタイプにより異なります。埋め縫い

オブジェクトのステッチ角度はオブジェクト全体に対して設定します。ステッチ角度を追

加ツールで複数のステッチ角度を追加することもできます。またオブジェクト変形ツール

でステッチ角度を調整することができます。ステッチ角度も併せてご覧ください。 

 

円形オブジェクトには開始点のみが表示されます。ステッチ角度は開始点と円の中

心点を繋いだラインに垂直に設定されています。その為円形オブジェクトの開始点

を変更すると、ステッチ角度も変更します。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Stitch+angles


 最近のポイント 
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最近のポイント 

オブジェクト間の渡り糸が短いとデザインはよ

り効率的にステッチされ、糸きりの数も減少す

る傾向があります。「最近のポイント」はオブ

ジェクトのデジタイズ中や編集後に適用されま

す。この機能がアクティブの場合、オブジェク

トをデジタイズすると開始点と終了点は自動的

に近くに配置されます。オブジェクトを移動、

並び替え、編集した場合は自動的には維持され

ません。最近のポイントは編集後に選択したオ

ブジェクトにもデザイン全体にも（再）適用す

ることができます。 

最近のポイントのオプション 

「最近のポイント」(初期設定）はオブジェクト間の最短距離を自動的に計算し配置しま

す。この機能がオフの場合、新たにデジタイズしたオブジェクトの開始/終了点は自分で設

定します。この機能をオフにするには、ソフトウェア設定メニューの刺しゅう設定のデザ

インタブで設定します。 

 

最近のポイントを適用する 

 

オブジェクト編集 > 最近のポイントを適用を使用し、選択したオブジェクト同士を

最近のポイントで繋ぎます。編集後、最近のポイントを適用を再適用します。 

 

閉じた形状をデジタイズする際、「最近のポイント」はオブジェクト間の最短距離を自動

的に計算し配置するので、開始点と終了点の置き場所を考える必要はありません。最近の

ポイントを適用機能は、編集後に選択オブジェクトに最近のポイントを（再）適用するこ

とができます。下のイメージは a)デジタイズされたように接合、b)再配置後に接合、c)最

近のポイントを再適用した後に接合を表しています。「最近のポイントを適用」は 2つ以

上の刺しゅうオブジェクトが選択されている場合のみ使用できます。 



 最近のポイント 
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「最近のポイントを適用」は編集メニューまたは<J>を押してアクセスできます。 

各オブジェクトの開始点と終了点は自分で変更することもできます。オブジェクト

を調整するも併せてご覧ください。 

最近のポイントの制限 

「最近のポイントを適用」機能には適用できないオブジェクトや状況があります。「最近

のポイント」は渡り糸だけでなく選択したオブジェクト全体のステッチを再生成します

が、そのステッチの再生成に制限があります。 

 認識されたオブジェクト（例:ステッチファイルから開いたもの）は、質の低い/間違

った刺しゅうを生成することがあります。 

 マニュアル（認識されていない）オブジェクトは、ステッチの再生成では変化はない

ので最近のポイントは正確に作動しません。 

 マニュアルで行われたオブジェクトのステッチ編集は失われます。 

 自分で挿入したマシン機能は下縫いで間違えて再生成される場合があります。 

 オブジェクトの途中に挿入したオブジェクトには使用できません。これらのオブジェ

クトの挿入状態がとけ、挿入した「土台」のオブジェクトの後に配置されてしまいま

す。 

ランニングオブジェクトには「最近のポイント」よりも「ブランチング」の方が便利で

す。「最近のポイント」はランニングの端を交換するだけなのに対し、「ブランチング」

はきれいに合わさったダブルランニングを作成し、真ん中で接合します。刺しゅうの渡り

糸も併せてご覧ください。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Auto-sequence+outlines
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Auto-sequence+outlines


 最近のポイント 
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「最近のポイント」は連続するオブジェクトに適用します。連続していない刺しゅ

うオブジェクトに適用するとエラーメッセージが表示されます。 



 オブジェクトの刺しゅう順序 
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オブジェクトの刺しゅう順序 

デザイン内の刺しゅうオブジェクトごと

に刺しゅう順序が決まっています。作成

した順番で刺しゅうされます。オブジェ

クトの刺しゅう順序はオブジェクトを切

り取り、貼り付けるか、刺しゅう順序変

更ドッカーを使用して変更することがで

きます。一般的なルールとして、前面の

オブジェクトが背面のオブジェクトより

も後に縫われるように刺しゅう順序を作

成します。デザインやデザイン項目を組

み合わる場合は、同じ色のオブジェクト

が一緒に刺しゅうされるようオブジェク

トを並べ替えます。 

 

 

切り取り&貼り付けで並び替える 

 

標準 > コピーをクリックし、選択をコピーし、クリップボードに置きます。このツ

ールは編集メニューからもアクセスできます。 

 

標準 > 切り取りをクリックし、選択を切り取り、クリップボードに置きます。この

ツールは編集メニューからもアクセスできます。 

 

標準 > 貼り付けをクリックし、クリップボードのコンテンツを貼り付けます。この

ツールは編集メニューからもアクセスできます。 

 

オブジェクトの刺しゅう順序はオブジェクトを切り取り、貼り付けることで変更すること

ができます。この動作でオブジェクトの位置が物理的に変更されるわけではありません。 

 

並び替えたいオブジェクトを切り取り、貼り付けます。初期設定ではオブジェクトは刺し

ゅう順序の一番後ろに貼り付けられます。またはオブジェクトを貼り付けたい刺しゅう順

序の位置まで移動します。切り取ったオブジェクトはオブジェクトとオブジェクトの間は

もちろん、オブジェクトの内部にも貼り付けることができます。 



 オブジェクトの刺しゅう順序 
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オブジェクト/色で並び替える 

 

オブジェクト編集 > 並び替えを使用し、刺しゅう順序変更ドッカーを表示/非表示

にします。デザイン中のカラーブロックとオブジェクトを並び替えるのに使用しま

す。 

 

刺しゅう順序変更ドッカーではデザイン内のオブジェクトを簡単に選択でき、並び替える

ことができます。上部にあるボタンをでオブジェクトと色ブロックの表示を切り替えるこ

とができます。並び替えたいオブジェクトまたは色ブロックを選択します。ボタンを使う

か、ドラッグ＆ドロップで並び替えます。 

 

オブジェクトを並び替えた際は開始/終了点をチェックする必要があります。オブジ

ェクトを調整するも併せてご覧ください。 

色替えを最適化する 

 

オブジェクト編集 > 色替えを最適化を使用し、色のレイヤーを維持しつつ、色替え

を最小限にしデザインを最適化します。 

 

オブジェクトを色ごとに並び替えると色替えを減らすことができます。刺しゅう順序変更

ドッカーで同じ色のオブジェクトを自分で並べ替えます。 

 



 オブジェクトの刺しゅう順序 
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または色替えを最適化ボタンをクリックすると色レイヤーを保持しつつ色替えを減らしま

す。大抵刺しゅう順序の最適化はソフトウェアの自動機能に任せておくことができます。

上の例では色の並び替えの結果が右側に表示されています。左側の並び替え前の 6回の色

替えに対し、3回に減少しています。 

同じ色でも別々に刺しゅうしたい場合は、自動色替え機能に頼らない方がよいでし

ょう。 

選択順に並び替える 

 

オブジェクト編集 > 選択順に並び替えを使用し、選択した順にオブジェクトを並び

替えます。 

 

オブジェクトは選択した順に並び替えることもできます。刺しゅう順序の一番初めにした

いオブジェクトを選択し、<Ctrl>を押し下げて希望の順番で続くオブジェクトを選択して

いきます。これは画面上でも刺しゅう順序変更ドッカーでも行えます。選択順に並び替え

ボタンをクリックします。選択した順番でオブジェクトが並び替えられます。 



 オブジェクトを分解する 
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オブジェクトを分解する 

 

オブジェクト編集、アップリケまたはレタリング/モノグラム > 分解を使用し、モ

ノグラム、アップリケ、レタリング等を構成するオブジェクトを構成要素に分解し

ます。構成要素はそれぞれ編集できます。このツールは編集メニューからもアクセ

スできます。 

 

アップリケなどの「複合」オブジェクトは通常の方法ではグループ解除できません。構成

要素の編集はグループ化した複合オブジェクトではできません。例えば留め縫いステッチ

などのアップリケのレイヤーを編集したい場合やアップリケの構成要素の刺しゅう順序を

変更したい場合、 

複合オブジェクトを「分解」しなくてはいけません。分解ツールはアップリケオブジェク

トを構成要素に分解します。このツールはモノグラム、レタリングなどでも使用でき、効

果はグループ解除の操作と同じようなものになりますが、一旦分解すると複合オブジェク

トとして再度グループ化することはできません。 

分解を行う前にデザインは保存しておきましょう。デザインを別の名前で保存して

おくと基の複合オブジェクトを編集したい時に便利です。 

 

 分解したいオブジェクト（アップリケ、モノグラム、レタリング）を選択します。分

解コマンドがアクティブになります。 

 

 分解をクリックします。オブジェクトは構成要素ソースと生成オブジェクトに分解さ

れます。 



 オブジェクトを分解する 
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 この操作により開いたアップリケオブジェクトは構成要素ソースオブジェクトと生成

オブジェクトに分解されます。デザインの各生地ピースから自動アップリケオブジェ

クトも作成されます。これらにはステッチはありません。 

 モノグラムはレタリングオブジェクト、装飾（各装飾セットはグループ化されたま

ま）、ボーダー（グループ化）の構成要素に分解されます。レタリング/モノグラムを

分解するも併せてご覧ください。 

 

 モノグラムのボーダーの刺しゅう順序を変更するなど各オブジェクトを変更したい場

合は、刺しゅう順序変更ダイアログを使用します。オブジェクトの刺しゅう順序も併

せてご覧ください。 

 

古いバージョンのソフトウェアに保存した場合、モノグラムとアップリケはバラバ

ラに分解されてしまうことがあります。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Break+apart+lettering
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Break+apart+lettering


 ステッチを編集する 
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ステッチを編集する 

刺しゅうデザインのステッチはデ

ザインのアウトラインやプロパテ

ィから自動的に生成されます。こ

れはステッチの糸間隔や質に影響

することなく、のデザインを拡大

/縮小、変形できることを意味し

ています。またステッチはそれぞ

れ編集することもできます。 

例えばすき間を埋める為にオブジ

ェクトにステッチを挿入したり、

ステッチをひとつずつ削除するこ

ともできます。これはデザインの

アウトラインデータを含まないス

テッチファイルで作業する際に行

う必要があります。基本的には他のオブジェクト同様にステッチを選択し操作をするだけ

です。 

しかし可能な限り個々のステッチを編集するよりもオブジェクトプロパティを編集するこ

とをお勧めします。すべてのステッチ編集はオブジェクトを変更/再生成した際に失われて

しまいます。その為ステッチ編集はデザインファイルではなく主にステッチファイルに適

用します。 

ステッチを選択する 

 

オブジェクト編集 > ステッチ編集を使用し、選択した挿入位置にステッチカーソル

を配置します。個々のステッチを編集できます。 

 

ステッチ編集機能は針落ちポイントを選択してステッチを一つ一つが選択したり、範囲で

選択することができます。 

 針落ちポイントにズームインすると、より簡単に選択することができます。 

 オブジェクトを選択し、ステッチ編集をクリックします。 

 ステッチ編集モードで針落ちポイントを選択して、個々のステッチを選択します。 

 針落ちポイントとステッチの色が変わり、針位置マーカーが選択したステッチに移動

します。針位置マーカーより刺しゅう順序が後ろのステッチはすべて黒で表示されま

す。 
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 複数のステッチを選択するには、クリックする時に<Shift>または<Ctrl>を押します。 

 またはステッチの周りに囲み枠をドラッグします。 

 

 <Delete>を押し、不要なステッチを削除します。 

 

ステッチを挿入する 

ステッチを挿入してオブジェクトの割れ目を埋めることができます。挿入したステッチは

オブジェクトに組み込まれますが、オブジェクトのステッチが再生成されると、挿入した

ステッチは失われます。 

 針落ちポイントを選択します。針落ちポイントとステッチの色が変わり、針位置マー

カーが選択したステッチに移動します。針位置マーカーより刺しゅう順序が後ろのス

テッチはすべて黒で表示されます。 

 矢印キーでステッチ間を移動します。 

 新しいステッチを挿入したい位置にマウスのポインタを移動し、右クリックします。 
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 必要に応じて右クリックを続けます。 

 

ステッチを移動する 

ステッチは一つずつでもグループでも移動することができます。オブジェクトのステッチ

が何かの作業に伴い再生成される場合は、すべてのステッチ編集は失われます。 

 ズームインし、オブジェクトを選択してステッチ編集をクリックします。 

 移動するステッチを選択します。 

 新しい位置にドラッグします。ステッチのシャドーアウトラインが新しい位置を示し

ます。 
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移動中に選択する 

 

移動 > 移動中に選択を使用し、デザインを移動しながらステッチ、オブジェク

ト、色を選択します。 

 

通常デザイン内の移動は刺しゅう順序のチェックをする為に行います。「移動中に選択」

ツールがアクティブの場合、移動ツールのいずれかを使用するとデザインを移動中にオブ

ジェクトを選択することができます。ステッチ編集モードで作業している場合のみ移動中

にステッチを選択することができます。デザイン内を移動するも併せてご覧ください。 

 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Traveling+through+designs
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デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェア（デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに組み込まれているあ

らゆるイメージ、動画、文章、アプリケーションを含むがこれに限定されない）、付属の印刷物、及びデ

ジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの複製はすべての権原及び著作権は実施許諾者（ライセンサー）ま
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うものとします。 デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに付属の印刷物を複写することは禁じられて

います。 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの画像技術機能の一部の著作権、版権は AccuSoft Corporation

により所有されています。 

有限保証 

すべて現状のまま提供されておりいかなる保証もしていない再配布可能ファイルは例外とし、蛇の目ミシ

ン工業株式会社（以下「ジャノメ」と称す）は購入日より 90日間、ソフトウェア媒体とその付随文書に

素材および製造上の欠陥がないこと、およびデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアが付属の文書に実質
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刺しゅう作成ソフトウェアの黙示的保証は、90日間に限定されます。 

責任制限 

保証に基づくジャノメの製造者責任制限は製品価格と同額を上限とします。 いかなる場合においても本

製品の使用、または本製品の使用不能に起因する二次的、偶発的、あるいは間接的な損害（事業利益の損

失、事業の中断、事業情報の消失またはその他の金銭的損失を含むがこれらに限定されない）に関してジ

ャノメは一切責任を負わないものとします。 同様にいかなる場合においてもジャノメは第三者に対し一

切の責任を負わないものとします。 

注記 

文書上で表示されている画面のレイアウトは解説用に作成されたもので、ソフトウェアが表示する画面の

表示と異なる場合があります。 同様にデザインのサンプルは過程および手順のみ説明するもので お買い

上げいただいたバージョンのソフトウェアに含まれていない場合があることをご了承ください。 

救済方法 

保証期間中に領収書等の購入の証明を添えてお客様が欠陥品をジャノメまたは購入した販売店に返却され

た場合、ジャノメまたは販売店はジャノメの判断により(a) 購入金の返金、あるいは(b)デジタイザー刺

しゅう作成ソフトウェアの修理または交換、の何れかの救済措置を行います。 

交換したデジタイザイー刺しゅう作成ソフトウェアの保証期間は当初保証の残存期間、あるいは 30日間

の何れか長い方とします。 
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イントロダクション 

デザインは基礎となる形状の「刺しゅうオブジェクト」で組み立てていきます。その方法

を「デジタイズ」と呼びます。デジタイズツールはステッチタイプとステッチ効果と共に

使用して刺しゅうオブジェクトを作成します。これらのツールはグラフィックアプリケー

ションのツールに似ていますが、このツールで作成した刺しゅうオブジェクトは一般プロ

パティとステッチプロパティを持ちます。 

 

デジタイズツールボックスには刺しゅう形状を作成するのに必要なデジタイズツールが装

備されています。フリーハンドツールは従来のデジタイズ方法では困難だった、滑らかな

手書き風のデザインが簡単に作成できます。刺しゅうオブジェクトには様々な効果を適用

することができます。ぼかし効果は陰影効果や毛並みなどのふわふわとした風合いを作る

ことができます。 

特殊ツールで中抜きをしたり、穴を埋めたり、余分なステッチを取り除いたりすることが

できます。また大きな範囲を下縫いで安定させたり、アウトラインを補強するツールもあ

ります。 

ブランチングは類似するオーバーラップしたオブジェクト（例:手の指やユーザー作成の文

字など）を最も効果的な刺しゅう順序と接合方法でデジタイズします。 

http://10.0.9.20:8090/display/WILHPD/.Freehand+embroidery+v1.0
http://10.0.9.20:8090/display/WILHPD/.Textured+edges+v1.0
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一般機能 

一般機能のほとんどはキーボードショートカットを使用できます。 

検索内容  ショートカットキー 

新規デザインの作成  <Ctrl + N> 

既存のデザインを開く  <Ctrl + O> 

デザインを保存する  <Ctrl + S> 

デザインを印刷する  <Ctrl + P> 

ソフトウェアを閉じる  <Alt + F4> 

グリッドを表示/非表示する  <Shift + G> 

デザインパレットを表示/非表示にする  <Ctrl + R> 

糸色を表示する ^ <Alt + T> 

レタリングドッカーを開く  <A> 

レイアウト範囲を定義する ^ <Ctrl + W> 

ワークエリアを表示/非表示にする  <W> 

オーバービューウィンドウを表示/非表示にする  <Shift + V> 

刺しゅう順序変更ドッカーを表示/非表示にする  <Shift + L> 

サテンを適用/選択する  <Shift + I> 

タタミを適用/選択する  <Shift + M> 

ランニングを適用/選択する  <Shift + N>その後<Enter>を押す 

^ <Esc>を押して閉じる 
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ステッチタイプ 

プロパティの中で一番重要なオブジェクトプロパティはステッチタイプです。ステッチは

オブジェクトのアウトラインとステッチタイプを基に生成されます。オブジェクトの再形

成、変形、サイズ変更を行う度に現在の設定に従いステッチが再生成されます。 

 

オブジェクトによって適するステッチタイプは異なります。ステッチタイプはいつでも変

更することができます。オブジェクトプロパティドッカーには様々なタイプの埋め縫いと

ラインステッチが用意されています。 

 

ドッカーから埋め縫いステッチとラインステッチ両方にアクセスすることができます。中

には埋め縫いとラインステッチ両方で使用できるものもあります。ラインには以下をご使

用ください： 

ラインス

テッチ 

目的 

ラインス

テッチ 

形状にボーダー、アウトライン、詳細を加えるのに使用します。手縫いのよう

な風合いのあるステッチタイプもあります。 

サテン 細い形状やボーダーに適しています。 

モチーフ 装飾的なアウトラインに使用します。 
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ドッカーからアクセスできる埋め縫いステッチタイプ： 

埋め縫い

ステッチ 

目的 

サテン 細い形状に適しています。自動スプリットを適用して大きな形状にも使用で

きます。タタミよりも艶のある外観を作成できます。 

タタミ 大きく、不規則な形状を一定したステッチで埋めるのに使用します。タタミ

はランニングステッチの列で形成されています。 

浮き出し

模様 

大きな範囲を埋め縫いするのに使用し、ユニークで芸術的な効果を生みます

。 

カーブ カーブのある陰影効果を作成します。ラインは形状に沿って形成されます。 

モチーフ 装飾的な埋め縫いを作成します。パターンは平行列で繰り返され、形状を埋

めます。 

クロスス

テッチ 

少ないステッチ数で大きな範囲を埋めます。アップリケと合わせることもあ

ります。クロスステッチフィルはグリッド上に生成されます。 

スティプ

ル 

不規則にうねるランニングステッチでなる装飾的な埋め縫いを作成します。 

ラインステッチ 

アウトラインステッチは様々な太さとスタイルで作成す

ることができます。アウトラインは開いたものでも閉じ

たものでもデジタイズすることができます。通常ライン

は形状にボーダー、アウトライン、詳細を加えるのに使

用します。ツールにはシンプルなランニングステッチや

モチーフを使った装飾的なアウトラインを作成できるも

のがあります。 

デジタイズの方法はすべて同じで、ほとんどのデジタイ

ズツールを使用することができます。デジタイズツール

、埋め縫い/ライン、ステッチタイプを選択し、基準点を

クリックします。<Enter>を押し確定するか、<Esc>を押

しキャンセルします。ステッチタイプはオブジェクトを

選択し、他のステッチタイプを選択するだけで簡単に変

えることができます。 

シンプルなランニング 

 

オブジェクトプロパティ> ライン > シングルランニングを使用し、デジタイズし

たアウトラインに沿って 1列のステッチを作成します。ボーダーや詳細に使用しま

す。 

 

オブジェクトプロパティ> ライン> トリプルランニングを使用し、太めのアウトラ

インを作成します。太めのボーダーや詳細に使用します。 
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シングル/トリプルランニングツールはシンプルなランニングステッチをデジタイズしま

す。 

 

ランニングはその他のアウトラインステッチを作成するのと同じ要領でデジタイズしま

す。設定はオブジェクトプロパティから調整します。 

 

シングルランニングとトリプルランニングのステッチの長さは、形状に合うようにオブジ

ェクトプロパティで調整することができます。ラインがきついカーブの場合は長さを減ら

し（例：1.8mmになど）、ステッチがラインに沿うようにします。逆に滑らかなカーブで

はステッチ長を長めにしステッチ数を少なくします。 

 
ステッチの長さ 1.7mm 

ステッチの長さ 2.5mm 

シングルまたはトリプルランニングのどちらかを選択します。 

 

トリプルランニングのステッチの長さを 4.0mmにすると、手作り刺しゅうの風合い

が出せます。 
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サテンライン 

 

オブジェクトプロパティ> ライン> サテンを使用し、幅が一定の太めのボーダーや

列を作成します。 

 

オブジェクトプロパティ> ライン> 3Dサテンを使用し、盛り上がったサテンのボ

ーダーを作成します。トラプントと共に使用し、キルティング効果を作成すること

もできます。 

 

サテンステッチはよくアウトラインに使用され、太めのボーダーに適しています。ステッ

チ密度は固定の糸間隔を設定するか、自動間隔で調整することができます。3Dサテンは幾

重ものサテンステッチのレイヤーから成り、盛り上がったボーダーを作成します。ステッ

チの設定はデジタイズの前でも後でも調整することができます。サテンステッチも併せて

ご覧ください。 

 

装飾的なラインステッチ 

アウトラインステッチは様々な太さとスタイル

で作成することができます。アウトラインは開

いたものでも閉じたものでもデジタイズするこ

とができます。通常ラインは形状にボーダー、

アウトライン、詳細を加えるのに使用します。

ツールにはシンプルなランニングステッチやモ

チーフを使った装飾的なアウトラインを作成で

きるものがあります。バックステッチは古風な

見た目が美しく、繊細なアウトラインにも使用

できる便利なステッチで、ステムステッチは太

めのステッチで手縫い刺しゅうの風合いを出す

ことができます。サテンラインは植物の茎や太

めのボーダーに使用できます。 

デジタイズの方法はすべて同じで、ほとんどの

デジタイズツールを使用することができます。

デジタイズツール、埋め縫い/ライン、ステッ

チタイプを選択し、基準点をクリックします。<Enter>を押し確定するか、<Esc>を押しキ

ャンセルします。ステッチタイプはオブジェクトを選択し、他のステッチタイプを選択す

るだけで簡単に変えることができます。 

 



 ステッチタイプ 

 

 

 

オブジェクトをデジタイズする 2016-06-29 7 

 

モチーフライン 

 

オブジェクトプロパティ> ライン> モチーフを使用し、装飾的なボーダーを作成し

ます。パターンライブラリから選択します。 

 

モチーフはハートや木の葉やボーダーパターン等のデザイン要素で、デザインに簡単に挿

入できます。これらは 1つまたは複数のシンプルなオブジェクトから成り、特殊なパター

ンのセットに保存されています。モチーフランニングラインはデジタイズしたラインに沿

ってモチーフのリピートを作成するステッチタイプです。モチーフはモチーフライブラリ

から選択したり、自分で作成することもできます。モチーフは他のオブジェクトと同様の

方法で、サイズの変更や回転、反転が行えます。 

 

モチーフパターンはひとつづつ個別に使用したり、装飾的なモチーフフィルにする

こともできます。モチーフステッチも併せてご覧ください。 

 

バックステッチライン 

 

オブジェクトプロパティ > ライン > バックステッチを使用し、バックステッチの

ボーダーを作成します。古風で柔軟性のあるステッチタイプで繊細なアウトライン

に使用します。 

 

バックステッチは古風な見た目が美しく、繊細なアウトラインにも使用できる便利なステ

ッチです。小さく均等なステッチは複雑なカーブにきれいに沿うことができます。バック

ステッチはブラックワークやレッドワークデザインに使用されます。ここではステッチ長

、太さ、オーバーラップ、反復回数を特定することができます。 
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ステムステッチライン 

 

オブジェクトプロパティ> ライン > ステムステッチを使用し、ステムステッチの

ボーダーや、茎やつるなどを作成するのに使用します。 

 

ステムステッチは他のステッチと組み合わせて植物の茎やつるなどを表現するのに使用し

たり、サテンやモチーフフィルのアウトラインに使用します。ステムステッチはラインの

幅、間隔、角度、反復回数、太さを設定することができます。 

 

ステムステッチを使用したスティプルフィルを作成することもできます。スティプ

ルラン埋め縫いも併せてご覧ください。 

つぶ縫いランニング 

 

オブジェクトプロパティ> ライン > つぶ縫いを使用し、デジタイズラインに沿っ

てキルティングで使用されるラインステッチのようなステッチの列を作成します。 

 

つぶ縫いランニングはキルティングのラインステッチのような風合いを出すのに使用しま

す。トリプル/複数のランニングステッチが 1つ置きに単一のランニングステッチに置き換

えられます。つぶ縫いランニングを作成する際は新型モデルのミシンのみ使用するよう推

奨しています。 

 

推奨するミシン設定： 

設定 推奨 

針 Red Tip needle（針） #14 

針糸 モノフィラメントクリア糸 #60 (スプールネット） 

ボビン糸 レーヨン #60 (75d) 



 ステッチタイプ 
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設定 推奨 

ボビンケース 圧力を低めにプリセットしたボビンケースで、手縫い風ステッチを作る 

上糸の張り 7 

ステッチ長 2 

スピード 400spm 

 

結果は生地またはミシンの状態により異なります。この場合「手縫い風キルティン

グステッチ」オプションのある新型のミシンを使用いただくことをお勧めします。

まず、はぎれ等に試し縫いをしてから本縫いをしましょう。 

ジグザグライン 

 

オブジェクトプロパティ> ライン> ジグザグを使用し、傾斜のある細長いコラムの

ステッチを作成します。 

 

ジグザグステッチは、コラムの両側に交互に針が落ちる点でサテンと似ています。サテン

が斜めステッチの連続するストレートラインを施す一方、ジグザグはコラムの両側に針が

落ち、糸間隔の開いた斜め線を生成します。 

 

Eステッチライン 

 

オブジェクトプロパティ> ライン > Eステッチを使用し、くし状の長く細いボー

ダーを作成します。 

 

Eステッチは別名「ブランケットステッチ」とも呼ばれ、「くし」のように形状が長く、

狭いコラムを生成することに由来します。これはアップリケの縁取りとしてよく利用され

ます。針はコラムの両サイドに落とされ、次に第 2のサイドにもう 1度落ち、糸をコラム

沿いに渡します。通常 Eステッチは、サテンやジグザグよりもステッチの間隔が大きくな

ります。 



 ステッチタイプ 
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メモ： 
 当ソフトウェアには自動的にアウトラインを生成するツールも装備されています。ア

ウトライン&オフセットも併せてご覧ください。 

 ステッチの方向を特定し、バックトラックとリピートを使用してアウトラインを強調

することができます。ステッチを強化するも併せてご覧ください。 

サテンステッチ 

サテンステッチはアウトラインと埋め縫いに使

用され、ボーダーや太めのアウトラインに適し

ています。またステッチがコラムの幅を行き来

する細い形状にも最適です。サテンステッチは

ほとんど平行に近く基本的にサテンの埋め縫い

部分には針落ちがない為、つやのある質の高い

効果で作成できます。サテンステッチはどのデ

ジタイズツールでも使用できます。 

 

 

サテンライン 

 

オブジェクトプロパティ> ライン> サテンを使用し、幅が一定の太めのボーダーや

列を作成します。 

 

オブジェクトプロパティ> ライン> 3Dサテンを使用し、盛り上がったサテンのボ

ーダーを作成します。トラプントと共に使用し、キルティング効果を作成すること

もできます。 

 

サテンラインは太目のボーダーを作成するのに使用します。3Dサテンラインは幾重ものサ

テンステッチのレイヤーから成り、盛り上がった刺しゅうを作成します。ステッチ間隔と

幅はデジタイズの前でも後でもオブジェクトプロパティから調整することができます。 

 

http://www.embroideryhelp.net/pages/viewpage.action?pageId=30641342
http://www.embroideryhelp.net/pages/viewpage.action?pageId=30641342


 ステッチタイプ 
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ラインの太さ 

 

選択 > オブジェクト変形を使用し、オブジェクトのアウトライン、ステッチ角

度、スタートとエンド点やカーブラインなどを調整します。 

 

サテンラインの幅はオブジェクトプロパティの幅設定から制御できるほか、オブジェクト

変形ツールでサイズハンドルをドラッグして調整することもできます。オフセット設定は

サテンラインを埋め縫いの形状の輪郭にオーバーラップさせたい場合に使用します。 これ

によりステッチにすき間ができるのを防ぐことができます。 

 

ステッチの密度 
ステッチ間隔は 2つの針落ち間の距離でミリメートルで表示されます。間隔が非常に狭い

と針落ちが多くなりすぎ生地を傷める原因となる為、糸密度を減らす必要があります。 

 

ボーダーの幅が狭いとステッチが詰まるので、生地を覆うステッチは少なめにする必要が

あります。自動間隔はアウトラインに応じてサテンステッチのステッチ間隔を調整しま

す。幅が可変のオブジェクトには自動間隔はそれに応じて間隔を調整します。 

 



 ステッチタイプ 
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サテン埋め縫い 

 

オブジェクトプロパティ> 埋め縫い> サテンを使用し、幅の細い形状に埋め縫いス

テッチを作成します。 

 

オブジェクトプロパティ> 埋め縫い> 3Dサテンを使用し、盛り上がった表面のサ

テンを作成します。レタリングに適用したり、トラプントと共に使用し、キルティ

ング効果を作成することもできます。 

 

サテン埋め縫いは各ステッチの長さ

が形状の幅を行き来する幅の狭いボ

ーダーや形状に適しています。サテ

ンステッチは平行なステッチで、針

は一針ごとに若干斜めに渡されま

す。基本的にサテンの埋め縫い部分

には針落ちがない為、つやのある質

の高い効果が作成できます。 

 

 

自動スプリット 
サテンの形状の幅が広い場合、ミシンで刺しゅう可能な最大ステッチ長を超える場合があ

ります。自動スプリットを適用すると長いサテンステッチは短く分割されます。針落ちは

形状の真ん中に線ができてしまわないように不規則に振り分けられます。 

 

自動スプリットは幅の広い形状内の長いステッチを避けるのに最初に使用される手段です

が、タタミ埋め縫いを使用する方法もあります。自動スプリットはサテンのような見栄え

でターンするステッチに適しており、滑らかなラインと深みを作成します。一方タタミ埋

め縫いは平らできついカーブ部分では不必要なパターンができてしまいます。 

3Dサテンはサテンオブジェクトにさらにボリュームを持たせ、盛り上がった表面を

作成します。3D刺しゅうも併せてご覧ください。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Quilted+embroidery


 ステッチタイプ 
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ターンするサテン 

 

デジタイズ > ブロックをデジタイズを使用し、ターンステッチで幅の異なる形状を

デジタイズします。 

 

ブロックをデジタイズツールはサテンで幅が変化するターンする

埋め縫いを作成します。 

 

 コラムの両サイドに交互に基準点をマークしながらコラムを

デジタイズします。コーナーポイントには左クリック、カー

ブポイントには右クリックを使用します。 

 対となるコントロールポイントは、同じタイプのものでなく

ても構いません。例えば一方がコーナーポイントで、他方が

カーブというように作成できます。 

 

 

 基準点を間違って配置した場合は<Backspace>を押して、最後の基準点を削除します。

新しく配置したポイントをすべて取り消すには<Esc>を押します。再度<Esc>を押しデ

ジタイズモードを終了します。 

 デジタイズが終了したら、以下のいずれかを行います。 

o <Enter>キーを押して最後のステッチを維持し、終了点を最後にデジタイズし

た基準点上に置きます。 

o <Spacebar>を押して最後のステッチを省き、終了点をコラムの反対側に置きま

す。 



 ステッチタイプ 
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カリグラフィー風のターニングサテン 

 

デジタイズ > 開いた線をデジタイズを使用し、デジタイズした線に沿ってラン

ニングステッチを作成します。コーナーポイントには左クリック、カーブポイン

トには右クリックを使用します。 

 

オブジェクトプロパティ> ライン> サテンを使用し、幅が一定の太めのボーダ

ーや列を作成します。 

 

サテンラインにはカリグラフィー設定があり、ペン先のあるペンで書いたような角度を特

定することができます。一般的にこの設定は開いた線をデジタイズと共に使用しますが、

閉じた形状をデジタイズでラインを選択して使用することもできます。 

 

フリーハンドツールと共に使用すれば、さらにユニークなカリグラフィ効果を生み

出すことができます。フリーハンドをご覧ください。 

タタミ埋め縫い 

タタミ埋め縫いステッチはランニングステッチの列から成り、大きく不規則な形状を埋め

るのに適しています。ステッチの列は形状を交互に前進後進して配置されます。このステ

ッチラインは平行にもわずかにターンさせることもできます。各列のステッチは割れた線

ができないようオフセットします。タタミ埋め縫いオブジェクトのステッチ密度はパター

ン、ステッチ間隔、長さを調整することにより制御することができます。 

 

 



 ステッチタイプ 
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タタミ埋め縫いを適用する 

 

オブジェクトプロパティ> 埋め縫い> タタミを使用し、均一でしっかりとしたス

テッチで大きく不規則な形状に埋め縫いステッチを作成します。 

 

デジタイズ > 閉じた形状をデジタイズを使用し、アウトラインまたは埋め縫い

ステッチで閉じた形状を作成します。コーナーポイントには左クリック、カーブ

ポイントには右クリックを使用します。 

 

タタミ埋め縫いをプリセットするには、オブジェクトを選択していない状態でオブジェク

トプロパティを開きます。設定を編集するには、タタミ埋め縫いオブジェクトを選択しま

す。オブジェクトプロパティ>埋め縫いタブを開きます。タタミを選択し、ギャラリーから

適切なパターンを選択します。閉じたラインのデジタイズツールのいずれかを選択しま

す。 

 

針によりタタミパターンが形成されます。初期設定のパターン(No.1)はマットのような均

一に平らで滑らかなテクスチャのパターンです。これ以外にもたくさんのパターンが用意

されているのでいろいろと試してみましょう。 

 

通常は初期設定のサイズと間隔でよい結果を出すことができますが、ステッチ角度を変更

してみるのもよいでしょう。 



 ステッチタイプ 
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タタミ埋め縫いの密度 

タタミ埋め縫いの密度は横列の間隔で決定します。間隔設定は 2列間の距離を指します。

密度を増加するには、小さな数値を入力します。更に開いた埋め縫いを作成するには、大

きな値を入力します。 

 

タタミ埋め縫いのステッチの長さは、形状の端の方に小さなステッチが作成されないよう

多少変化していきます。長さを増加すると緩めでより艶のある外観になります。 

 

ふち移動設定は間隔が 0.9mm以上になった場合に自動的にアクティブになります。

これは下層にあるトラベルランニングを形状の縁に押しやり、開いたステッチから

透けて見えてしまうのを防ぎます。グラデーション効果も併せてご覧ください。 



 ステッチタイプ 
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浮き出し模様埋め縫い 

浮き出し模様埋め縫いは目の詰まった装飾的なパターンで幅が広く大きな範囲を埋めま

す。このパターンはグリッドに沿って繰り返されます。グリッド設定を変更して様々なバ

リエーションを作ることができます。 

 

浮き出し模様埋め縫いを適用 

 

オブジェクトプロパティ> 埋め縫い> 浮き出し模様を使用し、密なステッチの外

観を持つ装飾的な埋め縫いを作成します。パターンライブラリから選択します。 

 

デジタイズ > 閉じた形状をデジタイズを使用し、アウトラインまたは埋め縫い

ステッチで閉じた形状を作成します。コーナーポイントには左クリック、カーブ

ポイントには右クリックを使用します。 

 

浮き出し模様埋め縫いをプリセットするには、オブジェクトを選択していない状態でオブ

ジェクトプロパティドッカーを開きます。閉じたラインのデジタイズツールのいずれかを

選択します。既存のオブジェクトを編集するにはダブルクリックします。オブジェクトプ

ロパティ> 埋め縫いタブを開きます。浮き出し模様埋め縫いを選択し、パターンを選択し

ます。 

 



 ステッチタイプ 
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浮き出し模様埋め縫い設定 

浮き出し模様埋め縫い設定は、オブジェクトプロパティドッカーからも画面上でも制御す

ることができます。ドッカーではモチーフフィルと同じようにパターンのサイズ、間隔、

方向を設定することができます。またステッチ間隔はステッチ設定で制御できます。 

 

パターンのサイズ 

パターンのサイズを変更して見かけの異なるパターンを作成することができます。サイズ

設定はパターン間の間隔には影響しません。 

 

パターンの間隔 

間隔の設定はパターン間の距離を決定します。横方向(X)と縦方向(Y)間隔は別々に設定で

きます。間隔フィールドはパターンのサイズには影響しません。 

 



 ステッチタイプ 
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パターンの方向 

パターンの方向を変えて異なる効果を作成することができます。角度フィールドを調整し

変更できます。 

 

パターンのレイアウト 

パターンのレイアウトはオブジェクトプロパティから、または画面上で行うことができま

す。「ガイドモチーフ」を使用してパターン全体を拡大/縮小、間隔調整、変形、オフセッ

トし、パターンのレイアウトを行います。 

 

レイアウトをクリックします。サンプルとガイドパターンがデザインウィンドウに表示さ

れます。ガイドパターンは青色（3つ）、サンプルパターンは黄色で表示されます。各ガ

イドパターンはそれぞれ異なるレイアウト項目を変更します。 

 左側のガイドパターンで移動、回転、傾斜します。回転ハンドルにアクセスするには 2

回クリックします。 

 

 上部のガイドパターンで横列の間隔とオフセットを変更します。 

 右側のガイドパターンでコラムの間隔を変更します。 



 ステッチタイプ 
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 すべてのガイドパターンはサイズハンドルをドラッグすることでパターンの大きさを

調整することができます。 

 <Enter>を押して変更を確定します。埋め縫い内のすべてのパターンが変更します。 

 ズームインして選択したガイドを調整し、希望の効果を作成します。 

グリッドの方向 

 

選択 > オブジェクト変形を使用し、オブジェクトのアウトライン、ステッチ角

度、スタートとエンド点やカーブラインなどを調整します。 

 

オブジェクト編集 / デジタイズ > ステッチ角度を追加を使用し、選択した閉じ

たオブジェクト（中抜きあり/なし）にステッチ角度を追加します。 

 

パターンの方向はステッチ角度を調整して行うこともできます。 

 

この機能は複数のステッチ角度と組み合わせると効果を発揮します。グリッドはオブジェ

クト内で定義したステッチ角度に合わせるよう調整されます。 

 

浮き出し模様埋め縫いはターンするステッチのあるオブジェクトに適用すると 3D のような

効果を生み、浮き出し模様だけでは達成できないパターン効果を作成することができま

す。 

 



 ステッチタイプ 
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作業しているオブジェクトにターンするステッチが含まれていない場合、ステッチ角度を

追加ツールで加えることができます。ステッチ角度も併せてご覧ください。 

 

浮き出し模様埋め縫い&フローティング効果 

浮き出し模様埋め縫いは効果タブで放射状埋め縫いまたはフローティング効果と組み合わ

せるができ、デジタイズしたガイドラインの周りにパターンを作成することができます。

カーブした埋め縫いも併せてご覧ください。 

 

モチーフステッチ 

モチーフステッチはラインまたは埋め縫いに使用します。リストからパターンを選択し、

装飾的なアウトラインを作成することができます。回転角度、方向、サイズ、パターン間

の間隔は変更することができます。モチーフは平行の列に繰り返され、埋め縫いを形成し

ます。 

 

 



 ステッチタイプ 
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モチーフパターンを選択する 

 

オブジェクトプロパティ> ライン> モチーフを使用し、装飾的なボーダーを作成

します。パターンライブラリから選択します。 

 

オブジェクトプロパティ> 埋め縫い> モチーフを使用し、装飾的な開いた埋め

縫いステッチを作成します。 モチーフライブラリから選択します。 

 

モチーフラインまたは埋め縫

いのどちらをデジタイズして

も、同じパターンギャラリー

にアクセスします。ドロップ

リストからライブラリを選択

します。パターンギャラリー

はドッカーから引き剥がし、

デザインウィンドウに浮いた

状態にしておくことができま

す。モチーフはいつでも変更

できます。モチーフとモチー

フライブラリは自分オリジナ

ルのものを定義することもで

きます。モチーフスタンプも併せてご覧ください。 

モチーフランニング 

 

オブジェクトプロパティ> ライン> モチーフを使用し、装飾的なボーダーを作成

します。 パターンライブラリから選択します。 

 

デジタイズ > 開いた線をデジタイズを使用し、デジタイズした線に沿ってラン

ニングステッチを作成します。コーナーポイントには左クリック、カーブポイン

トには右クリックを使用します。 

 

モチーフランニングを「開いた線をデジタイズ」などのデジタイズツールと使用します。

普通のランニングをデジタイズするのと同じ要領でモチーフラインをデジタイズします。

コーナーポイントには左クリック、カーブポイントには右クリックでデジタイズします。 

 

<Enter>を押して完了します。 

 モチーフの原寸と方向を使用するには<Enter>を押します。 

 モチーフのサイズを変更するには、希望のサイズになるまでポインタを動かし、クリ

ックしてから<Enter>を押します。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Embroidery+stamps


 ステッチタイプ 
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モチーフのサイズ変更&間隔 

モチーフランニングのモチーフのサイズと間隔はデジタイズ前/後でも、オブジェクトプロ

パティドッカーから特定することができます。 

 

モチーフランニングの各モチーフのサイズは幅と高さ設定を調整して変更することができ

ます。 間隔フィールドに各モチーフ間の距離を入力します。 モチーフがデジタイズした

ラインにぴったりフィットしない場合、間隔は自動的に調整されます。 

 

モチーフラインニングを変形する 

 

選択 > オブジェクト変形を使用し、オブジェクトのアウトライン、ステッチ角度、

スタートとエンド点やカーブラインなどを調整します。 

 

モチーフランニングはレタリング

オブジェクトを変形するのと同じ

要領で変形することができます。 

モチーフランニングオブジェクト

を選択し、オブジェクト変形アイ

コンをクリックします。 

 

コントロールポイントを使用し、

アウトラインとモチーフの間隔を

調整します。 

 サイズハンドルをドラッグし、オブジェクトを比例的に拡大/縮小します。 

 右/左クリックで変形ノードを追加します。 

 個々のモチーフをクリック＆ドラッグし、間隔を調整します。 

 変形ノードを選択し、<Spacebar>を押してコーナーポイントとカーブポイントを切り

替えます。 



 ステッチタイプ 
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モチーフフィル 

 

オブジェクトプロパティ> 埋め縫い> モチーフを使用し、装飾的な開いた埋め縫

いステッチを作成します。モチーフライブラリから選択します。 

 

デジタイズ > 閉じた形状をデジタイズを使用し、アウトラインまたは埋め縫い

ステッチで閉じた形状を作成します。コーナーポイントには左クリック、カーブ

ポイントには右クリックを使用します。 

 

モチーフフィルを閉じた形状をデジタイズツールと使用します。タタミ埋め縫いをデジタ

イズするのと同じ方法でコーナーポイントには左クリック、カーブポイントには右クリッ

クします。またモチーフフィルは既存の閉じたオブジェクトに適用することもできます。

ステッチ角度はレイアウトには影響しません。 

 

開始/終了ポイントを入力する現在の設定に基づいてモチーフフィルステッチが生成されま

す。モチーフの変更はオブジェクトプロパティドッカーからいつでも行うことができま

す。 

 

 

ブラックワークという名称は黒の絹糸が使用される刺しゅうに由来しています。特

殊なブラックワーク埋め縫いパターンセットを使用して、ユニークな渦巻き形や幾

何学的なパターンを作成できます。 

 



 ステッチタイプ 
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モチーフパターン設定を調整する 

モチーフフィルのサイズと間隔はモチーフランニングと同じ要領で調整することができま

す。パターンサイズも同様に調整できます。間隔は各繰り返しパターン間の距離を指しま

すが、モチーフフィルは縦列と横列両方の間隔を調整することができます。初期設定では

縦列の幅の間隔はパターンの幅、横列の高さ間隔はパターンの高さになります。 

 

縦列の幅と横列の高さの間隔以外にも、モチーフフィルは角度設定でフィル全体の方向を

特定することができます。 

 

また横列は他の列に対しオフセットすることができます。カーソルを設定フィールドの横

にあるイラストに重ねると説明を表示することができます。 

 



 ステッチタイプ 
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モチーフフィルをレイアウトする 

上記の設定はすべてレイアウト機能でインタラクティブに調整することができます。「ガ

イドモチーフ」を使用して画面上で直接モチーフフィル全体の拡大/縮小、間隔、変形、オ

フセットの調整を行うことができます。 

 

 

レイアウトボタンをクリックします。デザインウィンドウにサンプルモチーフとガイドモ

チーフが表示されます。ガイドモチーフは青色（3つ）、基準モチーフは黄色で表示され

ます。各ガイドモチーフはクリック＆ドラッグでレイアウト設定を変更できます。ガイド

モチーフを変更すると、それに従い基準モチーフがアップデートします。ズームインして

選択したガイドモチーフを調整し、希望の効果を作成します。 

 真ん中のガイドモチーフをクリックし、回転ハンドルをアクティブにします。ハンド

ルをドラッグしてモチーフを回転または傾けます。 

 上部のガイドモチーフをクリック＆ドラッグし、縦列の幅の間隔と横列のオフセット

を調整します。 

 脇のガイドモチーフで横列の高さの間隔を変更します。 

 すべてのガイドモチーフはモチーフの拡大/縮小や高さと幅設定を別々に変更できま

す。サイズハンドルをクリック＆ドラッグし、調整します。 

 <Enter>を押し確定するか、<Esc>でキャンセルします。 



 ステッチタイプ 
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ファンシーステッチ 

既定のモチーフギャラリー以外にも装飾的なモチーフフィルを使用することができます。

例えばブラックワークは黒の絹糸が使用される刺しゅうに由来しています。初期のデザイ

ンは角度のあるステッチが主流でしたが、最近のデザインは斜めのステッチが使用される

ようになりました。ブラックワークはいくつかのシンプルなステッチで複雑なデザインを

作り、ドレスやハンカチ、ナプキン、テーブルクロスなどの装飾に使用されます。 

 

キャンドルウィックは白地に白で刺しゅうする伝統的なテクニックで、通常白のリネンま

たは綿に太い綿糸で刺しゅうされます。今日では色を使うのが人気になっています。ステ

ッチは主にコロニアルノット、フレンチノット、ステムステッチが用いられます。キャン

ドルウィックはベッドカバー、枕、衣類に刺しゅうされます。キャンドルウィックアウト

ラインはボーダー飾りに使用されます。 

 

 



 ステッチタイプ 
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クロスステッチ 

クロスステッチは少ないステッチ数で大きな領

域を埋め込む技術で人気があります。クロスス

テッチはアップリケと組み合わされることもあ

ります。クロスステッチフィルはモチーフフィ

ルに似ていますが、生成が異なります。別々の

オブジェクトでも同じ生地の目数のクロスを使

用していればぴったりと並べることができます

。これはクロスステッチフィルはグリッド上に

生成され、オブジェクトごとに生成されるわけ

ではない為です。オブジェクトの境界線付近で

はクロスは断片的に生成され、ギャップが生じ

るのを防ぎます。クロスステッチフィルのトラ

ベルランニングは、ステッチに沿って下に生成

されます。ステッチの角度はパターンレイアウ

トに影響しません。 

 

 

オブジェクトプロパティ> 埋め縫い> クロスステッチを使用し、クロスの開いたパ

ターンフィルをデザイン全体のグリッドに合わせて生成します。 

 

設定を調整するには、オブジェクトをダブルクリックします。クロスステッチを選択しま

す。 

 



 ステッチタイプ 
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クロスステッチの設定： 

設定 目的 

クロスの密度 クロスのサイズではなく、クロスステッチ用生地の目数で特定したクロス

のサイズを設定します。同じステッチのサイズを使っていれば、別のオブ

ジェクトのクロスでも正確に並べることができます。 

刺しゅう糸 同じクロス上の糸の繰り返し数（2、4または 6）を設定し、厚みのあるク

ロスを作成します。 

ステッチ 

スタイル 

フルクロス(X)、斜めクロス、十字クロス(+)を選択します。同じステッチ

サイズが使用されている場合、ステッチスタイルはグリッドの整列に影響

はありません。 

糸方向 クロスの上部の糸がどの方向に向くかを設定します（斜めフルクロスは前

か後ろ、十字クロスは横または縦方向など）。 

クロスステッチは垂直または斜めになります。ステッチ角度はクロスステッチのグリッド

には影響しません。 

 

クロスステッチのグリッドは表示されませんが、背景グリッドをクロスのサイズに

設定して使用することができます。グリッド＆ガイドラインをご覧ください。 

スティプルラン埋め縫い 

スティプルとはボーダー内を不規則にうねるランニングステッチから成る装飾的な効果の

ある埋め縫いを作成する方法です。スティプルはシングルステッチ角度を持つ閉じた形状

のオブジェクトに適用することができます。ステッチ長とループの間隔を調整すること

で、スティプルオブジェクトの糸密度を制御できます。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Grids%2C+rulers%2C+and+guides


 ステッチタイプ 
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オブジェクトプロパティ> 埋め縫い> スティプルシングルランを使用し、うねるラ

ンニングステッチで埋め縫いを作成します。 

 

オブジェクトプロパティ> 埋め縫い> スティプルステムステッチを使用し、ステム

ステッチアウトラインで太めのスティプルランフィルを作成します。 

 

オブジェクトプロパティ> 埋め縫い> スティプルバックステッチを使用し、バック

ステッチアウトラインで太めのスティプルランの埋め縫いを作成します。 

 

スティプルフィルは長くてうねるランニングステッチから成っています。スティプルフィ

ルにはシングル、ステムステッチ、バックステッチの 3種類があります。適用方法は他の

埋め縫いタイプと同じです。 

 

スティプル値 

スティプル値パネルはスティプル効果を設定します。ループ間隔を調整し、詰まった/更に

開いたステッチを作成します。インセットを調整し、オブジェクトのアウトラインからの

マージンを設定します。 

 



 ステッチタイプ 
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ステッチの値 

ステッチ数値パネルでランニングステッチ設定を制御します。ステッチ長を調整し、滑ら

かまたは鋭いカーブを作成します。ランニング数はステッチのリピート数（例：1、3、5、

7、9など）を定義します。ステムステッチとバックステッチには更に細かな設定がありま

す。ラインステッチも併せてご覧ください。 

 

スティプルフィルを変形する 

 

選択 > オブジェクト変形を使用し、オブジェクトのアウトライン、ステッチ角度、

スタートとエンド点やカーブラインなどを調整します。 

 

スティプルフィルオブジェクトはランニングステッチで形成されていますが、その他のオ

ブジェクト同様に変形することができます。 

 



 ステッチ効果 

 

 

 

オブジェクトをデジタイズする 2016-06-29 32 

 

ステッチ効果 

当ソフトウェアでは等高線状埋め縫いステッ

チなどアーティスティックな効果を作成する

ことができます。 

デジタイズしたラインの等高線上に針落ちを

形付けてユニークなカーブ効果を作成します

。不揃いな縁や陰影効果、また毛皮のような

風合いやふわふわした感じの刺しゅうを製作

することができます。 

ステッチ間隔を狭めたり開いたりさせること

で、手作業では難しい陰影効果を作成するこ

とができます。下縫いのトラベルランニング

はオブジェクトの輪郭に沿って生成されるた

め、間隔の大きく開いたステッチでも透けて

見えることがありません。 

カーブした埋め縫い 

カーブしたステッチステッチは様々な方法で作成す

ることができます。等高線埋め縫いは形状の等高線

に従いカーブや陰影効果を作成します。波紋フィル

はステッチのパターンを中心点から放射状に広げて

作成します。フローティング効果は埋め縫いオブジ

ェクトに適用してデジタイズしたラインに沿って流

れるようなステッチ効果を作成します。放射状埋め

縫いはほとんどの埋め縫いステッチタイプで適用で

き、放射状のターンするステッチを生成します。 

 

 

 

 

 

等高線埋め縫い 

 

オブジェクトプロパティ> 埋め縫い> 等高線を使用し、オブジェクトの輪郭に沿

ってステッチを作成し、カーブした陰影効果を作成します。 

 

デジタイズ > 円 / 楕円を使用し、現在のステッチ設定で円形を素早くデジタイ

ズします。 

 

デジタイズ > ブロックをデジタイズを使用し、ターンステッチで幅の異なる形

状をデジタイズします。 



 ステッチ効果 
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等高線埋め縫いは曲線のステッチで埋め込むステッチタイプで、ステッチは形状の輪郭に

沿い、曲線で陰影効果を作成します。サテンやタタミステッチのような平らなステッチと

は対照的に、動きのあるステッチを形成します。円形やブロックをデジタイズツールと共

に使用できます。 

 

ステッチ長を調整し、滑らかまたは鋭いカーブを作成します。ステッチ間隔を調整し、詰

まった/更に開いたステッチを作成します。 

 

ステッチ角度はパターンのレイアウトにはあまり影響しませんが、円形オブジェクトの開

始点は影響します。 

 

 



 ステッチ効果 
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波紋フィル 

 

オブジェクトプロパティ> 埋め縫い> 波紋を使用し、埋め縫いオブジェクトの中

心から、らせん状のステッチを作成します。 

 

波紋フィルステッチは等高線埋め縫いのようなステッチで、一定のライン数と可変の間隔

で埋め縫いオブジェクトの中心から外に向って渦巻きを形成します。波紋フィルはどの埋

め縫いオブジェクトにも適用できます。ステッチの角度はパターンレイアウトに影響しま

せん。 

 

ステッチ間隔を調整し、詰まった/更に開いたステッチを作成します。滑らかまたは鋭いカ

ーブになるようステッチ長を調整します。 

 

波紋フィルステッチの中心はオブジェクト変形ツールで移動することができます。 

 

オブジェクトの中抜きは波紋が適用されると無視されますが、他のステッチタイプを適用

すると現れます。 



 ステッチ効果 
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フローティング効果 

フローティング効果はデジタイズしたガイドラインに沿って等高線状埋め縫いを作成しま

す。ステッチはラインに沿ってカーブしますが、均一の糸間隔と針落ちパターンが保たれ

ます。 

 

小さめのステッチ長（例：4.00mm以下）の方がよい結果が得られます。フローティング効

果は浮き出し模様やモチーフフィルなどのファンシーステッチと組み合わせて効果を強め

ることができます。 

 

オブジェクト変形ツールでカーブの形状を変形します。<Enter>を押して終了します。 



 ステッチ効果 
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フローティング効果はタタミパターンと同様に浮き出し模様やモチーフフィルに適用する

ことができます。 

 

放射状埋め縫い 

放射状埋め縫いはサテンやタタミステッチなどのステッチに放射状にターンするステッチ

を生成します。タタミパターンを使用すると効果にアクセントをつけることができます。

ステッチは縁の外側から中心に生成されます。 

 

放射状埋め縫いは円形、四角形、その他閉じた形状に適用することができます。オブジェ

クト変形ツールで効果を編集します。中抜きのサイズを変えるにはオブジェクトプロパテ

ィで設定するか、中心にある位置ハンドルで調整します。 



 ステッチ効果 
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波紋フィルとは異なり、放射状埋め縫いの中心は形状の外や中抜きの中に移動し、変わっ

た効果を作ることができます。またタタミパターンの種類によっても効果が異なります。

ファンシーフィルにも適用することができます。 

 

使用時のヒント 
パターンやステッチ設定、オブジェクト（サイズが特定の）の中には放射状埋め縫いに向

いていないものがあります。特に大きなオブジェクトは以下に習い、中心にステッチが集

中するのを防ぎましょう。 

 穴のサイズを大きくする。 

 中抜きのサイズを増加させる。オブジェクトの中心を既存の中抜きの中に移動する

か、オブジェクトの外側に移動する。 

 

 ぼかし効果を内側に追加する。ぼかし効果も併せてご覧ください。 

 ステッチ間隔を＋20％ほど増加する。 

 針落ちをオブジェクトの中心近くに追加するパターンは避ける。 

 小さなオブジェクトにはふちランニング下縫いを使用し、オブジェクトの中心辺りの

ステッチ数を減らす。ステッチを強化するも併せてご覧ください。 

 SUKまたは H/E刺しゅう針を使用する（お使いのミシンがこのタイプの針を使用できる

場合）。 



 ステッチ効果 
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 放射状埋め縫いはリング形状に使用すると最高の結果が得られる。リングのサイズは

外側の直径の約 20%が好ましい。 

放射状埋め縫いが適用されたオブジェクトのステッチ角度を直接編集することはできませ

んが、分解することにより編集が可能になります。 

3D ワープ 

カーブしたモチーフフィルは 3Dワープでも作成することができます。形状を凹凸にするの

に使用します。 

 

3Dワープで球体(内)を選択すると中心点周りのモチーフのサイズと間隔を増加させ、くぼ

んだ効果を出します。球体（外）では、モチーフのサイズと間隔が減少され突き出したよ

うな効果を出します。 

 

オブジェクト変形ツールで 3Dワープの形状をカスタマイズします。効果はオブジェクト全

体にもまたは埋め縫いの一部にも適用することができます。 

 



 ステッチ効果 
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オブジェクトを複製し、他の色を適用することでモチーフの層を作成することがで

きます。例えばサークル形状を埋めた後、2層目の形状を作成し、それをオフセット

して異なる色を適用します。その後モチーフフィル全体に球体(外)などの効果を適

用します。 

ぼかし効果 

 

オブジェクトプロパティ> 効果 > ぼかし効果を使用し、不揃いなギザギザ縁、陰

影効果、また毛皮のような風合いやふわふわした質感を作成します。 

 

ぼかし効果でオブジェクトに陰影効果を与えたり、毛皮や毛並みの風合いを作成できま

す。 

 

効果を適用するには基になるオブジェクトを選択し、希望の効果のアイコンをクリックし

ます。効果を削除ボタンをクリックし、効果を取り除きます。 

 

ぼかし具合スライダーで希望のぼかし具合を設定します。ぼかす側コントロールでぼかし

たい側を選択します。 



 ステッチ効果 
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効果はオブジェクトの片側/両側に適用することができます。 

 

グラデーション効果 

 

オブジェクトプロパティ> 効果 > グラデーション効果を使用し、遠近/陰影効果

を作成します。 

 

グラデーション効果は埋め込みのステッチ間

隔を徐々に大きく/小さくし、手作業で行うの

は難しいグラデーション効果を作成でき、オ

ブジェクトに様々なバリエーションと色の深

みを与えます。この効果はタタミ埋め縫いで

使用すると最高の結果を得ることができます

。効果を使用すると自動間隔とフラクション

スペース等の設定は無視されますが、その他

のステッチ効果は適用されます。 

 



 ステッチ効果 
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グラデーション効果を作成する 

グラデーション効果はタタミやサテンオブジェクトの適用することができます。プリセッ

トプロファイルの中から一つ選択します。 

 

ふち移動を適用するとトラベルランニングはオブジェクトの輪郭に沿って生成されるので

、間隔の開いたステッチからでも見えなくするようにできます。グラデーション効果も開

いたステッチを作成するので、自動下縫いなしだとよい結果が得られます。 

 

グラデーション効果以外にも、カラーブレンドはオブジェクトにユニークな遠近効

果と陰影効果を与えることができます。詰まった埋め縫いと開いた埋め縫いをミッ

クスさせることにより 2色がスムーズに合成されます。カラーブレンドも併せてご

覧ください。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Color+blends


 ステッチ効果 
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グラデーション効果の角度 

 

選択 > オブジェクト変形を使用し、オブジェクトのアウトライン、ステッチ角度、

スタートとエンド点やカーブラインなどを調整します。 

 

オブジェクト変形ツールでグラデーション効果の角度を調整します。 

 

グラデーション効果の間隔 

グラデーション効果パネルで最大間隔と最小間隔の値を調整します。 

 

ふち移動とグラデーション効果はフローティング効果と組み合わせてカーブしたカ

ラーブレンドを作成することができます。カーブした埋め縫いも併せてご覧くださ

い。 



 入力方法 
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入力方法 

デザインは基礎となる形状の「刺しゅう

オブジェクト」で組み立てていきます。

刺しゅうオブジェクトは色、サイズ、位

置などの一般プロパティを持っています

。また刺しゅうオブジェクト独特のステ

ッチタイプや糸間隔といったプロパティ

も含んでいます。プロパティはデジタイ

ズ時に定義されますが、これはいつでも

変更ができます。刺しゅうオブジェクト

で最も重要なプロパティはステッチタイ

プです。オブジェクトによって適するス

テッチタイプは異なります。 

画面上で刺しゅうオブジェクトを作成し

ていくことを「デジタイズ」と呼びます

。刺しゅうデジタイズツールはドロー系

ツールと似ていますが、ベクターオブジェクトでなく刺しゅうオブジェクトを生成すると

いった点で異なります。 

形状をデジタイズする 

 

デジタイズ > 開いた線をデジタイズを使用し、デジタイズした線に沿ってランニ

ングステッチを作成します。 コーナーポイントには左クリック、カーブポイント

には右クリックを使用します。 

 

デジタイズ > 閉じた形状をデジタイズを使用し、アウトラインまたは埋め縫いス

テッチで閉じた形状を作成します。 コーナーポイントには左クリック、カーブポ

イントには右クリックを使用します。 

 
コンテキスト > ラインを使用し、現在のラインステッチタイプで閉じた形状の

輪郭を描きます。 

 
コンテキスト > 埋め縫いを使用し、現在の埋め縫いステッチタイプで閉じた形

状を埋めます。 

 

使用するデジタイズツールは形の異なる形状やどのデザイン項目（埋め縫い、アウトライ

ン、細部など）をデジタイズするかにより異なります。 形状には開いたものや閉じたもの

があり、閉じている場合はステッチは埋め縫いまたはアウトラインで構成されます。ツー

ルを選択するとステッチタイプが使用可能になり、コンテキストツールバーが変化します

。これは基本的にはすべてのデジタイズツールにおいて同様です。 

一般的なルール： 

 自分でデジタイズする場合、通常イメージをインポートしデジタイズの下絵として使

用します。イメージをインポートするも併せてご覧ください。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Import+images


 入力方法 
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 デジタイズツールボックスからデジタイズツールを選択します（開いた線または閉じ

た形状）。 

 オブジェクトプロパティドッカーからステッチタイプを選択します。これは後でいつ

でも変更することができます。 

 

 重要：コンテキストツールバーで「埋め縫い」または「ライン」を選択します。これ

はオブジェクトを埋め縫いまたはアウトラインのどちらでデジタイズするかを決定し

ます。 

 左/右クリックで基準点をマークして輪郭を作成します。左クリックでカーブポイン

ト、右クリックでコーナーポイントを作成します。 

 



 入力方法 
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標準 > 元に戻すを使用し、一つ前の動作を元に戻します。 

 

標準 > やり直すを使用し、最後に行った｢元に戻す｣動作をやり直します。 

 

 ステータスバーには指示が表示されるので、デジタイズの助けになります。 

 

 基準点を間違って配置した場合は<Backspace>を押して、最後の基準点を削除します。

または標準ツールバーの元に戻す/やり直すツールを使用します。 

 コーナーポイントをカーブポイントに変更したい場合（またはその逆）は、ポイント

選択し<Spacebar>を押します。 

 新しく配置したポイントをすべて取り消すには<Esc>を押します。再度<Esc>を押しデ

ジタイズモードを終了します。 

 ラインを 15度ごとに固定するには、<Ctrl>を押しながらデジタイズします。 

 <Enter>を押しラインのデジタイズを終了します。 

 オートスクロールを活用すると、デジタイズ中にデザインウィンドウ内が自動的にス

クロールできます。 

 <Alt>キーを押し下げている間はオートスクロールを一時的に解除できます。 

 <Ctrl + Shift + A>キーの組み合わせでオートスクロールのオン/オフを切り替えるこ

とができます。 

 設定を変更するにはオブジェクトをダブルクリックし、オブジェクトプロパティドッ

カーを開きます。ラインまたは埋め縫いタイプはドッカーで変更します。 



 入力方法 
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コントロールポイント 

デジタイズした基準点はオブジェクトのコントロールポイントになります。これはオブジ

ェクトのタイプにより多少ことなりますが、ほとんどのコントロールポイントは追加、削

除、移動が可能で、コーナーポイントとカーブポイントは<Spacebar>を押して切り替える

ことができます。開始点や終了点などのコントロールポイントは削除できませんが移動す

ることができます。 

 

 

開始点 

 

終了点 

 

コーナー変形ノード 

 

カーブ変形ノード 

 

コントロールハンドル 

 

ステッチ角度 

ライン 

 

デジタイズ > 開いた線をデジタイズを使用し、デジタイズした線に沿ってランニン

グステッチを作成します。 コーナーポイントには左クリック、カーブポイントには

右クリックを使用します。 

 

デジタイズ > 閉じた形状をデジタイズを使用し、アウトラインまたは埋め縫いステ

ッチで閉じた形状を作成します。コーナーポイントには左クリック、カーブポイン

トには右クリックを使用します。 

 

当ソフトウェアには様々な太さやスタイルのアウトラインを

作成するツールが装備されています。アウトラインは開いた

ものでも閉じたものでもデジタイズすることができます。通

常ラインは形状にボーダー、アウトライン、詳細を加えるの

に使用します。ラインステッチも併せてご覧ください。 

 



 入力方法 
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平行な埋め縫い 

 

デジタイズ > 閉じた形状をデジタイズを使用し、アウトラインまたは埋め縫いステ

ッチで閉じた形状を作成します。コーナーポイントには左クリック、カーブポイン

トには右クリックを使用します。 

 

閉じた形状ツールは通常固定の角度を持つ大きな

複合形状をデジタイズするのに使用します。ほと

んどの形状はこのツールでデジタイズすることが

できます。ランニングラインをデジタイズするの

と同じ方法で輪郭をデジタイズします。ステータ

スバーの指示はデジタイズを行うガイドになりま

す。基準点を間違ってマークした場合は

<Backspace>を押して最後の基準点を削除し、デ

ジタイズを続けます。 

 

 

 

ターンする埋め縫い 

 

デジタイズ > ブロックをデジタイズを使用し、ターンステッチで幅の異なる形状を

デジタイズします。 

 

ブロックをデジタイズツールを使用し、幅が変化するコラムをターンするステッチでデジ

タイズします。このツールはコラムの両端に基準点を交互にマークして形状を作ります。

コーナーポイントには左クリック、カーブポイントには右クリックを使用します。アウト

ラインが変化するところやステッチ角度が変化するところでは、一対の基準点をマークし

ます。 

 

ヒント： 

 対となるコントロールポイントは、同じタイプのものでなくても構いません。例えば

一方がコーナーポイントで、他方がカーブというように作成できます。 

 基準点を間違ってマークした場合は<Backspace>を押して最後の基準点を削除し、デジ

タイズを続けます。 



 入力方法 
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 <Enter>キーを押して最後のステッチを維持し、終了点を最後にデジタイズした基準点

上に置きます。 

 <Spacebar>を押して最後のステッチを省き、終了点をコラムの反対側に置きます。 

 2つのコラムを繋ぎ合わせる場合、最初のコラムの最終ステッチを取り除き、終了点が

次のコラムの開始点と近くなるようにします。 

円形 & 四角形 

 

デジタイズ > 四角形 / 正方形を使用し、現在のステッチ設定で四角形を素早くデ

ジタイズします。 

 

デジタイズ > 円 / 楕円を使用し、現在のステッチ設定で円形を素早くデジタイズ

します。 

 

円形、楕円形、四角形や三角形はクリックを数回するだけでデジタイズすることができま

す。楕円形は円形ツールで基準点を 3つマークすることで作成できます。<Enter>を押しオ

ブジェクトを完成させます。完璧な円を作るには<Enter>を 2回押します。よく分からない

場合はステータスバーの指示を確認してみましょう。 

 

どの埋め縫いステッチタイプも使用することができます。 

 



 入力方法 
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ランニング&埋め縫いを切り替える 

 

デジタイズ > 閉じた形状をデジタイズを使用し、アウトラインまたは埋め縫いス

テッチで閉じた形状を作成します。コーナーポイントには左クリック、カーブポ

イントには右クリックを使用します。 

 

デジタイズ > ブロックをデジタイズを使用し、ターンステッチで幅の異なる形

状をデジタイズします。 

 

デジタイズ > 開いた線をデジタイズを使用し、デジタイズした線に沿ってラン

ニングステッチを作成します。コーナーポイントには左クリック、カーブポイン

トには右クリックを使用します。 

 

<Spacebar>を押す事で、閉じた埋め縫いと開

いたラインツールを素早く切り替えることが

できます。これは同じ色の閉じた形状の間に

トラベルランニングを作成する時に便利です

。このショートカットキーはブロックをデジ

タイズと開いた線を切り替えるのにも使用で

きます。 

 

接合方法 

閉じたオブジェクトをデジタイズすると、最

近のポイント機能が自動的に接続ポイントを

算出します。 

 

この機能はソフトウェア設定メニューの刺しゅう設定 > デザインタブでオン/オフにする

ことができます。機能がオフの場合、新しくデジタイズしたオブジェクトは「デジタイズ

されたように」方法で接合されます。この方法だとデジタイズ時に自分で開始点と終了点

を決定しなくてはいけません。 



 入力方法 
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開始点と終了点は刺しゅうを行う前にチェックしましょう。オブジェクトを調整す

るも併せてご覧ください。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Reshape+objects
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Reshape+objects


 フリーハンド 
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フリーハンド 

フリーハンド刺しゅう機能は、従来の

デジタイズ方法では困難だった手描き

のような外観のデザインを作成するこ

とができ、ミシンでデザインをスケッ

チしたかのような刺しゅうに仕上げる

ことができます。画面上で描いたとお

りに、針が生地上に刺しゅうを描きま

す。フリーハンド刺しゅうツールは、

マウスや WACOMで操作することができ

ます。 

 

フリーハンドで形状を作成する 

 

デジタイズ > フリーハンド（開いたライン）を使用し、現在のステッチ設定で手書

きのような開いたラインをクリック&ドラッグで描きます。 

 

デジタイズ > フリーハンド（閉じた形状）を使用し、現在のステッチ設定で手書き

のような閉じた形状を描きます。 

 

他のデジタイズツール同様に、フリーハンドツールは使用可能なステッチタイプと共に使

用します。このツールは画面上で直接オブジェクトを描き使用します。このツールで生地

を動かながら施す刺しゅうや絵画のような効果を生み出すことができます。 

 フリーハンド（開いたライン）をクリック&ドラッグし、流れるようなラインを作成し

ます。ほとんどのラインステッチタイプを使用することができます。 

 

 フリーハンド（閉じた形状）をクリック&ドラッグで閉じた形状を作成します。ほとん

どの埋め縫いステッチタイプを使用することができます。 



 フリーハンド 
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 ラインの一部をを消去したい場合は<Shift>キーを押し下げてラインを逆方向にドラッ

グするか、<Backspace>を押しコントロールポイントを削除します。 

 マウスを離して操作を終了します。または<Esc>を押し、オブジェクトの入力をキャン

セルします。 

フリーハンドのテクニック 

フリーハンドは写真や細かい線のある絵などをなぞるのに便利です。例えば写真をトレー

スして刺しゅうにしたい場合に使用します。このテクニックには CorelDRAW®の折れ線ツー

ルのようなコーナーにおける正確さとコントロールが要求されます。 

鉛筆や木炭スケッチのようなデザインは、素早くデジタイズすることができます。イメー

ジの詳細をなぞらずに「らくがき」のようなドローイング効果を作成し、クリップアート

や装飾的なテキストに追加したりすることもできます。 

ラインの滑らかさを調整する 

フリーハンド刺しゅうツールの特殊なカーソルは、ツールを使用する際の間隔のガイドと

して使用します。必要に応じて同心円の数と間隔をコントロールできます。滑らかにする

コントロールで、フリーハンドラインの滑らかさを調整します。基のアウトラインの滑ら

かさにどれだけ近づけたいかを、パーセンテージで特定します。 

 

フリーハンドのカーソルガイドの表示を切り替えるには： 

 ガイドを表示を使用し、フリーハンドデジタイズカーソルをオン/オフにします。フリ

ーハンドで描く際に、初期設定ポインタよりもコントロールしやすくなります。 

 ガイドの内部サークルの半径でフリーハンドでデジタイズする際のガイドの中心のサ

ークルのサイズを定義します。 

 ガイドサークルの数でフリーハンドカーソルのサークルの数を設定します。内部サー

クルの半径が 2mmの場合、追加される各ガイドサークルは 2mmでオフセットされま

す。 



 フリーハンド 
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フリーハンド刺しゅうツールで生成されたコントロールポイントは、オブジェクト変形モ

ードで表示し、編集できます。 

  

滑らか調整あり 滑らか調整なし 

カリグラフィー風フリーハンド刺しゅう 

 

デジタイズ > フリーハンド（開いたライン）を使用し、現在のステッチ設定で

手書きのような開いたラインをクリック&ドラッグで描きます。 

 

オブジェクトプロパティ> ライン> サテンを使用し、幅が一定の太めのボーダ

ーや列を作成します。 

 

フリーハンドツールはサテンラインとカリグラフィー設定と共に使用して、手書きのカリ

グラフィー風効果を生むことができます。通常この設定はフリーハンド（開いたライン）

と使用しますが、ラインステッチを選択したフリーハンド（閉じた形状）にも適用するこ

とができます。 

 

これらのオプションを使えばデザインの可能性と創造性は無限に広がります。ペンタブレ

ットを使えば更に利便性を高めることもでき、刺しゅうのカリグラフィーを作成できま

す。 

 



 ステッチ角度 
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ステッチ角度 

ステッチ角度の調整は、作業しているオブジェクトのタ

イプにより異なります。埋め縫いオブジェクトのステッ

チ角度はオブジェクト全体に対して設定します。ステッ

チ角度を追加ツールで複数のステッチ角度を追加するこ

ともできます。またオブジェクト変形ツールでステッチ

角度を調整することができます。 

 

 

ステッチ角度を追加する 

 

オブジェクト編集 / デジタイズ > ステッチ角度を追加を使用し、選択した閉じ

たオブジェクト（中抜きあり/なし）にステッチ角度を追加します。 

 

オブジェクト編集 > ステッチ角度を削除を使用し、ターンステッチの閉じたオ

ブジェクトからステッチ角度を削除します。 

 

埋め縫いオブジェクトのステッチ角度は中抜きあり/なしにかかわらず、同じ方法で調整す

ることができます。ステッチ角度ツールで複数のステッチ角度を追加（または削除）する

ことができます。 

 ステッチ角度を追加するには、閉じた形状を選択します（ターンするステッチのあり

なしに関わらず）。 

 必要に応じてステッチ角度を削除ツールをクリックし、基準のステッチ角度だけに戻

ります。 

 

 ステッチ角度を追加アイコンをクリックします。指示に従いステッチ角度を入力しま

す。ステッチ角度はオブジェクト内の中抜きにオーバーラップすることができます。 

 



 ステッチ角度 
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ステッチ角度を調整する 

 

選択 > オブジェクト変形を使用し、オブジェクトのアウトライン、ステッチ角度、

スタートとエンド点やカーブラインなどを調整します。 

 

オブジェクト変形ツールで埋め縫いオブジェクトのステッチ角度を変更することができま

す。ステッチ角度を調整するには、埋め縫いオブジェクトを選択してオブジェクト変形ア

イコンを選択します。 

 ステッチ角度ノードを選択し、<Delete>を押してステッチ角度を削除します。 

 ステッチ角度ポイントにマウスのポイントを重ねると、選択したオブジェクトのステ

ッチ角度がツールチップに表示されます。 

 必要に応じてラインをクリック&ドラッグします。 

 

 <Enter>を押し変更を適用し、<Esc>を押して終了します。 

基準のステッチ角度もオブジェクトプロパティを介して調整することができます。 

 



 ステッチ角度 
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円形オブジェクト 

 

選択 > オブジェクト変形を使用し、オブジェクトのアウトライン、ステッチ角度、

スタートとエンド点やカーブラインなどを調整します。 

 

開始点を移動して、円形オブジェクトのステッチ角度を変更できます。 

 



 オブジェクトを途中に挿入する 
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オブジェクトを途中に挿入する 

オブジェクトを他のオブジェクトの刺しゅう順序の途中に挿入し、長い渡り糸が生成する

のを防ぎます。 

 

これは長い渡り糸が生成される繰り返されるモチーフを作成する際に特に便利です。図の

デザインを見てみましょう。 

 

オブジェクトの間に長い渡り糸があるのが分かります。もちろん渡り糸はオブジェクトに

「最近のポイントを適用(J)」を使用してよりよい刺しゅう順序にすることで改善できます

。 

 



 オブジェクトを途中に挿入する 
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しかし以下の方法を使えば、オブジェクトは刺しゅう順序の特定の位置に作成/挿入するこ

とができます。 

オブジェクトを他のオブジェクトの途中に挿入するには： 

 １つ目のオブジェクト内で、2つ目のオブジェクトを挿入したい位置まで針位置を移動

します。デザイン内を移動するをご覧ください。 

 

 2つ目のオブジェクトを挿入します（オブジェクトをデジタイズするか、オブジェクト

を切り取りその位置に貼り付ける）。 

2つ目のオブジェクトが 1つ目のオブジェクトの刺しゅう順序の途中に挿入されまし

た。2つ目のオブジェクトに必要な機能はすべて自動的に挿入されます。 

 必要に応じて他のオブジェクトも挿入します。 

 

 挿入したオブジェクトの渡り糸を確認するには、通常の表示にします。 

このようなオブジェクトの刺しゅう順序は、ステッチを再生成してもそのまま維持

されます。しかしこのようなオブジェクトを含むデザインの刺しゅう順序を変更し

た場合、オブジェクトは元の刺しゅう順序でステッチされます。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Traveling+through+designs


 中抜きを切り取る&埋める 

 

 

 

オブジェクトをデジタイズする 2016-06-29 59 

 

中抜きを切り取る&埋める 

当ソフトウェアにはオブジェクトに中抜き

を切り取りまたそれを埋めたり、重なりあ

ったステッチを削除するツールがあります

。これらのツールはステッチが重なり過ぎ

るのを防いだり、不必要なステッチ部分を

取り除いたり、基のオブジェクトにある中

抜きをベースに新しいオブジェクトを作成

するのに使用します。 

 

 

下側のステッチを取り除く 

 

オブジェクト編集 > オーバーラップ自動削除を使用し、オブジェクトやレタリング

の不必要な下層のステッチを取り除きます。 

 

オーバーラップ自動削除ツールを使用して、重なり合うオブジェクトの下側のステッチを

取り除きます。これによってステッチ数を減らすことができ、不必要なステッチが積み重

なるのを防げます。 

下側のステッチを取り除くには： 

 「カッター」（複数可）を選択します。 

 

 オーバーラップ自動削除ツールをクリックします。 

重なりあったステッチが削除されます。カッターと重なっている下側のオブジェクト

間のオーバーラップのマージンは、見栄えの悪いすき間ができないように自動的に計

算されます。 



 中抜きを切り取る&埋める 
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 オーバーラップのマージンはソフトウェア設定メニュー>刺しゅう設定> オーバーラッ

プタブで制御することができます。柔らかな生地はすき間を生じさせないようにさら

に多くのオーバーラップが必要になる場合があります。 

 

デザイン全体をカッターとして使用することができます（輪郭や細部、またはある

特定の幅に満たないオブジェクト以外）。 

 

 



 中抜きを切り取る&埋める 
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オブジェクトに中抜きをデジタイズする 

 

デジタイズ > 中抜きをデジタイズを使用し、選択したオブジェクトに中抜きを作

成します。 どの閉じたオブジェクトにも適用できます。 

 

デジタイズ > 中抜きを削除を使用し、選択オブジェクトから中抜きを削除しま

す。 

 

中抜きをデジタイズツールでオブジェクトに穴をあけます。不要な範囲を取り除いたり、

または効果を作成するのに使用します。 

オブジェクトに中抜きをデジタイズするには： 

 穴をあけたい閉じたオブジェクトを選択します。 

 

 中抜きをデジタイズツールを選択し、中抜きの形をデジタイズします。 

 <Enter>を 2回押し、デジタイズした部分のステッチを削除します。 

 中抜きを削除ツールで中抜きのあるオブジェクトを元に戻します。 

オブジェクトで中抜きを埋め込む 

 

デジタイズ > 中抜き部分の埋め縫いを使用し、現在のステッチタイプで選択オブジ

ェクトの中抜き部分を埋めます。オーバーラップは自動的に計算されます。 

 

中抜き部分の埋め縫い機能は中抜きをデジタイズと逆に閉じたオブジェクトにある中抜き

を基に新しいオブジェクトを作成します。 

 ソースとなるオブジェクトを選択します。 

 

 ツールをクリックします。重なり部分のマージンを入力するよう指示があります。 



 中抜きを切り取る&埋める 
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 通常重なり部分はオブジェクト間にすき間があかないようにする為に設定しますが、

下のイメージのように効果の為にわざとすき間をあかせることもできます。 

 

 中抜きをぴったり埋めるには、0.00の値を入力します。 

 中抜きと基のオブジェクトを重ねるには、プラスのオフセットを入力します（例：

1.00）。オブジェクトに中抜きを重ねると隙間が見えなくなります。 

 オリジナルのオブジェクトと中抜きの間に隙間を残すには、マイナスのオフセットを

入力します（例：-1.00）。 

 中抜きは基のオブジェクトと同じ設定（埋め縫い設定、ステッチ角度、ステッチ効

果、糸色）の閉じたオブジェクトに変換されます。必要に応じて編集します。 

 オーバーラップのマージンはソフトウェア設定メニュー>刺しゅう設定> オーバーラッ

プタブで制御することができます。柔らかな生地はすき間を生じさせないようにさら

に多くのオーバーラップが必要になる場合があります。 

 



 ステッチを強化する 
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ステッチを強化する 

刺しゅうの見栄えや質は、上縫いの土台の役目を果たす下縫いに大いに左右されます。下

縫いが無いと刺しゅうが生地の上に平たく縫われることになり、生地が透けて見えてしま

うことがよくあります。このような場合、経験の浅いユーザーは上縫いのステッチ密度を

上げがちですが、自動下縫いを適用したほうがはるかに効果的です。ステッチ数を増やす

ことにはなりますが下縫いを使うと生地が安定し、特に大きいサイズのデザインではしわ

や縮みを減らす効果があります。また下縫いは上縫いを押し上げる効果があり、柔らかい

生地にステッチが沈み込んでしまうのを防ぎます。また下縫いはけばのある生地を落ち着

かせる効果もあります。 

 

自動下縫い 

 
コンテキスト > 下縫いを使用し、新規または選択オブジェクトに自動下縫いを適用

/削除するのに使用します。 

 

下縫いツールはボタンの切り替えにより新規/選択オブジェクトに自動的に下縫いを適用し

ます。 

 

下縫いの基本のステッチタイプ（中心ラインランニング、ジグザグ、ふちランニング、タ

タミ）に加え、ダブルジグザグ、中心ラインランニング+ジグザグなど下縫いを組み合わせ

ることができます。これにより 2重の下縫いを適用することができます。 

下縫い タイプ 目的 

 

中心ライン

ランニング

下縫い 

細いコラム（例：2-3mmの幅）を安定させる

のに使用します。タタミ埋め縫いオブジェク

トと中心ラインランニングは一緒に使用でき

ません。 



 ステッチを強化する 
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下縫い タイプ 目的 

 

ふちランニ

ング下縫い 

文字などやや大きめの形状を安定させるのに

使用します。 

 

ジグザグ下

縫い 

ジグザグ下縫いを使用し、幅広のコラムをサ

ポートします。ジグザグ下縫いのステッチ長

プロパティを設定することができます。ステ

ッチ長はそれぞれのジグザグステッチの長さ

を意味します。 

 

タタミ下縫

い 

タタミ下縫いは大きな埋め込み形状を安定さ

せるのに使用します。開いたタタミ埋め縫い

ステッチに似ていて、ステッチはオブジェク

トを横切って渡されます。 

 

下縫い設定 

 

コンテキスト > 下縫いを使用し、新規または選択オブジェクトに自動下縫いを適用

/削除するのに使用します。 

 

下縫いの設定は生地やレタリングの外観/サイズに合わせて数値を調整することができます

。ニットやピケなど伸縮性のある生地や大きな埋め縫い部分は、通常小さな部分や皮など

の硬めの素材よりもしっかりとした下縫いが必要です。デザイン全体のステッチにより盛

り上がりを持たせたい場合には、タタミ下縫いがよいでしょう。ニットにはふちランニン

グが最も適しています。下縫いを変更するには、埋め縫いオブジェクトを選択しダブルク

リックします。ステッチタブで下縫い設定を開きます。下縫いチェックボックスにチェッ

クを入れ、ドロップリストから下縫いを選択します。 

 

下縫いステッチは上縫いステッチの設定に似ていますが、初期設定のステッチ間隔はより

開いています。 



 ステッチを強化する 
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ステッチ長:2.0mm 

 

ステッチ長:4.0mm 

縮み補正 

 
コンテキスト > 下縫いを使用し、新規または選択オブジェクトに自動下縫いを適用

/削除するのに使用します。 

 

ステッチは針が落ちる所で生地を内側に引っ張り込む作用を起こす傾向があります。これ

によって布が縮み、刺しゅうに割れ目ができてしまうことがあります。熟練のユーザーは

デジタイズしている最中にオブジェクト同士が余分に重なるように調整し、自分で縮みを

補正することができます。自動縮み補正は埋め込み形状の針落ちするアウトラインの両側

をはみ出して刺しゅうすることにより、縮みに対抗します。 

 

自動生地は縮み補正の量を自動的に計算しますが、オブジェクトプロパティドッカーで自

分で値を調整することもできます。これは生地の伸縮性によって自動生地設定を変えたい

時に便利です。 

下縫いの他に刺しゅう時に刺しゅう用芯地やトッピングを使用することにより、布

地の伸縮によるデザインの歪みを減少させることもできます。 

 



 ステッチを強化する 
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アウトラインを強調する 

 
デジタイズ > バックトラックを使用し、基のステッチと逆方向のステッチを施しア

ウトラインを補強します。 通常開いた形状に使用します。 

 

 

デジタイズ > リピートを使用し、アウトラインを同じ方向に複製します。通常閉じ

た形状に使用します。 

 

ステッチの方向を特定し、バックトラックとリピートを使用してアウトラインを強調する

ことができます。バックトラックは元のステッチと逆方向にステッチを施します。これは

通常ランニングステッチのアウトラインを太くするために使用され、不必要な渡り糸は作

成されません。リピートはステッチの基準となる方向に 2重にステッチを生成し、通常は

閉じられた形状に使用されます。開いた形状で作業してる場合、渡り糸はオブジェクトの

終了点から開始点に挿入されるので糸きりが必要になります。 

アウトラインを強調するには： 

 アウトラインを強調したいオブジェクト(複数可)を選択します。これらのツールばシ

ングルランニング、トリプルランニング、サテンラインを選択した際にオンになりま

す。 

 選択オブジェクトが開いた形状か閉じた形状かにより、作業に最適なツールを選択し

ます。 

一般的に： 

  

閉じた形状にはリピート 開いた形状にはバックトラック 

 オブジェクトが複製され、基のオブジェクトの上に重ねられます。複製されたオブジ

ェクトは基のオブジェクトと同じ色で、刺しゅう順序ではその後に位置されます。 

 オブジェクトが複製されたかどうかは以下の方法で確認します。 

o ステータスバーのステッチ数を確認します。 

o 刺しゅうシュミレーションを使用するか、ステッチを移動します。デザイン内

を移動するも併せてご覧ください。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Traveling+through+designs
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Traveling+through+designs


 刺しゅうの渡り糸 
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刺しゅうの渡り糸 

 

表示 > デザインを表示をクリックし、デザイン項目を表示/非表示にします。クリ

ックして表示設定ドロップリストを開きます。 

 
選択 > オブジェクト変形を使用し、オブジェクトのアウトライン、ステッチ角

度、スタートとエンド点やカーブラインなどを調整します。 

 

渡り糸はデザイン内のオブジェクトを繋ぎます。ラ

ンニングステッチ、あるいはジャンプで繋ぎます。

渡り糸、糸切り、ほつれ止めを生成するのに自動設

定を使用できます。あるいはこれらをマニュアルで

追加することもできます。デジタイズしながらほつ

れ止めや糸切りを挿入したい場合は、自動渡り糸を

完全にオフにすることも可能です。 

また「ブランチングしたオブジェクト」を作成する

ことも可能でそれによりオブジェクトの順序が変更

し渡り糸は最小限に抑えられ、構成要素はグループ

化されてステッチが再生成されます。下縫いはすべ

てに適用されます。 

 

 

渡り糸を表示する 

デザインを表示ドロップリストで渡り糸をオンにするか、<Shift + C>を押します。三角形

は糸切りを、白の点線はジャンプを表します。ビジュアライザーではジャンプは表示され

ません。 

 



 刺しゅうの渡り糸 
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渡り糸をチェックすると、次のオブジェクトとの距離が離れていることがあります。渡り

糸を調整するには、オブジェクト変形ツールで開始点と終了点を調整します。 

 

最近のポイントを適用機能は、編集後に選択オブジェクトに最近のポイントを

（再）適用することができます。この機能は 2つ以上のオブジェクトが選択されて

いる場合に使用可能になります。最近のポイントも併せてご覧ください。 

自動渡り糸 

 

コンテキスト > 常にほつれ止め（エンド）&糸切りを使用し、渡り糸をカットし

ます。この機能がオンの際はソフトウェアにより糸切りが決定されます。 

 

オブジェクト編集 > オブジェクトプロパティを使用し、プロパティをプリセッ

トしたり、選択したオブジェクトのプロパティを調整します。 

 

渡り糸はオブジェクトプロパティを基に自動的に生成されます。デザイン全体および選択

したオブジェクトの渡り糸の設定は変更することができます。刺しゅうオブジェクト間に

渡り糸としてジャンプを挿入したい場合もあるでしょう。ジャンプはデザインのある場所

から別の場所へ、針落ちを伴わずにフレームを移動させます。ほつれ止め（エンド)を挿入

と糸切り機能は渡り糸をカットする機能です。それを行う一番簡単な方法は初めのオブジ

ェクトを選択し、常にほつれ止め（エンド)&糸切りをクリックします。 

 

ほつれ止め（エンド）と糸切りをオフにしておきたい場合は（渡り糸が他のオブジェクト

の下に隠れていて糸切りやほつれ止めの必要がない場合など）オブジェクトプロパティか

ら設定することができます。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Closest+joins


 刺しゅうの渡り糸 
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ブランチング 

 

デジタイズ > ブランチングを使用し、選択したアウトラインを自動的に並び替え、

刺しゅうを効率的にします。 

 

ブランチングは類似するオーバー

ラップしたオブジェクト（例:手の

指やユーザー作成の文字など）を

最も効果的な刺しゅう順序と接合

方法でデジタイズする機能です。 

接合するオブジェクトを選択して

適用し、一つの複合オブジェクト

を作成します。構成要素は並べ替

えられ、渡り糸は最小限に抑えら

れ、ステッチは再生性されます。

すべてのオブジェクトはグループ

化され、1つのオブジェクトとして選択できるようになります。 

ブランチングはほとんどのオブジェクトに使用することができます。ブランチング処理さ

れたオブジェクトの色は刺しゅう順序の最初のオブジェクトの色となりますが、設定は元

の設定を維持します。 

 



 刺しゅうの渡り糸 
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ブランチングを作成する 

選択オブジェクトにブランチングを適用すると、単一のブランチングしたオブジェクトに

なります。 

 並べ替えたいオブジェクトを選択します。オブジェクト間に長い渡り糸があるかチェ

ックします。 

 

 ブランチングをクリックします。 

 開始/終了点をデジタイズしするか、<Enter>を 2回押して初期設定で確定します。構

成要素オブジェクトはグループ化され、最初のオブジェクトの色が適用されます。 

 オブジェクト内を移動してステッチを確認します。オブジェクトは並び替えられ、渡

り糸は最小限に抑えられ、ステッチが再生成されたことをチェックしましょう。 

 

開始/終了点が同じ場合、2層のアウトラインステッチが施されます。開始/終了点が

異なる場合、その 2点間のステッチは 3層となります。トラベルランニングのレイ

ヤーを追加するか、次のオブジェクトへの渡り糸を切るかはユーザーの判断になり

ます。 
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ブランチング処理したオブジェクトを編集する 

 

オブジェクト編集、アップリケまたはレタリング/モノグラム > 分解を使用し、モ

ノグラム、アップリケ、レタリング等を構成するオブジェクトを構成要素に分解し

ます。構成要素はそれぞれ編集できます。このツールは編集メニューからもアクセ

スできます。 

 

ブランチング処理したオブジェクトは編集、変形することができます。開始/終了点は全体

に対し１個ずつですが、変形ポイントは各オブジェクトごとにあります。複合オブジェク

トのオブジェクトプロパティはオブジェクトプロパティドッカーからアクセスし、変更す

ることができます。またブランチング処理したオブジェクトは分解ツールで構成要素オブ

ジェクトに戻すこともできます。オブジェクトを分解するも併せてご覧ください。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Split+compound+objects
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著作権 

Copyright © 1998-2016. Wilcom Pty Ltd, Wilcom International Pty Ltd. All Rights reserved. 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェア（デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに組み込まれているあ

らゆるイメージ、動画、文章、アプリケーションを含むがこれに限定されない）、付属の印刷物、及びデ

ジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの複製はすべての権原及び著作権は実施許諾者（ライセンサー）ま

たはその供給業者により所有されます。 当ソフトウェア製品は著作権法および国際特許条約により保護

されています。 従ってユーザーはデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアを他の著作物と同様に取り扱

うものとします。 デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに付属の印刷物を複写することは禁じられて

います。 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの画像技術機能の一部の著作権、版権は AccuSoft Corporation

により所有されています。 

有限保証 

すべて現状のまま提供されておりいかなる保証もしていない再配布可能ファイルは例外とし、蛇の目ミシ

ン工業株式会社（以下「ジャノメ」と称す）は購入日より 90日間、ソフトウェア媒体とその付随文書に

素材および製造上の欠陥がないこと、およびデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアが付属の文書に実質

的に従って作動することを保証します。 州または法域によっては黙示の保障期間の制限を認めない場合

がある為、前期の限定は適用されない場合があります。 適用法で認められる範囲においてデジタイザー

刺しゅう作成ソフトウェアの黙示的保証は、90日間に限定されます。 

責任制限 

保証に基づくジャノメの製造者責任制限は製品価格と同額を上限とします。 いかなる場合においても本

製品の使用、または本製品の使用不能に起因する二次的、偶発的、あるいは間接的な損害（事業利益の損

失、事業の中断、事業情報の消失またはその他の金銭的損失を含むがこれらに限定されない）に関してジ

ャノメは一切責任を負わないものとします。 同様にいかなる場合においてもジャノメは第三者に対し一

切の責任を負わないものとします。 

注記 

文書上で表示されている画面のレイアウトは解説用に作成されたもので、ソフトウェアが表示する画面の

表示と異なる場合があります。 同様にデザインのサンプルは過程および手順のみ説明するもので お買い

上げいただいたバージョンのソフトウェアに含まれていない場合があることをご了承ください。 

救済方法 

保証期間中に領収書等の購入の証明を添えてお客様が欠陥品をジャノメまたは購入した販売店に返却され

た場合、ジャノメまたは販売店はジャノメの判断により(a) 購入金の返金、あるいは(b)デジタイザー刺

しゅう作成ソフトウェアの修理または交換、の何れかの救済措置を行います。 

交換したデジタイザイー刺しゅう作成ソフトウェアの保証期間は当初保証の残存期間、あるいは 30日間

の何れか長い方とします。 
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イントロダクション 

アップリケはご家庭で行う手芸として根

強い人気があります。アップリケツール

ボックスには、質の高いアップリケが簡

単に作成できるツールが装備されていま

す。 アップリケをデジタイズツールで自

動的にアップリケ作成に必要なステッチ

を作成することができます。 アップリケ

の基本となる４つの層（ガイドランニン

グ、切り取りライン、留め縫いステッチ

、上縫いステッチ）が用途に応じて生成

でき、 生地または単色を選択して、アッ

プリケパッチに割り当てます。 

またアップリケの部分指定ツールで、ボ

ーダーを重複させることなく重なりあう

アップリケオブジェクトを作成すること

もできます。 

アップリケ生地の切り取りの型紙に使えるアップリケパターンを印刷できます。 アップ

リケパターンの各部分は刺しゅう順序に従い、番号が付けられます。デザインを印刷す

るをご覧ください。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Print+designs
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Print+designs
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アップリケをデジタイズする 

アップリケをデジタイズツールで自動的に

アップリケ作成に必要なステッチを作成す

ることができます。 最大 3種類の「補助オ

ブジェクト」をフレームアウト位置と共に

生成することができます。 

項目 目的 

配置ライン 一番初めに刺しゅうされるアップリケレイヤーです。 切り取ったアップリ

ケパッチを背景の生地上に配置するのにも使用されます。 

カットライン 切り取りラインは「ガイドラン後手動切取り」を使用する際にアップリケパ

ッチの生地を切り取るガイドを形成します。 

留め縫い 留め縫いは配置ラインと切り取りラインの後にジグザグまたはランニングス

テッチでステッチされ、上縫いが施される前に背景の生地にアップリケパッ

チを取り付ける役割をします。 

フレームアウト 「フレームアウト」は自動的に設定されます。 これにより刺しゅうの最中

に刺しゅう枠が針位置の外（フレームアウト位置）に移動するので、アップ

リケパッチを置いたり、切り取りが簡単に行えるようになります。 

ミシンはガイドラインと切り取りラインのステッチ後に停止します。 刺しゅうを開始す

る前に、デザインの上に生地をのせてミシンを稼動します。 ガイドラインのステッチが

終わったら余分なアップリケの生地を切り取り、再びミシンを開始して留め縫い、上縫

いステッチを施します。 切り取りラインを使用する場合は配置ラインのステッチが終了

してからパッチを配置し、切り取りラインのステッチが終了してからその位置で切り取

ります。 
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アップリケオブジェクトを作成する 

 

アップリケ > アップリケをデジタイズを使用し、最大 4層のステッチ（ガイドランニン

グ、切り取りライン、留め縫いステッチ、上縫いステッチ）の閉じたアップリケをデジ

タイズします。 

 

アップリケをデジタイズツールで自動的にアップリケ作成に必要なステッチを作成するこ

とができます。 アップリケは他の閉じた形状をデジタイズするのと同じ方法でデジタイズ

できます。 最高 4層のステッチ（配置ライン、切り取りライン、留め縫い、上縫いステッ

チ）が生成できます。フレームアウト位置はプリセットできます。 

アップリケオブジェクトを作成するには： 

 デジタイズの下絵に使用するイメージを挿入し、アップリケをデジタイズをクリック

します。 オブジェクトプロパティ> アップリケドッカーが開きます。 

 基準点をマークしてアップリケの輪郭をデジタイズします。コーナーポイントには左

クリック、カーブポイントには右クリックを使用します。 

 

 基準点を間違って配置した場合は<Backspace>を押して、最後の基準点を削除します。 

<Enter>を押して形状を閉じます。 

 開始/終了点をマークするか、<Enter>を押して初期設定で確定します。現在の設定に

基づいて最高 4層のステッチ（配置ライン、切り取りライン、留め縫いステッチ、上

縫いステッチ）が生成されます。下の図はアップリケオブジェクトを分解したイメー

ジです。 
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アップリケスタイル 

アップリケのスタイルは切抜き済みのアップリケパッチを使用する方法と、その場で切り

取る方法があります。 

 アップリケオブジェクトを選択してダブルクリックします。 アップリケタブは生地、

スタイル、留め縫い、上縫い、オフセットの 5つのエリアに分かれています。 

 

 「切抜き済みアップリケパッチ使用」はアップリケの形状がアップリケカッターなど

ですでに切り出されている時に使用します。このオプションには切取り済みのパッチ

を配置するガイドとなる配置ラインが含まれます。刺しゅうシュミレーションでチェ

ックしてみましょう。 

メモ：「切抜き済みアップリケパッチ使用」には配置ライン、留め縫い、上縫いステ

ッチが含まれます。 
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 「ガイドラン後手動切取り」オプションには切り取りラインが含まれ、生地をおさえ

切り取る際のガイドを作成します。このオプションはアップリケ生地をその場で切り

取りたい場合に使用します。 

 

アップリケのステッチ設定 

上縫いステッチはアップリケの形状の周りのボーダーをさします。上縫いステッチはステ

ッチタイプ（サテン、Eステッチ、ジグザグ）やオフセットを設定することができます。

留め縫いステッチはアップリケパッチを定位置に留めるのに使用します。 

 ドロップリストから留め縫いステッチのタイプ （シングルランニング、Eステッチ、

ジグザグ）を選択し、必要に応じて幅や間隔を調整します。 留め縫いステッチの種類

の選択は生地の端の粗さと厚さによって決定します。 幅設定は上縫いの幅により抑制

されます。 
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 ドロップリストから上縫いステッチのタイプ（サテン、Eステッチ、ジグザグ）を選択

します。 同様に上縫いステッチの幅と間隔も設定することができます。 

 

 

 スライダーで配置ラインに対しての上縫いステッチのオフセットを調整します。オフ

セットはアップリケの輪郭の内側でも外側でも適用できます。初期設定ではサテンは

オフセットなし、Eステッチは常に 100％内側に設定されています。 
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アップリケ生地 

オブジェクトプロパティ> アップリケタブには、生地パネルはアップリケパッチに割り当

てることのできる生地や色見本にアクセスすることができます。 アップリケオブジェクト

はそれぞれ別の生地を割り当てることができます。 内蔵の生地見本か、スキャンしたイメ

ージから選択できます。 

生地を配置するには： 

 アップリケオブジェクトをダブルクリックか右クリックします。 

 

 アップリケ生地をクリックします。アップリケ生地ダイアログが開きます。 アップリ

ケパッチに割り当てたり生地または色を選択します。生地見本/色/なしオプションで

は、生地や色を選択することができます。 

 表示ツールバーの表示ドロップダウンのアップリケ生地でアップリケの生地/色の表示

をオン/オフにすることができます。 
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アップリケの統合 

 

アップリケのデザインには複数のアップリケオブジェクト

を含んでいるものもあります。各オブジェクトはそれぞれ

別の生地を割り当てることができます。オブジェクトが重

なりあう場所では重なっているボーダーは削除されます。 

アップリケが複数ある場合、アップリケの項目はオブジェ

クトごとではなく、 例えば配置ライン、留め縫いステッチ

、上縫いステッチごとにまとめてステッチした方が効率的

です。それにはアップリケオブジェクトを分解し、項目を

並び替える必要があります。 

 

 

 

 

オーバーラップの自動削除 

 

アップリケ > オーバーラップ自動削除を使用し、オブジェクトやレタリングの不必要な

下層のステッチを取り除きます。 

 

オーバーラップ自動削除ツールを使用して、

重なり合うオブジェクトの下側のステッチを

取り除きます。これによってステッチ数を減

らすことができ、不必要なステッチが積み重

なるのを防げます。中抜きを切り取る&埋め

るも併せてご覧ください。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Cut+or+fill+holes
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Cut+or+fill+holes
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アップリケの部分指定 

 

アップリケ > アップリケの部分指定を使用し、アップリケオブジェクトの下層の不要な

上縫いステッチを削除します。 

アップリケの部分指定ツールで、ボーダーを重複させることなく重なりあうアップリケオ

ブジェクトを作成することもできます。下の層が部分的な上縫いを持つアップリケになり

ます。 

部分的な上縫いのあるアップリケを作成するには： 

 上縫いを部分的に取り除きたいアップリケオブジェクトとそれに重なるアップリケオ

ブジェクトを選択します。 

 

 アップリケの部分指定ツールをクリックします。 オブジェクトが重なっている部分の

上縫いは取り除かれ、補助オブジェクト（留め縫いステッチ、配置ライン、切り取り

ライン）のみが残ります。 注意：下のイメージ中の下の層(オブジェクト）は見やす

いように一時的に移動させてあります。 
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 アップリケを部分的に切り取るオブジェクトはアップリケオブジェクトでなくても構

いません。 

  

 

部分的になったアップリケを削除、やり直し、または通常のアップリケに戻すには、オ

ブジェクトを選択しアップリケの部分指定ツールをクリックします。 
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アップリケを統合する 

 
アップリケ > アップリケを統合を使用し、効率よく刺しゅうできるようアップリケを構

成要素オブジェクトに分解し、並び替えし再統合します。 

 

アップリケを統合ツールは複数のアップリケオブジェクトを構成要素（ガイドランニン

グ、切り取りライン、留め縫いステッチ、上縫いステッチ）に分解し、効率的な刺しゅう

順序で結合し並び替えます。 アップリケオブジェクトのすべてのガイドランニングは先に

縫われ、その後留め縫いステッチ、上縫いステッチの順序でステッチが生成されていきま

す。 ガイドランニングと留め縫いステッチ構成要素の後にフレームアウトされます。ツー

ルを使用するとアップリケオブジェクトが分解されるメッセージが表示されます。 処理を

行う前にデザインのコピーを保存しておくとよいでしょう。 

 

選択にアップリケオブジェクト以外が含まれているとアップリケを統合ツールは使用す

ることができません。 
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アップリケを分解する 

 

オブジェクト編集、アップリケまたはレタリング/モノグラム > 分解を使用し、モノグ

ラム、アップリケ、レタリング等を構成するオブジェクトを構成要素に分解します。 構

成要素はそれぞれ編集できます。 このツールは編集メニューからもアクセスできます。 

 

アップリケオブジェクトを統合する際に更に細かく制御したい場合は、分解ツールでオブ

ジェクトを分解し、自分で並び替えます。この方法はアップリケを統合ツールを使用でき

ないアップリケ以外のオブジェクトを刺しゅう順序に挿入したい時に便利です。 
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著作権 

Copyright © 1998-2016. Wilcom Pty Ltd, Wilcom International Pty Ltd. All Rights reserved. 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェア（デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに組み込まれているあ

らゆるイメージ、動画、文章、アプリケーションを含むがこれに限定されない）、付属の印刷物、及びデ

ジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの複製はすべての権原及び著作権は実施許諾者（ライセンサー）ま

たはその供給業者により所有されます。 当ソフトウェア製品は著作権法および国際特許条約により保護

されています。 従ってユーザーはデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアを他の著作物と同様に取り扱

うものとします。 デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに付属の印刷物を複写することは禁じられて

います。 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの画像技術機能の一部の著作権、版権は AccuSoft Corporation

により所有されています。 

有限保証 

すべて現状のまま提供されておりいかなる保証もしていない再配布可能ファイルは例外とし、蛇の目ミシ

ン工業株式会社（以下「ジャノメ」と称す）は購入日より 90日間、ソフトウェア媒体とその付随文書に

素材および製造上の欠陥がないこと、およびデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアが付属の文書に実質

的に従って作動することを保証します。 州または法域によっては黙示の保障期間の制限を認めない場合

がある為、前期の限定は適用されない場合があります。 適用法で認められる範囲においてデジタイザー

刺しゅう作成ソフトウェアの黙示的保証は、90日間に限定されます。 

責任制限 

保証に基づくジャノメの製造者責任制限は製品価格と同額を上限とします。 いかなる場合においても本

製品の使用、または本製品の使用不能に起因する二次的、偶発的、あるいは間接的な損害（事業利益の損

失、事業の中断、事業情報の消失またはその他の金銭的損失を含むがこれらに限定されない）に関してジ

ャノメは一切責任を負わないものとします。 同様にいかなる場合においてもジャノメは第三者に対し一

切の責任を負わないものとします。 

注記 

文書上で表示されている画面のレイアウトは解説用に作成されたもので、ソフトウェアが表示する画面の

表示と異なる場合があります。 同様にデザインのサンプルは過程および手順のみ説明するもので お買い

上げいただいたバージョンのソフトウェアに含まれていない場合があることをご了承ください。 

救済方法 

保証期間中に領収書等の購入の証明を添えてお客様が欠陥品をジャノメまたは購入した販売店に返却され

た場合、ジャノメまたは販売店はジャノメの判断により(a) 購入金の返金、あるいは(b)デジタイザー刺

しゅう作成ソフトウェアの修理または交換、の何れかの救済措置を行います。 

交換したデジタイザイー刺しゅう作成ソフトウェアの保証期間は当初保証の残存期間、あるいは 30日間

の何れか長い方とします。 
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イントロダクション 

上級デジタイズツールボックスは、デジタイズに

時間のかかる特殊な効果を簡単に素早く作成でき

る機能を搭載しています。 

カラーブレンドは夕焼けや木目など、ユニークな

色のハーモニーを作成することができます。 キ

ルティング背景はエコー状のキルティング効果を

作成します。アウトラインとオフセット作成は選

択したオブジェクトの周りまたはデザイン全体に

シングル、トリプル、サテンラインで素早くアウ

トラインを作成します。 
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カラーブレンド 

カラーブレンドは夕焼けや木目な

ど、ユニークな色のハーモニーを

作成することができます。 目の

詰まった埋め込みと開いた埋め込

みを組み合わせることで、2つの

色を滑らかに混ぜ合わせます。 

 

 

 

カラーブレンドを適用する 

 

上級デジタイズ > カラーブレンド作成を使用し、選択したオブジェクトにカラーブレン

ド、遠近効果や陰影効果を生成します。 

 

カラーブレンドはほとんどのサテン、3Dサテン、タタミ、ジグザグの埋め縫いに適用する

ことができます。 

  オブジェクトを選択します。   

 下縫いが見えてしまうのを防ぐには、下縫いをオフにします。ふち移動は初期設定で

適用されます。グラデーション効果も併せてご覧ください。 

 カラーブレンド作成をクリックします。 カラーブレンド作成ダイアログが初期設定プ

ロファイルが選択された状態で開きます。 

 

 上の層または下の層のプロファイルを選択します。 通常、対応する層は自動的に選択

され列は互いにブレンドしますが、下の層にはもう一つ「均一プロファイル」があり

ます。 これは上の層のどのプロファイルとも使用することができます。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Gradient+fill+1
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 各層に色を選択し、間隔設定を調整します。両層で間隔を同じに設定すると均等にブ

レンドします。 

 

カラーブレンドを編集する 

 

コンテキスト > グループを使用、 または<Ctrl+G>を押しし、選択したオブジェクトを

グループ化します。 このツールはアレンジメニューからもアクセスできます。 

 

コンテキスト > グループ解除を使用、 または<Ctrl+U>を押し、グループ化した範囲の

グループ化を解除します。 このツールはアレンジメニューからもアクセスできます。 

 
選択 > オブジェクト変形を使用し、オブジェクトのアウトライン、ステッチ角度、

スタートとエンド点やカーブラインなどを調整します。 

 

カラーブレンドを適用したオブジェクトはブレンド効果を失うことなく拡大/縮小、回転、

傾斜することができます。 オブジェクトはまずグループ化を解除し、構成要素オブジェク

トを別々に編集します。 

 カラーブレンドを適用したオブジェクトを選択し、<Ctrl+U>を押してグループ化を解

除します。 

 

 オブジェクトを選択し、必要に応じて色を変更します。 
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 オブジェクトをダブルクリックし、オブジェクトプロパティドッカーを開きます。 

 効果タブでプロファイルを選択し、間隔設定を調整します。 2つ目のオブジェクトに

も同じ処理を繰り返します。 

 

 必要に応じてオブジェクト変形ツールでグラデーションの方向を調整します。 

 

 編集が終了したら、2 つのオブジェクトを再度グループ化します。 
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キルティング背景 

アウトラインとオフセット作成ツールはエコー状

のキルティング効果を作成できますが、 この方

法には制限があります。 キルティング背景機能

はその代行手段でよりよい結果が得られます。 

 

 

 

 

 

 

 

キルティング背景を作成する 

 キルティングブロックの中に含めたいデザインを開きます。キルティング背景は、デ

ザインウィンドウに刺しゅうオブジェクトがある際にアクティブになります。 

 使用する測定単位（メートル法または U.S式）を選択するか、単位と数値を直接フィ

ールドに入力します （例：5mm）。 

 キルティング背景をクリックします。キルティング背景ダイアログにはブロックのサ

イズ, デザインのサイズ、ステッチ、ブロックの中心の 4つのエリアがあります。 

 

 ブロックのサイズパネルでキルティングのブロックのサイズを設定します。 

 高さと幅フィールドはエコー状パターンを生成する境界線を定義します。 縦横比を維

持チェックボックスにチェックを入れ、縦横比をロックします。 デザインのサイズパ

ネルはブロックのサイズを定義する際の参考として、刺しゅうデザインの高さと幅を

表示しています。 

 ステッチパネルでステッチの特性を定義します。 



 キルティング背景 
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設定 詳細 

キルティングタイプ エコーや渦巻きなどキルティングパターンを選択します。 

デザインマージン エコー状キルティングとデザイン間のすき間を設定します。 

ブロックマージン エコー状キルティングとブロックの境界線の間のすき間を設定

します。 

行間隔 各キルティングラインまたはスティプルフィルのループ間隔の

間の距離を設定します。 

色 キルティングステッチの色を選択します。 デザインの最後の

色が初期色となります。 

 ブロックの中心パネルでブロックの中心を決定します。 

設定 詳細 

デザインを中心にする デザインをブロックのアウトラインの中心に置き、キルトパタ

ーンをその周りに生成します。 

中心をデジタイズする キルティングブロックの中心をデジタイズします。 このオプ

ションを選択すると、カーソルにアウトライン(ブロックのサ

イズ）と十字マークが加えられます。 左クリックでブロック

の中心を置き、キルトパターンをその周りに生成します。 

 OKをクリックしてステッチを生成します。 

これらの設定はミリメートルとインチ間で切り替えることができます。 

キルティングのタイプ 

 

表示 > デザインを表示をクリックし、デザイン項目を表示/非表示にします。 クリック

して表示設定ドロップリストを開きます。 

 

キルティングのタイプにはエコー、渦巻き、スティプルランの 3種類があります。 

 

いかなる場合でもステッチはデザインの中心にある形状からブロックのサイズである境界

線（通常 20センチから 30 センチほど）に向かい放射状に生成されます。 エコーと渦巻き
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は一見して似たような結果になりますが、 渡り糸をオンにして違いをチェックしてみまし

ょう。 

 

エコーはデザインの周りに別々のラインを生成します。 各ラインはそれぞれほつれ止め（

エンド）と糸切りを行います。 一方渦巻きはデザインを 4等分した間にジャンプを含んだ

一つの連続したラインを生成します。 通常渦巻きはより効率よく刺しゅうを行うことがで

きます。 

エコーや渦巻きトリミングは、放射状のステッチの外縁がブロックの外側の境界線でトリ

ミングされます。 どちらの方法でも同じような回数のほつれ止め(エンド）と糸切りが生

成されます。 
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アウトライン&オフセット 

当ソフトウェアには既存の輪郭を基にしたア

ウトラインを素早く作成できるツールがあり

ます。 アウトライン&オフセットツールは小

さなオブジェクトの細部を強調したり、滑ら

かなボーダーを作成するのに使用します。 

バックステッチ、ステムステッチ、パターン

ランニング、つぶ縫いステッチ、ジグザグで

デザインのアウトラインを自動的に作成しま

す。 閉じた形状ならどんなものでも使用で

きます。 

 

アウトラインを作成する 

 

上級デジタイズ > アウトライン＆オフセット作成を使用し、閉じたオブジェクトやデザ

イン全体のアウトラインやオフセットのボーダーを作成します。 

 

アウトライン&オフセット機能は選択したオブジェクトまたはデザイン全体の周りに、様々

な種類のアウトラインを素早く作成することができます。 

 基になるオブジェクト（複数可）を選択します。 

 アウトライン&オフセットアイコンをクリックします。アウトライン&オフセットダイ

アログが開きます。 このダイアログでは 1回の処理でアウトラインとオフセット両方

を追加することができます。 

 

 「オブジェクトアウトライン」にチェックを入れます。 



 アウトライン&オフセット 
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 アウトラインタイプを選択します。 タイプドロップリストにはシングルランニング、

トリプルランニングなど一式が揃っています。 

 アウトラインの色を選択します。 色ドロップリストはデザインパレットの現在の色が

表示されます。 

 オーバーラップのオプションを選択します。 

アウトラインタイプ メモ 

 

各アウトライン 各オブジェクトのアウトラインが生成されます。 

 

共通アウトライン 交差するアウトラインは結合し、単一のアウトラ

インになります。 

 

トリムアウトライン オーバーラップした部分はオーバーラップしてい

るオブジェクトによりトリミングされます。 

 

 OKをクリックし、確定します。 基のオブジェクトの周りにアウトラインが生成され、

基のオブジェクトの後に刺しゅうされるよう刺しゅう順序に挿入されます。 生成した

アウトラインは独立したオブジェクトなので、必要に応じて編集することができま

す。 

オフセットを作成する 

 

上級デジタイズ > アウトライン＆オフセット作成を使用し、閉じたオブジェクトやデザ

イン全体のアウトラインやオフセットのボーダーを作成します。 

 

 基にするオブジェクトを選択します。 

 オフセットアウトラインにチェックを入れます。 
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 オブジェクトのアウトラインに使用する色とステッチタイプを選択します。 

 オフセット数フィールドで、作成するオブセットオブジェクトの数とオフセット値を

ミリメートルで入力します。 

 

 オフセットオプションを選択します。 

オフセットタイプ メモ 

 

各アウトライン 各オブジェクトのオフセットアウトラインが生成されます。 

 

共通アウトライン 交差するオフセットは結合し、単一のアウトラインになりま

す。 

 OKをクリックし、確定します。 オフセットオブジェクトが生成され、刺しゅう順序の

一番最後に追加されます。 生成したオフセットは独立したオブジェクトなので、必要

に応じて編集することができます。 
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3D 刺しゅう 

当ソフトウェアでは通常のサテンステ

ッチに加え、アウトラインと埋め縫い

に盛り上がった 3Dサテンを使用する

ことができます。3Dサテンは複数のサ

テンステッチの層から成りデザインに

奥行きを与えます。ステッチ数はもち

ろん多くなります。 

トラプントデザインを作成する方法は

いくつかありますが、従来の手縫いの

トラプントは 2枚の生地をモチーフの

アウトラインで縫い合わせ作成します

。 裏面には切り込みがあり毛糸や綿

を詰めます。 他には詰め物をする代わりに 3Dサテンで奥行きを出す方法もあります。 

3Dサテン 

 

オブジェクトプロパティ> ライン > 3D サテンを使用し、盛り上がったサテンのボー

ダーを作成します。トラプントと共に使用し、キルティング効果を作成することもで

きます。 

 

オブジェクトプロパティ> 埋め縫い > 3Dサテンを使用し、盛り上がった表面のサテ

ンを作成します。レタリングに適用したり、トラプントと共に使用し、キルティング

効果を作成することもできます。 

 

3Dサテンはサテンオブジェクトにさらにボリュームを持たせ、盛り上がった表面を作成し

ます。よい盛り上がりを作成するには手動間隔に 0.30mm、レイヤーに 4を設定することを

推奨しています。 
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トラプントアウトラインでキルティングを作成する 

 

上級デジタイズ > トラプントアウトライン作成を使用し、選択したオブジェクトのトラ

ベルランニングを端に寄せます。 通常下縫いのない開いた刺しゅうに使用します。 

 

キルティング刺しゅうは盛り上がった表面を作る為に詰め物をします。これは「トラプン

ト」または「立体刺しゅう」と呼ばれています。当ソフトウェアにはこれと似たような効

果を作成できるツールが 2つあります。 

 3Dサテン：毛糸や詰め物をする代わりに、盛り上がった刺しゅうを作成することがで

きます。 

 トラプントアウトライン：刺しゅうの上にのせた生地の上から刺しゅうすることがで

きます。 

トラプントアウトライン作成機能は 3Dサテンと併用してキルティングのような見かけを作

成することができます。この機能では次の未使用の色が初期設定の色になるので、トラプ

ントアウトラインが刺しゅうされる前にミシンが停止します。これにより刺しゅうの上に

布を被せることができます。手順は以下のとおりです。 

 3Dサテンでデザインをデジタイズし、トラプントデザインに含めるすべてのオブジェ

クトを選択します。 

 

 トラプントアウトライン作成ツールでトラプントのアウトラインを作成します。 色、

オフセット、アウトラインのタイプをプリセットします。 
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 刺しゅう用芯地または厚手の切り取り式の当て布にデザインを刺しゅうします。 

 次にメインの布でデザインを覆い、トラプントアウトラインを刺しゅうします。 

 当て布または刺しゅう用芯地を裏面のデザインの輪郭のステッチ近くで切り取りま

す。 
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ニードルスタンプ 

ニードルスタンプ機能は「ニードルスタンプ」を使用して針落ちでパターンを作成しま

す。ニードルスタンプにはベクターや刺しゅう形状を使用することができます。 

 

ニードルスタンプ機能はベクターまたは刺しゅうオブジェクトのみスタンプの土台とし

て使用することができます。ビットマップイメージを使用したい場合は、CorelDRAW 

Graphics でビットマップ > アウトラインをトレースでベクターフォーマットに変換しま

す。 

ニードルスタンプドッカー 

 

上級デジタイズ > ニードルスタンプを使用し、「ニードルスタンプ」をテンプレートと

して使用して針落ちのパターンを定義します。 ニードルスタンプドッカーのオン/オフ

を切り替えます。 

 

ニードルスタンプドッカーにはパターンを使用、オブジェク

トを使用、デジタイズ、外観の 4つのタブがあります。 

 パターンを使用タブでは、定型のスタンプパターンを選

択オブジェクトに適用できます。 

 オブジェクトを使用タブではオブジェクトのアウトライ

ンを選択し、一時的なスタンプとして使用することがで

きます。 ベクターグラフィックもスタンプオブジェク

トとして選択することができます。 

 デジタイズタブではユーザー設定スプリットをデジタイ

ズできます。 

 外観タブでは効果を和らげたり、強めたりすることがで

きます。 



 ニードルスタンプ 
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定型パターンを適用する 

パターンを使用タブでは定型のスタンプパターンを選択し、適用することができます。刺

しゅうオブジェクトは選択しても、未選択の状態でも開始することができます。オブジェ

クトが選択されている場合（複数可）、スタンプは選択オブジェクトのみ適用されます。

オブジェクトが選択されていない場合はスタンプはどのオブジェクトにも適用されます。 

定型パターンを適用するには： 

 ニードルスタンプを選択します（刺しゅうオブジェクトは未選択でも可）。オブジェ

クトを選択している場合、スタンプは選択したオブジェクトのみに適用されます。 

 セットリストからパターンセットを選択します（例： ニードルスタンプ）。ドロップ

リストには定型のセットとユーザー設定セットが含まれています。 

 パターンを選択し、スタンプを使用ボタンをクリックします。 

 スタンプを適用するオブジェクトにマウスのポインタを移動します。スタンプを反転

するには右クリックします。オートスクロールするのを防ぐには Shiftを押します。 

 クリックでアンカーポイントを設定し、希望の位置までパターンを回転させます。 

 

 <Shift>を押しながら、マウスポインタを移動させスタンプを拡大/縮小することもで

きます。マウスボタンをクリックします。 

 オブジェクトを選択している場合は、スタンプは選択したオブジェクトのみ適用され

ます。 

 オブジェクトがなにも選択されていない場合は、スタンプは下にあるオブジェクトす

べてに適用されます。 

 <Esc>を押して終了します。 

オブジェクトをニードルスタンプとして使用する 

オブジェクトを使用タブではデザインウィンドウにあるオブジェクトのアウトラインを選

択し、スタンプとして直接適用したり、ライブラリに保存して後日使用することができま

す。 スタンプのベースにはベクターや刺しゅうオブジェクトが使用できます。 

オブジェクトをニードルスタンプとして使用するには： 

 スタンプとして使用する刺しゅうオブジェクトまたはベクターオブジェクトを選択し

ます。 

 ニードルスタンプアイコンをクリックし、オブジェクトを使用タブを選択します。 

 選択開始ボタンをクリックし、クリックで選択するか囲み枠をドラッグします。 
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 スタンプを使用ボタンをクリックし、選択したニードルスタンプを適用します。 

 

 またはライブラリに追加ボタンをクリックして、後で使用できるよう選択をライブラ

リに追加します。 

メモ 

 ソフトウェアに付属の CorelDRAW®にはクリップアートライブラリが含まれています。

これらの多くはニードルスタンプの材料として使用することができます。 詳細は

CorelDRAW®ユーザーマニュアルをご覧ください。 

 ビットマップイメージを使用したい場合は、CorelDRAW Graphicsでビットマップ > ア

ウトラインをトレースでベクターフォーマットに変換します。 

 またレタリング(刺しゅうまたは TrueType）もスタンプ作成に使用できます。 

 



 ニードルスタンプ 
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ユーザー設定スプリットをデジタイズする 

デジタイズタブでは分割ラインをデジタイズしてオブ

ジェクトまたは直接その場に適用します。 

ユーザー設定スプリットをデジタイズするには： 

 ニードルスタンプを選択します（刺しゅうオブジ

ェクトは未選択でも可）。 オブジェクトを選択し

ている場合、スタンプは選択したオブジェクトの

みに適用されます。 

 デジタイズタブを選択し、デジタイズ開始ボタン

を押します。 スタンプのアウトラインの開始点を

入力するよう指示があります。 

 分割ラインをデジタイズします。 <Enter>を一回

押し、輪郭を完了します。 <Enter>をもう一度押

して終了します。 

 スタンプボタンをクリックし、選択したオブジェクトのみにスタンプを適用します。 

またはスタンプを使用を押し、選択していないオブジェクトにスタンプを適用しま

す。 

 スタンプを使用ボタンをクリックし、スタンプを配置します。 定型のパターンと同様

にアンカーポイントを入力するよう指示があります。 

 

 またはライブラリに追加ボタンをクリックして、後で使用できるよう選択をライブラ

リに追加します。 



 ニードルスタンプ 
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スタンプをライブラリに追加する 

ニードルスタンプドッカーのオブジェクトを使用タブまたはデジタイズタブのスタンプ作

成ボタンから、スタンプをライブラリに追加します。 

ライブラリにスタンプを追加するには： 

 オブジェクトを使用タブを選択します。 

 

 選択開始をクリックし、スタンプにしたいオブジェクトを選択します。 

 スタンプ作成ボタンをクリックします。 ダイアログが開きます。 

 

 ドロップリストからセットを選択するか、新規作成ボタンをクリックし新しいセット

を作成します。 

 新しいスタンプの名前を入力し、OKをクリックします。 初めの基準点をデジタイズす

るよう指示があります。 

 指示に従い 2番目の基準点をデジタイズします。 これらの基準点はスタンプを配置す

る際に使用されます。 または<Enter>を押し、初期設定で確定します。 

 



 ニードルスタンプ 
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 OKをクリックします。 新しく作成したスタンプは、パターンを使用タブが選択されて

いる際にスタンプリストに表示されます。 

 ユーザー設定スタンプパターンが選択されている場合、パターンを使用タブの改名や

削除ボタンはいつでも使用できます。 

ニードルスタンプの外観 

ニードルスタンプドッカーの外観タブは効果をやわらげたり強調したりすることができま

す。 スタンプを消去ボタンをクリックし、選択したオブジェクトから既存のスタンプをす

べて消去します。 

 

 

選択 > オブジェクト変形を使用し、オブジェクトのアウトライン、ステッチ角度、スタ

ートとエンド点やカーブラインなどを調整します。 

 

ニードルスタンプは変形モードで、個々に移動、回転、サイズ変更、変形することができ

ます。 ニードルスタンプを変形すると、オブジェクトの針落ちは自動的にアップデートさ

れます。 ニードルスタンプを変形するにはオブジェクト変形ツールでニードルスタンプが

適用されている刺しゅうオブジェクトを選択します。選択ハンドルが表示します。 これら

のハンドルでスタンプを拡大/縮小、回転、引き伸ばしすることができます。 スタンプの

アウトラインを再度クリックし、コントロールポイントを表示します。 これらを使用しス

タンプを拡大/縮小します。 

 



 モチーフスタンプ 
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モチーフスタンプ 

モチーフスタンプはハート、葉っ

ぱ、幾何学模様パターンなどの既

製のデザイン項目です。スタンプ

は一旦デザインに追加されると、

編集やサイズ変更、変形を行うこ

とができます。 スタンプは自分で

作成することもでき単体での利用

はもちろん、モチーフランニング

やモチーフフィルに使用すること

ができます。 

スタンプを選択&挿入する 

 

上級デジタイズ > モチーフスタンプを使用し、モチーフを一つずつ追加します。 追加

時に回転、サイズ変更、反転できます。 

 

スタンプはデザインに装飾的な効果を取り入れることができます。刺しゅうスタンプはデ

ザインに挿入する時に回転、拡大/縮小、反転させたり、他のオブジェクトと同様に編集す

ることができます。スタンプが 2つ以上のオブジェクトで構成されている場合、挿入され

た時に自動的にグループ化されます。 

 モチーフスタンプツールをクリックします。 

 

 ドロップリストからモチーフセットを選択します。 モチーフはユーザー設定モチーフ

など、どのモチーフでも使用することができます。 ダイアログでスタンプを選択し、

OKをクリックします。 ポインターを移動し、クリックしてアンカーをマークします。 
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 スタンプが希望の位置に来るまでポインタを移動し、再度クリックしてガイドポイン

トをマークします。 Enterを押します。スタンプを再度挿入するにはこの手順を繰り

返します。 Escを押して終了します。 

 

スタンプを回転する 

 

選択 > オブジェクト選択を使用し、オブジェクトやグループを選択します。 または囲

み枠をドラッグし複数のオブジェクトやグループを選択することもできます。 

 

デザインにスタンプを挿入する際にキーボードとマウスを使用して、スタンプを回転、拡

大/縮小、反転できます。 その他のオブジェクトと同様に後からスタンプを拡大/縮小、回

転、反転することもできます。 

 

スタンプを回転させるには希望の回転角度になるまでポインタを動かし、再度クリックし

ます。 

 <Ctrl>を押し下げると回転の角度を抑制します。 

 スタンプを反転するには右クリックするか、コンテキストツールバーの回転機能を使

用します。 

 <Esc>を押して終了します。 
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スタンプを拡大/縮小する 

スタンプはデジタイズしながら拡大/縮小することができます。 <Shift>を押し、ポインタ

ーをスタンプのアウトラインが希望のサイズになるまで移動し再度クリックするか、 

 

コンテキストツールバーで正確なサイズを mm(ミリメートル）で入力するか、基のサイズ

に対する割合（%）で設定します。 

 

ユーザー設定モチーフを作成する 

 

上級デジタイズ > モチーフ作成を使用し、選択した形状を後で使用できるようライブラ

リやパターンセットに追加します。 モチーフスタンプやモチーフアウトライン/フィル

として使用します。 

 

モチーフ作成は作成したモチーフを後日使用できるよう保存できる機能です。 モチーフセ

ットを作成し、作成したモチーフを整理/分類します。 

 モチーフに使用したいオブジェクトを選択します。 

 

 モチーフ作成を選択します。 



 モチーフスタンプ 
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 クリックで基準点を 2つマークします。 これによりモチーフランニングと埋め縫いの

初期設定のモチーフ方向が決定します。 基準点 1がモチーフのアンカーポイント、 

基準点 2が回転ポイントになります。 

 

 また基準点はモチーフ間の間隔も決定します。 

 

 OKをクリックします。 これでモチーフが使用できます。 



 ユーザー設定ボーダー 
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ユーザー設定ボーダー 

ボーダー作成機能はモノグラムで使用するボーダーを作成することができます。 これらは

初期設定のボーダーカテゴリーまたは自分で作成したカテゴリーに保存されます。 モノグ

ラムボーダーも併せてご覧ください。 

 

デジタイズ > 閉じた形状をデジタイズを使用し、アウトラインまたは埋め縫いステッ

チで閉じた形状を作成します。 コーナーポイントには左クリック、カーブポイントに

は右クリックを使用します。 

 

上級デジタイズ > ボーダー作成を作成し、選択した形状を後で使用できるようボー

ダーライブラリに追加します。 選択オブジェクトやデザインにボーダーとして使用

したり、またモノグラムと一緒に使用することができます。 

 

コンテキスト > ラインを使用し、現在のラインステッチタイプで閉じた形状の輪郭

を描きます。 

 

コンテキスト > 埋め縫いを使用し、現在の埋め縫いステッチタイプで閉じた形状を

埋めます。 

 

ユーザー設定ボーダーの作成は基本的にはモチーフ作成と同じ手順です。モチーフスタン

プも併せてご覧ください。 

 閉じた形状ツールでボーダーをデジタイズするか、既存の閉じた形状を選択します。 

形状はアウトラインでも埋め縫いでも使用できます。 これはボーダーを選択した際に

変更することができます。 サテンラインは 2重のボーダーになってしまうので使用し

ないでください。 

 

 必要に応じてユーザー設定ボーダーを保存する新しいカテゴリーを作成します。 

 基準点を 2つデジタイズします。 これらはボーダーの初期設定の方向を定義します。 

 確認メッセージが表示されたら OKをクリックします。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Monogram+borders
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Monogram+borders
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著作権 

Copyright © 1998-2016. Wilcom Pty Ltd, Wilcom International Pty Ltd. All Rights reserved. 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェア（デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに組み込まれているあ

らゆるイメージ、動画、文章、アプリケーションを含むがこれに限定されない）、付属の印刷物、及びデ

ジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの複製はすべての権原及び著作権は実施許諾者（ライセンサー）ま

たはその供給業者により所有されます。当ソフトウェア製品は著作権法および国際特許条約により保護さ

れています。従ってユーザーはデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアを他の著作物と同様に取り扱うも

のとします。デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに付属の印刷物を複写することは禁じられています

。 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの画像技術機能の一部の著作権、版権は AccuSoft Corporation

により所有されています。 

有限保証 

すべて現状のまま提供されておりいかなる保証もしていない再配布可能ファイルは例外とし、蛇の目ミシ

ン工業株式会社（以下「ジャノメ」と称す）は購入日より 90日間、ソフトウェア媒体とその付随文書に

素材および製造上の欠陥がないこと、およびデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアが付属の文書に実質

的に従って作動することを保証します。州または法域によっては黙示の保障期間の制限を認めない場合が

ある為、前期の限定は適用されない場合があります。適用法で認められる範囲においてデジタイザー刺し

ゅう作成ソフトウェアの黙示的保証は、90日間に限定されます。 

責任制限 

保証に基づくジャノメの製造者責任制限は製品価格と同額を上限とします。いかなる場合においても本製

品の使用、または本製品の使用不能に起因する二次的、偶発的、あるいは間接的な損害（事業利益の損失

、事業の中断、事業情報の消失またはその他の金銭的損失を含むがこれらに限定されない）に関してジャ

ノメは一切責任を負わないものとします。同様にいかなる場合においてもジャノメは第三者に対し一切の

責任を負わないものとします。 

注記 

文書上で表示されている画面のレイアウトは解説用に作成されたもので、ソフトウェアが表示する画面の

表示と異なる場合があります。同様にデザインのサンプルは過程および手順のみ説明するもので お買い

上げいただいたバージョンのソフトウェアに含まれていない場合があることをご了承ください。 

救済方法 

保証期間中に領収書等の購入の証明を添えてお客様が欠陥品をジャノメまたは購入した販売店に返却され

た場合、ジャノメまたは販売店はジャノメの判断により(a) 購入金の返金、あるいは(b)デジタイザー刺

しゅう作成ソフトウェアの修理または交換、の何れかの救済措置を行います。 

交換したデジタイザイー刺しゅう作成ソフトウェアの保証期間は当初保証の残存期間、あるいは 30日間

の何れか長い方とします。 
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イントロダクション 

カットワーク刺しゅうは背景の生地を

切り取り、その縁を刺しゅうで固定す

る繊細なレースのような模様を作る技

法です。切り端を強化する為に中抜き

は針編みレースで埋められることもあ

ります。 

スタンプワークは立体的な刺しゅうで

、 刺しゅう用芯地に作成してベース

の生地に縫い付けます。当ソフトウェ

アではスタンプワークの構成要素は一

つのデザインウィンドウですべて見る

ことができ、 スタンプワークのピー

スはそれぞれ個別に編集でき、ミシン

に出力することができます。 

カットワークとスタンプワークデザインは共通のツールで作成することができます。スタ

ンプワークはベースのデザインに縫い付けるカットワークピースから作成することができ

ます。 
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カットワークボーダー 

カットワークとスタンプワークデザインは共通のツールで作成することができます。スタ

ンプワークはベースのデザインに縫い付けるカットワークピースから作成することができ

ます。これらを作成するにはカットワークボーダードッカーを使用します。このドッカー

はボーダータイプで区分されています。ボーダータイプは、カットワーク/スタンプワーク

オブジェクトにどの構成要素が含まれているかを表示します。カットワークボーダードッ

カーにはボーダーギャラリーとそれに関連する設定が含まれてます。ドッカーは下の図の

ように浮かせることもできます。 

 

ボーダーカテゴリー 

カットワークボーダーギャラリーには 3つのボーダーカテゴリーが含まれています。 

カテゴリー 説明 

切り抜き穴 穴が切り抜かれた後の生地を使用する場合に選択します。刺しゅうとカットライ

ンを含みます。 

ピース 切り取ったピースを使用する場合に選択します。残りの部分は通常使用しません

。刺しゅうとカットラインを含みます。ピースのボーダータイプは一般的にスタ

ンプワークに使用します。スタンプワークも併せてご覧ください。 

切り取り 刺しゅうのない開いたまたは閉じたカットラインです。スタンプワークとして縫

い付ける切り取りピースを作成するのに使用します。 



 カットワークボーダー 

 

 

 

カットワーク/ スタンプワーク 2016-06-29 3 

 

ボーダータイプ 

ボーダータイプは、カットワーク/スタンプワークオ

ブジェクトにどの構成要素が含まれているかを表示

します。ボーダータイプは構成要素の刺しゅうの順

番と間隔も特定します。例えば一番シンプルなボー

ダーはカットラインのみを生成します。デジタイズ

したアウトラインはカットラインがたどる形状を形

成します。他のボーダータイプではデジタイズした

アウトラインがサテンラインのセンターラインにな

り、カットラインは対応するオフセットに従って計

算されます。詳細はボーダータイプをご覧くださ

い。 

カットワークの構成要素 

カットワークの構成要素は選択したボーダータイプに従って生成され、並び替えられま

す。アップリケと同じく、カットワークオブジェクトは複数の刺しゅうや切り取りの構成

要素を含む複合オブジェクトです。その構成要素には以下のようなものがあります。 

構成要素 説明 

 
補助ステッチ 補助ステッチは切り取りまたはステッチ前に生地のゆがみを軽減する為に

用います。一つのカットワークオブジェクトの中に補助ステッチが複数存

在することもあります。 

 
カットライン 通常カットラインは様々なカット角度（0度、45 度、90 度、135 度）のカ

ット針を組み合わせて、大まかなラインを作成します。各針の切り取り部

分はすべてまとめて行うのが望ましいでしょう。 

 
留め縫い 穴を切り取った後、当て布を取り付けるのに使用されます。留め縫いには

シンプルなランニングステッチが適用されます。カットワークピースには

必要ありません。 

 
網目フィル 網目フィルは切り取った穴の中の当て布にステッチされます。これらは穴

を切り抜き当て布が縫い付けられた後に作成されます。フィルが刺しゅう

されると、縁はサテンまたはステムステッチラインで縁取られます。他の

ステッチタイプも使用することができます。芯地を水に溶かすとネット状

のステッチのみが穴の中に残ります。 

 
刺しゅう ボーダータイプによっては穴の縁をかがるのに刺しゅうが使用される場合

があります。また生地をカットする前または後にカットラインから一定の

距離に サテン、Eステッチ、ワイヤーラインまたはステムステッチで刺

しゅうを入れることもあります。サテンやワイヤーラインは通常スタンプ

ワークに使用されます。スタンプワークも併せてご覧ください。 

 

 



 ボーダータイプ 
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ボーダータイプ 

ボーダータイプは、カットワーク/スタンプワ

ークオブジェクトにどの構成要素が含まれてい

るかを表示します。ボーダータイプは構成要素

の刺しゅうの順番と間隔も特定します。例えば

一番シンプルなボーダーはカットラインのみを

生成します。デジタイズしたアウトラインはカ

ットラインがたどる形状を形成します。他のボ

ーダータイプではデジタイズしたアウトライン

がサテンラインのセンターラインになり、カッ

トラインは対応するオフセットに従って計算さ

れます。使用できるボーダータイプは以下のと

おりです。 

カットワークの切り抜き穴 

カットワークの切り抜き穴は通常単独のカット

ワークに使用されます。通常カットワークは背景の生地を切り取り、その縁を刺しゅうで

固定する繊細なレースのような模様を作る技法です。切り縁を強化する為に穴は針編みレ

ースで埋められることもあります。カットワークをデジタイズするも併せてご覧くださ

い。 

切り抜き穴-1 

 

切り抜き穴-1: 覆い縁のある切り抜き穴を生地に作成します。 

生地に穴を作成します。穴を切り抜き後、留め縫いで固定し最後に刺しゅうを施します。

以下の構成要素が順番に含まれます。 

 
まず切り取る前に生地の歪みを減少させる補助ステッチが施されます。 

 
カットラインが挿入されます。生地を補強した後にカット針 1 本ごとに穴が切り取られま

す。 

 
この時点で留め縫いで穴に当て布を取り付けます。当て布はミシンを起動する前に穴の下

に配置します。 

 
最後に刺しゅうのボーダーで穴の縁をかがります。これにはサテン、Eステッチ、ステム

ステッチを使用することができます。 



 ボーダータイプ 
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切り抜き穴-2 

 

切り抜き穴-2: 覆い縁のある切り抜き穴を生地に作成します。 

切り抜き穴-1とは少し異なり、このタイプは生地に穴を切り抜き当て布なしで縁を刺しゅ

うします。以下の構成要素が順番に含まれます。 

 
まず切り取る前に生地の歪みを減少させる補助ステッチが施されます。 

 
カットラインが挿入されます。生地を補強した後にカット針 1 本ごとに穴が切り取られま

す。 

 
最後に刺しゅうのボーダーで穴の縁をかがります。これにはサテン、Eステッチ、ステム

ステッチを使用することができます。 

 

切り抜き穴-3 

 

切り抜き穴-3: 網目フィルと覆い縁のある切り抜き穴を作成します。 

このタイプは生地に穴を切り抜き、当て布と網目フィルを適用します。穴を切り抜き後、

留め縫いで当て布が固定され網目フィルと刺しゅうが施されます。以下の構成要素が順番

に含まれます。 

 
まず切り取る前に生地の歪みを減少させる補助ステッチが施されます。 

 
カットラインが挿入されます。生地を補強した後にカット針 1 本ごとに穴が切り取られま

す。 

 
この時点で留め縫いで穴に当て布を取り付けます。当て布はミシンを起動する前に穴の下

に配置します。 

 
当て布を配置した後に編み目フィルが切り抜き穴の内側に施されます。芯地を水に溶かす

とネット状のステッチのみが穴の中に残ります。 

 
最後に刺しゅうのボーダーで穴の縁をかがります。これにはサテン、Eステッチ、ステム

ステッチを使用することができます。 

 



 ボーダータイプ 
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切り抜き穴-4 

 

切り抜き穴-4: 覆い縁のない切り抜き穴を作成します。 

これは最もシンプルなタイプの一つで穴の縁に刺しゅうを施します。刺しゅうが先に行わ

れるので、切り取りが刺しゅうにダメージを与えないように注意します。縁が覆われてい

ない為、縁がボサボサに見えることがあります。以下の構成要素が順番に含まれます。 

 
初めに穴の縁に刺しゅうのボーダーが刺しゅうされます。どのラインステッチでも使用で

きます。ボーダーそのものが生地を固定する役目をします。 

 
カットラインはボーダーの後に挿入されます。穴は刺しゅうとカットラインから補正さ

れ、カット針 1 本ごとに穴が切り取られます。 

 

切り抜き穴-5 

 

切り抜き穴-5: 覆い縁のない切り抜き穴を生地に作成します。 

切り抜き穴-4とは少し異なり、このタイプは初めに補助ステッチを施します。以下の構成

要素が順番に含まれます。 

 
まず切り取る前に生地の歪みを減少させる補助ステッチが施されます。 

 
初めに穴の縁に刺しゅうのボーダーが刺しゅうされます。どのラインステッチでも使用で

きます。ボーダーそのものが生地を固定する役目をします。 

 
カットラインはボーダーの後に挿入されます。穴は刺しゅうとカットラインから補正され

、カット針 1本ごとに穴が切り取られます。 

カットワーク/スタンプワークのピース 

カットワークのピースは一般的にスタンプワークデザインに使用されますが、単独のピー

スとして使用されることもあります。スタンプワークは立体的な刺しゅうで スタンプワー

クのピースを刺しゅう用芯地に作成してベースの生地に縫い付けます。切り取りは常に刺

しゅうの後の一番最後に行います。スタンプワークを作成するも併せてご覧ください。 

ピース-1 

 

ピース-1: 覆い縁のないカットワークピースを作成します。 

このタイプは刺しゅうのボーダーのある切り取った生地のピースを作成します。サテンの

上縫いステッチと使用することをお勧めします。切り取りが簡単にできるよう補助ステッ

チを 2回繰り返します。以下の構成要素が順番に含まれます。 



 ボーダータイプ 
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まず切り取る前に生地の歪みを減少させる補助ステッチが施されます。 

 
次に切り取るピースの縁を刺しゅうボーダーで定義します。これにはサテン、Eステッ

チ、ステムステッチを使用することができます。またワイヤーラインにすることもでき、 

スタンプワークに使用され張りと安定を与えます。スタンプワークを作成するも併せてご

覧ください。 

 
ここで刺しゅうを固定するもう一つの補助ステッチが施されます。 

 
カットラインが挿入されます。ここでスタンプワークのピースが切り取られます。 

ピース-2 

 

ピース-2: 覆い縁のないカットワークピースを作成します。 

ピース-1とは少し異なりますが、このタイプも刺しゅうのボーダーのある切り取った生地

のピースを作成します。以下の構成要素が順番に含まれます。 

 
初めに刺しゅうを固定する補助ステッチが施されます。 

 
次に切り取るピースの縁を刺しゅうボーダーで定義します。これにはサテン、Eステッチ

、ステムステッチを使用することができます。またワイヤーラインにすることもでき、 

スタンプワークに使用され張りと安定を与えます。スタンプワークを作成するも併せてご

覧ください。 

 
カットラインが挿入されます。ここでスタンプワークのピースが切り取られます。 

ピース-3 

 

ピース-3: 覆い縁のないカットワークピースを作成します。 

ピース-1とは少し異なりますが、このタイプも刺しゅうのボーダーのある切り取った生地

のピースを作成します。ピース-3はあまり固定しなくともよい場合に使用されます。以下

の構成要素が順番に含まれます。 

 
初めに切り取るピースの縁を刺しゅうボーダーで定義します。これは刺しゅうのみまたは

刺しゅうのワイヤーラインを使用することができます。スタンプワークを作成するも併せ

てご覧ください。 

 
カットラインを固定するよう補助ステッチが施されます。 

 
カットラインが挿入されます。ここでスタンプワークのピースが切り取られます。 

 



 ボーダータイプ 
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ピース-4 

 

ピース-4: 覆い縁のないカットワークピースを作成します。 

ピース-3とは少し異なり、このタイプは補助ステッチのない刺しゅうのボーダーのある切

り取った生地のピースを作成します。以下の構成要素が順番に含まれます。 

 
初めに切り取るピースの縁を刺しゅうボーダーで定義します。これは刺しゅうのみまたは

刺しゅうのワイヤーラインを使用することができます。スタンプワークを作成するも併せ

てご覧ください。 

 
カットラインが挿入されます。ここでスタンプワークのピースが切り取られます。 

切り取り-1 

 

切り取り-1: 一般的に使用する切り取り穴を作成します。閉じた/開いた形状両方

に使用できます。 

一番シンプルなボーダータイプで、 ミシンでスタンプワーク用などにピースを切り取るカ

ットラインを作成します。 



 ユーザーインターフェース 
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ユーザーインターフェース 

スタンプワークのユーザーインターフェースにはツールボックス、ドッカー、オブジェク

トプロパティの 3つの主要な要素があります。 

 

スタンプワークツールボックス 

 

カットワーク / スタンプワーク > カットワークボーダーをデジタイズを使用し、最大

5 層の刺しゅうや切り取り構成要素（補助ステッチ、留め縫いランニング、切り取り、

刺しゅう、網目フィル含む）を持つカットワークオブジェクトを作成します。 

 

このツールボックスには既存の刺しゅうオブジェク

トを使用してカットワークやスタンプワークを作成

したり、これらを一からデジタイズすることができ

るツールが装備されています。このツールボックス

は機能別に 3つのエリアに分かれています。 

 

 カットワークボーダーをデジタイズツールを使

用して、最大 5層の刺しゅうや切り取り構成要

素（補助ステッチ、留め縫いランニング、切り

取り、刺しゅう、網目フィル含む）を持つカッ

トワークオブジェクトを作成します。 

 カットワークボーダーを追加、閉じたカットワークボーダーをカット、ワイヤーライ

ンをデジタイズツールは既存のオブジェクトからカットワークを作成します。 

 スタンプワークのサブデザインを作成、スタンプワークサブデザインを開く、スタン

プワークサブデザインを保存ツールは独立したカットワークの「サブデザイン」を作

成します。これらの埋め込みデザインはベースのデザインの一部として表示されます

が、縫製には含まれません。これらのデザインは別の構成要素として刺しゅうされま

す。 

 



 ユーザーインターフェース 
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カットワークドッカー 

カットワークドッカーはカットワークやスタンプワークの特性を定義します。 

 

 

←ボーダータイプ選択パネル。カットワーク/スタンプ

ワークスタイルを選択 

 

 

 

 

 

 

←現在のボーダー設定をプレビュー 

 

 

←補助ステッチ 1はワイヤーラインのスタンプワークに

は必要ないが、他のタイプのカットワーク/スタンプワ

ークで使用する場合もある 

←スタンプワークボーダー刺しゅう。通常はワイヤーラ

インだがサテンボーダーやその他のステッチタイプの場

合もある 

 

←補助ステッチ 2は穴を切り取り時に生地を固定するの

に使用する 

 

←カットラインはカットワーク/スタンプワークピース

を切り取る際カット針が通る 

 

カットワークドッカーはカットワーク/スタンプワーク両方のオプションをプリセットで

きます。カットワークは通常生地に穴を切り取る工程があり、一方スタンプワークはス

タンプワークピースを切り取る作業があります。この理由からスタンプワークは「切り

取り穴」でなく「ピース」を使用します。カットワークボーダーも併せてご覧くださ

い。 

 



 ユーザーインターフェース 
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オブジェクトプロパティ 

カットワークオブジェクトの各項目には補助ステッチ、カットライン、刺しゅうなどそれ

ぞれプロパティがあります。各項目のオブジェクトプロパティは名前の横の矢印ボタンか

らアクセスすることができます。例えばワイヤーラインのプロパティは専用のワイヤライ

ンタブで調整することができます。 

 

ワイヤラインを刺しゅうに選択した場合、以下のプロパティを設定することができます。 

設定 メモ 

留め縫いステッチ 使用するワイヤーラインのゲージはガイドランと留め縫いステッチの幅を

定義します。自分で設定するか初期設定を使用します。 

ワイヤーゲージ ワイヤーゲージの番号はアメリカン・ワイヤーゲージ(AWG)コードに対応し

ています。AWGまたはワイヤーゲージの番号が大きいほど、実際のワイヤ

ーは細くなります。 

上縫いステッチ 初期設定はサテンですが Eステッチも使用することができ、 両方とも幅

と間隔を調整することができます。 



 カットワークをデジタイズする 
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カットワークをデジタイズする 

カットワーク刺しゅうは背景の生地を切り取り、その縁を刺しゅうで固定する繊細なレー

スのような模様を作る技法です。切り端を強化する為に中抜きは針編みレースで埋められ

ることもあります。 

相応の装備のあるミシンを使用すれば伝統的なカットワークの手作業部分の多くを自動で

行えます。工程はほぼ同じですが、刺しゅうはミシンで行い、針をカット針に替えて穴を

切り取ります。一般的にカットワーク針はカット角度が 0度、45度、90度、135度の 4種

類がセットになっています。 

 

基本手順 

カットワーク/スタンプワークツールボックスでは、アップリケオブジェクトと同じような

方法でカットワークをデジタイズすることができます。しかしカットワークの構成要素の

数や種類は場合によって異なる為、この機能には「ボーダータイプ」が用意されています

。ボーダータイプは、カットワーク/スタンプワークオブジェクトにどの構成要素が含まれ

ているかを表示します。ほとんどのカットワークはこの基本手順に従います。 

 生地にデザインを刺しゅうする 

 スプレー式ののりを使ってアイロンして固める 

 刺しゅうした部分の間の生地を先の尖ったハサミで切り取る 

 刺しゅう糸を切らないように注意する 

 完了したら刺しゅう部分にもう一度アイロンをかける 

リネンのようにきつく織られた生地はほつれにくく、カットワークに適しています。生地

の固さによって当て布を使用する場合としない場合があります。水溶性の当て布は刺しゅ

う時に一時的に生地を安定させる使用し、刺しゅう後に水に溶かします。下地部分を切り

取るとレースのような外観になります。 

ソフトウェアには以下のスクリーンショットで使用しているデザインがサンプルとして

含まれています。デザインを完成させる手順は関連するプロジェクトで紹介していま

す。蝶のカットワークも併せてご覧ください。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Cutwork


 カットワークをデジタイズする 
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カットワークオブジェクトをデジタイズする 

 

カットワーク / スタンプワーク > カットワークボーダーをデジタイズを使用し、最大

5 層の刺しゅうや切り取り構成要素（補助ステッチ、留め縫いランニング、切り取り、

刺しゅう、網目フィル含む）を持つカットワークオブジェクトを作成します。 

 

アップリケオブジェクトをデジタイズするのと同じ要領で、カットワークをデジタイズし

ます。カットワークの構成要素の数とタイプは異なる為、まず作成しているカットワーク

の種類に合うボーダータイプを選択します。 

 デジタイズの下絵用に適当なイメージをインポートします。 

 

 イメージをチェックし、カットワークにするオブジェクトと通常の刺しゅうオブジェ

クトを決定します。 

 カットワークボーダーをデジタイズツールをクリックします。カットワークボーダー

ドッカーが開きます。 

 



 カットワークをデジタイズする 
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 ギャラリーからボーダータイプを選択します。各タイプの設定は上級パネルに表示さ

れます。構成要素は刺しゅうする順に表示されています。 

 

 必要に応じて特定のボーダータイプの設定を調整します。設定はデジタイズ後でも調

整することができます。 

 刺しゅうドロップリストから使用したい刺しゅうのタイプを選択します。 

 

 閉じたオブジェクトをデジタイズするのと同じ方法でカットワークをデジタイズしま

す。 



 カットワークをデジタイズする 
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 <Enter>を押して形状を閉じます。 

選択したボーダータイプに従い、ボーダーが生成されます。 

例えば： 

o まず補助ステッチを適用する 

o 切り取りを作成 

o 穴の縁にサテンラインを適用 

 適切なボーダータイプで残りのカットワークオブジェクトをデジタイズします。ボー

ダータイプをご覧ください。 

 

 必要に応じて刺しゅう部分をデジタイズします。 



 カットワークをデジタイズする 
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 刺しゅうとカットワークオブジェクトを並び替えます。通常刺しゅうはカットワーク

の前に行います。カットワークはすべて一緒に刺しゅうされるのが理想的です。オブ

ジェクトの刺しゅう順序も併せてご覧ください。 

カットワークの設定を変更する 

カットワークオブジェクトは選択したボーダータイプに従って生成される、カットワーク

の構成要素からなる複合オブジェクトです。ボーダータイプはいつでも変更するができま

す。構成要素は刺しゅうオブジェクトなのでオブジェクトの詳細にアクセスし、変更する

こともできます。設定は上級タブで調整することができます。 

カットワークの設定を調整するには： 

 変更したいカットワークオブジェクトを選択します。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Sequence+objects
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Sequence+objects


 カットワークをデジタイズする 
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 刺しゅうタイプを変更するには、刺しゅうドロップリストから選択します。 

 

 ボーダータイプを変更するには、ボーダーギャラリーから別のボーダータイプを選択

します。構成要素は刺しゅうする順に表示されています。以下の構成要素のすべて/一

部が表示されます。 

 

 必要に応じて設定を調整します。選択したボーダータイプにより数値は許容範囲に制

限されます。カットワークボーダーも併せてご覧ください。 

 矢印ボタンからカットワーク構成要素のオブジェクトプロパティにアクセスします 

（例：刺しゅうの横にある矢印をクリックし、オブジェクトプロパティにアクセ

ス）。 

 



 カットワークをデジタイズする 
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カットワーク構成要素を統合する 

デザイン中にたくさんのカットワークオブジェクトがある場合、 針替えを最小限に抑える

よう各カットワークオブジェクトに含まれている構成要素をまとめて並べ替えることがで

きます。2つ以上のカットワークオブジェクトを選択すると選択を結合ボタンが有効にな

ります。ボタンをクリックし、すべてのカットラインを統合します。 

 

刺しゅうや複数のカットワークを含む複雑なデザインは、すべてのカットワークオブジ

ェクトを一緒に並び替えることができない場合があります。 

 



 カットワークをデジタイズする 

 

 

 

カットワーク/ スタンプワーク 2016-06-29 19 

 

ワークシートを出力する 

刺しゅう糸の情報に加えデザインワークシートには、カット針やミシンで使用する順番な

どの情報が含まれます。これらは「カッター90」、「カッター45」のように表示されま

す。 

 



 スタンプワークをデジタイズする 
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スタンプワークをデジタイズする 

スタンプワークは立体的な刺しゅうで 刺し

ゅう用芯地に作成してベースの生地に縫い付

けます。ワイヤーを形状の周りに通せば、3D

効果を生むことができます。 

ここでは平らな刺しゅうを立体的なデザイン

にすることができるスタンプワークを作成す

るツールとテクニックを紹介します。 

 

 

 

 

 

スタンプワーク刺しゅう 

スタンプワークは立体的な刺しゅうで 刺しゅ

う用芯地に作成してベースの生地に縫い付け

ます。ワイヤーを形状の周りに通せば、3D効

果を生むことができます。 

このような種類の刺しゅうで難しいのは、完

成品を想像することです。当ソフトウェアで

はスタンプワークの構成要素は一つのデザイ

ンウィンドウですべて見ることができ、 各ピ

ースはそれぞれ個別に編集しミシンに出力す

ることができます。 

スタンプワークの作成方法 

通常スタンプワークは以下のいずれかの方法

で作成します。 

 既存の刺しゅうからスタンプワークピー

スを生成する 

 ワイヤーラインのあるスタンプワークピースを初めからデジタイズする 

 形付けと強化の為にワイヤラインを更にデジタイズする 

 ボーダー内にある刺しゅうを含めたピースをスタンプワーク「サブデザイン」にする 

一般的なスタンプワーク 

スタンプワークのほとんどは形付けにワイヤーラインを使用します。方法はまずワイヤー

ラインのガイドラインをステッチし、 次に留め縫いでワイヤーラインをガイドラインの内

側に配置します。最後に上縫いステッチ（通常サテン）を追加します。 



 スタンプワークをデジタイズする 
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スタンプワークの構成要素 

スタンプワークは以下の構成要素で構成されています。刺しゅう順序内の各構成要素はミ

シンのストップ機能で分けられています。 

構成要素 メモ 

 
補助ステッチ 1 スタンプワークの内部に置かれ ワイヤーラインには必要ありませんが

、 生地の歪みを軽減するよう刺しゅう前に施します。 

 
刺しゅうボーダー 一般的にスタンプワークにはワイヤーラインを使用しますが、他のボ

ーダーを使用することもできます。 

 停止 ワイヤーラインを使用する場合、ワイヤーラインを配置＆縫い付ける

のに必要なステッチとストップ機能が含まれます。 

 
補助ステッチ 2 スタンプワークの外側に置かれ、 通常生地を切り取る際に生地を固定

するのに使用されます。 

 停止 カット針を変えるかスタンプワークを手で切り取ります。 

 
カットライン カットラインはカット針が移動するラインを自動的に生成します。 

ミシンに関するアドバイス 

スタンプワークを作成する際の推奨するミシンの設定は以下のとおりです。 

 複数のワイヤーラインがあるスタンプワークピースを作成する場合（真ん中に葉脈の

ある葉っぱなど）、内側のワイヤーがボーダーに重ならないよう注意してください。 

 内側のワイヤーを少しだけ短くカットするのもよいでしょう。これによりステッチは

ボーダーに至るまで途切れることなく続けることができ、不要なすき間を防ぐことが

できます。 

スタンプワークを作成する 

スタンプワークは複数のカットワーク項目が

層になったデザインを指します。スタンプワ

ークはカットワークの構成要素が集まった刺

しゅうとも言えるでしょう。スタンプワーク

デザインはカットワーク項目をデジタイズし

、それからスタンプワークピースを作成しま

す。これらのピースは一つのスタンプワーク

デザイン内で見ることができます。 

ワイヤーと生地を使用するのはスタンプワー

ク作成で最も一般的と言えるでしょう。まず

スタンプワークボーダーをデジタイズし、 

別の生地にワイヤーを通して刺しゅうして切

り取り、ベースのデザインに取り付けます。

また他の方法ではデザイン項目を閉じたボー

ダー内にワイヤーなしに作成し、 その後スタンプワークをデジタイズし、 既存の刺しゅ

う形状からワイヤーラインあり/なしに切り取る項目を生成できます。 



 スタンプワークをデジタイズする 
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既存の刺しゅうからスタンプワークを作成する 

スタンプワークを作成する一番簡単な方法は既存のデザインをスタンプワークに作り変え

ることでしょう。この方法は刺しゅう形状を選択し、切り取り項目を生成します。一般的

にワイヤーラインを含めますが無くとも構いません。スタンプワークはワイヤーとボーダ

ーと共にベースのデザインとは別に刺しゅうされます。その後切り取り、ベースのデザイ

ンに縫い付けるか取り付けます。 

 既存の刺しゅうからスタンプワークデザインを作成するには、適当なデザインを開き

ます。必要に応じて刺しゅうオブジェクトを再デジタイズします。

 

 

カットワーク / スタンプワーク > カットワークボーダーをデジタイズを使用し、最大

5 層の刺しゅうや切り取り構成要素（補助ステッチ、留め縫いランニング、切り取り、

刺しゅう、網目フィル含む）を持つカットワークオブジェクトを作成します。 

 

 カットワークをデジタイズツールを右クリックし、カットワークボーダードッカーを

開きます。希望の値をプリセットします（ 例:「ピース-3」を選択し、刺しゅうに

「ワイヤーライン」を選ぶ）。 

 関連する矢印ボタンをクリックし、ワイヤーラインの設定をプリセットします。ワイ

ヤーゲージの番号はアメリカン・ワイヤーゲージ(AWG)コードに対応しています。AWG

またはワイヤーゲージの番号が大きいほど、実際のワイヤーは細くなります。 

 ワイヤーの太さは上縫いステッチの最小幅を決定します。これは選択したワイヤーゲ

ージに従って自動的にアップデートしません。上縫いステッチの幅を調整します。 



 スタンプワークをデジタイズする 
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カットワーク / スタンプワーク > カットワークボーダーを追加を使用し、刺しゅうボ

ーダー、カットライン、補助ステッチから成る選択オブジェクトからカットワーク/ ス

タンプワークボーダーを作成します。 

 

 スタンプワークにしたいオブジェクト（複数可）を選択します。ここでは一つのオブ

ジェクトを選択しました。 

 

 

 カットワークボーダーを追加をクリックし、切り取る項目を作成します。カットワー

クボーダーを追加ダイアログが開きます。設定はカットワークボーダードッカーで予



 スタンプワークをデジタイズする 
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め定義されていますが、ここでボーダータイプを設定することができます。選択した

オブジェクトに穴がある場合、ボーダータイプまたはカットラインも設定することが

できます。ここではオブジェクトに穴がないのでオプションのチェックを外します。 

 

 オフセット設定を使用して基になるオブジェクトからのボーダーのオフセットを調整

します。滑らかさを調整して、ボーダーを基のオブジェクトにどれくらい沿わせるか

を定義します。 

 

カットワーク / スタンプワーク > 閉じたカットワークボーダーをカットを使用し、閉

じたカットワーク/ スタンプワークボーダーをカットしてすき間をあけます（例:ワイヤ

ーの先を入れる用）。 

 

 ワイヤーの端が出るカットポイントをマークするよう指示があります。すべての選択

オブジェクトは自動的にグループ化されます。 

 

 カットワーク設定はその後でもボーダーをダブルクリックして調整することができま

す。関連する矢印ボタンをクリックし、刺しゅうやその他の設定をオブジェクトプロ

パティドッカーで調整します。 



 スタンプワークをデジタイズする 
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カットワーク / スタンプワーク > ワイヤーラインをデジタイズを使用し、デジタイ

ズしたアウトラインと現在の設定を使用し、ワイヤーラインを作成します。 

 

カットワーク / スタンプワーク > スタンプワークのサブデザインを作成を使用

し、スタンプワークボーダー内に刺しゅうを含んだ選択オブジェクトから、スタン

プワークのサブデザインを作成します。 

 

 任意でワイヤーラインをデジタイズツールでワイヤーラインを更に追加します。 

 スタンプワークボーダーとその中に含めたいその他の刺しゅうを選択し、スタンプワ

ークのサブデザインを作成をクリックします。 

選択したオブジェクトはベースデザインに組み込まれるサブデザインとセットになり

ます。スタンプワークのサブデザインは別のデザインなので刺しゅう順序変更ドッカ

ーの一番下に表示されます。 

 必要に応じて他のスタンプワークオブジェクトを生成します。同じものをコピーする

こともできます。 

 

 



 スタンプワークをデジタイズする 

 

 

 

カットワーク/ スタンプワーク 2016-06-29 26 

 

同じスタンプワークオブジェクトをいくつも作成する場合、その中の１つだけミシンフ

ァイルに出力します。一つの刺しゅう枠の中に複数のアイテムを刺しゅうすることもで

きます。 

 

ワイヤーラインのあるスタンプワークを作成する 

 

カットワーク / スタンプワーク > カットワークボーダーをデジタイズを使用し、最大

5 層の刺しゅうや切り取り構成要素（補助ステッチ、留め縫いランニング、切り取り、

刺しゅう、網目フィル含む）を持つカットワークオブジェクトを作成します。 

 

一般的なスタンプワークはワイヤーと生地を使用します。まずスタンプワークボーダーを

デジタイズし、別の生地にワイヤーを通し刺しゅうし、それを切り取ってベースのデザイ

ンに取り付けます。ピース-3ボーダーには刺しゅう、補助ステッチ、カットラインが含ま

れます。 

 カットワークをデジタイズツールを右クリックし、カットワークドッカーを開きま

す。希望の設定をプリセットします（例：ピース-3と刺しゅうにワイヤーラインを選

択）。 

 他のオブジェクトと同じ方法でボーダーをデジタイズします。 

 

 <Enter>を押して完了します。閉じたカットワークオブジェクトはプリセットを基に生

成されます。詳細を見るにはズームインします。 

 



 スタンプワークをデジタイズする 
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カットワーク / スタンプワーク > 閉じたカットワークボーダーをカットを使用し、閉

じたカットワーク/ スタンプワークボーダーをカットしてすき間をあけます（例:ワイヤ

ーの先を入れる用）。 

 

 閉じたカットワークボーダーをカットツールでボーダーにワイヤーを通す切り込みを

カットします。 

 

 

カットワーク / スタンプワーク > スタンプワークのサブデザインを作成を使用し、ス

タンプワークボーダー内に刺しゅうを含んだ選択オブジェクトから、スタンプワークの

サブデザインを作成します。 

 

ボーダーと含めたいその他の刺しゅうを選択し、スタンプワークのサブデザインを作成を

クリックします。 



 スタンプワークをデジタイズする 
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カットワーク / スタンプワーク > スタンプワーク サブデザインを開くを使用し、選択

したサブデザインを表示し編集します。 

 

 スタンプワークオブジェクトを編集するには、オブジェクトを選択しスタンプワーク 

サブデザインを開くをクリックします。 

スタンプワークオブジェクトが別のウィンドウで開きます。ここでワイヤーゲージ、

サテンの上縫い幅、オフセットなどのプロパティを編集することができます。 

 使用する生地に似た背景を追加することもできます。 

 

スタンプワークを刺しゅうする場合、ワイヤーは上縫いステッチをする前に生地に接着

すると刺しゅうしやすくなります。サンプルデザインフォルダーにある

Stumpwork_Floral デザインをチェックしてみましょう。実際に刺しゅうしてテクニック

を学びましょう。ミシンの説明書もよくお読みください。 

 



 スタンプワークをデジタイズする 
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閉じたボーダーのあるスタンプワークを作成する 

スタンプワークには閉じたボーダー内にデザイン項目を含んだものもあります。開いたボ

ーダーのスタンプワークと同様にこれらサブデザインは別の生地にワイヤーなしで刺しゅ

うされます。その後切り取りベースデザインに取り付けます。 

 

閉じたスタンプワークを作成する手順は基本開いたスタンプワークと同じです。違いは刺

しゅう部分にあります。 

 デジタイズツールでデザインを作成するか、既存のデザインを使用します。 

 カットワークドッカーを開き、希望の設定をプリセットします(例：サテンのボーダ

ー）。 

 

カットワーク / スタンプワーク > カットワークボーダーをデジタイズを使用し、最

大 5層の刺しゅうや切り取り構成要素（補助ステッチ、留め縫いランニング、切り取

り、刺しゅう、網目フィル含む）を持つカットワークオブジェクトを作成します。 

 

カットワーク / スタンプワーク > カットワークボーダーを追加を使用し、刺しゅ

うボーダー、カットライン、補助ステッチから成る選択オブジェクトからカットワ

ーク/ スタンプワークボーダーを作成します。 

 

カットワーク / スタンプワーク > スタンプワークのサブデザインを作成を使用

し、スタンプワークボーダー内に刺しゅうを含んだ選択オブジェクトから、スタン

プワークのサブデザインを作成します。 

 

カットワーク / スタンプワーク > スタンプワーク サブデザインを開くを使用し、

選択したサブデザインを表示し編集します。 

 

 ボーダーをデジタイズするか、既存のオブジェクトに追加します。 

 出来上がったボーダーとスタンプワークサブデザインに含めたいすべてのオブジェク

トを選択し、スタンプワークのサブデザインを作成をクリックします。選択したオブ

ジェクトはベースデザインに組み込まれるサブデザインとセットになります。 



 スタンプワークをデジタイズする 
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 スタンプワークオブジェクトを編集するには、オブジェクトを選択しスタンプワーク 

サブデザインを開くをクリックします。スタンプワークオブジェクトがプロパティを

編集できる別のウィンドウで開きます。 

 サブデザインを閉じ、ベースデザインに戻ります。保存するよう指示があります。 

閉じたボーダーにワイヤーラインを後で追加する場合は、初めに切り込みをカットしま

す。これには閉じたカットワークボーダーをカットツールを使用します。 

 

サンプルデザインフォルダーにある Stumpwork_Wreath デザインをチェックしてみましょ

う。実際に刺しゅうしてテクニックを学びましょう。ミシンの説明書もよくお読みくだ

さい。 

スタンプワークを編集する 

スタンプワークを作成した後はいつでも編集することができます。より強いサポートを与

える為にワイヤーラインを追加する編集はもちろん、 オブジェクトの刺しゅう順序、糸

色、密度の変更などスタンプワークのサブデザイン全体を編集したい場合でも 簡単に行う

ことができます。 



 スタンプワークをデジタイズする 
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ワイヤーラインを追加する 

 

カットワーク / スタンプワーク > ワイヤーラインをデジタイズを使用し、デジタイズ

したアウトラインと現在の設定を使用し、ワイヤーラインを作成します。 

 

ワイヤーラインを追加すると シンプルなボーダーワイヤーに比べてピースを形付けるのに

役立ちます。これはスタンプワークを作成する際に追加したり、また既存のスタンプワー

クサブデザインに加えることができます。 

 既存の刺しゅうオブジェクトから、または自分でデジタイズしてスタンプワークボー

ダーを作成します。 

 スタンプワーク項目を選択する前にスタンプワークのサブデザインを作成をクリック

し、ワイヤーラインをデジタイズツールを選択します。またはスタンプワークサブデ

ザインがすでにある場合は、初めにスタンプワーク サブデザインを開くをクリック

し、デザインウィンドウに開きます。 

 追加するワイヤーラインをデジタイズします。ワイヤー配置位置、ワイヤー留め縫

い、上縫いステッチが自動的に作成されます。 

 

 刺しゅう順序変更ドッカーで含めたいオブジェクトを並び替えます。 

 



 スタンプワークをデジタイズする 
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注意：上のサンプルのワイヤーラインはとても狭くなっています。刺しゅうする際、縫

い針がワイヤーがにあたらないよう気をつけましょう。 

 

 

カットワーク / スタンプワーク > スタンプワークのサブデザインを作成を使用し、ス

タンプワークボーダー内に刺しゅうを含んだ選択オブジェクトから、スタンプワークの

サブデザインを作成します。 

 

 すべてのオブジェクトを選択し、スタンプワークのサブデザインを作成をクリックし

ます。スタンプワークサブデザインを編集している場合は保存し、ベースデザインに

戻ります。 

 

スタンプワークを編集する 

 

カットワーク / スタンプワーク > スタンプワーク サブデザインを開くを使用し、選択

したサブデザインを表示し編集します。 

 

スタンプワークのサブデザイン作成機能を適用すると、出来上がったスタンプワークはベ

ースデザイン中の別のレイヤーに加えられます。スタンプワークオブジェクトは単独のデ

ザインとして編集することができます。 

 編集したいスタンプワークオブジェクトを選択します。 

 スタンプワーク サブデザインを開くをクリックします。スタンプワークデザインが別

のデザインウィンドウに開きます。 

 スタンプワークボーダーはカットワークドッカーから編集することができます(例：補

助ステッチ/カットラインを追加/削除など）。 

 矢印ボタンをクリックし、各スタンプワーク項目のオブジェクトプロパティにアクセ

スします。ワイヤーゲージ、サテンの上縫い、オフセットなどのプロパティを編集し

ます。 



 スタンプワークをデジタイズする 
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カットワーク / スタンプワーク > ワイヤーラインをデジタイズを使用し、デジタイ

ズしたアウトラインと現在の設定を使用し、ワイヤーラインを作成します。 

 

カットワーク / スタンプワーク > 閉じたカットワークボーダーをカットを使用し

、閉じたカットワーク/ スタンプワークボーダーをカットしてすき間をあけます（

例:ワイヤーの先を入れる用）。 

 

 必要に応じて他のオブジェクトをデジタイズします。ワイヤーラインをデジタイズツ

ールでワイヤーラインを追加します。 

 閉じたカットワークボーダーをカットツールで、選択した閉じたスタンプワークボー

ダーにワイヤーを入れる切り込みを作成します。 

 刺しゅう順序変更ドッカーでオブジェクトを並べ替えます。 

 スタンプワークに生地とワイヤーを使用している場合はデザイン設定> 背景&表示色で

生地を選択します。 

 



 スタンプワークをデジタイズする 
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 スタンプワークデザインを閉じ、ベースデザインに戻ります。変更を保存します。 

 

スタンプワークをビジュアル化する 

 

デザイン出力 / 標準 > 印刷プレビューを使用し、デザインワークシートをプレビュー

します。プレビューウィンドウから印刷する 

 

 表示ツールバーのデザインを表示ドロップリストでスタンプワークオブジェクトを表

示/非表示にします。 

 

 ワークシートのプレビューではスタンプワークデザイン全体を表示しますが、色の順

序にはベースデザインのみが表示されます。 



 スタンプワークをデジタイズする 

 

 

 

カットワーク/ スタンプワーク 2016-06-29 35 

 

 

 デザイン中のスタンプワーク部分をワークシートで印刷するには、スタンプワークオ

ブジェクトを開き、そこでプレビューします。 

 

サンプルデザインフォルダーにある Stumpwork_Floral デザインをチェックしてみましょ

う。実際に刺しゅうしてテクニックを学びましょう。ミシンの説明書もよくお読みくだ

さい。 



 スタンプワークをデジタイズする 
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スタンプワークを出力する 

スタンプワークデザインは他の刺しゅうデザインと同様に EMBファイルフォーマットで保

存することができます。EMBフォーマットは、オブジェクトのアウトライン、プロパテ

ィ、ステッチ数、ミシン機能、糸色、アイコン、コマンドなどのデザイン情報を一つのフ

ァイルにまとめた、「オール・イン・ワン」ファイルフォーマットです。すべてのスタン

プワーク項目もベースデザインと共に保存することができます。しかしデザインを出力す

る際はミシン用に別々のステッチファイルを作成する必要があります。 

スタンプワークを表示する 

 

表示 > デザインを表示をクリックし、デザイン項目を表示/非表示にします。クリック

して表示設定ドロップリストを開きます。 

 

 出力したいスタンプワークデザインを開きます。 

 

 デザインを表示オプションでスタンプワークオプションを選択的に表示します。 

 



 スタンプワークをデジタイズする 
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ベースデザインをエクスポートする 

 

デザイン出力 > デザインをエクスポートを使用し、現在のデザインを選択したミシン以

外のフォーマットに変換します。 

 

デザイン項目はどの順番でエクスポートしても構いませんが、ベースデザインから開始す

るのがよいでしょう。 

 デザイン出力ツールボックスのデザインをエクスポートオプションを選択します。 

 

 デザインをエクスポートダイアログが「My Machine Files」フォルダーを開いた状態

で開きます。 

 ミシンファイルを選択します。警告メッセージがでた場合、表示されたスタンプワー

クのエクスポート情報に従います。 

 

 エクスポートしたミシンファイルはベースデザインのみでスタンプワークピースは含

まれません。 



 スタンプワークをデジタイズする 
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スタンプワークピースをエクスポートする 

 

カットワーク / スタンプワーク > スタンプワーク サブデザインを開くを使用し、選

択したサブデザインを表示し編集します。 

 

デザイン出力 > デザインをエクスポートを使用し、現在のデザインを選択したミシ

ン以外のフォーマットに変換します。 

 

ここで使用しているような同じスタンプワーク項目が繰り返しあるデザインは、すべての

項目をステッチファイルに出力する必要はありません。 

 スタンプワーク項目の一つを選択し、サブデザインとして開きます。 

 

 デザインをエクスポートツールでスタンプワークピースをミシンファイルに出力しま

す。 

 他の種類の違うスタンプワークピースも同じ方法で出力します。 



 スタンプワークをデジタイズする 
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 各ピースは何度もミシンに出力することができます。 

最も効率よく刺しゅうを行うにはすべてのスタンプワークサブデザインをコピーし単一

のデザインにし、一つの刺しゅう枠で刺しゅうできるようにします。 

 

ワークシートを印刷する 

 

デザイン出力 / 標準 > デザインを印刷を使用し、デザインを印刷します。 

 

デザイン出力 / 標準 > 印刷プレビューを使用し、デザインワークシートをプレビ

ューします。プレビューウィンドウから印刷する 

 

ステッチファイルに添付するデザインワークシートを出力してみましょう。デザインワー

クシートはスタンプワークデザインを組み立てる際に参照することができます。 

 



 

 

 
クロスステッチ 



 イントロダクション 
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著作権 

Copyright © 1998-2016. Wilcom Pty Ltd, Wilcom International Pty Ltd. All Rights reserved. 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェア（デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに組み込まれているあ

らゆるイメージ、動画、文章、アプリケーションを含むがこれに限定されない）、付属の印刷物、及びデ

ジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの複製はすべての権原及び著作権は実施許諾者（ライセンサー）ま

たはその供給業者により所有されます。当ソフトウェア製品は著作権法および国際特許条約により保護さ

れています。従ってユーザーはデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアを他の著作物と同様に取り扱うも

のとします。デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに付属の印刷物を複写することは禁じられています

。 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの画像技術機能の一部の著作権、版権は AccuSoft Corporation

により所有されています。 

有限保証 

すべて現状のまま提供されておりいかなる保証もしていない再配布可能ファイルは例外とし、蛇の目ミシ

ン工業株式会社（以下「ジャノメ」と称す）は購入日より 90日間、ソフトウェア媒体とその付随文書に

素材および製造上の欠陥がないこと、およびデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアが付属の文書に実質

的に従って作動することを保証します。州または法域によっては黙示の保障期間の制限を認めない場合が

ある為、前期の限定は適用されない場合があります。適用法で認められる範囲においてデジタイザー刺し

ゅう作成ソフトウェアの黙示的保証は、90日間に限定されます。 

責任制限 

保証に基づくジャノメの製造者責任制限は製品価格と同額を上限とします。いかなる場合においても本製

品の使用、または本製品の使用不能に起因する二次的、偶発的、あるいは間接的な損害（事業利益の損失

、事業の中断、事業情報の消失またはその他の金銭的損失を含むがこれらに限定されない）に関してジャ

ノメは一切責任を負わないものとします。同様にいかなる場合においてもジャノメは第三者に対し一切の

責任を負わないものとします。 

注記 

文書上で表示されている画面のレイアウトは解説用に作成されたもので、ソフトウェアが表示する画面の

表示と異なる場合があります。同様にデザインのサンプルは過程および手順のみ説明するもので お買い

上げいただいたバージョンのソフトウェアに含まれていない場合があることをご了承ください。 

救済方法 

保証期間中に領収書等の購入の証明を添えてお客様が欠陥品をジャノメまたは購入した販売店に返却され

た場合、ジャノメまたは販売店はジャノメの判断により(a) 購入金の返金、あるいは(b)デジタイザー刺

しゅう作成ソフトウェアの修理または交換、の何れかの救済措置を行います。 

交換したデジタイザイー刺しゅう作成ソフトウェアの保証期間は当初保証の残存期間、あるいは 30日間

の何れか長い方とします。 



 イントロダクション 
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イントロダクション 

クロスステッチは少ないステッチ数で大きな領

域を埋め込む技術で人気があります。クロスス

テッチはアウトラインや縁にも使うことがで

き、テーブルクロスや子供服、フォークデザイ

ンに適しています。クロスステッチはアップリ

ケと組み合わされることもあります。 

様々なステッチタイプや角度または効果を使用

してデザインを強調する通常の刺しゅうとは異

なり、クロスステッチはデザインに色の陰影と

大きさのみ追加することができます。その為ク

ロスステッチのデザインは通常の刺しゅうより

も多くの色が使用されます。 



 クロスステッチの種類 
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クロスステッチの種類 

クロスステッチは「ピクセル」と呼ばれる

四角形を基本に作成されます。四角形は縦

方向や対角線状などどの部分でもステッチ

できます。クロスの種類は以下のとおりで

す。 

 

 

 

フルクロス 

 

十字クロス 

 

3/4クロス 

 

ダブルクロス 

 

ハーフクロス 

 

縦長クロス 

 

1/4 クロス 

 

横長クロス 

 

ミニクロス 

 

シングルライン 

 

フレンチ・ノット   

クロスステッチフィル 

クロスステッチを埋め込みとして使用する時は、どのクロスステッチ埋め込みタイプでも

選択できます。 

 



 クロスステッチの種類 
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フルクロスステッチ 

フルクロスステッチは 2本の長さの等しいステッチから成り、真中で交差して Xを形成し

ます。Xのどのステッチが上にくるか、または下にくるかで全体の効果を変えることがで

きます。またステッチを組み合わせて特殊効果を作成することもできます。 

3/4 クロスステッチ 

ほとんどの 3/4ステッチは 1/4ステッチの後にハーフステッチが施され作成されます。ハ

ーフステッチを最初に行い、それを 1/4ステッチで固定すると別の効果が作成できます。

3/4ステッチの長い部分は「/」または「\」のどちらの方向にもできます。 

 

色の異なる 1/4ステッチと 3/4ステッチを、1つの正方形の中に組み合わせて作成するこ

とがあります。これらの位置を変更することで異なる効果が得られます。 

  

ハーフクロスステッチ 

ハーフステッチはシンプルな斜めのステッチで「/」または「\」のように見えます。ハー

フステッチは通常影や背景の陰影に使用され、ステッチはどのコーナーからでも開始でき

ます。色の異なるハーフステッチを 2つ使用して、1 つのクロスステッチを作成すること

もできます。ハーフステッチは作成したい効果によってどちらの方向にも作成できます。

例えばハーフクロスステッチで羽を表現するには、羽の方向に傾斜させます。 

 



 クロスステッチの種類 
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1/4 クロスステッチ 

1/4ステッチはより込み入ったパターンを刺しゅうするのに使用されます。

 

ミニクロスステッチ 

ミニクロスステッチは 2本の長さの等しいステッチから成り真中で交差して Xを形成しま

すが、正方形の 1/4のみを埋め込みます。ミニクロスステッチは目などの詳細部分やデザ

インでステッチを密にさせたい部分に使用します。 

 

垂直クロスステッチ 

十字クロスステッチは水平と垂直なステッチで構成されます。ステッチは生地に対して斜

めにも水平や垂直なラインにもできます。 

 



 クロスステッチの種類 
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ダブルクロスステッチ 

ダブルクロスステッチは互いに重なり合って 45度の角度で縫われる、2つのフルクロスス

テッチから成ります。ダブルクロスステッチは星型のようになり、一般的に装飾的な縁取

りを作成するのに使用されます。一般的に重なるクロスの上糸が水平なステッチである一

方で、下側のクロスの上糸は平行なラインから 135度の角度で縫われます。 

 

縦長/横長クロスステッチ 

縦長/横長クロスステッチは 2本の長さの等しいステッチから成り、Xを形成します。これ

には横長クロスと縦長クロスの 2種類があります。横長クロスステッチは通常のクロスス

テッチの半分の高さで、縦長クロスステッチは通常のクロスステッチの半分の幅となりま

す。 

  

フレンチ・ノット 

フレンチ・ノットは元々浮き出たような装飾効果を出すのに使用された手刺しゅうで、非

常に高級な綿やシルクの糸を使った「ホワイトワーク（白のみで作業）」に使用されてい

ました。フレンチ・ノットはその他のクロスステッチタイプと組み合わせて使用します。

フレンチノットは目や花の雌しべに使用したり、クリスマスツリーの飾りや文字の点 

（例：i）など手作業でビーズを配置したい所に使用します。またアウトラインの縁取りと

して使用できます。カラフルなメタリック系の糸や色に変化のある糸を使ってみるのもい

いでしょう。フレンチ・ノットは大き目のグリッドで縫う方が適しています。 



 クロスステッチの種類 
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クロスステッチの縁取り 

クロスステッチは刺しゅうのアウトラインとして使用できます。クロスステッチとその他

のステッチタイプを組み合わせて特殊な効果を作成することもできます。アウトラインを

シングルラインやフルクロス ステッチで作成したり、この 2つを組み合わせて目の詰まっ

た縁取りを作成できます。シングルライン はソフトウェアではアウトラインとして扱わ

れ、フルクロス は埋め込みとして扱われます。アウトラインを削除する必要がある場合、

ングルラインは単一のオブジェクトとして削除できますが、フルクロスステッチのアウト

ラインはそのように削除ができません。 

シングルラインの縁取り 

シングルラインステッチは縁取りを作成するか、細部を追加する為のみに使用されます。

シングルラインは四角形のどのサイドにでも配置できます。ラインを配置したいサイドを

クリックします。シングルラインは 1辺にだけ、または四角形の全ての辺に配置できま

す。シングルラインは既にクロスステッチが施されている四角形にも配置できます

 

フルクロスの縁取り 

フルクロスもまた装飾的な縁取りとして使用できます。フルクロスを縁取りとして使用す

る場合、埋め込みステッテタイプリストで選択したものと同じクロスステッチタイプとな

ります。ステッチタイプの変更は埋め込みステッチタイプを変更することで行えます。 

 



 クロスステッチの種類 
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クロスステッチのバリエーション 

部分的なクロスステッチの方向は変化させることができ、異なるパターン効果を作成でき

ます。方向はピクセルごとに直接変化させることも、埋め込みステッチの方向を設定する

ことによって変化させることもできます。また様々な方法で部分的なクロスステッチを組

合わせることもできます。 

3/4 クロスステッチ 

1/4と 3/4クロスステッチは、滑らかな縁を作成するのに使用します。 

 

ハーフクロスステッチ 

ハーフクロスステッチは、オブジェクトにすっきりした感じを与えるのに使用します。ハ

ーフクロスステッチで 2色のフルクロスステッチを作成することもできます。

 

1/4 クロスステッチ 

1/4と 3/4クロスステッチは、縁を滑らかにするのに使用します。1/4クロスステッチで最

高 4色で構成されるフルクロスステッチを作成することもできます。 

 

ミニクロスステッチ 

ミニクロスステッチは目などの詳細部分やデザインでステッチを密にさせたい部分に使用

します。 

 



 クロスステッチの種類 
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縦長/横長クロスステッチ 

縦長横長クロスステッチは 2本の長さの等しいステッチから成り Xを形成し、四角形の左

側、右側、上側、あるいは下側を埋め込みます。 

 

ステッチを組み合わせる 

1/4、ハーフ、3/4クロスステッチを組み合わせて複数色からなるクロスを作成できます。

ミニクロス、縦長/横長クロス、またアウトラインステッチを組み合わせることもできま

す。 

 

 

1/4、ハーフ、3/4クロスの組み合わせ 

 

 

 

縦長/横長クロスの組み合わせ 

 

 

部分的なクロスとミニクロスの組み合わせ 

 

色付きのアウトラインの組み合わせ 

 

 

アウトラインとクロスの組み合わせ 

 



 作業環境 
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作業環境 

クロスステッチのデザインには通常の刺しゅうデザインとは異なるデジタイズ技術が必要

となります。その為クロスステッチアプリケーションには、刺しゅうソフトウェア内で開

くことができる専用のデザインウィンドウがあります。 

タイトルバー 

メニューバー 

標準ツールバー 

クロスステッチツールバ

ー 

入力ツールバー 

 

 

 

 

 

 

 

編集ツールバー 

カラーパレット 

ステータスバー 

 

デザイン情報 

クロスステッチステータスバーはステッチ数、ポインタの位置、ズーム倍率などのデザイ

ン情報を表示します。 

 

刺しゅう糸パレット 

カラーパレットをドラッグし、デザインウィンドウの好きな所に配置できます。 

 

 

 



 作業環境 
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背景 

 

表示 > 刺しゅう枠をクリックし、刺しゅう枠を表示/非表示にします。右クリッ

クで刺しゅう枠ダイアログを開きます。 

 

クロスステッチアプリケーションでは、デザインウィンドウの背景色を使用する生地の色

に合わせて変更することができます。またよりリアルな背景にしたい場合は、生地自体を

選択することもできます。 

背景を変更するには： 

 スペシャル > オプションを選択し、背景タブをクリックします。 

 

 使用する色または生地を選択します。 

o 背景の色を選択するには、編集をクリックします。色の設定ダイアログで色を

選択し、OKをクリックします。 

o 生地を選択するには、参照をクリックします。付属の生地フォルダーから生地

を選択します。 

 

 



 作業環境 

 

 

 

クロスステッチ 2016-06-29 11 

 

 生地のイメージをデザインウィンドウのセンターに置くか、タイル表示するかを選択

します。イメージがウィンドウ全体を埋めるのに十分な大きさであればセンターを選

択し、それ以外の時はタイルを選択します。 

グリッド 

 

表示 > グリッドをクリックし、グリッドを表示/非表示にします。オプション（

スペシャルメニュー）を選択して、グリッドの設定を変更します。 

 

オプション > グリッドタブで行える設定： 

 グリッドの表示/非表示 

 主線表示（グリッドがオンの時） 

 グリッドの間隔を設定（グリッドの主線の間のクロスの数を入力） 

 主線と副線の色を変更 

 



 デザインの設定 
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デザインの設定 

クロスステッチアプリケーションでは、デザインのサイズは「生地の目数」でコントロー

ルされます。例えばインチ内のステッチが多いほど、仕上がりのデザインは小さくてステ

ッチが詰まったものになります。ステッチの糸間隔はクロスステッチを 1回、2回、3回刺

しゅうすることによって調整できます。 

クロスステッチデザインはデザインが小さいほどステッチがぎっしりと詰まり、生

地を引っ張り込むという問題を起こします。クロスステッチのデザインは一方方向

に生地を引っ張り、直線の隙間を作る傾向にあります。時にはステッチが抜けてる

かのような印象を与える穴ができてしまうことがあります。 

ステッチを表示する 

 

標準 > クロスを使用し、ステッチをカラータイルやクロスステッチで表示しま

す。 

 

 クロスアイコンをクリックします。デジタイズした領域がクロス（または縁取りのラ

イン）で表示されます。 

 もう一度クリックするとステッチが色タイルで表示されます。 

 

デザインのサイズを設定する 

「クロスの大きさ」を調整し、クロスステッチのデザインサイズを設定します。これによ

りデザインの仕上がりサイズが変更します。例えばインチ内のステッチが多いほど、仕上

がりのデザインは小さくてステッチが詰まったものになります。 

デザインサイズを設定するには： 

 スペシャル > 生地の目数を選択します。 



 デザインの設定 
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 クロスの大きさのオプション（インチまたはミリメートル）を選択します。 

o インチ内のステッチ数：1インチ内のステッチが少ないほど、仕上がりのデザ

インは大きくなります。 

o mm＝ステッチ数：クロスステッチは 1ミリメートル以上あるので、mm とステッ

チ数設定を互いに関連させて調整できます。mmの数値が大きいほどまたはステ

ッチの数値が小さいほど、デザインは大きくなります。 

アップデートをクリックすると、即座に入力した数値でデザインが更新されます。

例えばインチ内のステッチ数を変更しアップデートをクリックすると、それに対応

する 1ミリメートル内のステッチ数が更新されます。結果は刺しゅう枠がオンの際

オンスクリーンでみることができます。 

 

 OKをクリックします。 

 



 デザインの設定 
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ステッチの密度を設定する 

 

クロスステッチ > 刺しゅう糸リストを使用し、ステッチの間隔を設定

します。 

 

ステッチの密度はクロスステッチを 1回、2回、3回刺しゅうすることによって調整できま

す。この「クロスオーバー」の数は刺しゅう糸リストの 2、4と 6に対応します。この数値

はいつでも変更が可能です。ステッチの密度を設定するには、刺しゅう糸ドロップリスト

から数値を選択します。数値 2はシングルステッチ、4はダブル、6はトリプルとなりま

す。この数値は画面上でラインの太さに反映されます。 

  

刺しゅう糸数 刺しゅう糸数 6 

メモ 

 刺しゅう枠内に納めようとデザインを小さくすると、ステッチが重なり合って生地を

引っ張り込むことがあります。埋め込みでもアウトラインでも、クロスオーバーの数

をシングル（2糸）に減らすことでこの問題を解決できます。また細めの刺しゅう糸を

使用するのもよいでしょう。 

 全ての四角形にステッチが施されるデザインを作成する場合、仮縫いと生地に当て布

をすることを忘れないでください。 

 ステッチ上でマウスを移動させると、使用しているステッチのタイプと色がツールチ

ップで表示されます。 



 アウトライン& 埋め縫い 
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アウトライン& 埋め縫い 

クロスステッチには、様々な色でアウトラインや埋め込みを作成できる多くのクロスステ

ッチタイプが用意されています。部分的なクロスの方向をコントロールして、異なるパタ

ーン効果を作成できます。 

ラインステッチタイプを選択する 

 

クロスステッチ > シングルラインを選択し、シングルラインを作成します。 

 

クロスステッチ > フルクロスを選択し、クロスのラインを作成します。 

 

ラインステッチにはシングルラインとフルクロスの 2 種類があり、クロスステッチツール

バーから選択できます。クロスステッチのタイプを選択してから、フルクロスアイコンを

クリックします。 

 ラインステッチタイプを選択するには、カラーパレットから色を選択します。 

 クロスステッチツールバーから、シングルラインまたはフルクロスを選択します。新

規のステッチはシングルラインまたはクロスとしてデジタイズされます。フルクロス

を使用する場合は、現在選択しているクロスステッチのタイプが適用されます。 

 

選択したステッチタイプによっては、ステッチの方向を設定することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 アウトライン& 埋め縫い 
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埋め込みステッチタイプを選択する 

 

クロスステッチ > フルを選択し、フルクロスを作成します。 

 

クロスステッチツールバー＞3/4を選択し、3/4クロスを作成します。 

 

クロスステッチ > 1/2を選択し、1/2 クロスを作成します。 

 

クロスステッチ > 1/4を選択し、1/4 クロスを作成します。 

 

クロスステッチ > 十字クロスを選択し、十字クロスを作成します。 

 

クロスステッチ > ダブルクロスを選択し、ダブルクロスを作成します。 

 

クロスステッチ > フレンチ・ノットを選択し、フレンチ・ノットを作成しま

す。 

 

クロスステッチ > 縦長クロスを選択し、縦長クロスを作成します。 

 

クロスステッチ > 横長クロスを選択し、横長クロスを作成します。 

 

埋め込みステッチはすべてクロスステッチとなります。フルクロス、3/4クロス、ハーフ

クロス、1/4クロス、ミニクロス、十字クロス、ダブルクロス、縦長クロス、横長クロス

からタイプを選択します。分数のクロスステッチ（1/4、1/2または 3/4）を組み合わせ

て、複数の色のクロスを作成することができます。ミニクロス、縦長/横長クロス、またア

ウトラインステッチを組み合わせることもできます。 

埋め込みステッチを選択するには： 

 カラーパレットから色を選択します。 

 クロスステッチツールバーから、ステッチタイプを選択します。選択したステッチま

たは新規のステッチが、このステッチタイプでデジタイズされます。 



 アウトライン& 埋め縫い 
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選択したステッチタイプによっては、ステッチの方向を特定することができま

す。 

クロスステッチの方向を設定する 

部分的なクロスの方向をコントロールし、違ったパターン効果を作成できます。ステッチ

を個別にデジタイズする場合、ピクセルごとに直接方向付けをします。 

 3/4 クロスステッチを作成するには、ステッチを施したい方向のコーナーをクリック

します。 

 

 ハーフクロスステッチを作成するには、ステッチを開始したい位置のコーナーをクリ

ックします。 

 

 1/4クロスステッチを作成するには、ステッチを開始したい位置のコーナーをクリック

します。 



 アウトライン& 埋め縫い 
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 ミニクロスステッチを作成するには、ステッチを配置したい位置のコーナーをクリッ

クします。 

 

 縦長クロスステッチを作成するには、ステッチを配置したいサイドをクリックしま

す。 

   

 埋め込みをデジタイズする場合、埋め込みスタイルを選択ダイアログでこれを行いま

す。方法は同じ 正方形を 4つに割った 1隅をクリックします。 

 

 



 クロスステッチをデジタイズする 
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クロスステッチをデジタイズする 

シングルステッチやステッチのラインをデジタイズできます。選択したステッチタイプに

よっては、ステッチの方向を設定する必要があるものもあります。 

シングルステッチまたはラインをデジタイズする 

 

入力 > 鉛筆を使用し、個々のステッチやラインを描きます。 

 

 シングルラインまたはフルクロスアイコンをクリックします。 

 フルクロスを使用する場合は、現在選択しているクロスステッチのタイプが適用され

ます。 

 カラーパレットから色を選択します。 

 鉛筆アイコンをクリックします。 

 シングルステッチを作成するには四角形をクリックし、ラインを作成するには鉛筆を

クリックしてドラッグします。 

 <Ctrl>を押しながらドラッグし、直線の垂直ラインを描きます。 

 

鉛筆ツールを使用してクロスの部品を部分を組み合わせ、複数色から成るクロ

スを作成することもできます。 



 クロスステッチをデジタイズする 
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サークルをデジタイズする 

 

入力 > サークルを使用し、円/楕円をデジタイズします。 

 

サークルツールを使用して、埋め込み/中抜きのサークルを素早くデジタイズできます。 

サークルをデジタイズするには： 

 サークルアイコンをクリックします。 

 カラーパレットから色を選択します。 

 アウトラインまたは埋め込みステッチタイプを選択します。 

 中心点をマークし、円周上のポイントをマークします。完璧な円を作るには<Enter>を

押します。楕円を作るには、3つ目の基準点をマークします。 

 選択したステッチタイプで円や楕円が縁取られる、または埋め込まれます。 

    

フルクロスの縁取り フルクロスの埋め込み 3/4クロスの埋め込み ハーフクロスの 

埋め込み 

開いた/閉じた形状をデジタイズする 

 

入力 > クロスステッチ・ランニングを使用し、開いた形状をデジタイズしま

す。 

 

入力 > クロスステッチフィルを使用し、閉じた形状をデジタイズします。 

 

クロスステッチ・ランニングツールでアウトラインやボーダーを、クロスステッチ・埋め

込みツールで埋め込み形状をデジタイズします。ステッチで埋め込まない形状にはアウト

ラインステッチを、埋め込む形状には埋め込みステッチを選択します。 

開いた/閉じた形状をデジタイズするには： 

 クロスステッチ・埋め込みまたはクロスステッチ・ランニングアイコンをクリックし

ます。 

 カラーパレットから色を選択します。 

 アウトラインまたは埋め込みステッチタイプを選択します。 



 クロスステッチをデジタイズする 
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 デザイン上に基準点をマークします。尖ったコーナーには左クリックを、丸いコーナ

ーには右クリックを使用します。 

 

 <Enter>を押します。形状は選択したステッチタイプにより、埋め込みまたは縁取られ

ます。 

   
 

クロスステッチ・ 

ランニング使用のシ

ングルラインのアウ

トラインステッチ 

クロスステッチ・ 

ランニング使用のフ

ルクロスのアウトラ

インステッチ 

クロスステッチ・ 

埋め込み使用のシン

グルラインのアウト

ラインステッチ 

クロスステッチ・ 

埋め込み使用のフル

クロスの埋め込み 

ステッチ 

色ブロックを塗りつぶす 

 

入力 > 塗りつぶしを使用し、閉じた形状またはカラーブロックをステッチで埋

め込みます。 

 

塗りつぶしを使用し、閉じた領域をステッチで埋め込みます。またこのツールでフルクロ

スのアウトラインの色と、ステッチタイプを変更することもできます。 

色ブロックを塗りつぶすには： 

 カラーパレットから色を選択します。 

 埋め込みステッチタイプを選択します。 

 塗りつぶしアイコンをクリックします。 

 閉じた形状の内側をクリックします。形状は選択したステッチタイプと色で塗りつぶ

されます。 



 クロスステッチをデジタイズする 
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イメージをオートステッチ

でデジタイズ 

塗りつぶしを使用し色を変更 

 

塗りつぶしはシングルラインのアウトラインと合わせて使用することはできま

せん。角張ったサイドのある形状では、形状が正しく埋め込まれない場合があ

ります。またこれはクロスステッチのみで作用し、下絵に使用するビットマッ

プイメージには使用できません。 

 



 ファイルの種類 
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ファイルの種類 

クロスステッチのデザインには、EMXファイルという独自のフォーマットがあります。こ

れは刺しゅうソフトウェアで読むことができ、EMXをその他のフォーマットのデザインと

組合わせることもできます。 

クロスステッチデザインを保存する 

 

標準 > デザインを保存を選択し、既存のデザインを保存します。 

 

デザインは頻繁に保存するようにしましょう。クロスステッチファイルの保存には、拡張

子に EMXを使用します。 

 保存アイコンをクリックするか、ファイル＞保存を選択します。デザインを初めて保

存する場合には、デザインを保存ダイアログが開きます。ファイルは EMXファイルで

保存されます。 

 

 デザインの新規名を入力し、保存をクリックします。 

クロスステッチを刺しゅうと組み合わせる 

EMBデザインにクロスステッチを含めるにはクロスステッチを EMXで保存し、クロスステ

ッチデザインを閉じてから刺しゅうソフトウェアでそのファイルを開きます。 

 EMXにデザインを保存します。 

 刺しゅうソフトウェアを開きます。 

 ファイル>開くを選択します。 



 ファイルの種類 
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 ファイルの種類に EMX を選択し、開きたいクロスステッチファイルを選択します。 

 開くをクリックします。 

 

クロスステッチアプリケーションでデザインを開きます。 

 

標準 > デザインを開くを使用し、既存のデザインを開きます。 

 

クロスステッチアプリケーションは、クロスステッチデザインに含めることができる EMB

ファイルを開くことができます。 

 開くアイコンをクリックします。開くダイアログが開きます。 

 

 ファイルの種類に EMB を選択し、開きたいクロスステッチファイルを選択します。 

 開くをクリックします。 



 クロスステッチを編集する 
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クロスステッチを編集する 

デザインの範囲を編集するには、まずその部分を選択しなければなりません。クロスステ

ッチは様々な方法で選択することができます。選択したステッチのブロックの色やステッ

チタイプをいつでも変更することができ、また削除することもできます。不必要に移動さ

せてしまったり編集してしまうことのないように、クロスステッチやアウトラインをロッ

クすることもできます。選択したクロスステッチのブロックを変形して 移動したり、右/

左回りで回転や 縦/横方向に反転することもできます。 

 

 

編集 > 選択を使用し、個々のステッチやステッチのブロックを選択します。 

 

編集 > 囲み選択を使用し、不ぞろいな範囲や形状を選択します。 

ステッチを選択する 

選択と囲み選択ツールの機能は刺しゅうソフトウェアのツールと似ていますが、オブジェ

クトではなくステッチのブロック/範囲を選択するといった点で異なります。自動選択は単

一の色ブロックや閉じた範囲を選択することができます。隣接する同色のステッチのみが

選択されます。 

 選択ツールを選択している状態で、選択したい範囲の周りに囲み枠をドラッグしま

す。 

 囲み選択ツールを選択している状態で、選択した部分の周りに基準点をマークし

<Enter>を押します。 

 <Ctrl>を押し下げ、複数の範囲を選択します。 

 

 

編集 > 自動選択を使用し、単色のブロックやデジタイズされていない範囲を選

択します。 



 クロスステッチを編集する 
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自動選択でクロスステッチを選択するには： 

 自動選択アイコンをクリックします。 

 ステッチのブロックをクリックします。選択した色で隣接するステッチのみが選択さ

れます。 

 <Ctrl>を押し下げ、複数のブロックを選択します。 

  

選択したカラーブロック <Ctrl>を押し下げ、黄色の色ブロックを選択 

この機能は分数のステッチには機能しません（例:正方形を 4つに割ったすべてのエ

リアが埋められていないステッチ）。 

ステッチをロックする 

クロスステッチやアウトラインは不必要に移動させてしまったり、編集してしまうことの

ないようにロックすることができます。 

 編集＞クロス 、または編集＞アウトラインを選択します。メニューでクロスにチェッ

クが入っている場合は、クロスステッチを移動できます。同様にアウトラインにチェ

ックが入っている場合は、アウトラインを移動できます。 

 ステッチを移動するには範囲を選択し、クリック＆ドラッグで移動します。 

 

 クロスまたはアウトラインを再度選択してチェックを取り除き、全てのクロスまたは

アウトラインをロックします。 

 



 クロスステッチを編集する 
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ステッチのブロックを編集する 

 

編集 > 選択を回転するを使用し、選択したステッチを回転します。クリックす

ると右回りに回転します。 

 

編集 > 選択を横方向に反転をクリックし、選択したステッチを横方向に反転

します。 

 

編集 > 選択を縦方向に反転をクリックし、選択したステッチを縦方向に反転

します。 

 

選択したステッチのブロックの色やステッチタイプはいつでも変更できます。ステッチブ

ロックの設定を変更するには： 

 自動選択でステッチのブロックを選択します。<Ctrl>を押し下げ、複数のブロックを

選択します。 

 パレットから新しい色を選択するか、クロスステッチツールバーで新しいステッチタ

イプを選択します。 

 

 範囲を移動するには、ドラッグ＆ドロップで新しい場所に移動します。 

 

 

 パターンを作成するには、ステッチのブロックを複製してそれを回転します。回転す

るブロックを選択し、選択を回転アイコンをクリックします。 

 



 クロスステッチを編集する 
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 ステッチのブロックを横方向/縦方向に反転するには ブロックを選択し、選択を反転

アイコンをクリックします。 

 

 <Esc>を押し、範囲の選択を解除します。 

ステッチのブロックをコピー、切り取り、貼り付ける 

 

標準 > コピーを使用し、選択したステッチブロックをクリップボードにコピー

します。 

 

標準 > 切り取りを使用し、選択したステッチブロックをクリップボードに切り

取ります。 

 

標準 > 貼り付けを使用し、コピーしたステッチブロックをクリップボードから

貼り付けます。 

 

クロスステッチではオブジェクトではなく、ステッチのブロックや範囲で作業します。選

択したステッチブロックはいつでもコピー、切り取り、貼り付けできます。 

 コピーまたは切り取りたいステッチブロックを選択します。 

 コピーまたは切り取りアイコンをクリックします。選択した領域がクリップボードに

コピーされます。 

 貼り付けアイコンをクリックします。複製した部分は、選択した部分の上に重ねて貼

り付けされます。 

 貼り付けしたステッチのブロックを移動するには、それをクリックしてドラッグしま

す。 



 クロスステッチを編集する 
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パターンを作成するには、ステッチのブロックを複製してそれを回転します。 

埋め込み＆ラインを取り除く 

 

入力 > 消しゴムを使用し、埋め込みとシングルラインを消去します。 

 

消しゴムは 選択したステッチタイプにより埋め込みステッチやシングルラインの縁取りを

取り除くのに使用します。クロスステッチの縁取りは埋め込みステッチとして扱われま

す。 

 消しゴムアイコンをクリックします。 

 クロスステッチツールバーのフルクロスをクリックします。 

 取り除きたいステッチ上でカーソルをクリック＆ドラッグします。埋め込みステッチ

のみが取り除かれ、シングルラインの縁取りは残されます。クロスステッチはステッ

チを選択し<Delete>キーを押して取り除くこともできます。 

 

 クロスステッチツールバーのシングルラインをクリックします。 

 シングルライン上をクリックします。ラインが取り除かれ、クロスステッチは残され

ます。シングルラインの縁取りは１度のクリックで取り除くことができます。 

 



 特殊な編集 
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特殊な編集 

クロスステッチにはデジタイズに役立つ様々な編集方法があります。選択は「スタンプ」

として繰り返し使うことができ、モチーフや特殊なステッチの組み合わせで大きな領域を

埋め込めます。また部分的なクロスステッチを組合わせたり、クロスステッチの縁取りや

シングルラインの縁取りをデザインの範囲に追加することもできます。 

ステッチの埋め込みを複製する 

 

編集 > スタンプを使用し、選択を「スタンプ」として繰り返し使用します。 

 

選択は「スタンプ」として繰り返し使うことができ、モチーフや特殊なステッチの組み合

わせで大きな領域を埋め込めます。 

 複製する範囲を選択します。クロスステッチを編集するも併せてご覧ください。 

 スタンプアイコンをクリックします。選択した範囲がコピーされ、ポインターにくっ

つきます。 

 必要な回数だけクリックしてスタンプを配置していきます。 

 

 <Esc>を押すか、他のアイコンを選択してスタンプをオフにします。 



 特殊な編集 
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ステッチの組み合わせる 

 

入力 > 鉛筆を使用し、個々のステッチやラインを描きます。 

 

クロスステッチツールバー＞3/4を選択し、3/4クロスを作成します。 

 

クロスステッチ > 1/2を選択し、1/2 クロスを作成します。 

 

クロスステッチ > 1/4を選択し、1/4 クロスを作成します。 

 

クロスステッチ > ミニクロスを選択し、ミニクロスを作成します。 

 

クロスステッチ > 縦長クロスを選択し、縦長クロスを作成します。 

 

クロスステッチ > 横長クロスを選択し、横長クロスを作成します。 

 

分数のクロスステッチ（1/4、1/2または 3/4）を組み合わせて、複数の色のクロスを作成

することができます。ミニクロス、縦長/横長クロス、またアウトラインステッチを組み合

わせることもできます。 

 適切なステッチタイプを選択します。 

 カラーパレットから色を選択します。 

 鉛筆アイコンをクリックします。 

 ステッチを挿入したい地点をクリックし

ます。 

 必要なだけ繰り返します。 

 

 

 



 特殊な編集 
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選択した範囲に縁取りを加える 

 

クロスステッチ > シングルラインを選択し、シングルラインを作成します。 

 

クロスステッチ > フルクロスを選択し、クロスのラインを作成します。 

 

入力 > 塗りつぶしを使用し、閉じた形状またはカラーブロックをステッチ

で埋め込みます。 

 

クロスステッチの縁取りやシングルラインの縁取りをデザインの選択部分に追加できま

す。 

 シングルラインまたはフルクロスアイコンを選択します。 

 塗りつぶしをクリックして、範囲の内側をクリックします。選択部分の周りにアウト

ラインステッチが追加されます。 

 最初のラインの内側に別のクロスステッチラインを追加するには、選択を再度クリッ

クします。 

   

縁取りなし ミニクロスステッチの縁取り シングルラインの縁取り 

 クロスステッチをラインの縁取りと組合わせるには、フルクロスステッチタイプと塗

りつぶしを選択し、その後シングルラインと塗りつぶしを再び選択します。 



 糸色 
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糸色 

クロスステッチでは、既存のデザインの糸色を変更できます。自分で色を作成することも

できます。画面に表示される刺しゅう糸チャートの色はおおよその色で、実際の刺しゅう

糸と完全に一致するわけではありません。 

刺しゅう糸の色を変更する 

クロスステッチではデザインの糸チャートを使用して、デザインの色を再度割り当てるこ

とができます。予め定義されている糸チャートから色を選択することも、自分で色を作成

することもできます。 

 編集＞カラーウェイを選択します。糸色ダイアログが開きます。 

 

 デザイン中の糸数フィールドで使用したい色の合計数を入力します。 カラーパレット

に含まれる色は 128色までです。画面の解像度が 800 x 600の場合は 36色だと画面に

収まります。 

 糸チャートリストから糸チャートを選択します。 

 上側のパネルで変更する糸色を選択します。自分で色を作成するには編集ボタンを使

用します。 

 下側のパネルで新規の糸色を選択し割り当てをクリックします。 必要な色を検索する

には、検索フィールドを使用します。 



 糸色 
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刺しゅう糸を検索する 

糸色ダイアログでコードや詳細で刺しゅう糸を検索できます。 

 編集 > カラーウェイを選択し、糸色ダイアログを開きます。 

 糸チャートリストから糸チャートを選択します。 

 検索するコードまたは詳細を選択します。コードはブランドの糸色の識別番号です。 

 検索フィールドで希望のコードまたは詳細の最初の数文字を入力します。入力をする

と糸チャートの中の検索内容に最も近い刺しゅう糸がハイライトされます。 

 希望の色が見つかるまでスクロールします。刺しゅう糸を確認し、チャートで最も近

い色を選択します。 

糸色を編集する 

糸チャートから新規の色を選択することなく、デザインで既存の色を編集できます。 

 編集 > カラーウェイを選択します。糸色ダイアログが開きます。 

 上側のパネルで編集する糸色を選択します。 

 編集をクリックします。糸編集ダイアログが開きます。 

 

 糸色のコード、ブランド、詳細を入力します。 コードはブランドの糸色の識別番号で

す。 

 色の作成をクリックします。 色の設定ダイアログが開きます。 

 

 

 基本色から使用する糸に近い色を選択します。 



 糸色 
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 右側にあるカラーパレット上のカーソルをクリック&ドラッグし、希望の色がプレビュ

ーパネルに表示されるまで色を変更します。 

 カラーパレットの右側にあるバーを移動させて、色の明るさを調整します。 HLSと

RGBの値が色の設定ダイアログの右下に表示されます。この数値を直接入力して特定の

色を選択します。 

 希望の色を作成したら色の追加をクリックします。 

 OKをクリックします。 色のプレビューボックスに新規の色が表示されます。 

 OKをクリックします。 刺しゅう糸のリストに新規の色が追加されます。 



 下絵を使って作業する 
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下絵を使って作業する 

ビットマップイメージはデジタイズの下絵としてクロスステッチに挿入、貼り付け、スキ

ャンすることができます。イメージをオートステッチでイメージを自動的にデジタイズす

ることができます。純色のビットマップでクロスステッチに適切なカラーブロックを作成

します。 

イメージを挿入する 

様々なフォーマットのビットマップイメージを挿入し、デジタイズの下絵に使用します。

使用可能なイメージも併せてご覧ください。 

 挿入 >ドローイングファイルを選択します。開くダイアログが開きます。 

 

 ファイルの種類リストからファイルタイプを選択し(例： BMP）ファイルのある場所ま

でナビゲートします。 

  イメージを選択して開くをクリックします。 

下絵を表示/非表示にする 

 

標準 > イメージをクリックし、イメージを表示/非表示にします。 

 

デジタイズ中にビットマップの下絵を表示したり、一時的に非表示にすることができま

す。 

 イメージを表示するにはイメージアイコンをクリックします。 

 イメージを非表示にするには、再度イメージアイコンをクリックします。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Supported+artwork


 下絵を使って作業する 
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イメージを拡大/縮小＆変形する 

 

編集 > 選択を使用し、個々のステッチやステッチのブロックを選択します。 

 

一旦クロスステッチ内に読み込んだイメージは拡大/縮小＆変形することができます。しか

しイメージのサイズを変更したり、回転する必要がある場合は、スキャンする時に行うと

良い結果が得られます。後からサイズを変更するとイメージを歪めてしまう場合がありま

す。 

 通常の方法でイメージを挿入します。 

 選択アイコンをクリックします。 

 <Alt>キーを押しながらイメージをクリックします。 

  サイズ変更ハンドルを クリック&ドラッグし、イメージを拡大/縮小します。 

  

サイズ変更ハンドル 変形ハンドル 

 <Alt>キーを押したまま再度イメージをクリックします。t 変形ハンドルが現れます。

クリック＆ドラッグでイメージを回転または傾けます。 

  

イメージを拡大/縮小する イメージを変形する 

 



 クロスステッチをオートデジタイズする 
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クロスステッチをオートデジタイズする 

イメージをオートステッチでイメージ全体を自動的にデジタイズすることができます。部

分的に自動刺しゅうでイメージの色の範囲ごとにクロスステッチを作成することもできま

す。 

イメージをオートステッチをデジタイズする 

 

入力 > イメージをオートステッチを使用し、イメージからクロスステッチデザ

インを自動的に作成します。 

 

イメージをオートステッチでイメージ全体を自動的にデジタイズすることができます。ス

テッチタイプは後から変更することができます。 

 必要に応じてイメージを第三者ペイントプログラムで下処理します。 

 挿入> ドローイングファイルでイメージを挿入します。 

 

 イメージをオートステッチアイコンをクリックし、イメージをクリックします。 イメ

ージをオートステッチダイアログが開きます。 

 

 



 クロスステッチをオートデジタイズする 
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 イメージの色を割り当てる方法を選択します。 

オプション 目的 

現在のパレット 現在のパレットにある色のみが使用されます。 

特定の糸チャート 選択した糸チャートの色のみが使用されます。 

 

   

現在のパレット：初期設定 選択した糸チャート： 

Sakura 

選択した糸チャート： 

Madeira40-shades 

 使用する最大の色数を指定します。 

オプション 目的 

無制限： 糸色は最初のダイアログで選択したパレットの色数に応じて割り

当てられます。 

制限付き 使用したい色数を入力します。 

背景を取り除く 背景の色を取り除きます。 

結果がプレビューウィンドウに表示されます。 

  

色数に無制限を選択 色数指定を選択 



 クロスステッチをオートデジタイズする 
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 OKをクリックします。 イメージがデジタイズされます。マニュアルでの修正が必要な

場合もあります。イメージが存在しない場合は、イメージをオートステッチは使用で

きません。 

  

色数に無制限を選択 3色を選択 

自動刺しゅうでデジタイズする 

 

入力 > 部分的に自動刺しゅうを使用し、イメージの色の範囲からクロスステッ

チを作成します。 

 

部分的に自動刺しゅうでイメージの色の範囲ごとにクロスステッチを作成することができ

ます。部分的に自動刺しゅうは埋め込みとアウトライン両方に使用することができます。 

 必要に応じてイメージを準備します。第三者ペイントプログラムでイメージの下処理

します。 

 挿入>ドローイングファイルでイメージを呼び出します。 

 

 部分的に自動刺しゅうを選択します。 

 クロスステッチのタイプと色をパレットから選択します。 

 イメージの色ブロックをクリックします。 その色が使用されているすべての範囲が選

択色でデジタイズされます。 部分的に自動刺しゅうツールはイメージのその色のすべ

ての範囲を選択し、デジタイズします。ステッチタイプと色は後ほど変更することが

できます。 



 クロスステッチをオートデジタイズする 
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選択部分 エリアがデジタイズされる 

 



 クロスステッチのレタリングをデジタイズする 
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クロスステッチのレタリングをデジタイズする 

クロスステッチではデザインウィンドウ

に直接文字をタイプしてデザインにレタ

リングを加えることができます。フォン

トダイアログでフォント、サイズ、スタ

イルを選択します。お使いのシステムに

インストールされている TrueTypeフォ

ントならどれでも使用することができま

す。一度タイプした文字を編集すること

はできません。各文字はステッチブロッ

クとして扱われます。 

 

 

 

入力 > レタリングを使用し、デザインに文字を追加します。レタリングを右ク

リックして、フォントダイアログを開きます。 

 

通常、太く大きいブロック書体は細いものやセリフ体、スクリプト書体よりもクロスステ

ッチに適しています。選択するフォントサイズは、選択するクロスステッチのサイズによ

り異なります。例えば 1.8mm のクロスを使用している場合、フォントサイズは通常 28ポイ

ントほどとなりますが、これはフォントの特徴により異なります。いかなる場合でもテキ

ストを画面で表示する際はクロスステッチの密度をよくチェックしてください。 

 レタリングアイコンを右クリックします。フォントダイアログが開きます。 

 

 フォントタイプ、スタイル、サイズを選択して、OKをクリックします。 



 クロスステッチのレタリングをデジタイズする 
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標準フォント 斜体フォント 太字フォント 

 ラインステッチタイプを選択します（埋め縫いまたはアウトライン）。 

 必要に応じて、ステッチ密度を設定します。 

 デザインウィンドウに開始点をクリックし、文字を入力して<Enter>を押します。 

  

埋め込みステッチ アウトラインステッチ 

 文字を編集するには<Ctrl>キー＋選択ツールでステッチを選択し、ステッチタイプや

色を変更します。 

更に細かい部分には、ミニクロスステッチタイプを使用してみてください。 

 



 

 

 
デザインのレイアウト 



 イントロダクション 
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著作権 

Copyright © 1998-2016. Wilcom Pty Ltd, Wilcom International Pty Ltd. All Rights reserved. 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェア（デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに組み込まれているあ

らゆるイメージ、動画、文章、アプリケーションを含むがこれに限定されない）、付属の印刷物、及びデ

ジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの複製はすべての権原及び著作権は実施許諾者（ライセンサー）ま

たはその供給業者により所有されます。当ソフトウェア製品は著作権法および国際特許条約により保護さ

れています。従ってユーザーはデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアを他の著作物と同様に取り扱うも

のとします。デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアに付属の印刷物を複写することは禁じられていま

す。 

デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの画像技術機能の一部の著作権、版権は AccuSoft Corporation

により所有されています。 

有限保証 

すべて現状のまま提供されておりいかなる保証もしていない再配布可能ファイルは例外とし、蛇の目ミシ

ン工業株式会社（以下「ジャノメ」と称す）は購入日より 90日間、ソフトウェア媒体とその付随文書に

素材および製造上の欠陥がないこと、およびデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアが付属の文書に実質

的に従って作動することを保証します。州または法域によっては黙示の保障期間の制限を認めない場合が

ある為、前期の限定は適用されない場合があります。適用法で認められる範囲においてデジタイザー刺し

ゅう作成ソフトウェアの黙示的保証は、90日間に限定されます。 

責任制限 

保証に基づくジャノメの製造者責任制限は製品価格と同額を上限とします。いかなる場合においても本製

品の使用、または本製品の使用不能に起因する二次的、偶発的、あるいは間接的な損害（事業利益の損

失、事業の中断、事業情報の消失またはその他の金銭的損失を含むがこれらに限定されない）に関してジ

ャノメは一切責任を負わないものとします。同様にいかなる場合においてもジャノメは第三者に対し一切

の責任を負わないものとします。 

注記 

文書上で表示されている画面のレイアウトは解説用に作成されたもので、ソフトウェアが表示する画面の

表示と異なる場合があります。同様にデザインのサンプルは過程および手順のみ説明するもので お買い

上げいただいたバージョンのソフトウェアに含まれていない場合があることをご了承ください。 

救済方法 

保証期間中に領収書等の購入の証明を添えてお客様が欠陥品をジャノメまたは購入した販売店に返却され

た場合、ジャノメまたは販売店はジャノメの判断により(a) 購入金の返金、あるいは(b)デジタイザー刺

しゅう作成ソフトウェアの修理または交換、の何れかの救済措置を行います。 

交換したデジタイザイー刺しゅう作成ソフトウェアの保証期間は当初保証の残存期間、あるいは 30日間

の何れか長い方とします。 



 イントロダクション 

 

 

 

デザインのレイアウト 2016-06-29 iii 

 

目次 

イントロダクション ............................................................... 1 

デザインを挿入する ............................................................... 2 
生地&カラーパレット ................................................................ 2 
挿入 & 変更 ........................................................................ 3 

オブジェクトを選択する ........................................................... 4 
「選択」で選択する ................................................................. 4 
移動中に選択する ................................................................... 5 
刺しゅう順序変更ドッカーで選択する ................................................. 6 
選択機能 ........................................................................... 7 

オブジェクトを扱う ............................................................... 8 
オブジェクトをコピー&貼り付ける .................................................... 8 
オブジェクトをグループ化する ....................................................... 9 
オブジェクトを複製する ............................................................ 10 
オブジェクトをクイック複製する .................................................... 11 

オブジェクトをアレンジする ...................................................... 12 
オブジェクトを配置する ............................................................ 12 
オブジェクトを整列する ............................................................ 13 
オブジェクト間の間隔をあける ...................................................... 13 
オブジェクトを反転する ............................................................ 14 

ワークエリア ................................................................... 15 
ワークエリアを定義する ............................................................ 15 
ワークエリアをアクティブにする .................................................... 16 
四角形のレイアウトを作成する ...................................................... 17 
円形のレイアウトを作成する ........................................................ 17 

ボタンホール列 ................................................................. 19 
ボタンホール列を追加する .......................................................... 19 
ボタンホールの設定を変更する ...................................................... 21 

レイアウトを印刷する ............................................................ 23 
デザインのレイアウトを印刷するには： .............................................. 23 
 

 



 イントロダクション 

 

 

 

デザインのレイアウト 2016-06-29 1 

 

イントロダクション 

レイアウトツールボックスには、ファイルの

コンテンツを挿入してデザインとデザイン項

目を組み合わせることができるツールや、既

存のオブジェクトをコピーまたは複製して、

素早くデザインに追加するツールがあります

。また選択したオブジェクトやデザイン全体

をグループ化し一緒に移動、サイズ変更、変

形したり、大きなレイアウトを作成する手助

けになるツールやボタンホールなどの特別な

機能も取り揃えています。 



 デザインを挿入する 

 

 

 

デザインのレイアウト 2016-06-29 2 

 

デザインを挿入する 

 

デザインをカスタマイズ / 標準 / レイアウト > デザインを挿入を使用し、現在のデザ

インに他の刺しゅうデザインを挿入します。デザインパレットは併合されます。このツ

ールはファイルメニューからもアクセスできます。 

 

デザインのレイアウトを一番簡単に作成するには、デザイン同士やデザイン項目を一つの

レイアウトに組み合わせる方法があります。デザインは他のデザインに挿入することがで

き、複数のデザインを組み合せて一つのデザインとして保存できます。初期設定では挿入

したデザインは刺しゅう順序の一番初めに追加されます。 

 

また 2つ目のデザインを挿入したいところまでポイントを移動し、挿入することもできま

す。オブジェクトとの間にでも、単一のオブジェクト内にでもデザインを挿入できます。 

生地&カラーパレット 

 

デザインをカスタマイズ > 自動生地を使用し、デザインのプロパティを刺しゅうする生

地に合わせて変更します。 

 

デザインを他のデザインに挿入すると、生地やデザインパレットも統合されます。 

 現行のデザインで自動生地がオンの場合、挿入したデザインは現行の生地設定に適合

します。 

 現行のデザインで自動生地がオフの場合、挿入したデザインの設定は変わりません。 

挿入したデザインの色は同じ糸チャートと色が使用されていない限りは、デザインパレッ

トに加えられます。挿入したデザインが他の糸チャートを使用している場合、デザインパ

レットには両方のチャートの糸が表示されます。挿入したデザインと同じ糸チャートを使

用したい場合は My刺しゅう糸ドッカーで糸色を統合します。 

2 つのデザインで同じ色が使用されている場合、刺しゅう順序を変更してステッチを効率

的にします。 



 デザインを挿入する 
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挿入 & 変更 

 

デザインをカスタマイズ / 標準 / レイアウト > デザインを挿入を使用し、現在のデザ

インに他の刺しゅうデザインを挿入します。デザインパレットは併合されます。このツ

ールはファイルメニューからもアクセスできます。 

 

デザイン項目を統合した後は複製、サイズ変更、反転などの編集を行うのが一般的です。 

 

オブジェクトやデザイン項目を選択すると、コンテキストツールバーと標準ツールバーに 

変形を行えるツールが表示されます。この章の他のトピックもチェックしてデザインの可

能性を広げましょう。 

 



 オブジェクトを選択する 
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オブジェクトを選択する 

当ソフトウェアでは様々な方法で刺しゅうデザインを

構成するオブジェクトを選択することができます。す

べてのオブジェクトを選択してデザイン全体を変更し

たり、オブジェクトを個々に選択して細かく調整する

こともできます。 

 

 

 

 

 

 

「選択」で選択する 

 

選択 > オブジェクト選択を使用し、オブジェクトやグループを選択します。または

囲み枠をドラッグし複数のオブジェクトやグループを選択することもできます。 

 

選択 > 囲み選択を使用し、オブジェクトの周りに多角形ラインをデジタイズし、

オブジェクトやグループを選択します。 

 

選択ツールによる選択にはクリックによる選択、囲み枠よる選択、また最初/最後、次/前

のオブジェクト範囲を選択できる Shift+Tabキーを使用した方法があります。すべてのス

テッチを選択して、デザイン全体に変更を適用することもできます。 

 矢印をクリックして、使用したいツールを選択します。 

 

 デザイン中のすべてのオブジェクトを選択するには編集> すべて選択を選択するか、

<Ctrl + A>を押します。 

 選択を解除するには<X>または<Esc>を押します。 

 オブジェクトを選択する最も簡単な方法は、選択ツールでオブジェクトをクリックす

ることです。<Shift>と<Ctrl>キーを使用すれば、複数のオブジェクトを選択すること

ができます。 



 オブジェクトを選択する 
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 別のオブジェクトの下にあるオブジェクトを選択するにはその部分を拡大してアウト

ラインをクリックするか、ポインターをオブジェクトの上に置き、オブジェクトが選

択されている状態で<2>キーを押しながらクリックします。クリックする度に次の下オ

ブジェクトが選択されます。 

 選択ツールでオブジェクトの周りに囲み枠をドラッグしてオブジェクトを選択するこ

ともできます。 

  

o 囲み選択ツールはオブジェクトまたはグループの周りに基準点をクリックする

ことで選択することができます。 

移動中に選択する 

 

移動 > 移動中に選択を使用し、デザインを移動しながらステッチ、オブジェクト、色

を選択します。 

 

オブジェクト編集 > ステッチ編集を使用し、選択した挿入位置にステッチカーソル

を配置します。個々のステッチを編集できます。 

 

通常デザイン内の移動は刺しゅう順序のチェックをする為に行います。「移動中に選択」

ツールがアクティブの場合、移動ツールのいずれかを使用するとデザインを移動中にオブ

ジェクトを選択することができます。 

 



 オブジェクトを選択する 
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ステッチ編集モードで作業している場合のみ移動中にステッチを選択することができま

す。ステッチを編集するをご覧ください。 

刺しゅう順序変更ドッカーで選択する 

 

オブジェクト編集 > 並び替えを使用し、刺しゅう順序変更ドッカーを表示/非表示にし

ます。デザイン中のカラーブロックとオブジェクトを並び替えるのに使用します。 

 

刺しゅう順序変更ドッカーでは色によってグループ分けされたオブジェクトが、デジタイ

ズされた順序で一覧として表示されます。ドッカーはデザインウィンドウに好きなだけ置

いておくことができ、簡単にオブジェクトの選択や表示ができます。通常はデザインウィ

ンドウの右側に配置されていますが希望の位置にドラッグして移動したり、サイズ変更を

することができます。 

 オブジェクトと色ブロックの表示を切り替えるには、上部にあるボタンをクリックし

ます。色ブロックモードは、デザイン中で使用している各色を刺しゅうする順序で表

示します。オブジェクトモードは、デザイン中の各オブジェクトを刺しゅうする順序

で表示します。 

 

 リストはオブジェクトの並び替え、編集、ロック、非表示などの操作を行うのに使用

します。 

 オブジェクトを範囲で選択するには、<Shift>を押しながらクリックします。 

 複数のオブジェクトを選択するには、<Ctrl>を押しながらクリックします。 

 すべてのオブジェクトの選択を解除するには、他の場所をクリックするか<Esc>を押し

ます。 

 右クリックでポップアップメニューにアクセスします。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Edit+stitches


 オブジェクトを選択する 
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選択機能 

選択機能のほとんどはキーボードショートカットを使用できます。 

検索内容 ショートカットキー 

選択ツールを選択する <O> 

複数のオブジェクトを選択する <Ctrl> + 左クリック 

オブジェクトを範囲で選択する <Shift> + 初めと最後のオブジェクトを左クリック 

次のオブジェクトを選択する <Tab> 

前のオブジェクトを選択する <Shift + Tab> 

選択に次のオブジェクトを追加する <Ctrl + Tab> 

選択に前のオブジェクトを追加する <Ctrl + Shift + Tab> 

全オブジェクトを選択する <Ctrl + A> 

全オブジェクトの選択を取消す <Esc>または<X> 
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オブジェクトを扱う 

オブジェクトは様々な方法でデザインに挿入することができます。標準ツールバーにはコ

ピー/切り取り/貼り付けツールがあります。選択したオブジェクトを右クリックして、ポ

ップアップメニューから 同じコマンドにアクセスすることができます。 

デザイン項目を統合した後は複製、サイズ変更、反転などの編集を行うのが一般的です。 

 

 

標準 > コピーをクリックし、選択をコピーし、クリップボードに置きます。このツール

は編集メニューからもアクセスできます。 

 

標準 > 切り取りをクリックし、選択を切り取り、クリップボードに置きます。このツー

ルは編集メニューからもアクセスできます。 

 

標準 > 貼り付けをクリックし、クリップボードのコンテンツを貼り付けます。このツー

ルは編集メニューからもアクセスできます。 

オブジェクトをコピー&貼り付ける 

オブジェクトをコピーして同じオブジェクトをいくつも作成したり、別のデザインからオ

ブジェクトを挿入することができます。 

 オブジェクトを貼り付けたい刺しゅう順序の位置まで移動します。 



 オブジェクトを扱う 
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 切り取りを使用してデザインからオブジェクトを取り除き、その後そのオブジェクト

を貼りつけることもできます。切り取りと貼り付けを行うと、刺しゅう順序が変わり

ます。 

 上の図のように 2色以上ある構成要素オブジェクトをコピーする場合、色替えを最小

限に抑えるようオブジェクトを並び替える必要があります。 

オブジェクトをグループ化する 

 

コンテキスト > グループを使用、または<Ctrl+G>を押しし、選択したオブジェクトをグ

ループ化します。このツールはアレンジメニューからもアクセスできます。 

 

コンテキスト > グループ解除を使用、または<Ctrl+U>を押し、グループ化した範囲のグ

ループ化を解除します。このツールはアレンジメニューからもアクセスできます。 

 

オブジェクトはグループ化したり、それを

解除することもできます。グループ化した

オブジェクトは単一のオブジェクトとして

選択、移動、コピー、サイズ変更、変形を

することができます。グループ化したいオ

ブジェクトを選択します。コンテキストツ

ールバーにグループ化とグループ化解除を

するオプションが表示されます。ポップア

ップメニューから同じコマンドにアクセス

することもできます。 
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オブジェクトを複製する 

 

コンテキスト / レイアウト > 複製を使用し、同じ場所に選択オブジェクトのコピーを

作成します。複製は刺しゅう順序の一番後ろに配置されます。このツールは編集メニュ

ーからもアクセスできます。 

 

コンテキスト / レイアウト > 複製をずらすを使用し、プリセットしたオフセット位置

にコピーを作成します。複製したオブジェクトで規則的なパターンを作成するのに使用

します。 

 

オブジェクトは複製することもできます。

複製はクリップボードにオブジェクトをコ

ピーするわけではないので、クリップボー

ドを他のオブジェクト用にあけておくこと

ができます。複製したいオブジェクトを選

択します。複製オプションはレイアウトツ

ールボックス、コンテキストツールバー、

編集メニュー、ポップアップメニューから

アクセスできます。 

 

選択したオブジェクトを複製する一番簡単

な方法は複製ツールをクリックするか、 

<Ctrl> + <D>を押します。この方法はオブジェクトを同じ位置にコピーするので、必要に

応じてドラッグして他の位置に移動します。同じ位置に貼り付けたオブジェクトは 2回刺

しゅうされることになるので注意してください。 

複製をずらすオプションはオフセットしたオブジェクトを繰り返し作成することができま

す。複製ツールに似ていますが、刺しゅう設定ダイアログの編集タブでプリセットした設

定に基づいてオブジェクトの複製を配置します。この機能でレタリングなどのオブジェク

トにドロップシャドウのような効果を作ることができます。X / Yオフセット値で複製す

るパターン配置を設定します。ソフトウェア設定 > 刺しゅう設定からダイアログにアクセ

スします。 

 



 オブジェクトを扱う 
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オプション 効果 

オフセットで

センタリング 

このオプションがアクティブの場合、オブジェクトはここで設定した値に従い

縦方向と横方向にオフセットして複製されます。正確なオフセット値を設定し

て、パターン配置やドロップシャドウなどの効果を作成します。 

針位置で 

センタリング 

このオプションがアクティブの場合、デザイン中の針位置を中心にオブジェク

トが複製されます。これは初期設定で選択されています。 

針位置に 

スタート点 

このオプションがアクティブの場合、複製したオブジェクトは現在の針位置に

貼り付けられます。 

オブジェクトをクイック複製する 

選択したオブジェクトをコピーするのに、クイック複製を使用することもできます。 

 オブジェクトを右クリックし、ドラッグするだけで複製できます。 

 

 同じ方法で別ウィンドウにもオブジェクトを複製することができます。オブジェクト

のコピーはどこでマウスを離しても初めのウィンドウと同じ座標に複製されます。 

 さらに正確に配置したい場合は<Ctrl>を押してドラッグすると、X / Y軸で制御しなが

ら複製できます。 

 一時的に自動スクロールを非アクティブ状態にするには、<Shift>キーを押しながらド

ラッグします。 

 1回目のクイック複製を行った後、複製をずらすをクリックするか、<Ctrl> + <Shift> 

+ <D>を押して複製したオブジェクトを同じオフセット値で複製します。 

 



 オブジェクトをアレンジする 
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オブジェクトをアレンジする 

デザイン中のオブジェクトを移動させるには

マウスでドラッグして新しい位置に移動した

り、矢印キーで少しずつ動かしたり、コンテ

キストツールバーの XY座標で特定する方法が

あります。 

 

 

 

 

オブジェクトを配置する 

 

選択 > オブジェクト選択を使用し、オブジェクトやグループを選択します。または囲み

枠をドラッグし複数のオブジェクトやグループを選択することもできます。 

 

デザイン内でオブジェクトを移動する最も簡単な方法は、オブジェクトをクリックして新

しい位置にドラッグすることです。より正確に配置するには、矢印キーを押してオブジェ

クトを希望の位置に少しずつ移動させます。 

 

オブジェクトはオブジェクトを選択した際に現れるコンテキストツールバーにデザインの

中心からの XY座標を入力して配置することもできます。ルーラー(Ctrl + R)を使用してさ

らに正確に測ります。 

 

 

 



 オブジェクトをアレンジする 
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オブジェクトを整列する 

選択したオブジェクトは特定のオブジェクトの上下左右または中心に素早く整列すること

ができます。整列コマンドはアレンジメニューかポップアップメニューからアクセスする

ことができます。コマンドは 2つ以上のオブジェクトが選択されている場合に使用可能に

なります。オブジェクトは最後に選択したオブジェクトを基準に整列します。 

 

 

オブジェクト間の間隔をあける 

同じ方法で選択したオブジェクト間の間隔を縦方向/横方向に均等にあけることができま

す。 

 

 



 オブジェクトをアレンジする 
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オブジェクトを反転する 

 

レイアウト > 縦横反転コピーを使用し、選択オブジェクトを中心点の周りに反転しコ

ピーします。 

 

レイアウト > 横反転コピーを使用し、選択オブジェクトを横方向に反転しコピーし

ます。 

 

レイアウト > 縦反転コピーを使用し、選択オブジェクトを縦方向に反転しコピーし

ます。 

 

選択したオブジェクトはコンテキストツールバーのツールで縦方向/横方向に反転すること

ができます。反転したいオブジェクトを選択し、ツールをクリックします。 

 

またはオブジェクトを右クリックし、ポップアップメニューから反転コマンドを選択しま

す。 

 



 ワークエリア 
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ワークエリア 

ワークエリア機能は刺しゅうを施すアイテムや生地上に複数の刺しゅう項目をアレンジす

ることができます。項目は予め設定したワークエリアにコピー、回転、配置することがで

きます。バースデーカードも併せてご覧ください。レイアウトはクロスセッターマークと

共に印刷することもできます。刺しゅうをしたいアイテムや生地上に実際にデザインを置

く際に使用します。テンプレートを印刷し、刺しゅう枠をかける各デザイン部分を位置づ

けます。 

マルチ刺しゅう枠ツールボックスを使用すれば、一つのデザインに複数の刺しゅう枠を

配置することができます。マルチ刺しゅう枠も併せてご覧ください。 

ワークエリアを定義する 

 

レイアウト > ワークエリアを定期を使用し、イージーレイアウト ワークエリアダイア

ログを開き、四角形または円形のワークエリアを特定のサイズで定義します。 

 

デザインのレイアウトを作成する前に、刺しゅうを施すアイテムや生地に合うワークエリ

アを定義する必要があります。ワークエリアは四角形または円形で定義することができま

す。ワークエリアは最大 3mx3mの大きさまで定義することができます。 

 ワークエリアを定義ボタンをクリックし、ダイアログを開きます。 

 

 四角形または円形を選択し、大きさを入力します。 

 使用する生地に合った背景の色を設定します。 

 必要に応じてイメージを挿入し、サイズ変更します。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Birthday+card
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Multi-hoop+designs
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ワークエリアをアクティブにする 

 

表示 > デザインを表示をクリックし、デザイン項目を表示/非表示にします。クリック

して表示設定ドロップリストを開きます。 

 

デザインを表示ドロップリストでワークエリアをアクティブにします。 

 



 ワークエリア 
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四角形のレイアウトを作成する 

 

レイアウト > ワークエリアのコーナーに反転コピーを使用し、選択オブジェクトのコ

ピーをレイアウトワークエリアの各コーナーに自動的に作成します。 

 

レイアウト > ワークエリアに自動センタリングを使用し、選択オブジェクトをワー

クエリアの中心に自動的に移動します。 

 

選択したデザインまたはオブジェクトで四角形のレイアウトを作成します。デザインは自

動的にコピー、回転し、ワークエリアに配置されます。ワークエリアを表示します。 

 デザインを挿入し、ワークエリア内に配置します。 

   

 反転コピー方法を選択します。各コピーは縦方向/横方向に反転します。 

 確定するには左クリックするか、<Enter>を押します。 

 必要に応じてさらにデザインを挿入または作成します。 

 自動センタリングツールで選択したオブジェクトをワークエリアの真ん中に自動的に

移動させます。 

選択したオブジェクトを別の刺しゅう枠で刺しゅうしたい場合は、レイアウトを作成す

る前にそれらをグループ化する必要があります。グループ化を行わないと、色ごとに最

適化されブロックごとに刺しゅうされます。 

円形のレイアウトを作成する 

 

レイアウト > 円形レイアウトを使用し、中心点の周りに選択オブジェクトを複製しま

す。コンテキストツールバーで複製する数を設定します。 

 

レイアウト > ワークエリアに円形レイアウトを使用し、中心点の周りに選択オブジ

ェクトを複製します。コンテキストツールバーで複製する数を設定します。 

 

コーナーに反転コピーの代わりに、円形レイアウトを選択します。基本的な手順は同じで

すが、コピーする数を特定します。 



 ワークエリア 
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確定するには左クリックまたは<Enter>を押します。必要に応じてさらにデザインを挿入ま

たは作成します。 



 ボタンホール列 
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ボタンホール列 

当ソフトウェアにはプリセットしたボタンホール列を挿入するツールがあります。ボタン

ホール列のサイズを特定し、デザインに組み込むことができます。ボタンホールはボタン

の直径より少し大きめの切り込みの縁をサテンのコラムステッチで覆ったものです。縁に

施すサテンステッチは生地がほころぶのを防ぎます。ボタンホールはサテンステッチとか

んぬき止めから成ります。 

 

ボタンホール列を追加する 

 

レイアウト > ボタンホール列を使用し、ボタンホールに必要なステッチすべてを含んだ

ボタンホールの列をデジタイズします。 

 

ボタンホール列ツールで均等に配置されたボタンホールの列をデザインに追加します。 

 ボタンホールが必要なデザインを開くまたは作成するか、背景に刺しゅうするプロダ

クトのイメージを開きます。 

 ボタンホール列ツールを選択します。 



 ボタンホール列 
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 ボタンホールの数を入力し、ボタンホールを配置をクリックします。 

 最初のボタンホールをクリックし、縦方向/横方向に最後のボタンホール位置まで列を

ドラッグします。 

 

 測定ツールチップをガイドとして使用し、クリックで確定します。 

 ボタンホールの方向はオブジェクトプロパティで調整できます。 



 ボタンホール列 
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ボタンホールの設定を変更する 

 

オブジェクト編集 > オブジェクトプロパティを使用し、プロパティをプリセットしたり

、選択したオブジェクトのプロパティを調整します。 

 

ボタンホールの種類はいつでも変更することができます。これはボタンホールオブジェク

トのプロパティの一部で、その他のプロパティにはホール長やステッチ間隔があります。 

 現在のボタンホールの種類を変更するには、ボタンホールオブジェクトをダブルクリ

ックしてオブジェクトプロパティを開きます。 

 ギャラリーから希望の種類をクリックし選択します。 

 

 ボタンのサイズに合うようホール長を調整します。 

 



 ボタンホール列 
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 かがりステッチ間隔を調整します。かがりステッチと端かがりステッチの間隔はそれ

ぞれ設定することができます。 

 



 レイアウトを印刷する 
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レイアウトを印刷する 

刺しゅうデザインはデザインを直接ミシンに

送信するか、取り外し可能なメディアに保存

し、レイアウトテンプレートやジャノメクロ

スセッターを使用して刺しゅうすることがで

きます。これらは透明のプラスティック製で

十字マークが付いている道具です。 

ワークエリアは最大 3m x 3m の大きさまで定

義することができます。大きなレイアウトの

印刷には、多くの紙を必要とする場合があり

ます。実物大の何％で印刷するかを選択して

、紙を節約することもできます。その際テン

プレートの大きさをどの比率で縮小したかを

覚えておく必要があります。例えば実物大の

50％で印刷をした際、生地に転送を行う場合には寸法を 2倍にする必要があります。以下

の表を目安にしてください。 

% 拡大率 倍率 

50% 2:1 x 2 

25% 4:1 x 4 

20% 5:1 x 5 

10% 10:1 x 10 

デザインのレイアウトを印刷するには： 

 

デザイン出力 / 標準 > 印刷プレビューを使用し、デザインワークシートをプレビュー

します。プレビューウィンドウから印刷する 

 

 印刷プレビューアイコンをクリックします。レイアウトデザインは印刷されるのと同

じ状態で表示されます。 
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 オプションをクリックします。 印刷オプションダイアログが開きます。 

 テンプレートモードを選択します。この設定ではステッチの表示なしにデザインのア

ウトラインが表示されます。 

 

 クロスセッターマークとワークエリアオプションにチェックが入っていることを確認

してください。クロスセッターマークは刺しゅう枠の中心を示しており、各刺しゅう

枠に印刷されます。 

 ズーム 1:1を選択します。 

 OKをクリックします。 各刺しゅう枠にはクロスセッターマーク付近には刺しゅう順序

を示した数字が印刷されます。 

 



 レイアウトを印刷する 
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 レイアウトの外観を印刷するにはデザイン全体にズームを選択するか、%（実物大に対

して）フィールドに数値を入力します。 

クロスセッターマークは JEF と SEWファイルで使用できますが、アウトラインは使用で

きません。JEFと SEWはステッチファイルフォーマットなのでステッチデータのみ含ま

れ、アウトラインは含まれません。次善策としてステッチとクロスセッターマークの表

示をオンにして JEFと SEW ファイルを表示する方法があります。 

 



 

 

 
マルチ刺しゅう枠 



 イントロダクション 
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デジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアの画像技術機能の一部の著作権、版権は AccuSoft Corporation

により所有されています。 

有限保証 

すべて現状のまま提供されておりいかなる保証もしていない再配布可能ファイルは例外とし、蛇の目ミシ

ン工業株式会社（以下「ジャノメ」と称す）は購入日より 90日間、ソフトウェア媒体とその付随文書に

素材および製造上の欠陥がないこと、およびデジタイザー刺しゅう作成ソフトウェアが付属の文書に実質

的に従って作動することを保証します。州または法域によっては黙示の保障期間の制限を認めない場合が

ある為、前期の限定は適用されない場合があります。適用法で認められる範囲においてデジタイザー刺し

ゅう作成ソフトウェアの黙示的保証は、90日間に限定されます。 

責任制限 

保証に基づくジャノメの製造者責任制限は製品価格と同額を上限とします。いかなる場合においても本製

品の使用、または本製品の使用不能に起因する二次的、偶発的、あるいは間接的な損害（事業利益の損

失、事業の中断、事業情報の消失またはその他の金銭的損失を含むがこれらに限定されない）に関してジ

ャノメは一切責任を負わないものとします。同様にいかなる場合においてもジャノメは第三者に対し一切

の責任を負わないものとします。 

注記 

文書上で表示されている画面のレイアウトは解説用に作成されたもので、ソフトウェアが表示する画面の

表示と異なる場合があります。同様にデザインのサンプルは過程および手順のみ説明するもので お買い

上げいただいたバージョンのソフトウェアに含まれていない場合があることをご了承ください。 

救済方法 

保証期間中に領収書等の購入の証明を添えてお客様が欠陥品をジャノメまたは購入した販売店に返却され

た場合、ジャノメまたは販売店はジャノメの判断により(a) 購入金の返金、あるいは(b)デジタイザー刺

しゅう作成ソフトウェアの修理または交換、の何れかの救済措置を行います。 

交換したデジタイザイー刺しゅう作成ソフトウェアの保証期間は当初保証の残存期間、あるいは 30日間

の何れか長い方とします。 
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イントロダクション 

作成している刺しゅうデザインが大きす

ぎる場合や間隔が開いているオブジェク

トを多く含むデザインの場合、マルチ刺

しゅう枠ツールボックスでデザインを複

数の刺しゅう枠にわけることができます

。刺しゅう枠はそれぞれ 1回の刺しゅう

枠かけで刺しゅうできるオブジェクトを

含みます。続けて刺しゅうしデザイン全

体を形成します。ミシンに直接送信する

か、ファイルに保存します。 

 



 マルチ刺しゅう枠デザインを作成する 

 

 

 

マルチ刺しゅう枠 2016-06-30 2 

 

マルチ刺しゅう枠デザインを作成する 

マルチ刺しゅう枠機能では一つのデザインに対し複数の刺しゅう枠位置を定義することが

できます。これにより 1つの刺しゅう枠では収まらない大きなデザインを刺しゅうするこ

とができます。刺しゅう枠を追加し調整することで、デザイン全体を最小限の刺しゅう枠

かけで刺しゅうできるようにします。これらは続けて刺しゅうされます。刺しゅう枠は 1

種類しか使用できないので、デザイン中の一番大きなオブジェクトが収まる刺しゅう枠を

選択しましょう。 

オブジェクトの並び順をチェックし、刺しゅう枠を最良の並び順で配置しましょう。オ

ブジェクトモードで刺しゅう順序変更ドッカーを使用するとよいでしょう。リストでオ

ブジェクトを選択すると、オブジェクトがハイライトで表示されます。また刺しゅうシ

ュミレーションを使用してチェックすることもできます。デザイン内を移動するも併せ

てご覧ください。 

 

刺しゅう枠を選択する 

 

表示 > 刺しゅう枠を表示クリックし、刺しゅう枠を表示/非表示にします。右クリック

で設定します。 

 

まず使用したい刺しゅう枠を選択します。アイコンを右クリックして設定にアクセスし、

刺しゅう枠を選択します。刺しゅう枠は 1種類しか使用できないので、デザイン中の一番

大きなオブジェクトが収まる刺しゅう枠を選択しましょう。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Traveling+through+designs
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刺しゅう枠を配置する 

マルチ刺しゅう枠モードでオブジェクトを覆い

ます。刺しゅう枠内にすべて収まるオブジェク

トは緑で表示されます。刺しゅう枠にすべて収

まらないオブジェクトは黒で表示されます。刺

しゅう枠のアウトラインを選択し、デザイン内

の一番大きなオブジェクトが覆われるようドラ

ッグします。 

 

 

 

 

 

 

刺しゅう枠位置を追加する 

 

マルチ刺しゅう枠 > 刺しゅう枠追加を使用し、マルチ刺しゅう枠レイアウトに新しい

刺しゅう枠を追加します。 

 

マルチ刺しゅう枠 > 刺しゅう枠を右に追加を使用し、選択した刺しゅう枠の右側に

新しい刺しゅう枠を配置します。縫いエリア間が 10mm オーバーラップします。 

 

マルチ刺しゅう枠 > 刺しゅう枠を上に追加を使用し、選択した刺しゅう枠の上に新

しい刺しゅう枠を配置します。縫いエリア間が 10mmオーバーラップします。 

 

マルチ刺しゅう枠 > 4 つの刺しゅう枠を周りに追加を使用し、選択刺しゅう枠の周

りに刺しゅう枠を 4つ作成します 縫いエリア間が 10mm オーバーラップします。 

 

マルチ刺しゅう枠 > 8 つの刺しゅう枠を周りに追加を使用し、選択刺しゅう枠の周

りに刺しゅう枠を 8つ作成します 縫いエリア間が 10mm オーバーラップします。 

 

刺しゅう枠追加ツールで刺しゅう枠位置を追加

します。刺しゅう枠を移動したり追加すると自

動センタリングがオフになり、刺しゅう枠はオ

ブジェクトの周りに自動的に配置されなくなり

ます。 
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4 つの刺しゅう枠を周りに追加と 8 つの刺しゅう枠を周りに追加ツールは、デザインウィ

ンドウで刺しゅう枠を選択すると使用可能になります。いずれかのアイコンをクリック

すると 4 つまたは 8つの刺しゅう枠が、基の刺しゅう枠の上部から時計回りに刺しゅう

可能エリアが 10mm オーバーラップした状態で追加されます。 

刺しゅう枠の位置を調整する 

 

コンテキスト > 刺しゅう枠を左回りに 90度回転を使用し、選択した刺しゅう枠を左

回りに 90度ずつ回転させます。 

 

コンテキスト > 刺しゅう枠を右回りに 90度回転を使用し、選択した刺しゅう枠を右

回りに 90度ずつ回転させます。 

 

マルチ刺しゅう枠 > 刺しゅう枠削除を使用し、マルチ刺しゅう枠レイアウトから選

択した刺しゅう枠を削除します。 

 

追加した刺しゅう枠の位置を調整し回転させて、デザイン中のすべてのオブジェクトを覆

います。矢印キーで選択した刺しゅう枠を少しずつ位置に動かしていきます。刺しゅう枠

を回転するには、刺しゅう枠を 2回クリックして回転ハンドルをアクティブにします。回

転ハンドルをドラッグし刺しゅう枠を回転します。コンテキストツールバーの刺しゅう枠

を回転ボタンで 90度ずつ回転することもできます。刺しゅう枠削除ボタンで不要な刺しゅ

う枠を削除します。 

 

デザインのすべてを複数の刺しゅう枠で覆っても、オブジェクトの中には黒で表示され

るものもあります。スプリットガイドツールは、このような刺しゅう枠に収まらないオ

ブジェクトを分割することができます。刺しゅう枠間のオブジェクトを分割するも併せ

てご覧ください。 
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刺しゅう枠を計算する 

 

マルチ刺しゅう枠 > 刺しゅう枠を計算するを使用し、刺しゅう枠レイアウトから刺しゅ

う枠の数を見積もります。 

 

最後に刺しゅう枠を計算するアイコンをクリックして、刺しゅう枠の数を見積もります。

算出された刺しゅう枠の数は 必ずしも自分で設定した刺しゅう位置と同じである必要はあ

りません。 

 

基の刺しゅう順序は常に維持されますが、オブジェクトの並び順に沿って刺しゅう枠を配

置すると、算出される刺しゅう枠の数を減らすことができます。刺しゅう枠の計算にかか

る時間はステッチ数よりも、オブジェクトの数と刺しゅう枠の位置数に左右されます。EXP

、PES、HUS等から変換したデザインは、一般的な刺しゅうデザインに比べてオブジェクト

の数が多くなるので 計算により時間がかかります。しかし EMBファイルでもデザインが複

雑で大きく、たくさんの刺しゅう枠が含まれているデザインは計算に時間がかかります。 

分割されるファイルの数は刺しゅう枠位置の数や、刺しゅう枠間でオブジェクトを分割し

たかどうかによって決定します。これでデザインをファイル（複数可）に保存したり、ミ

シンに送信する準備が整いました。マルチ刺しゅう枠デザインを出力するも併せてご覧く

ださい。 

刺しゅう枠位置が表示されているデザインを印刷して、正しい刺しゅう枠の順番で刺し

ゅうする際のガイドとして使用できます。マルチ刺しゅう枠デザインを出力するも併せ

てご覧ください。 



 マルチ刺しゅう枠のガイドライン 

 

 

 

マルチ刺しゅう枠 2016-06-30 6 

 

マルチ刺しゅう枠のガイドライン 

刺しゅう枠を計算すると、デザイン全体が

連続した刺しゅう枠に分割されます。オブ

ジェクトがオーバーラップしている場合、

下の層のオブジェクトが先に刺しゅうされ

なくてないけません。 

 

 

 

 

 

刺しゅう枠の位置 

 

マルチ刺しゅう枠 > 刺しゅう枠追加を使用し、マルチ刺しゅう枠レイアウトに新しい刺

しゅう枠を追加します。 

 

一般的なルールとして、前面のオブジェクトが背面のオブジェクトよりも後に縫われるよ

うに刺しゅう順序を作成します。複数の刺しゅう枠かけが必要な大きなデザインには、各

刺しゅう枠の配置や順番を設定することができます。刺しゅう枠の順番は以下のように色

分けされています。 

刺しゅう枠 色 

1 濃い緑 

2 青 

3 赤 

4 茶 

5 オレンジ 

6 紫 

7 青緑 

8 アクア 

8つ以上の刺しゅう枠を使用する場合には、前に作成した刺しゅう枠位置が削除されない

限りは色の順番が繰り返されます。 
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一般的なルール 

以下のことを確認ください。 

 次に続く刺しゅう枠位置はそれぞれ前に刺しゅうされる刺しゅう枠位置にオーバーラ

ップしている。 

 刺しゅう枠位置の順序がオブジェクトの並び順にできるだけ沿って設定されている。

これにより最終的な刺しゅう枠の数が減らせます。 

 「刺しゅう枠かけ」は「刺しゅう枠位置」とは異なります。「刺しゅう枠かけ」は

「刺しゅう枠位置」よりも多く設定することができますが、その逆はできません

（ 例:一つの「刺しゅう枠位置」に 2回以上の「刺しゅう枠かけ」を行う）。 

デザインの並び順をチェックする 

 

オブジェクト編集 > 並び替えを使用し、刺しゅう順序変更ドッカーを表示/非表示にし

ます。デザイン中のカラーブロックとオブジェクトを並び替えるのに使用します。 

 

オブジェクトの並び順をチェックし、刺しゅう枠を最良の並び順で配置しましょう。刺し

ゅう順序変更ツールを使用するとよいでしょう。リストでオブジェクトまたは色ブロック

選択すると、オブジェクトがハイライトで表示されます。これによりオブジェクトが刺し

ゅうされる順番をチェックできるので、どの順番で刺しゅう枠をかけるかアイデアを得る

ことができます。 

 

刺しゅう順序変更ドッカーはマルチ刺しゅう枠モードでは使用できないので、前もって

刺しゅう順序を確認しておきましょう。 
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表示 > 刺しゅうシュミレーションを使用し、画面上でデザインが刺しゅうされる様子を

ステッチビューまたはビジュアライザーでシュミレーションします。 

 

もう一つの便利なツールは刺しゅうシュミレーションです。刺しゅうシュミレーションを

起動して、特定のオブジェクトのスタート点とエンド点が刺しゅう枠の数に影響している

かどうかをチェックします。例えば大きなオブジェクトを分割したが最初の半分が 2番目

の刺しゅう枠にある場合、刺しゅう枠の数は多くなります。刺しゅうシュミレーションで

分割したオブジェクトが隣接した刺しゅう枠の間で（刺しゅう枠の位置と配置順番）分割

されているかをチェックします。 

 

デザインの並び順を調整する 

正しく刺しゅう枠を配置すると算出される刺しゅう枠かけの数は減りますが、オブジェク

トの並び順は刺しゅう枠の配置に最適ではない場合もあります。刺しゅう枠かけの数を減

らすには、デザインそのものの並び順を変えます。一般的なガイドラインは以下のとおり

です。 

 一般的に単一の刺しゅう枠用に作成されているデザインは、色替えを減らすよう色ご

とに並んでいます。これは一針のミシンでは重要な事です。 

 複数の刺しゅう枠かけが必要になる大きさまでデザインを拡大すると、刺しゅう枠か

けの数を減らす為にデザインの並び変えをする必要があることがあります。 

 刺しゅう枠は 1種類しか使用できないので、デザイン中の一番大きなオブジェクトが

収まる刺しゅう枠を選択しましょう。 

 できるだけ刺しゅう枠位置の順序がオブジェクトの並び順にできるだけ沿って設定す

るようにしましょう。 
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刺しゅう枠間のオブジェクトを分割する 

 

マルチ刺しゅう枠 > スプリットガイドを使用し、マルチ刺しゅう枠レイアウト内でガイ

ドラインをデジタイズし、刺しゅう枠間のオブジェクトを分割します。 

 

スプリットガイドツールは、このような刺しゅう枠に収まらないオブジェクトを分割する

ことができます。このツールはファイル、ミシンまたはメモリーカードに出力する前にマ

ルチ刺しゅう枠デザインに分割ラインをデジタイズするのに使用します。分割はデザイン

すべてが刺しゅう枠が掛けられているにもかかわらず、単一のオブジェクト内に収まらな

い黒で表示されているオブジェクトに必要となります。 

 

分割ラインをデジタイズします。カーブポイントには右クリック、コーナーポイントには

左クリックを使用します。分割がオーバーラップした刺しゅう枠の縫いエリア内で行われ

る限り、分割オブジェクトは緑色で表示されます。オブジェクトはデザイン内では分割し

ませんが、出力時に分割します。分割ラインはデジタイズしたラインに沿う必要はありま

せんが、できるだけ目立たないように作成します。結果生じたオブジェクトは基のオブジ

ェクトタイプ、ステッチ角度、特徴、色を維持します。 

 

分割ラインはマルチ刺しゅう枠モードでのみ見ることができますが、このモードを離れ

てもラインは維持されます。分割したオブジェクトは再形成や変形を行うことができま

す。 
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マルチ刺しゅう枠デザインを印刷する 

2つ以上の刺しゅう枠かけがあるデザインの場合、刺しゅう枠の順序を印刷するオプショ

ンがあります。刺しゅう枠順序オプションはオブジェクトをそれぞれの刺しゅう枠で表示

します。 

 

デザイン出力 / 標準 > 印刷プレビューを使用し、デザインワークシートをプレビュ

ーします。プレビューウィンドウから印刷する 

 

デザイン出力 / 標準 > デザインを印刷を使用し、デザインを印刷します。 

 

 ファイル > 印刷プレビューを選択します。 

 

 オプションアイコンをクリックします。 

 刺しゅう枠順序チェックボックスを選択します。 

 

 マルチ刺しゅう枠のデザインに位置マークを入れるとよいでしょう。位置マークはソ

フトウェア設定 > 刺しゅう設定からアクセスできるマルチ刺しゅう枠タブでオンにす

ることができます。マルチ刺しゅう枠デザインを出力するも併せてご覧ください。 
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 各刺しゅう枠のオブジェクトの表示に、以下の情報が含まれます。 
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マルチ刺しゅう枠デザインを出力する 

刺しゅう枠よりも大きなデザインを作成している場合、デザインを部分ごとに分割するこ

とができます。マルチ刺しゅう枠デザインを出力する際、各部分は生地に刺しゅう枠をか

けなおした後に別々にステッチされます。マルチ刺しゅう枠と分割ラインはステッチファ

イルに保存する際またはミシンに送信した際に適用されます。刺しゅう枠順序モードがア

クティブになり、それぞれの刺しゅう枠を表示します。 

刺しゅう枠 vs 出力ファイル数 

マルチ刺しゅう枠デザインで使用され

ている刺しゅう枠の数は出力されるフ

ァイル数と必ずしも同じではありませ

ん。ファイルの数はデザイン内のオブ

ジェクトの層により決まります。刺し

ゅう順序を保つには、前の刺しゅう枠

に戻る必要がある場合があります。右

の図の例をご覧ください。3つのオブジ

ェクトと 2つの刺しゅう枠を含む 1つ

のデザインがあります。オブジェクト 1

は始めにステッチされます。オブジェ

クト 2を刺しゅうするには、刺しゅう

枠位置を変更する必要があります。オ

ブジェクト 3を刺しゅうするには、始

めの刺しゅう枠位置に戻る必要があります。刺しゅう枠位置よりも多い出力ファイルの数

は、このようにして発生します。 

位置マークを追加する 

 

表示 > 刺しゅう枠を表示クリックし、刺しゅう枠を表示/非表示にします。右クリック

で設定します。 

 

刺しゅうを行う際に刺しゅう枠を正しく配置できるように、各刺しゅう枠に位置マークを

刺しゅうすることができます。位置マークはデザインの一部ではないのでデザインファイ

ルには保存されませんが、出力時に追加され製作ワークシートの刺しゅう枠順序で見るこ

とができます。 

 位置マークを設定するには刺しゅう枠を表示アイコンを右クリックし、マルチ刺しゅ

う枠タブを右クリックします。 
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 出力時に位置マークを追加を選択し、マージンを設定します。マージンは大きいほど

位置マークと刺しゅう枠の最大刺しゅうエリアとの距離が大きくなります。マージン

が大きいと刺しゅう枠の配置は簡単になりますが、その代わり刺しゅうの位置がずれ

る場合があります。 

 追加した位置マークをチェックするには、印刷プレビューで刺しゅう枠リストをアク

ティブにします。マルチ刺しゅう枠デザインを印刷するも併せてご覧ください。 

刺しゅう枠かけがいくつもある刺しゅう枠を正しく配置するには練習が必要です。配置

の方法を紹介する動画等はインターネットで見つけることができます。位置マークが当

て布を破く事がないよう、裏が粘着式の引き剥がしタイプの当て布をお勧めしていま

す。ピンで現在の刺しゅう枠の位置マークと、次の刺しゅう枠の一致する位置マークに

突き刺します。 

デザインファイルを保存するのと同じ方法でマルチ刺しゅう枠デザインを保存

します。 

 

デザイン出力 > 名前を付けてデザインを保存を使用し、デザインを別の名前/場所/フォ

ーマットで保存します。 

 

マルチ刺しゅう枠デザインを保存するには、名前を付けてデザインを保存アイコンをクリ

ックします。名前を付けて保存ダイアログが開きます。単一の EMBファイルでデザインを

保存するか、各刺しゅう枠に分割して保存するか指示があります。通常単一のデザインフ

ァイルのみ必要です。すべての刺しゅう枠は一つのファイルに保存されます。 
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マルチ刺しゅう枠デザインをミシンファイルに保存する 

 

デザイン出力 > デザインをエクスポートを使用し、現在のデザインを選択したミシ

ン以外のフォーマットに変換します。 

 

デザイン出力 / コンテキスト > カード/USB に書き込みを使用し、デザインを外

部メディアドライブに送信します。 

 

マルチ刺しゅう枠デザインをミシンファイルに保存する場合、デザインをエクスポート機

能を使用するか、デザインをミシンカードや USBに書き込む方法があります。どちらにし

てもデザインは各刺しゅう枠に分割するよう指示があります。 

マルチ刺しゅう枠デザインを保存するには： 

 マルチ刺しゅう枠デザインを作成するか、開きます。マルチ刺しゅう枠デザインを作

成するも併せてご覧ください。 

 デザインをエクスポートアイコンをクリックします。ダイアログが開きフォルダーを

参照します。 

またはカード/USBに書き込みコマンドで、メモリーカードにファイルを出力すること

もできます。 

 必要に応じてファイル名を変更し、保存するフォルダーとファイルフォーマットを選

択します。 

すべての刺しゅうオブジェクトが刺しゅう枠で覆われているかチェックされます。覆

われていないオブジェクトがある場合、メッセージが表示されます。 

 

それ以外は刺しゅうするすべての刺しゅう枠が計算され、刺しゅう枠順序ダイアログ

で表示されます。刺しゅう枠の名前は、ファイル名＋選択したファイルの拡張子とな

ります。適用した分割ラインは出力時に計算され、オブジェクトはそれぞれの刺しゅ

う枠間で分割されます。 
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 刺しゅう枠を選択し、選択を保存をクリックします。 

またはすべて保存をクリックし、リストにあるすべてのファイルを刺しゅう枠順序パ

ネルで表示された名前で保存します。刺しゅう枠は各ファイルに分割され出力されま

す。 

 閉じるをクリックし、通常のデザインウィンドウに戻ります。 

マルチ刺しゅう枠デザインをミシンに送信する 

 

デザイン出力 / コンテキスト > デザインを送信を使用し、デザインをお使いのミシン

に送信します。 

 

お使いのミシンで直接接続が可能な場合、マルチ刺しゅう枠デザインを別々のファイルに

分割して出力せずに直接ミシンに送信することができます。どちらにしても基本的な方法

は同じです。送信されるファイルは自動的に計算され、表示されます。 

マルチ刺しゅう枠デザインをミシンに送信するには： 

 マルチ刺しゅう枠デザインを作成するか、開きます。マルチ刺しゅう枠デザインを作

成するも併せてご覧ください。 

 

 ミシンまたはリーダーボックスがきちんと接続されていることを確認してください。 
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 デザインを送信ボタンをクリックします。 

デザインに複数の刺しゅう枠が使用されているか、またすべてのオブジェクトが覆わ

れているかがチェックされます。 

o 枠内に収まっていないオブジェクトがある場合、続行の有無を問うメッセージ

が表示されます。 

 

o デザインを刺しゅうするのに必要な刺しゅう枠位置は、すべて刺しゅう枠順序

モードに表示されます。ツールバーはすべて非表示となり、刺しゅう枠順序パ

ネルのみ表示されます。デザインを刺しゅうするのに必要な刺しゅう枠すべて

のリストが表示されます。刺しゅう可能なアイテムのみ表示し、アップリケの

生地は非表示となります。 

 

 リスト中の刺しゅう枠を選択します。上部にあるズームを使用して、細部を確認しま

す。 

 選択を送信ボタンをクリックし、選択した刺しゅう枠をミシンに送信します。 

刺しゅう枠内にある刺しゅうされるすべての項目を含んだファイルが出力されます。 
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 すべての刺しゅう枠を送信するまで処理を繰り返します。 

ミシンによっては「すべて送信」オプションがあるものもあります。このオプション

は各刺しゅう枠はミシン接続のソフトウェアによって制御されます。 
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マルチ刺しゅう枠の配置を出力する 

当ソフトウェアでは MAとギガフープ刺しゅう枠を使用することができます。これは 2箇所

に配置することができる刺しゅう枠で、ミシンの刺しゅう可能なエリアを広げます。 

特枠（MA枠）で刺しゅうする 

 

デザイン出力 / コンテキスト > デザインを送信を使用し、デザインをお使いのミシン

に送信します。 

 

当ソフトウェアでは特枠（MA枠）を使用すること

ができます。これは 2箇所に配置することができ

る刺しゅう枠で、ミシンの刺しゅう可能なエリア

を広げます。刺しゅう枠のリストの中では特枠（

MA枠）は「特枠－MA (200 x 280)」で表示されま

す。2つの刺しゅうエリアは赤色と青色で表示さ

れます。各刺しゅうオブジェクトはいずれかの刺

しゅう枠の中に完全に収まるようデジタイズする

必要があります。 

刺しゅうデザインの読み込みまたは編集をする際

の特枠（MA枠）の動作は、通常の 200 x 280サイ

ズの四角形刺しゅう枠と全く同じです。デザイン

をミシンに保存または送信しない限り、刺しゅう

エリアが 2つあることは影響しません。デザイン

をミシンに送信する際、2箇所の刺しゅう枠位置

は単一の JEFファイルに保存される為、ほとんど

の場合でファイルは一つだけ作成されます ただ

し刺しゅう枠位置１に戻る必要がある場合は、フ

ァイルは 2つ（まれにそれ以上）作成されます。 

特枠（MA 枠）のデザインを刺しゅうするには： 

 ミシンに送信するデザインを開きます 

2つの刺しゅうエリアは赤と青で表示されます。各刺しゅうオブジェクトはいずれかの

刺しゅう枠の中に完全に収まるようデジタイズする必要があります。サイズは実寸表

示で mm単位で示されます。他の倍率表示では、数値は比例的に拡大/縮小します。 

 コンテキストツールバーのデザインを送信アイコンをクリックするか、ミシン> デザ

インを送信を選択します。 

ミシンが正しく接続されている場合は、デザインの書き込みダイアログが開きます。

詳細はデザインを送信&書き込むをご覧ください。 

 送信ボタンをクリックします。 

刺しゅう枠の 2箇所の刺しゅうエリア内に完全に収まっていないオブジェクトがある

かどうかチェックされます。 
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o 刺しゅうエリアの外にはみでたオブジェクトがある場合、それらのオブジェク

トはデザインウィンドウで選択され、編集または削除するよう指示がありま

す。それ以外はソフトウェアにより必要な刺しゅう枠の数が定義されます。 

o 刺しゅうエリアの 1箇所だけが必要な場合、または 2箇所使用で上の部分が初

めにくる場合、これらの刺しゅう枠を含む単一の JEFファイルが作成されミシ

ンに送信されます。 

o それ以外の場合は刺しゅう枠の位置の変更数が計算され、操作を続行するかど

うかのメッセージが表示されます。続行を希望すると複数の JEFファイルが作

成され、ミシンに送信されます。 

 OKをクリックします。 

JEFファイルの名前は「My Flower- 1.JEF」や「My Flower- 2.JEF」のようにハイフン

と番号がつきます。 

ミシンが初めの JEFを読み込むと上部がまず刺しゅうされ、その後刺しゅう枠を下部

に移動するよう指示があります。新しい JEFファイルの刺しゅうを始める際はフレー

ムを移動するように指示がない限り、刺しゅう枠は常に上部分に配置しておいてくだ

さい。これはステッチが多過ぎたり色替えが多過ぎて刺しゅう枠位置のペアが分割さ

れる必要がある場合などに備えて必要な措置です。 

ギガフープ刺しゅう枠で刺しゅうする 

 

デザイン出力 / コンテキスト > デザインを送信を使用し、デザインをお使いのミシン

に送信します。 

 

当ソフトウェアではギガフープ刺しゅう枠

を使用することができます。これは 2箇所

に配置することができる刺しゅう枠で、ミ

シンの刺しゅう可能なエリアを広げます。

ギガフープ刺しゅう枠の使用方法は特枠と

似ています。特枠（MA枠）で刺しゅうする

も併せてご覧ください。 

刺しゅう枠リストの中ではギガフープ刺し

ゅう枠は「刺しゅう枠 D (220 x 190) (ギ

ガ)」で表示されます。2つの刺しゅうエリ

アは赤色と青色で表示されます。通常、赤

のエリアが最初に刺しゅうされます。刺し

ゅう枠を回転した後、青のエリアが刺しゅ

うされます。 

ギガフープ刺しゅう枠の刺しゅう可能エリ

アは 230 x 200 mmで このエリアは実線で

表示されます。刺しゅう枠を回転させると配置にすき間が生じることがあります。この問

題を避けるには刺しゅう枠の両サイドに 5mmのマージンを取り、実際の刺しゅうエリアを

220 x 190 mmとします。このエリアは点線で表示されます。デザインはこの点線エリア内

に配置することをお勧めします。 
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各刺しゅうオブジェクトはいずれかの刺しゅう枠の中に完全に収まるようデジタイズする

必要があります。両方の刺しゅう枠をまたいで位置するオブジェクトがある場合、デザイ

ンは保存できません。 

また青のエリアにあるオブジェクトの刺しゅう順序が赤のエリアのオブジェクトよりも先

にある場合、ギガフープ刺しゅう枠デザインを保存することはできないので、刺しゅう開

始点が 2番目の刺しゅう枠位置にあるギガフープ刺しゅう枠の JEFファイルは作成できま

せん。 

ギガフープ刺しゅう枠を使用したデザインを刺しゅうするには： 

 ミシンに送信するデザインを開きます 

2つの刺しゅうエリアは赤と青で表示されます。各刺しゅうオブジェクトはいずれかの

刺しゅう枠の中に完全に収まるようデジタイズする必要があります。 

 コンテキストツールバーのデザインを送信アイコンをクリックするか、ミシン> デザ

インを送信を選択します。ミシンが正しく接続されている場合、デザインの書き込み

ダイアログが開きます。 

 送信ボタンをクリックします。刺しゅう枠の 2箇所の刺しゅうエリア内に完全に収ま

っていないオブジェクトがあるかどうかチェックされます。 

o デザインがギガフープ刺しゅう枠で刺しゅうされる場合、デザインを送信（オ

ンライン）ダイアログが開きます。 

o デザインが単一のギガフープ刺しゅう枠で刺しゅうされない場合（例：刺しゅ

う順序を保つようギガフープ刺しゅう枠の 2回以上の回転を必要とする）以下

のメッセージが表示されます。 

 

 OKをクリックし、指示に従い刺しゅう枠 Bの位置を 2箇所作成します。 

 デザインの名前を選択し、送信ボタンをクリックします。 

デザインは 2つの別々の JEFファイル（刺しゅう枠位置 Aと刺しゅう枠位置 B)でミシ

ンに送信されます。ファイルがオブジェクトの刺しゅう順序が原因で 2つのファイル

で刺しゅうできない場合、ミシンはこのデザインを単一のデザインとして表示しま

す。 
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責任制限 

保証に基づくジャノメの製造者責任制限は製品価格と同額を上限とします。いかなる場合においても本製

品の使用、または本製品の使用不能に起因する二次的、偶発的、あるいは間接的な損害（事業利益の損

失、事業の中断、事業情報の消失またはその他の金銭的損失を含むがこれらに限定されない）に関してジ

ャノメは一切責任を負わないものとします。同様にいかなる場合においてもジャノメは第三者に対し一切

の責任を負わないものとします。 

注記 

文書上で表示されている画面のレイアウトは解説用に作成されたもので、ソフトウェアが表示する画面の

表示と異なる場合があります。同様にデザインのサンプルは過程および手順のみ説明するもので お買い

上げいただいたバージョンのソフトウェアに含まれていない場合があることをご了承ください。 

救済方法 

保証期間中に領収書等の購入の証明を添えてお客様が欠陥品をジャノメまたは購入した販売店に返却され

た場合、ジャノメまたは販売店はジャノメの判断により(a) 購入金の返金、あるいは(b)デジタイザー刺

しゅう作成ソフトウェアの修理または交換、の何れかの救済措置を行います。 

交換したデジタイザイー刺しゅう作成ソフトウェアの保証期間は当初保証の残存期間、あるいは 30日間

の何れか長い方とします。 
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イントロダクション 

デザイン出力ツールボックスでは刺しゅうデザ

インをワークシート、アップリケパターン、色

順序、糸チャートに印刷するなど様々な方法で

出力することができます。デザインはイメージ

として保存することも、直接ミシンに送信する

こともできます。刺しゅう枠よりも大きなデザ

インを作成している場合、デザインを部分ごと

に分割することができます。送信されるファイ

ルは自動的に計算され、表示されます。 
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デザインを保存する 

刺しゅうデザインは「アウトラインデータ」

または「ステッチデータ」のどちらかのファ

イルタイプで保存することができます。EMB

は刺しゅうソフトウェア固有のアウトライン

フォーマットです。また JANなどのその他の

「オール・イン・ワン」フォーマットも使用

することができます。当ソフトウェアでは

JEF、SEW、DST、EXPなどのステッチファイ

ルやミシンフォーマットも数多く取り揃えて

います。ステッチフォーマットのリストは使

用可能な刺しゅうファイルはご覧ください。 

デザインを保存する 

 

標準 > デザインを保存を選択し、既存のデザインを保存します。 

 

デザイン出力 > 名前を付けてデザインを保存を使用し、デザインを別の名前/場所/

フォーマットで保存します。 

 

保存オプションはデザインを EMBフォーマットや JAN などの「オールインワン」フォーマ

ットで保存することができます。 

 デザインに変更を保存するには標準ツールバーの保存アイコンをクリックするか、

<Ctrl + S>を押します。 

 基のファイルを保持しつつ既存のファイルに変更を保存したい場合、名前を付けてデ

ザインを保存を使用します。 

 

 保存したいフォルダーまで移動し、希望のフォーマットで保存します。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Supported+design+files
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Supported+design+files
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 保存するファイルの種類リストから希望のファイルフォーマットを選択します。使用

可能な刺しゅうファイルも併せてご覧ください。 

デザインをエクスポートする 

 

デザイン出力 > デザインをエクスポートを使用し、現在のデザインを選択したミシン

以外のフォーマットに変換します。 

 

デザインをミシンで使用できるステッチファイルフォーマットにエクスポートします。ス

テッチフォーマットは JEF、SEW、DST、EXPをはじめ、多くのフォーマットを使用すること

ができます。ステッチフォーマットのリストは使用可能な刺しゅうファイルはご覧くださ

い。 

 エクスポートしたいデザインを開きます。 

 お使いのミシンで認識されるフォーマットをエクスポートするには、デザインをエク

スポートアイコンをクリックします。 

 

 変換したいステッチファイルタイプを選択します。 

 参照をクリックし、変換するデザインを配置するフォルダーを選択します。 

EMBファイルは刺しゅうライブラリから直接他のデザインファイルに変換することができ

ます。またその逆も可能です。デザインを変換するも併せてご覧ください。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Supported+design+files
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Supported+design+files
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Supported+design+files
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Convert+designs
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デザインを印刷する 

刺しゅうデザインはワークシート、アップリケパターン、色の順序リスト、糸チャートな

どに印刷するなど、様々な方法で出力することができます。糸チャートを印刷すれば、糸

の購入時に役に立ちます。 

印刷プレビュー 

 

デザイン出力 / 標準 > 印刷プレビューを使用し、デザインワークシートをプレビュー

します。プレビューウィンドウから印刷する 

 

印刷プレビューで刺しゅう情報や刺しゅう順序をチェックします。デザインは印刷される

のと同じ状態で表示されます。カラープリンターをお持ちの場合はビジュアライザーで印

刷できます。実寸で印刷する場合、大きなデザインは数ページに渡って表示されることが

あります。画面上部のオプションボタンから印刷物の外観の設定を行うことができます。 

 

デザインのサイズ、色の順序、ステッチの数などの情報はデザインのイメージと共に設定

することができます。またデザイン情報には作成者、色ごとの上糸の長さの見積もり、ボ

ビン数合計も含まれます。 
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印刷オプション 

 

デザイン出力 / 標準 > デザインを印刷を使用し、デザインを印刷します。 

 

印刷オプションを使用することで、デザインの印刷物を細かく設定することができます。

デザインワークシート、色の順序、アップリケパターン、刺しゅう枠順序は目的に応じて

選択することができます。各設定は細かくカスタマイズすることができます。 

 印刷プレビューまたはデザインを印刷をクリックします。 

 ダイアログのオプションをクリックし、印刷オプションを設定します。初期設定のワ

ークシートのタイプは「デザインワークシート」に設定されています。 

 

 ワークシートのタイプを設定します。 

タイプ 目的 

デザインワークシート デザインワークシートにはボビンの長さ、デザインのサイズ、

生地などの生産に関わる情報が記載されます。 

アップリケパターン アップリケパターンはデザインから独立したアップリケパター

ンで、生地からピースを切り出す際のガイドに使用することが

できます。 

色の順序 色の順序は、デザイン中の色のリストと各色レイヤーの色とス

テッチ情報を掲載します。 

刺しゅう枠の順序 2 回以上の刺しゅう枠掛けがあるデザインの場合、このオプシ

ョンでは正しい色の順序で刺しゅう枠が表示されます。 



 デザインを印刷する 

 

 

 

デザインを出力する 2016-06-30 6 

 

 デザインワークシートを選択した場合、3つのプリセットが使用できます。 

プリセット 目的 

標準 ワークシートオプションを初期値に戻します。 

デザインビュー デザインウィンドウで表示されているようにデザインを表示し

ます。 

テンプレートモード ステッチなしでデザインのアウトラインを表示します。 

 

 必要に応じて、デザインワークシートのオプションをさらに細かく設定します。 

 ズームパネルでサイズオプションを選択します。テンプレートモードを選択すると、

実物大オプションが自動的に選択されます。 

クロスセッターマークは JEF と SEWファイルで使用できますが、アウトラインは使用で

きません。JEFと SEWはステッチファイルフォーマットなのでステッチデータのみ含まれ

、アウトラインは含まれません。次善策としてステッチとクロスセッターマークの表示

をオンにして JEFと SEW ファイルを表示する方法があります。 

アップリケパターン 

アップリケパターンのコピーを印刷し、生地の切り取りに使用します。アップリケパター

ンの各部分は刺しゅう順序に従い、番号が付けられます。 
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色の順序 

カラーレイヤーオプションで色レイヤーのリストと各色レイヤーの色とステッチ情報を含

めることができます。 

 

刺しゅう枠の順序 

2つ以上の刺しゅう枠かけがあるデザインの場合、刺しゅう枠の順序を印刷するオプショ

ンがあります。刺しゅう枠順序オプションは各刺しゅう枠にあるオブジェクトを表示した

カラーフィルムタイプの情報を印刷することができます。 
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デザインのレイアウト 

 

デザイン出力 / 標準 > 印刷プレビューを使用し、デザインワークシートをプレビュー

します。プレビューウィンドウから印刷する 

 

刺しゅうデザインはデザインを直接ミシンに送信するか、取り外し可能なメディアに保存

し、レイアウトテンプレートやジャノメクロスセッターを使用して刺しゅうすることがで

きます。これらは透明のプラスティック製で十字マークが付いている道具です。レイアウ

トを印刷するをご覧ください。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Print+layouts
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Print+layouts
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デザインをキャプチャする 

デザインはビジュアライザー など実際の色で表示されたものが好まれます。ビジネスシー

ンではこれらはストックデザインの販売、デジタイズしたデザインの承認、インターネッ

トやカタログでのプレゼンテーションなどで使用されます。 

 

スクリーンイメージをキャプチャ&送信する 

 

デザイン出力 > デザインのイメージをキャプチャを使用し、デザインのイメージをビッ

トマップで保存します。結果のイメージは、画面上に表示されたものと同様になる 

 

スクリーンイメージは PNG フォーマットでキャプチャされます。ビットマップの解像度は

現在のスクリーンの解像度を初期値に設定します。モニターが正確に設定されていれば、

この数値は 72または 96 DPI (お使いのモニターにより異なる)に設定されています。 

 

オプションは以下のとおりです。 

オプション 詳細 

デザイン全体（1：1） 1：1の比率でスクリーンをキャプチャします。 

現在のデザインウィンドウ 現在の拡大倍率のスクリーンをキャプチャします。 

ユーザー設定 任意領域をキャプチャします。キャプチャする領域を定義するよ

う指示があります。 
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出力オプション： 

オプション 詳細 

ディスクに保存 スクリーンキャプチャをディスクに保存します。キャプチャしたイメージを

保存する場所、名前、フォーマットを選択します。 

E メールで送信 新規の E メールのメッセージがイメージが添付された状態で開きます。 

保存して送信 ハードディスクに保存し、E メールで添付して送信します。 

 

デザインのイメージを Eメールする一番早い方法は、ダイアログの E メールで送信オプ

ションをクリックすることです。デザインのイメージをキャプチャダイアログの E メー

ルオプションを使用すると、イメージサイズを大(1280 x 1024)または小(640 x 480)か

ら選択することができます。 
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デザインをミシンに送信する 

当ソフトウェアでは様々なモデルのミシンを

使用することができます。新型やいくつかの

旧型モデルのミシンで使用できる直接接続を

使用したり、マイカード（ATAカード）や USB

メモリースティックへ保存してデザインをミ

シンへ出力することができます。高機能タイ

プのミシンは直接接続を使用できますが、メ

ニューオプションはミシンにより異なります

。最近のモデルのミシンには大抵ミシン接続

用のソフトウェアがついています。デザイン

はソフトウェアからミシンに直接渡るよう設

定したり、ミシン接続ソフトウェアで更に処

理を行うこともできます。 

旧型のミシンでは直接接続は使用できません

が、マイカード(ATAカード)や USBメモリース

ティックを読み込むことができます。メモリ

ースティックは小さなステックまたはカード

状の携帯に便利なメモリデバイスで、大容量のデータを取り込むことができます。 

ミシンを選択する 

接続するミシンは必ず選択する必要があります。選択したミシンは刺しゅう枠リストで表

示される刺しゅう枠の種類を決定し、ミシンメニュー、デザイン出力ツールボックス、コ

ンテキストツールバーで使用できる出力オプションにも影響します。ミシンを選択するも

併せてご覧ください。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Machine+models
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ミシンを接続する 

お使いのミシンが直接ミシン接続を行える場合

、PCにきちんと接続されているか確認してくだ

さい。当ソフトウェアは現在どの種類のミシン

が PCの USBポートに接続されているかを自動的

に検出します。ミシンメニューアイテムは、PC

に接続されているミシンの種類によって異なり

ます。どのミシンも検出されない場合は、すべ

てのメニューアイテムは選択できないように灰

色になってしまいます。ミシンが接続されてい

ない状態でデザインを送信しようとすると、メ

ッセージが表示されます。ミシンを接続するも

併せてご覧ください。 

 

デザインの保存先 

ミシンの接続状況により、デザインは以下の 3つの保存先に個々にまたは一括で送信する

ことができます。 

 ジャノメメモリークラフト内臓のミシンメモリー 

 お使いのミシンの PC メモリカードスロットに取り付けられたマイカード(ATA カード) 

 ミシンに挿入した USB メモリースティック 

外部メディアドライブを使用し、デザインを JEFフォーマットで直接カードに書き込むこ

ともできます。 

JPX ファイルフォーマット 

JPX生産ファイルフォーマットには刺しゅうに加え、JPGイメージやデザインに含まれてい

るすべてのグラフィックが含まれています。これはプリントのあるアイテムに刺しゅうを

する際、視覚的に刺しゅうを配置することができるので便利です。旧型ミシンでは刺しゅ

う糸コードのみが表示され、ブランド名は表示されません。コードが同じでも刺しゅう糸

のブランドが異なると、色がまったく異なる場合があるので注意が必要です。MC12000 ミ

シンは糸チャートを特定する糸ブランド IDを認識し、糸ブランドをミシンに表示します。

ブランドは JPXファイルに書き込まれます。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Direct+machine+connection
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利用できるミシンのモデル 

当ソフトウェアは現在どの種類のミシンが PCの USBポートに接続されているかを自動的に

検出することができます。ミシンメニューアイテムは、PCに接続されているミシンの種類

によって異なります。どのミシンも検出されない場合は、すべてのメニューアイテムは選

択できないように灰色になってしまいます。ご利用の代理店で使用可能なミシンの種類を

確認することができます。使用可能な接続タイプは下記の通りです。 

ミシン 同等 Wi-Fi 接続ソフト 直接接続

† 

ATA‡ USB 

MC15000  ● ● ●  ● 

セシオ 14000/HC1500 eXpressive920  ● ●  ● 

MC12000 eXpressive900  ● ●  ● 

セシオ 11500, 11000 / HC12000DX, 

12000, 10000 

Elna9600   ● ● ● 

スーパーセシオ PC    ● ●  

スーパーセシオ PC    ● ●  

スーパーセシオ・ハイパークラフト

C-2100 

   ● ●  

セシオ 9700/ハイパークラフト 900 eXpressive860     ● 

セシオ 9090 Elna8600    ●  

C-601 Elna8200    ●  

MC500E eXpressive830  ● ●  ● 

MC450E      ● 

MC400E      ● 

MC350E Elna8300    ● ● 

刺しゅう名人・C-400 eXpressive820    ●  

メモリークラフト 200E Elna8100     ● 

NS-1      ● 

NS-4     ● ● 

NS-40      ● 

MB-4    ● ● ● 

MB-4S eXpressive940   ●  ● 

その他       

Wi-Fi = 無線ネットワークで接続する技術でミシンへ直接接続。 

接続ソフト = ミシン接続ソフトウェア。外部ミシン接続ソフトウェアを介してデザインを
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ミシンに送信します。 

DC = 直接接続。詳細はミシンに直接繋ぐをご覧ください。 

ATA = マイカード(ATAカード)。 

USB = USBメモリースティック。 

スーパーセシオ、ハイパークラフト C-2100、スーパーセシオ PC 

Windows® 7 以降をご利用の際は、USB-RS-232C 変換アダプタを使用してのデザインの送

信はひとつずつ行ってください。同時に複数のデザインを送信しようとするとエラーが

表示されます。 

MB-4ミシン 

MB-4ミシンは直接接続をすることができます。デザインはミシンの内部メモリかマイカー

ド(ATAカード) 、またはミシンに備え付けの USBスティックにダウンロードすることがで

きます。しかし MB-4ミシンの直接接続はデジタイザー製品レベルでのみ使用可能となって

います。 

ミシンに直接繋ぐ 

ミシンの多くは USBケーブル

で PCと直接接続することがで

きます。その場合、ミシンに

付属の USBケーブルを使用し

てください。ミシンを接続す

るも併せてご覧ください。 

最近のミシンは Wi-Fi接続を

使用できます。Wi-Fiは無線

でネットワークに接続する機

能です。パソコン、スマート

フォン、デジタルカメラなど

多くのデバイスで Wi-Fiを使用できます。室内での使用の場合、接続範囲はおよそ 20メー

トルになります。最近のモデルの PCやミシンも Wi-Fiを使用することができるようになっ

ています。 

お使いのミシンが Wi-Fi または USB ケーブル接続を使用できるかどうかは、利用できる

ミシンのモデルをご覧ください。 

接続する 

お使いのミシンが両方のオプションを使用できる場合、使用したいオプションを選択しま

す。 

 ミシンに付属の USBケーブルで PCとミシンを繋ぎます。 

 直接接続でデザインを受信できるようミシンは PCリンクモードに設定する必要があり

ます。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Direct+machine+connection
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Direct+machine+connection
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 ミシンをオンにし、コンテキストツールバーでミシンのモデルを選択します。ミシン

を選択するも併せてご覧ください。 

 ミシンメニューで接続設定を選択します。 

 

 USBケーブル接続か Wi-Fiを選択します。Wi-Fi接続を希望の場合は、検索をクリック

します。 

メモ：旧型ミシンの中には直接接続にシリアルポートを使用するものもあります。以

下のダイアログが開きます。ミシンの取扱説明書に記載されている正確なパラメータ

ーをここで設定する必要があります。 

 

 必要に応じてマイカード(ATAカード)か USBスティックメモリをお使いのミシンに挿入

します。マイカード(ATAカード)と USBスティックメモリは同時に取り付けることがで

きます。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Machine+models
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Machine+models
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単一のデザインをミシンに送信する 

 

デザイン出力 / コンテキスト > デザインを送信を使用し、デザインをお使いのミシン

に送信します。 

 

 送信したいデザインを開き、適切な刺しゅう枠を選択します。使用可能な刺しゅう枠

も併せてご覧ください。 

 デザイン出力ツールボックスまたはコンテキストツールバーのデザインを送信アイコ

ンをクリックします。選択した刺しゅう枠がお使いのミシンで使用できるかどうかチ

ェックされます。 

o 特枠（MA枠）を使用している場合、デザインには複数の刺しゅう枠位置がある

ということなので出力される JEFファイルは複数になる場合があります。マル

チ刺しゅう枠の配置を出力するをご覧ください。 

o 特枠（MA枠）以外の使用できる刺しゅう枠を選択した場合、転送ダイアログが

開きます。これはお使いのミシンのモデルにより異なります。 

 

 エクスポートするファイルの名前を変更するオプションがあるものもあります。 

 

 ミシンメモリー（内蔵フォルダー）、利用可能な場合はマイカード(ATAカード)、USB

メモリスティックから、ミシンの保存場所を選択します。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Supported+hoops
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Supported+hoops
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Stitching+with+multi-position+hoops
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Stitching+with+multi-position+hoops
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 旧型のミシンの中にはオプションがミシンメモリー（内蔵フォルダー）またはマイカ

ード(ATAカード)のみのものもあります。 

 

 開始をクリックします。ファイルの転送が開始されます。選択したデザインはお使い

のミシンで読み込むことができるミシンファイルに変換され、指定した場所にコピー

されます。万が一ファイルが制限値を超えた場合は、ファイルは複数に分割されま

す。 

複数のデザインを送信/受信する 

デザインはお使いのミシンで読み取ることができるファイルフォーマットで、一度に複数

送信することができます。ミシンメモリーからすべてのデザインを取り出して編集した

り、ハードディスクやその他の場所に保存することもできます。またミシンメモリーから

すべてのデザインを削除して保存スペースをあけることもできます。 

 初めに転送したいファイルを検索し、必要に応じてファイルを変換します。 デザイン

を変換する も併せてご覧ください。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Convert+designs
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Convert+designs
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 ミシン> デザインを送信、受信、削除を選択します。転送ダイアログが開きます。こ

れはお使いのミシンのモデルにより異なります。ダイアログはソース(PC)と出力先(ミ

シン)の 2項目に分かれています。デザインを受信するにはミシンが PCリンクモード

になっている必要があります。 

 

 PCリストから移動元フォルダーを選択します。お使いのミシンで読み取ることができ

るファイルのみ表示されます。 

 表示パネルで送信したいファイル(複数可)を選択します。 

 ミシンメモリー（内蔵フォルダー）、利用可能な場合はマイカード(ATAカード)、USB

メモリスティックから、ミシンの保存場所を選択します。 

 

 送信をクリックします。確認のメッセージが表示されます。 

 開始をクリックします。ファイル転送が開始し、選択したデザインが選択した場所に

コピーされます。万が一ファイルが制限値を超えた場合は、ファイルは複数に分割さ

れます。 

 受信したいファイルまたは削除したいファイルを保存先フォルダーから選択します。 
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 以下のオプションから選択します。 

 受信をクリックして、ミシンから PCの現在のフォルダーにファイルをコピーします。 

 削除をクリックして、ミシンの保存先から選択ファイルを削除します。 

ミシンソフトウェアを介して接続する 

MC12000以降のミシンにはミシン

接続ソフトウェアが同梱されてい

ます。デザインはミシン接続ソフ

トウェアを介して送信できます。

デザインはソフトウェアからミシ

ンに直接渡るよう設定したり、ミ

シン接続ソフトウェアで更に処理

を行うこともできます。 

例えばジャノメミシンはデザイン

の拡大/縮小や変形を行ってもス

テッチは再計算されません。その

為、拡大/縮小は±20%に制限され

ていますが、ミシンソフトウェアは PC上で拡大/縮小を行うことができます。これはデザ

インの拡大/縮小、反転、回転を行うことができ、ステッチは再計算されることを意味しま

す。またミシンソフトウェアはミシンの刺しゅうモードの新しいステッチタイプを定義す

ることができます。その他のオプションもあります。 
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ミシン接続ソフトウェア 

ミシンソフトウェアは購入したミシンに同梱されています。これは刺しゅうソフトウェア

とは別にインストールする必要があります。以下はミシンのモデルと同梱のソフトウェア

のリストです。 

ミシン 同等 接続ソフトウェア 

MC15000  HorizonLink スイートの EmbLink ツール 

セシオ 14000/HC1500 eXpressive920 Acutools エンブロイダリーエディター 

MC12000 eXpressive900 HorizonLink 

MC500E eXpressive830 エンブロイダリーエディター 

接続する 

 PCとミシンを繋ぐには、ミシンに付属の USBケーブルを使用します。 

 直接接続でデザインを受信できるようミシンは PCリンクモードに設定する必要があり

ます。 

 ミシン接続ソフトウェアをインストールする必要があります。 

 ミシンをオンにし、コンテキストツールバーでミシンのモデルを選択します。ミシン

を選択するも併せてご覧ください。 

MC12000 とそれ以上のミシンは USB メモリースティックを読み取ることができます。外部

メディアドライブを使用し、デザインを JEFフォーマットで直接カードに書き込むこと

もできます。外部メディアを介して接続するをご覧ください。 

 

デザインをミシンに送信する 

 
コンテキスト > リンクに送信を使用し、ミシンソフトウェアを介して現在のデザインを

ミシンに送信します。 

 

 送信したいデザインを開きます。 

 リンクアイコンをクリックします。デザインがインストールしたミシン接続ソフトウ

ェア内で開きます。このソフトウェアではデザインの拡大/縮小、反転、回転を行うこ

とができます。またミシンの刺しゅうモードの新しいステッチタイプを定義すること

ができます。ヘルプボタンをクリックし、オンスクリーン文書にアクセスします。 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Machine+models
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Machine+models


 デザインをミシンに送信する 

 

 

 

デザインを出力する 2016-06-30 21 

 

 

 通信オン/オフボタンをクリックし、直接ミシン接続をアクティブにします。これによ

りデザインが直接刺しゅうソフトウェアからミシンに送信することができます。 

外部メディアを介して接続する 

すべてのミシンはマイカード（ATA

カード）または USBメモリースティ

ックを読むことができます。ミシン

の中にはカードやメモリースティッ

クを介してのみミシンファイルを受

け取ることができるものもあります

。直接接続が行えるミシンでも、カ

ードやメモリースティックを介して

デザインを転送したい場合もあるで

しょう。デザインはミシンファイル

フォーマットで書き込まれます。 

お使いのミシンが Wi-Fi または USB ケーブル接続を使用できるかどうかは、利用できる

ミシンのモデルをご覧ください。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Supported+design+files
http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Supported+design+files
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接続する 

 まだ設定を行っていない場合はミシンをオンにし、コンテキストツールバーでミシン

のモデルを選択します。ミシンを選択するも併せてご覧ください。 

 マイカード（ATAカード）や USBスティック等の外部メディアがお使いの PCの USBポ

ートにしっかり接続されていることを確認してください。 

 デザインを書き込んだ後、外部メディアをお使いのミシンの USBまたは ATAカードス

ロットに挿入します。 

USB スティックにデザインを書き込む 

 

デザイン出力 / コンテキスト > カード/USB に書き込みを使用し、デザインを外部メ

ディアドライブに送信します。 

 

USBメモリースティックにデザインを一つだけ書き込む方法は、基本的にデザインファイ

ルを一つミシンに送信する方法と同じですが、書き込む場合はカード/USBに書き込みアイ

コンをクリックするか、ミシンメニューにアクセスします。ミシンに直接繋ぐも併せてご

覧ください。 

 

http://www.embroideryhelp.net/display/DIGIV5/Machine+models
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USBスティックに複数のデザイン書き込む 
USBメモリースティックに複数のデザインを書き込む方法は、基本的にデザインファイル

を一つ書き込む方法と同じですが、複数のファイルを扱う場合はミシン> カード/USB の管

理を選択します。ミシンに直接繋ぐも併せてご覧ください。 

 

マイカード(ATA カード)に書き込む 

 

デザイン出力 / コンテキスト > カード/USB に書き込みを使用し、デザインを外部メ

ディアドライブに送信します。 

 

マイカード(ATAカード)は多くのミシンで使用することができます。フラッシュメモリー

・リーダー/ライターにデザインを書き込む方法は、基本的にデザインファイルを USBメモ

リースティックに書き込む方法と同じですが、ミシンの中にはこのオプションがないもの

もあり、マイカード(ATAカード)のみ使用できるものもあります。転送ダイアログは異な

る場合がありますが、方法は基本的に同じです。 
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マイカード(ATAカード)に複数のデザインを書き込む 
フラッシュメモリー・リーダー/ライターに複数のデザインを書き込む方法は、基本的に複

数のデザインファイルを送信する方法と同じですが、書き込む場合はミシン> カード/USB

の管理を選択します。転送ダイアログは異なる場合がありますが、方法は基本的に同じで

す。 
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MB-4ミシンのステータス 

MB-4ミシンを使用している場合、直接ミシン接

続オプションが使用できます。これによりデザイ

ンファイル（複数可）を内蔵のミシンメモリーに

直接送信することができます。外部メディアドラ

イブを使用し、デザインを JEFフォーマットで直

接カードに書き込むこともできます。ミシンでサ

ポートされていない刺しゅう枠を使用したデザイ

ンを送信しようとすると、別のタイプの刺しゅう

枠を選択するようにメッセージが表示されます。 

MB-4ミシンはステータスを見ることができま

す。最高 3台のミシンを同時に取り付けることが

できます。 

 ミシン> MB4-ステータスを選択します。ミシ

ンのステータスツールバーが現れ、最高 3台

まで接続したミシンのステータスが表示され

ます。接続されていないミシンはグレーのア

イコンで表示されます。 

 

 ツールバーはデザインウィンドウの上部または下部にドックさせることができます。

ツールバーが表示されている間はミシンのステータスは 5秒ごとに更新されます。ミ

シン > ステータスコマンドがオフに切り替えられるまで、ツールバーはアクティブ状

態を維持します。ツールバーアイコンはミシンのステータス状況により色分けされて

います。 

アイコン 詳細 

 

グレーはミシンが未接続、またはスイッチがオフであることを示す 

 

緑色はミシンが正常に稼動していることを示す－刺しゅう中 

 

赤色はミシンが停止していることを示す－過負荷、糸切れ等 

 

黄色はミシンがスタンドバイの状態であることを示す－色替えまたは

一時停止等 
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アイコン 詳細 

 

青色はミシンが使用可能状態であることを示す－刺しゅう準備完了、

刺しゅう終了等 

 

 特定のミシンの現在のステータスを表示するには、ツールバーボタンのうち 1 つをク

リックします。ミシンの詳細ダイアログが開きます。ツールバーアイコンと同様に、

ダイアログに現在のミシンステータスが表示されます。 

 

 


